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午前９時 00分開会 

○議長（沖田  守君）  おはようございます。 

 台風２１号の大変な被害を四国あるいは広島等、大変な被害を受けましたが、また北

海道では震度７を記録するという大変な地震がやってまいりまして、多くの方々がお亡

くなりになったり、そしてテレビ放映等見ますと甚大な被害が出ておりますが、お亡く

なりになった方々の御冥福をお祈りをするとともに、一日も早い復旧、復興がなされる

ように切に願うところであります。 

 本日は、平成３０年第６回津和野町議会定例会が招集されました。議員各位にはおそ

ろいで出席をいただき、ありがとうございます。 



 ただいまの出席議員数は、全員の１２名であります。定足数に達しておりますので、

平成３０年第６回定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（沖田  守君）  日程第１、会議録署名議員の指名。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、２番、米澤宕文君、３番、川

田剛君を指名します。 

 それでは、先日、議会運営委員会を開催し、本定例会の会期及び議事日程等について

協議しておりますので、その結果について委員長の報告を求めます。１０番、後山幸次

君。 

○議会運営委員長（後山 幸次君）  皆さん、おはようございます。 

 それでは、先日、議会運営委員会を開催しましたので、報告をいたします。 

 議会運営委員会協議報告書。 

 議会運営委員会を平成３０年９月４日に開催し、今定例会の議会運営について協議し

ましたので、その結果を津和野町議会会議規則第７７条の規定により報告をいたします。 

 今定例会の会期は、本日９月１０日から９月２６日までの１７日間としたいと思いま

す。 

 初日の１０日月曜は、議長より諸般の報告を受けた後、町長提出議案の説明を受け、

決算認定について監査委員より審査意見の報告をいただき、監査委員に対する質疑終了

後、決算審査特別委員会を設置し、これに付託して休会中の審査といたします。その後、

町長からの報告を受け、散会したいと思います。 

 １１日火曜、１２日水曜の２日間で一般質問を行います。今回の質問通告者は９人の

２８件であります。 

 １３日木曜は、決算議案を除く議案の質疑、討論、表決を行い、散会したいと思いま

す。 

 １４日金曜から２５日火曜までは、休会といたします。休会中に決算審査特別委員会

を開催していただきたいと思います。 

 ２６日に本会議を再開し、決算審査特別委員長の報告を受け、質疑、討論、表決を行

います。各委員会の報告を受けて、全日程を終了したいと思います。 

 以上、議会運営委員会の協議結果を報告いたします。 

 平成３０年９月１０日、津和野町議会議長、沖田守様、議会運営委員会委員長、後山

幸次。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

────────────・────・──────────── 



日程第２．会期の決定 

○議長（沖田  守君）  日程第２、会期の決定を議題とします。 

 お諮りをいたします。本定例会の会期は、議会運営委員長報告のとおり、本日から９

月２６日までの１７日間としたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。したがって、会期は本日から９月２

６日までの１７日間と決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（沖田  守君）  日程第３、諸般の報告をいたします。 

 ６月定例会以降における議会行事及び各報告事項につきましては、お手元に配付のと

おりであります。 

諸般の報告 

 【６月定例会以降】 

  ６月１５日（金） 総務経済常任委員会 

           文教民生常任委員会 

    ２０日（水） 全員協議会 

           高齢者見守り・買い物支援事業にかかる報告会（本庁舎）全 

           議員 

    ２５日（月） 鹿足郡事務組合議会臨時会（クリーンパルにちはら） 

    ２６日（火） 広報広聴常任委員会 

    ２７日（水） 福島県新地町議会視察受入（津庁舎） 議長 

    ３０日（土） 笹山水源池水源祭（笹山） 議長 

  ７月 ２日（月） 高津川漁業振興協議会通常総会（益田市） 議長 

     ３日（火） 広報広聴常任委員会 

     ４日（水） 秋田県羽後町議会視察受入（津庁舎） 議長 

     ５日（木） 文教民生常任委員会調査視察（はなみずき） 

           島根県立大学支援協議会監査（事務局） 議長 

     ９日（月） 総務経済常任委員会（町セ） 

    １１日（水） 長野県飯田市議会視察受入（津庁舎） 副議長 

    ２０日（金） 福岡県田川市議会視察受入（東京事務所対応） 

    ２４日（火） 益田地区広域市町村圏事務組合議会臨時会（益田市） 

    ２５日（水） 原水禁平和大行進表敬訪問（町長室） 議長 

    ３０日（月） 文教民生常任委員会調査視察（日原保育園） 

  ８月 １日（水） 鹿足郡事務組合議会臨時会（クリーンパルにちはら） 

     ３日（金） 第５回津和野町議会臨時会 



           全員協議会 

     ４日（土） 一般県道柿木津和野停車場線中座工区開通式（なごみ） 全 

           議員 

     ７日（火） 栃木県那須塩原市議会視察受入（日本遺産センター） 

     ８日（水） 鹿足土木協会主要事業要望行動・意見交換会（松江市） 議 

    ～９日（木） 長 

    ２０日（月） 町村議会広報研修会（松江市） 広報広聴常任委員 

    ２１日（火） 鹿足郡養護老人ホーム組合議会臨時会（吉賀町） 

           津和野町農政会議総会（吉賀町） 

    ２７日（月） 文教民生常任委員会調査視察（青原・木部さとやま・畑迫保 

           育園） 

    ２８日（火） 鹿児島市議会視察受入（日本遺産センター） 

    ２９日（水） 益田地区広域市町村圏事務組合議会臨時会（益田市） 

    ３０日（木） 全員協議会 

           議会運営委員会 

  ９月 ３日（月） 一般質問通告締め切り 正午 

     ４日（火） 議会運営委員会 

  

 【視察】 

  ６月２７日（水） 福島県新地町議会（７名）就農支援事業 

  ７月 ４日（水） 秋田県羽後町議会（７名）津和野高校魅力化プロジェクト 

  ７月１１日（水） 長野県飯田市議会（１０名）集落営農の取組 

  ７月２０日（金） 福岡県田川市議会（４名）津和野町東京事務所の取組（東京 

           事務所対応） 

  ８月 ７日（火） 栃木県那須塩原市議会（３名）日本遺産センターの取組 

  ８月２８日（火） 鹿児島市議会（１名）日本遺産センターの取組 

 益田地区広域市町村圏事務組合議会、鹿足郡事務組合議会、鹿足郡養護老人ホーム組

合議会及び平成３０年度定例監査の報告につきましては、お手元に配付のとおりであり

ます。 

 なお、関係書類は事務局に保管してありますので、必要の向きはごらんをいただきた

いと思います。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．議案第９１号 

○議長（沖田  守君）  日程第４、議案第９１号津和野町過疎地域自立促進計画（平

成２８年度～平成３２年度）の変更についてを議題といたします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 



○町長（下森 博之君）  皆様、おはようございます。 

 本日は、９月定例議会の招集をお願いいたしましたところ、おそろいで御出席を賜り

ましてありがとうございます。 

 今定例会に提案をいたします案件は、計画案件１件、条例案件５件、町道認定案件１

件、一般会計を初め各会計補正予算案件６件、決算認定案件１１件、報告案件５件の合

計２９案件でございます。いずれも重要な案件でございますので、慎重審議を賜り、そ

れぞれ可決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 議案第９１号でございますが、津和野町過疎地域自立促進計画（平成２８年度～平成

３２年度）の変更について、議会の議決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から説明を申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  おはようございます。 

 議案第９１号津和野町過疎地域自立促進計画（平成２８年度～平成３２年度）の変更

について、御説明をさせていただきます。 

 変更内容につきましては、別紙のとおり追加変更するものでございます。 

 議案書、１枚めくっていただきまして、別紙様式２をごらんください。追加する事業

は、区分に交通通信体系の整備、情報化及び地域間交流の促進、（３）地域間交流に③

広域連携を、２、その他の（３）地域間交流に広域連携を、３、事業計画の（１１）過

疎地域自立促進特別事業に高津川流域活性化事業を追加するものでございます。 

 続きまして、１枚めくっていただきまして、別紙様式３をごらんください。事業の概

算事業費でございますが、高津川流域活性化事業分として益田地区広域市町村圏事務組

合に対する映画高津川製作支援事業負担金４１４万７,０００円を見込んでおります。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 ちょっと、課長、これ、今の別紙３は、変更前も変更後も金額全然変わっとらんが、

大丈夫か。変更前も変更後も金額が全然変わってないが。 

 つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  ３０年度で４１４万７,０００円を追加い

たしまして、この年度ということで９億１,０８０万円が９億１,４９４万７,０００円

になるということでございます。 

○議長（沖田  守君）  ああ、そういう意味か。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  はい。済みません。 

○議長（沖田  守君）  はい。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．議案第９２号 

日程第６．議案第９３号 



日程第７．議案第９４号 

日程第８．議案第９５号 

日程第９．議案第９６号 

○議長（沖田  守君）  日程第５、議案第９２号津和野町空家等対策協議会設置条例

の制定についてより、日程第９、議案第９６号津和野町斎場の設置及び管理に関する

条例の一部改正についてまで、以上５案件につきましては、会議規則第３７条の規定

により一括議題とします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第９２号でございますが、津和野町空家等対

策協議会設置条例の制定について、議会の議決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から説明を申し上げます。 

 議案第９３号でございますが、津和野町子育て世代包括支援センター設置条例の制定

について、議会の議決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から説明を申し上げます。 

 議案第９４号でございますが、津和野町営バス運行に関する条例の一部改正について、

議会の議決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から説明を申し上げます。 

 議案第９５号でございますが、津和野町非常勤の職員等の報酬及び費用弁償支給条例

の一部改正について、議会の議決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から説明を申し上げます。 

 議案第９６号でございますが、津和野町斎場の設置及び管理に関する条例の一部改正

について、議会の議決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から説明を申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  それでは、議案第９２号について御説明を

いたします。 

 津和野町空家等対策協議会設置条例ということで、第１条、設置についてでございま

す。協議会の設置につきましては、空家等対策の推進に関する特別措置法第７条の規定

に基づき設置するものでございます。 

 第２条、所掌事務でございますが、空家等対策計画の作成を主な所掌事務としており

ます。空家等対策計画につきましては、現在、検討している期間につきましては計画期

間５年ということで、内容といたしましては空き家等の調査に関する事項、それから空

き家等の適切な管理の促進に関する事項、それから空き家等の跡地の活用の促進に関す

る事項、それから特定空き家等に対する指導、勧告、命令などの措置に関する事項、そ

れから空き家等に関する相談への対応、そういったことについて計画に盛り込む予定と

しております。 



 次に、第３条、組織でございます。組織につきましては、空家等対策の推進に関する

特別措置法第７条第２項に規定する構成員のうちから町長が委嘱するものとしており

ます。具体的には、地域住民から未来づくり共同会議、連合自治会、それから防犯の部

分として津和野警察署、福祉の部分として津和野町社会福祉協議会、法務として弁護士、

司法書士、法務局、建築として建築士、不動産として島根県宅地建物取引業協会、不動

産業協会、島根県土地家屋調査士会、行政のほうから津和野町長が委員となって１３名

の委員により構成をする予定としております。 

 次に任期でございますが、任期につきましては２年としております。 

 第５条については会長、第６条については会議、第７条については守秘義務、第８条

については委任ということで規定をさせていただきました。 

 附則といたしまして、この条例は公布の日から施行するものといたしまして、この条

例の施行の日以後、最初に任命される委員の任期は、第４条の規定にかかわらず平成３

２年３月３１日までとしております。 

 なお、協議会につきましては、平成３０年度、３回程度の開催を予定をしておりまし

て、空家等対策計画につきましては平成３１年３月末を目標に計画を策定する予定でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  おはようございます。 

 それでは、議案第９３号を御説明いたします。津和野町子育て世代包括支援センター

設置条例の制定についてであります。 

 本案は、今年度に設置を進めていました津和野町子育て世代包括支援センターについ

て、１０月１日からのセンターの設置及び事業内容等について定めたものであります。 

 第１条におきまして、妊娠期から子育て期にわたるまでの母子保健、育児等に関する

支援体制を構築することを目的としたセンターを設置することが記載されてあります。 

 第２条におきまして、名称を津和野町子育て世代包括支援センターに、位置を津和野

町後田ロ６４番地６、これは津和野庁舎の地番ということになりますが、ここにするこ

とに、第３条におきまして、センターの事業内容について、妊産婦等に係る妊娠、出産、

育児等に関する相談及び支援、関係機関等の協議やネットワークづくり、妊娠期から子

育て期にわたるまでの切れ目のない支援体制の構築に関することなどとしております。 

 第４条におきまして、職員について、第５条におきまして、報酬及び費用弁償につい

て、第６条におきまして、委任について記載しております。 

 最後に、附則として、施行期日でございますが、本年１０月１日から施行することと

しております。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 



○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  続きまして、議案第９４号について御説明

をいたします。 

 津和野町営バス運行に関する条例第４条関係別表に椛井谷線を加えるものでござい

ます。 

 議案裏面、新旧対照表をごらんください。２の２の一番下のところに追加ということ

で書かさせていただいております。 

 改正内容につきましては、第４条関係別表に椛井谷線、椛井谷から道の駅シルクウェ

イにちはらを経由いたしまして金見町下まで片道６.２キロメートルを加えるものでご

ざいます。 

 椛井谷線の追加につきましては、平成３０年７月２０日付で柳自治会より町営バスの

路線として椛井谷集落まで乗り入れる路線の追加要望書が提出されました。 

 当該地区は３世帯７名の集落でございまして、高齢化が進み通院や買い物に公共交通

が必要であるという理由から、町営バスの路線の追加を要望されたものでございます。 

 柳自治会の要望を受け、利用頻度、車両等運行に係るダイヤ等について検討を行いま

した。この結果、日曜日を除き毎日運航している金見町下から日原診療所前までの日原

市街地線１.８キロメートルに接続する形で、火曜日と金曜日の週２回、２往復の予約

型のデマンド運行を行うことといたしました。このことにつきましては、平成３０年８

月２８日に開催した津和野町地域公共交通会議において協議、了承され、平成３０年１

０月２日から運行を開始する予定としております。 

 附則といたしまして、この条例は、平成３０年１０月１日から施行するものでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、議案第９５号を御説明いたします。津和

野町非常勤の職員等の報酬及び費用弁償支給条例の一部改正でございます。 

 一部改正につきましては、別表第１条、第３条関係中、津和野町女性会議の項の次に、

津和野町空家等対策協議会出務１日につき７,３００円を加えるものでございます。こ

れは、津和野町空家等対策計画策定に当たり空家等対策特別法第７条に基づき空家等対

策計画の策定及び変更並びに実施に関する協議を行うための協議会を設置するもので

ございます。 

 次に、社会教育委員の項の次に、津和野町特別支援連携協議会委員出務１日につき７,

３００円を加えるものでございます。これは、町の特別支援教育についてさまざまな視

点から連携できるような体制を整備し、より充実した支援体制の整備のために津和野町

特別支援連携協議会を設置するものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は公布の日から施行するものでございます。 

 以上でございます。 



○議長（沖田  守君）  税務住民課長。 

○税務住民課長（山本 慎吾君）  続きまして、議案第９６号を御説明いたします。津

和野町斎場の設置及び管理に関する条例の一部改正でございます。 

 第２条第１号中、「浄苑・しらさぎ」を「しらさぎ会館」に改めるものです。斎場看

板設置に当たり、地元自治会との協議の中で、「浄苑」や「斎場」の表記はしないでほ

しいとの意見があり、内部検討を行った結果、斎場の名称をしらさぎ会館とすることと

し、自治会の了承を得たところです。 

 附則としまして、平成３１年１月７日から施行するものでございます。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１０．議案第９７号 

○議長（沖田  守君）  日程第１０、議案第９７号町道森村笹山線の路線認定につい

てを議題とします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第９７号でございますが、町道森村笹山線の

路線認定について、議会の議決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（木村 厚雄君）  議案第９７号について御説明申し上げます。町道森村笹

山線の路線認定についてであります。 

 道路法第８条第２項の規定に基づき町道の路線を認定するものであります。 

 路線名は「森村笹山線」、起点は津和野町森村イ５４０番３から終点津和野町中座イ

２８５番１までであります。延長は１,４８７メートル、幅員は５メートルであります。 

 これにつきましては、県道柿木津和野停車場線中座工区の完成に伴いまして現道の柿

木津和野停車場線を県から移譲されることに伴うものであります。 

 裏面に地図をつけております。上部のほうにＢＰ、県道萩津和野線を起点としまして

河口部のほうにありますが、国道９号のＥＰのところまで、大鳥居のところまでであり

ますが、この区間を認定するものであります。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１１．議案第９８号 

日程第１２．議案第９９号 

日程第１３．議案第１００号 

日程第１４．議案第１０１号 



日程第１５．議案第１０２号 

日程第１６．議案第１０３号 

○議長（沖田  守君）  日程第１１、議案第９８号平成３０年度津和野町一般会計補

正予算（第３号）より、日程第１６、議案第１０３号平成３０年度津和野町水道事業

会計補正予算（第２号）まで、以上６案件につきましては、会議規則第３７条の規定

により一括議題とします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  議案第９８号でございますが、平成３０年度津和野町一般会

計補正予算（第３号）についてでございます。歳入歳出予算の総額にそれぞれ２億８,

０５５万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を８９億４,８５６万１,０００

円とするものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から説明を申し上げます。 

 議案第９９号平成３０年度津和野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につい

てでございますが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ１６２万７,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を１１億２,６９７万８,０００円とするものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から説明を申し上げます。 

 議案第１００号平成３０年度津和野町介護保険特別会計補正予算（第２号）について

でございますが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ５６万８,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を１３億６,８７４万８,０００円とするものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から説明を申し上げます。 

 議案第１０１号平成３０年度津和野町下水道事業特別会計補正予算（第２号）につい

てでございますが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ５２８万２,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を３億６,２９６万１,０００円とするものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から説明を申し上げます。 

 議案第１０２号平成３０年度津和野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

についてでございますが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ８万円を追加し、歳入歳出予

算の総額を３８０万４,０００円とするものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から説明を申し上げます。 

 議案第１０３号平成３０年度津和野町水道事業会計補正予算（第２号）についてでご

ざいます。収益的収入及び支出の予算総額に１,１５１万５,０００円を追加し、収益的

収入予算の総額を３億６,８８６万円、収益的支出予算の総額を３億４,４２９万７,０

００円とするものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から説明を申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、議案第９８号を御説明いたします。 



 まず、５ページをお開きください。第２表地方債補正の追加と変更でございます。総

額で９,５２１万４,０００円の増額補正をしております。詳細につきましては、事項別

明細書の中で御説明をいたします。 

 それでは、歳出の主なものから御説明いたしますので、２０ページをお開きください。

また、お手元に補正予算の概要資料を用意しておりますので、あわせてごらんいただけ

たらと思います。 

 まず、総務費の財産管理費でございます。委託料といたしまして日原診療所改修工事

基本設計業務委託料１,１３４万円及び津和野町庁舎耐震診断業務委託料４７９万２,

０００円を新たに計上しております。 

 公有財産購入費として、津和野庁舎隣接の県有地の購入費４,７３０万８,０００円を

新たに計上しております。 

 １枚めくっていただきまして、企画費の委託料といたしまして、高齢者等見守り・買

い物支援業務委託料２５８万５,０００円、負担金補助及び交付金として、高津川流域

を舞台とする映画製作に伴い高津川流域活性化事業負担金４１４万７,０００円を増額

しております。 

 １枚めくっていただきまして、定住対策事業費の積立金として、津和野町定住支援体

制整備基金積立金２００万円を新たに計上をしております。 

 生活バス対策費の負担金補助及び交付金として、津和野町内線、津和野温泉から野広

橋の拡充に係る地域公共交通対策事業補助金１,１００万円を新たに計上しております。 

 １枚めくっていただきまして、道の駅管理費の工事請負費といたしまして、なごみの

里下水道管接続工事費８００万円を新たに計上しております。 

 １枚めくっていただきまして、賦課徴収費の償還金利子及び割引料といたしまして、

法人町民税等還付金１２０万５,０００円を増額しております。 

 ３４ページをお開きください。民生費の社会福祉総務費の繰出金といたしまして、津

和野町国民健康保険等特別会計繰出金１４９万円を増額しております。 

 １枚めくっていただきまして、児童福祉総務費の修繕料といたしまして、直地保育園

園庭フェンス改修１９６万６,０００円を新たに計上しております。 

 続きまして、４２ページをお開きください。衛生費の保健衛生総務費環境生活課の繰

出金といたしまして、津和野町水道事業会計繰出金１,０４８万７,０００円を増額して

おります。 

 １枚めくっていただきまして、医療対策費の積立金として、地域医療推進基金積立金

２,０００万円を新たに計上しております。 

 続きまして、４８ページをお開きください。農林水産業費の畜産業費の負担金補助及

び交付金といたしまして、事業実施主体の石西地域畜産推進協議会へ、畜産・酪農収益

力強化整備等特別交付事業費負担金２４４万９,０００円を増額しております。 



 １枚めくっていただきまして、林業費の林業振興費の委託料といたしまして、津和野

城山の松くい虫樹幹注入事業委託料１９８万６,０００円、森林づくり条例等作成委託

料１７９万８,０００円減額、森林教育プログラム開発事業委託料１３８万円を計上し

ております。 

 負担金補助及び交付金として、作業路開設延長単価の改正に伴い簡易作業路開設事業

補助金３００万円を増額しております。 

 １枚めくっていただきまして、町行造林事業費の委託料といたしまして、赤石山の町

有林の下刈り等委託料３００万円を増額しております。 

 林地崩壊防止事業費の負担金補助及び交付金といたしまして、池村、内美地区２カ所

の津和野町林地等崩壊対策事業補助金１００万円を新たに計上しております。 

 １枚めくっていただきまして、商工費の商工振興費の負担金補助及び交付金として、

後田地内に店舗兼工場を設置予定の（株）ヒヤマ等へ地域商業活性化支援補助金４８０

万円を増額しております。 

 １枚めくっていただきまして、観光費の負担金補助及び交付金といたしまして、西日

本豪雨、ＳＬやまぐち号運休に伴う観光支援対策補助金２４６万６,０００円を増額し

ております。 

 観光リフト運行費の修繕料といたしまして、保護設備、歩み板及び耐風柵修繕４１３

万３,０００円を増額しております。 

 １枚めくっていただきまして、津和野町東京事務所管理費の負担金補助及び交付金と

いたしまして、（株）ヒヤマの機械購入費に係る島根型６次産業ステップアップモデル

事業費補助金１,０００万円を増額しております。 

 １枚めくっていただきまして、土木費の土木総務費の委託料として、町道下岡線等登

記事務手数料２６２万１,０００円増額、負担金補助及び交付金として扇町急傾斜地崩

壊事業等負担金２００万円を増額しております。 

 繰出金といたしまして、津和野町下水道事業特別会計繰出金４８１万２,０００円を

増額しております。 

 続きまして、６４ページをお開きください。道路橋梁総務費の委託料といたしまして、

町道下岡線等道路台帳更新業務委託料３５２万１,０００円を増額しております。道路

維持費の工事費といたしまして、白井上地区流路工整備事業等５８０万円を総額をして

おります。 

 １枚めくっていただきまして、河川環境整備費の工事請負費といたしまして、倉谷川

河床掘削工事費４１６万円を増額しております。 

 続いて、７４ページをお開きください。消防費の災害対策費の備品購入費といたしま

して、Ｊアラート機器更新に伴う防災行政無線自動起動装置購入費１３４万３,０００

円を増額しております。 



 １枚めくっていただきまして、教育費の教育諸費の工事請負費といたしまして、安全

確保のため、町内学校施設ブロック塀撤去工事１,０９０万円を新たに計上しておりま

す。 

 ８４ページをお開きください。社会教育費の社会教育総務費の工事請負費といたしま

して、左鐙公民館前庭舗装工事費５２０万円を新たに計上しております。 

 １枚めくっていただきまして、文化財保護費の委託料といたしまして、藩校養老館展

示整備に伴い文化財展示業務委託料６００万円を増額、藩校養老館古書物蔵保存修理及

び管理棟修理工事の実施設計業務といたしまして、文化財修理工事設計業務委託料４２

０万４,０００円を増額をしております。 

 貸付金といたしまして、地域文化遺産活性化事業に係る補助金の確定に伴い、民俗芸

能保存協議会貸付金返還金６２１万４,０００円を減額しております。 

 １枚めくっていただきまして、郷土館費の需用費の修繕料といたしまして、郷土館２

階展示室の空調機器修繕料等１１２万３,０００円を新たに計上しております。 

 森鴎外記念館費の修繕料といたしまして、空調中央監視装置自動制御機器更新等４５

５万２,０００円を増額しております。 

 続きまして、９４ページをお開きください。保健体育費の保健施設費の需用費の修繕

料といたしまして、日原体育館照明器具等修繕料１２１万９,０００円を増額をしてお

ります。 

 １枚めくっていただきまして、災害復旧費の農林水産施設災害復旧費の現年農地農業

用施設災害復旧費の工事請負費といたしまして、農地及び施設小災害復旧工事費１９９

万９,０００円を新たに計上しております。現年林道災害復旧費の工事請負費といたし

まして、林道笹山山入線災害復旧工事費等１,０７９万９,０００円を新たに計上してお

ります。 

 １枚めくっていただきまして、公共土木施設災害復旧費の現年公共土木施設災害復旧

費の委託料といたしまして、町道小倉谷支線等の測量業務委託料３５９万９,０００円、工

事請負費といたしまして、町道小倉谷支線４カ所の災害復旧工事費３,０１９万９,００

０円を新たに計上しております。 

 それでは、続きまして歳入を御説明いたしますので、１０ページにお戻りください。

地方交付税といたしまして、普通交付税を１億１,６００万円計上しております。 

 続いて、国庫支出金の国庫負担金の災害復旧費国庫負担金といたしまして、町道小倉

谷支線４カ所に対する災害復旧費負担金１,６６７万５,０００円を新たに計上してお

ります。 

 国庫補助金の総務費国庫補助金として、平成２９年度携帯電話等エリア整備事業、左

鐙・福谷地区の過年度分情報通信格差是正事業費補助金１,０１５万６,０００円を増額

しております。 



 教育費国庫補助金として、文化財修理に対する藩校養老館保存修理事業費補助金１９

２万７,０００円を増額しております。 

 １枚めくっていただきまして、県支出金の県補助金の総務費県補助金として、津和野

町定住支援体制整備基金積立金に係る過疎地域市町村定住支援対策整備推進交付金２

００万円を増額しております。 

 農林水産業費県補助金として、松くい虫樹幹注入事業費補助金１４８万９,０００円、

島根県畜産酪農収益力強化整備等特別交付事業費負担金２４４万９,０００円を増額を

しております。 

 商工費県補助金として、後田地内に店舗兼工場を設置予定の（株）ヒヤマ等へ地域商

業活性化支援補助金２４０万円、（株）ヒヤマの機械購入費に係る島根型６次産業ステ

ップアップモデル事業補助金７８４万円を増額をしております。 

 土木費県補助金として、倉谷川河床掘削工事費に対する河川浄化対策事業費補助金２

０８万円を増額しております。 

 災害復旧費補助金として、林道笹山山入線災害復旧工事費に対する災害復旧費補助金

６７６万円を新たに計上しております。 

 １枚めくっていただきまして、財産収入の不動産売り払い収入として町有林の立木売

り払い収入１５０万円及び後田地区の町有地の売り払い２８３万１,０００円の総額４

３３万１,０００円を増額をしております。 

 続いて、繰入金の旧日原町庁舎建設基金繰入金といたしまして、日原診療所改修工事

基本設計業務委託料に対する１,１３４万円を新たに計上をしております。 

 諸収入の貸付金元利収入として、地域文化遺産活性化事業に係る補助金の確定に伴い

民俗芸能保存協議会貸付金返還金６２１万４,０００円を減額をしております。 

 続いて、町債でございます。町債の総務費の過疎対策事業債として、映画製作費の高

津川流域活性化事業負担金に伴い過疎地域自立促進特別事業４１０万円を増額、臨時財

政対策債の確定に伴い臨時財政対策債６６８万６,０００円を減額しております。 

 １枚めくっていただきまして、一般単独事業債として、津和野庁舎耐震診断業務委託

料及び津和野庁舎隣接の県有地の購入費に伴い合併特例４,９４０万円を新たに計上し

ております。 

 衛生費の過疎対策事業債として、地域医療推進基金積立金に伴い過疎地域自立促進特

別事業２,０００万円を増額しております。 

 土木費の公共事業等債として、扇町急傾斜崩壊事業等負担金に対する道路橋梁整備事

業１３０万円を新たに計上しております。 

 消防債の緊急防災減災事業債として、Ｊアラート機器更新に伴う防災行政無線自動起

動装置購入費に対する消防施設整備事業１３０万円を増額しております。 



 教育債の過疎対策事業債として、藩校養老館保存修理事業費補助金の決定に伴い地域

文化振興事業２３０万円を増額、スクールソーシャルワーカーの県委託金の確定に伴い

過疎地域自立促進特別事業１６０万円を増額をしております。 

 災害復旧債の農林水産業施設災害復旧債として、農地小災害復旧工事、施設小災害復

旧工事費及び現年林道災害復旧費の林道笹山山入線災害復旧事業に対する５２０万円

を新たに計上、公共土木施設災害復旧債として町道等の災害復旧事業費に伴い１,７５

０万円を新たに計上しております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  それでは、議案第９９号平成３０年度津和野町国民

健康保険特別会計補正予算（第２号）について御説明をいたします。 

 歳出より御説明いたしますので、１０ページをごらんください。総務費の一般管理費

７８万７,０００円増は、職員研修の旅費、参加負担金、保険証等の印刷製本費、国保

連情報集約システム連携のためのシステム改修費によるものであります。 

 １２ページをごらんください。保険給付費の出産育児一時金１２６万円増は、今年度

国保加入者による出生予定者が３名増えたためによるものであります。 

 １４ページをごらんください。諸支出金の償還金３,４１２万４,０００円増は、平成

２９年度分療養給付費等負担金、退職療養費交付金の確定もしくは確定見込みによるも

のであります。 

 続いて、歳入を御説明いたしますので、８ページをごらんください。県支出金の保険

給付費等交付金６４万８,０００円増は、歳出の総務費で説明しました国保連情報集約

システム連携のためのシステム改修費の交付金であります。 

 その下、一般会計繰入金９７万９,０００円増は、歳出の総務費で説明しました旅費

等及び保険給付費で説明しました出産育児一時金の３分の２が町負担分となりますの

で、これらによるものであります。 

 以上でございます。 

 続きまして、議案第１００号平成３０年度津和野町介護保険特別会計補正予算（第２

号）について御説明いたします。 

 歳出より説明いたしますので、１０ページをごらんください。総務費の一般管理費５

１万１,０００円増は、職員の時間外手当、納付書発送事務のための臨時職員賃金、地

域包括ケアシステム関係の旅費によるものでございます。 

 １２ページをごらんください。地域支援事業費の一般介護予防事業費７万５,０００円増

は、認知症講演会講師謝金、パンフレット作製費によるものでございます。 

 続いて、歳入を御説明いたしますので、８ページをごらんください。国庫支出金１万

８,０００円増、支払基金交付金２万１,０００円増、県支出金９,０００円増、及び一

般会計繰入金５２万円増のうち９,０００円分については、歳出において説明しました



一般介護予防事業費によるものであります。一般会計繰入金の残り５１万１,０００円

は、歳出の一般管理費で説明したものの繰入金でございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  環境生活課長。 

○環境生活課長（益井 仁志君）  それでは、議案第１０１号を御説明いたします。津

和野町下水道事業特別会計補正予算（第２号）。 

 １０ページの歳出をごらんください。処理場費の需用費の修繕費として、津和野町清

水管理センターの汚泥脱水機の修繕５２８万２,０００円の増額を計上しております。 

 戻りまして、８ぺージの歳入をごらんください。３軒分の下水道加入分担金４７万円、

また一般会計繰入金として４８１万２,０００円を計上しております。 

 以上でございます。 

 続きまして、議案第１０２号を御説明いたします。津和野町農業集落排水事業特別会

計補正予算（第２号）。 

 １０ページの歳出をごらんください。業務費の事業費の修繕費としまして、排水施設

の排水ポンプの修繕８万円の増額計上でございます。 

 戻りまして、８ページの歳入をごらんください。一般会計繰入金としまして８万円を

計上しております。 

 以上でございます。 

 続きまして、議案第１０３号を御説明いたします。津和野町水道事業会計補正予算（第

２号）。 

 １２ページの支出をごらんください。営業費用の原水及び浄水費でございます。委託

料につきましては、白井、牧ケ野の水道施設周辺整備及び左鐙浄水場ろ過流量調整調査

委託としまして合計４５万２,０００円を計上しております。 

 手数料としまして、町内２地区の水質検査の追加分として２１万３,０００円計上し

ております。 

 修繕費としまして、白井・牧ケ野浄水場の流量計の取りかえ、左鐙浄水場ろ過流量調

整器の修繕、日原第３水源池取水ポンプ修繕３７９万３,０００円を計上しております。 

 続きまして、配水及び給水費でございます。手当につきましては、職員の時間外手当

４１万６,０００円を計上しております。 

 委託料としまして、横道地区の水道水圧検討業務として１３１万４,０００円、修繕

費としまして、日原、青原、脇本地区の漏水の修繕、日原第３配水系流量メーター修繕、

野地地区の上杉橋の配水管修繕費で５３１万８,０００円計上しております。 

 同じく１２ページの収入をごらんください。分担金負担金としまして、２軒分の加入

分担金５５万円を計上しております。雑収益としまして、野口地区の配水管修繕工事に

伴う小河川修繕の負担金として４７万８,０００円計上しております。 



 一般会計補助金につきましては、先ほど支出で説明いたしました営業費用の増額分か

ら分担金、雑収益の差額１,０４８万７,０００円を計上しております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、１０時５分まで休憩といたします。 

午前９時 53分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 10時 05分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き本会議を再開します。 

────────────・────・──────────── 

日程第１７．議案第１０４号 

日程第１８．議案第１０５号 

日程第１９．議案第１０６号 

日程第２０．議案第１０７号 

日程第２１．議案第１０８号 

日程第２２．議案第１０９号 

日程第２３．議案第１１０号 

日程第２４．議案第１１１号 

日程第２５．議案第１１２号 

日程第２６．議案第１１３号 

○議長（沖田  守君）  日程第１７、議案第１０４号平成２９年度津和野町一般会計

歳入歳出決算の認定についてより、日程第２６、議案第１１３号平成２９年度津和野

町介護老人保健施設事業特別会計歳入歳出決算の認定についてまで、以上１０案件に

つきましては、会議規則第３７条の規定により一括議題とします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第１０４号でございますが、平成２９年度津

和野町一般会計歳入歳出決算の認定について、別紙のとおり監査委員さんの意見書を

つけて、議会の認定に付するものでございます。 

 一般会計につきましては、歳入総額９１億１,５９５万８,６８９円、歳出総額８９億１,

８２１万３,８４９円で、差し引きいたしまして１億９,７７４万４,８４０円の黒字決算

となったわけでございますが、この中に繰越明許費繰越額が１億５８２万円ございます

ので、実質収支額といたしましては９,１９２万４,８４０円となったものでございます。 

 議案第１０５号平成２９年度津和野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてでございますが、本会計は歳入総額１３億１,５７１万６,０７２円、歳出総額１



２億６,５４９万１,８７１円で、差し引きいたしまして５,０２２万４,２０１円の黒字

決算となったものでございます。 

 議案第１０６号平成２９年度津和野町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

てでございますが、本会計は歳入総額が１３億５,９５６万４３０円、歳出総額が１３

億２,５６１万８,１６９円で、差し引きいたしまして３,３９４万２,２６１円の黒字決

算となったものでございます。 

 議案第１０７号平成２９年度津和野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

についてでございますが、本会計は歳入総額が３億１０４万１５１円、歳出総額が２億

９,９５８万１,０５３円で、差し引きいたしまして１４５万９,０９８円の黒字決算と

なったものでございます。 

 議案第１０８号平成２９年度津和野町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてでございますが、本会計は歳入総額が５億３,５２６万４,０６０円、歳出総額が

５億２,６２８万４,７０２円で、差し引きいたしまして８９７万９,３５８円の黒字決

算となったものでございますが、この中に繰越明許費繰越額が３３３万２,４１６円ござい

ますので、実質収支額といたしましては５６４万６,９４２円となったものでございま

す。 

 議案第１０９号平成２９年度津和野町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いてでございますが、本会計は歳入総額が４億２,３１１万６,３８０円、歳出総額が４

億２,０５２万４,４８６円で、差し引きいたしまして２５９万１,８９４円の黒字決算

となったものでございますが、この中に繰越明許費繰越額が８万円ございますので、実

質収支額といたしましては２５１万１,８９４円となったものでございます。 

 議案第１１０号平成２９年度津和野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認

定についてでございますが、本会計は歳入総額が３５６万５,７８９円、歳出総額が３

５２万５,６７３円で、差し引きいたしまして４万１１６円の黒字決算となったもので

ございます。 

 議案第１１１号平成２９年度津和野町奨学基金特別会計歳入歳出決算の認定につい

てでございますが、本会計は歳入総額が１,４５４万５,４６０円、歳出総額が１,４５

４万５,４６０円で、歳入歳出差し引きゼロの決算となったものでございます。 

 議案第１１２号平成２９年度津和野町診療所特別会計歳入歳出決算の認定について

でございますが、本会計は歳入総額が１億１,１６５万９,３７５円、歳出総額が１億８

３８万７,４３３円で、差し引きいたしまして３２７万１,９４２円の黒字決算となった

ものでございます。 

 議案第１１３号平成２９年度津和野町介護老人保健施設事業特別会計歳入歳出決算

の認定についてでございますが、本会計は歳入総額が４億３,３３４万２,８５２円、歳

出総額が４億２,４７２万８６８円で、差し引きいたしまして８６２万１,９８４円の黒

字決算となったものでございます。 



 以上、概要を御説明いたしましたが、各会計につきましては黒字決算とすることがで

きましたことを大変ありがたく思っております。 

 なお、詳細につきましては、会計管理者のほうから御説明を申し上げますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○議長（沖田  守君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 ここで、監査委員の──失礼、会計管理者。 

○会計管理者（青木早知枝君）  それでは、議案第１０４号平成２９年度一般会計歳入

歳出決算につきまして御説明いたします。 

 歳入歳出決算書１ページをごらんください。 

 歳入１款の町税は、市町村民税ほか町税全体の収入済み額は７億８０万２６１円で、

歳入全体の７.７％、前年度に比べ１,１００万９,６０４円の減、不納欠損額として１

７２万４,３００円が計上され、収入未済額は２,７７０万６,１６６円で、収納率は９

６％、前年度に比べ２ポイントの上昇となっております。 

 ３款の利子割、４款の配当割、５款の株式等譲渡所得割、６款の地方消費税、７款の

自動車取得税、８款の地方特例及び１０款の交通安全対策特別交付金を合わせた七つの

交付金の合計は、収入済み額１億４,８４２万２,０００円で、前年度に比べ９０５万９,

０００円、６.５％の増。 

 ９款の地方交付税は、収入済み額４２億５,７７０万４,０００円で、歳入全体の４６.

７％を占めており、前年度に比べ１億５,２３６万５,０００円、３.５％の減となって

おります。 

 １１款の分担金及び負担金は、収入済み額５,９４０万３,７０２円。主なものとしま

して、負担金では老人ホーム措置費、保育所徴収金で、収入未済額のうち２６万６,０

００円は繰越明許費財源充当分となっています。 

 １２款の使用料及び手数料は、収入済み額１億２,５９６万７,７３２円。主なものと

しまして、使用料では住宅使用料、教育施設使用料、手数料では戸籍住民手数料、清掃

手数料で、収入未済額のうち１３万９,０００円は繰越明許費財源充当分となっていま

す。 

 １３款の国庫支出金は、収入済み額８億２,６４０万７６４円で、歳入全体の９.１％

で、前年度に比べ２億６,１３９万４,１９７円、２４.０％の減で、主なものとしまし

て、国庫負担金では障害者自立支援給付費負担金、生活保護費負担金となっております。 

 ３ページをごらんください。 

 国庫補助金の主なものは、都市再生整備事業費補助金、社会資本整備総合交付金で、

収入未済額のうち６,７１８万６,０００円は繰越明許費財源充当分となっています。 

 １４款の県支出金は、収入済み額５億５,０９３万９,５４０円で、歳入全体の６.０％、

前年度に比べ１,７６７万６,６５９円の増で、主なものとしまして、負担金では保険基

盤安定負担金、障害者自立支援給付費負担金、補助金では中山間地域等直接支払事業費



交付金、地籍調査事業費補助金、委託金では衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国

民審査執行委託金となっております。 

 また、収入未済額２３９万２,０００円は繰越明許費財源充当分となっています。 

 １５款の財産収入は、収入済み額７,２４８万５,９９６円で、主なものはミュージア

ムグッズ売り払い収入となっております。 

 １６款の寄付金は、２,０４３万９,６１７円で、前年度に比べ８７１万８,９５６円の

増、収入未済額３,７７１万８,０００円は繰越明許費財源充当分となっています。 

 １７款の繰入金は、収入済み額６億６,４１４万３３６円で、歳入全体の７.３％、前

年度に比べ２億６,９３４万９,１７１円の増。 

 ２０款の町債は、収入済み額１２億８,５８２万５,０００円で、歳入全体の１４.１％、

前年度に比べ２億７,２９３万２,０００円の減で、収入未済額４億９,１５０万円は繰

越明許費財源充当分となっています。 

 歳入合計は、収入済み額９１億１,５９５万８,６８９円で、前年度に比べ４億４,６

５９万９,３０８円、４.７％の減となっております。 

 次に、５ページをごらんください。 

 歳出１款の議会費は、支出済み額７,０５６万７,３４７円で、前年度に比べ１５５万

８,８１８円の減となっております。 

 ２款の総務費は、支出済み額１５億８,２０３万９,８８６円で、歳出全体の１７.７％、

前年度に比べ１億８,８３０万１４円の増、企画費、住民協働推進事業費、道の駅管理

費、戸籍住民基本台帳費に前年度繰越明許費２,３３０万７,０４０円が含まれておりま

す。翌年度繰越額が計上されておりますが、主な事業は鹿足郡事務組合負担金となって

います。 

 ３款の民生費は、支出済み額１５億８,１２９万３,２６６円、歳出全体の１７.７％、

前年度に比べ１億８,４２９万１,２２３円の減、社会福祉総務費、児童福祉総務費に前

年度繰越明許費６,３００万９,８５４円が含まれております。 

 ４款の衛生費は、支出済み額７億４,２２６万１,２７８円で、１,５２４万７,１６６

円の増。 

 ５款の労働費は、支出済み額６２万７,０００円で、１万７,０００円の減となってお

ります。 

 ６款の農林水産業費は、支出済み額５億２,６０４万３,８２７円、前年度に比べ６,

５３３万８,０７０円の増、農業振興費、町行造林事業費に前年度繰越明許費３,４３４

万６,１６０円が含まれております。 

 また、翌年度繰越額が計上されておりますが、主な事業は航空レーザー計測及び森林

資源解析等調査委託事業となっています。 



 ７款の商工費は、支出済み額４億９,１８８万６,７１７円で、前年度に比べ８９１万

２５０円の増、商工振興費、歴史的風致維持向上事業費に前年度繰越明許費５,８７７

万２,４４０円が含まれております。 

 また、翌年度繰越額が計上されておりますが、主な事業は歴史的風致維持向上事業と

なっています。 

 ８款の土木費は、支出済み額６億６,８５６万５,８４１円で、前年度に比べて８９１

万２５０円の増、地籍調査事業費、道路維持費、道路長寿命化対策事業費に前年度繰越

明許費３,１５０万３,８８０円が含まれております。 

 また、翌年度繰越額が計上されておりますが、主な事業は道路新設改良事業となって

います。 

 ９款の消防費は、支出済み額２億７,３４５万５,９９５円で、前年度に比べ２億２,

６９０万７,５８６円の減となっております。 

 ７ページをごらんください。 

 １０款の教育費は、支出済み額１１億１,５２３万４,８８２円、歳出全体の１２.５％、

前年度に比べ１億５,２２８万２,４２５円の増、教育諸費、公民館費、文化財保護費、

津和野城跡整備事業費に前年度繰越明許費１億７,５３６万２,５８０円が含まれており

ます。 

 また、津和野町立学校空調整備事業で翌年度繰越額が計上されています。 

 １１款の災害復旧費は、支出済み額８,６６８万１,８９８円、前年度に比べ８億１,

２６６万１,５００円の減。支出済み額の全額が前年度繰越明許費となっています。 

 １２款の公債費は、支出済み額１７億５,５９５万３,９０３円で、歳出全体の１９.

７％、前年度に比べ２億８,０１４万４,７６２円の増。 

 １３款の諸支出金は、支出済み額２,３６０万２,００９円で、１,１９６万７２６円

の減となっております。 

 歳出合計は、支出済み額８９億１,８２１万３,８４９円で、前年度に比べ４億８,２

７４万７,９７７円、５.１％の減。翌年度繰越額は７億５０２万１,０００円となって

おります。 

 それでは、３３７ページの実質収支に関する調書をごらんください。 

 歳入歳出差し引き額１億９,７７４万４,８４０円から、翌年度へ繰り越すべき財源と

しまして、繰越明許費繰越額１億５８２万円を差し引きますと、実質収支額は９,１９

２万４,８４０円となっております。 

 続きまして、議案第１０５号国民健康保険特別会計歳入歳出決算につきまして御説明

いたします。 

 歳入歳出決算書１ページをごらんください。 

 歳入１款の国民健康保険税は、収入済み額１億５,３６６万４,４９６円で、歳入全体

の１１.７％、前年度に比べ９２１万９,４２８円の減。 



 ３款の国庫支出金及び６款の県支出金を合わせた支出金は、収入済み額４億３３９万

３,２２４円で、歳入全体の３０.７％、前年度に比べ１億７,６２１万６,０２８円の増。 

 ４款の療養給付費交付金、５款の前期高齢者交付金及び７款の共同事業交付金を合わ

せた三つの交付金の合計は、収入済み額６億２,６９４万８,１６０円で、歳入全体の４

７.７％、前年度に比べ２,３３８万４,３４１円増となっております。 

 歳入合計は、収入済み額１３億１,５７１万６,０７２円で、前年度に比べ１億９,５

２１万６,７０９円、１７.４％の増となっております。 

 ３ページをごらんください。 

 歳出２款の保険給付費は、支出済み額８億５,７１１万４,３２０円で、歳出全体の６

７.７％を占めており、前年度に比べ１億８,３４８万７,６６４円の増。 

 ７款の共同事業拠出金は、支出済み額２億１,３５５万７,１００円で、歳出全体の１

６.９％、前年度に比べ１,５１１万５５３円の減となっております。 

 歳出合計は、支出済み額１２億６,５４９万１,８７１円で、前年度に比べ１億８,５

７２万９,８１４円、１７.２％の増となっております。 

 ３３ページの実質収支に関する調書をごらんください。 

 実質収支額は、歳入歳出差し引き額と同額の５,０２２万４,２０１円となっておりま

す。 

 続きまして、議案第１０６号介護保険特別会計の歳入歳出決算につきまして御説明い

たします。 

 １ページをごらんください。 

 歳入１款の介護保険料は、収入済み額２億２,７１５万３１０円で、歳入全体の１６.

７％、前年度に比べ１４７万１,０８８円の増、不納欠損額として４５万８,６００円が

計上されております。 

 ３款の国庫支出金及び５款の県支出金を合わせた支出金は、収入済み額５億５,７３

０万４,３８１円で、歳入全体の４１.０％、前年度に比べ１,９２４万３,４３３円の増。 

 ４款の支払基金交付金は、収入済み額３億４,２７４万６,９６２円で、歳入全体の２

５.２％で、前年度に比べ３５０万３２円の増となっております。 

 歳入合計は、収入済み額１３億５,９５６万４３０円で、前年度に比べ２,４２７万３,

０２０円、１.８％の増となっております。 

 ３ページをごらんください。 

 歳出２款の保険給付費は、支出済み額１２億５９９万３,７９４円で、歳出全体の９

１.０％を占めており、前年度に比べ６６３万６,９４６円の増となっております。 

 歳出合計は、支出済み額１３億２,５６１万８,１６９円で、前年度に比べ１,３２２

万４,９０２円、１.０％の増となっております。 

 ３９ページの実質収支に関する調書をごらんください。 



 実質収支額は、歳入歳出差し引き額と同額の３,３９４万２,２６１円となっておりま

す。 

 続きまして、議案第１０７号の後期高齢者医療特別会計の歳入歳出決算につきまして

御説明いたします。 

 １ページをごらんください。 

 歳入１款の後期高齢者医療保険料は、収入済み額８,９９３万７,７８０円で、歳入全

体の２９.９％、前年度に比べ２９３万３,３５０円の増。 

 ３款の繰入金は、収入済み額２億４５万１９８円で、歳入全体の６６.６％、前年度

に比べ３２４万９,６９０円の増となっております。 

 歳入合計は、収入済み額３億１０４万１５１円で、前年度に比べ５７２万６,０２３円、

１.９％の増となっております。 

 ３ページをごらんください。 

 歳出２款の後期高齢者医療広域連合納付金は、支出済み額２億９,５８２万６１８円

で、歳出全体の９８.７％を占めており、前年度に比べ６０２万４,７０７円の増となっ

ております。 

 歳出合計は、支出済み額２億９,９５８万１,０５３円で、前年度に比べ５４２万６,

３６３円、１.８％の増となっております。 

 １３ページの実質収支に関する調書をごらんください。 

 実質収支額は、歳入歳出差し引き額と同額の１４５万９,０９８円となっております。 

 続きまして、議案第１０８号の簡易水道事業特別会計の歳入歳出決算につきまして御

説明いたします。 

 １ページをごらんください。 

 歳入２款の使用料及び手数料は、収入済み額１億６,１６６万４,０４９円で、歳入全

体の３０.２％、前年度に比べ１,２６３万７,３９５円の減、不納欠損額として２９万

３,６５１円が計上されております。 

 ７款の町債は、収入済み額１億３,５２０万円で、歳入全体の２５.３％、前年度に比

べ７,７５０万円の減、収入未済額は繰越明許費財源充当分となっています。 

 歳入合計は、収入済み額５億３,５２６万４,０６０円で、前年度に比べ１億１,４７

７万４,０１３円、１７.７％の減となっております。 

 ３ページをごらんください。 

 歳出１款の簡易水道事業費は、支出済み額３億３,５６４万７,１７７円で、歳出全体

の６３.８％を占めており、前年度に比べ８,９３６万６,４６６円の減、簡易水道事業

費及び３款の災害復旧費に前年度繰越明許費１億７,１５９万５４４円が含まれており

ます。 

 また、翌年度繰越額が計上されております。 



 歳出合計は、支出済み額５億２,６２８万４,７０２円、前年度に比べ１億６４４万３,

１９３円、１６.８％の減となっております。 

 歳入歳出差し引き残額８９７万９,３５８円につきましては、簡易水道事業について

地方公営企業法が適用されたことに伴い、水道事業会計に引き継いでおります。 

 続きまして、議案第１０９号の下水道事業特別会計の歳入歳出決算につきまして御説

明いたします。 

 １ページをごらんください。 

 歳入２款の使用料及び手数料は、収入済み額５,０６６万１,３４７円で、歳入全体の

１２.０％、前年度に比べ７２万１,５７３円の増、不納欠損額として１９万６,０７７

円が計上されております。 

 ３款の国庫支出金は、収入済み額７,４７７万３,９４０円で、歳入全体の１７.７％、

前年度に比べ１,８２７万３,５５８円の減、収入未済額は翌年度繰越明許費財源充当分

となっています。 

 ７款の町債は、収入済み額１億６,５００万円で、歳入全体の３９.０％、前年度に比

べ４,６８０万円の減、収入未済額は翌年度繰越明許費財源充当分となっています。 

 歳入合計は、収入済み額４億２,３１１万６,３８０円で、前年度に比べ４,９７８万５,

３４３円、１０.５％の減となっております。 

 それでは、３ページをごらんください。 

 歳出１款の下水道事業費は、支出済み額２億６,０４９万５,９７４円で、歳出全体の

６１.９％を占めており、前年度に比べ４,７３２万５,４７４円の減、施設整備費に前

年度繰越明許費４,９１８万８,３２０円が含まれております。 

 また、翌年度繰越額が計上されております。 

 歳出合計は、支出済み額４億２,０５２万４,４８６円で、前年度に比べ５,１４９万６,

１９１円、１０.９％の減となっております。 

 １７ページの実質収支に関する調書をごらんください。 

 歳入歳出差し引き額２５９万１,８９４円から、翌年度へ繰り越すべき財源としまし

て、繰越明許費繰越額８万円を差し引きますと、実質収支額は２５１万１,８９４円とな

っております。 

 続きまして、議案第１１０号の農業集落排水事業特別会計の歳入歳出決算につきまし

て御説明いたします。 

 １ページをごらんください。 

 歳入１款の使用料及び手数料は、収入済み額８８万５,９８２円で、歳入全体の２４.

８％、前年度に比べ３万３,３６７円の増。 

 ２款の繰入金は、収入済み額２６４万６,０００円で、歳入全体の７４.２％、前年度

に比べ１８５万９,０００円の減となっております。 



 歳入合計は、収入済み額３５６万５,７８９円で、前年度に比べ１９４万７,８５１円、

３５.３％の減となっております。 

 ３ページをごらんください。 

 歳出１款の農業集落排水事業費は、支出済み額１４０万９,８６７円で、歳出全体の

４０.０％、前年度に比べ６万５,２２８円の減となっております。 

 歳出合計は、支出済み額３５２万５,６７３円で、前年度に比べ１９５万４,１６０円、

３５.７％の減となっております。 

 ９ページの実質収支に関する調書をごらんください。 

 実質収支額は、歳入歳出差し引き額と同額の４万１１６円となっております。 

 続きまして、議案第１１１号の奨学基金特別会計の歳入歳出決算につきまして御説明

いたします。 

 １ページをごらんください。 

 歳入４款の諸収入は、収入済み額７０７万５,０００円で、歳入全体の４８.６％、前

年度に比べ５万３,８００円の減となっております。 

 歳入合計は、収入済み額１,４５４万５,４６０円で、前年度に比べ１９０万６,５２

２円、１５.１％の増となっております。 

 次の３ページをごらんください。 

 歳出１款奨学金費は、支出済み額１,４５４万５,４６０円で、前年度に比べ１９０万

６,５２２円、１５.１％の増となっております。 

 ９ページの実質収支に関する調書をごらんください。 

 歳入歳出差し引き額はゼロ円となっております。 

 続きまして、議案第１１２号の診療所特別会計の歳入歳出決算につきまして御説明い

たします。 

 １ページをごらんください。 

 歳入１款の診療収入は、収入済み額５,１１８万１,９７５円で、歳入全体の４５.８％

を占めており、前年度に比べ８６５万２,５６６円の減となっております。 

 歳入合計は、収入済み額１億１,１６５万９,３７５円で、前年度に比べ４,４９９万６,

６９９円、６７.５％の増となっております。 

 ３ページをごらんください。 

 歳出１款の総務費は、支出済み額５,３３１万９,９２７円で、歳出全体の４９.２％

を占めており、前年度に比べ１,２２９万５,４２８円の減となっております。 

 歳出合計は、支出済み額１億８３８万７,４３３円で、前年度に比べ４,２７７万２,

０７８円、６５.２％の増となっております。 

 それでは、９ページの実質収支に関する調書をごらんください。 

 実質収支額は、歳入歳出差し引き額と同額の３２７万１,９４２円となっております。 



 続きまして、議案第１１３号の介護老人保健施設事業特別会計の歳入歳出決算につき

まして御説明いたします。 

 １ページをごらんください。 

 歳入１款の介護老人保健施設事業は、収入済み額３億６,６０９万４,３９７円で、歳

入全体の８４.５％を占めており、前年度に比べ２,２０１万７,１５２円の減となって

おります。 

 歳入合計は、収入済み額４億３,３３４万２,８５２円で、前年度に比べ１,５８５万３,

４０３円、３.５％の減となっております。 

 ３ページをごらんください。 

 歳出１款の介護老人保健施設事業は、支出済み額３億９,７８５万６,４７７円で、歳

出全体の９３.７％を占めており、前年度に比べ１,３５１万４,９２２円の減となって

おります。 

 歳出合計は、支出済み額４億２,４７２万８６８円で、前年度に比べ１,５９０万８,

９２１円、３.６％の減となっております。 

 １１ページの実質収支に関する調書をごらんください。 

 実質収支額は、歳入歳出差し引き額と同額の８６２万１,９８４円となっております。 

 以上で、平成２９年度一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算の説明を終わります。 

○議長（沖田  守君）  大変失礼をいたしました。会計管理者の説明を省くところで

ありました。御無礼しました。 

 以上で、提案理由の説明を終わり、これから、監査委員が御出席をいただいておりま

すので、監査委員の審査意見の報告を求めます。 

 一般会計より順次お願いを申し上げます。水津監査委員。 

○代表監査委員（水津  正君）  おはようございます。 

 それでは、去る８月３１日に町長宛てに提出いたしました決算審査意見書について御

説明を申し上げます。 

 １ページをごらんください。 

 地方自治法第２３３条第２項の規定に基づき、審査に付された平成２９年度津和野町

一般会計及び特別会計歳入歳出決算書並びに関係諸帳簿、証書類等を審査した結果、そ

の概要及び意見は次のとおりである。 

 審査の対象ですが、平成２９年度の一般会計及び国民健康保険特別会計ほか八つの特

別会計の歳入歳出決算書であります。 

 審査の期間は、８月１日から８月２９日の間に行いました。 

 審査の総括意見。町長より審査に付された各会計の決算書について、関係諸帳簿、伝

票並びに証書類等との照合、関係資料の分析、比較検討等、通常実施すべき審査を実施

した。 



 この結果、各会計とも決算書数値は正確で、かつ合法的であり、関係帳簿、証書類と

整合しており、財産運用管理もおおむね適切であると認めた。 

 以下、内容について記述する。 

 以下につきましては、なるべく執行部の御説明と重複をしないように努めてまいりた

いと思います。 

 ２ページをごらんください。 

 １、決算規模、一般会計の歳入総額は９１億１,５９５万８,６８９円、歳出総額は８

９億１,８２１万３,８４９円で、差し引き額は１億９,７７４万４,８４０円であります。

特別会計ですが、合計で歳入総額は４４億９,７８１万５６９円で、歳出総額は４３億

８,８６７万９,７１５円であります。差し引き額は１億９１３万８５４円です。 

 ２、一般会計決算状況（１）年度別決算状況、これにつきましては、省略させていた

だきます。 

 ３ページをごらんください。 

 （２）決算収支状況ですが、平成２９年度の実質収支は９,１９２万５,０００円であ

りますが、単年度収支に直しますと、８０２万９,０００円、さらに財政調整基金の出

し入れ、繰り上げ償還等を加味しまして、実質単年度収支は５億２,９７８万３,０００

円となっております。 

 （３）歳入の状況、これにつきましては表の中は省略させていただきます。 

 下の脚注を説明いたします。 

 １、町税は、前年度比１,１０１万円減で１.５％下回った。市町村たばこ税を除き、

町民税６２８万９,０００円減、固定資産税は３６８万６,０００円減など、主要税目に

おいて、徴収額が前年度比９９７万５,０００円減となった。 

 ２、地方交付税は、前年度比で普通交付税が４,７１８万円減、特別交付税が１億５

１８万５,０００円減となり、合計で１億５,２３６万５,０００円減となり３.５％下回

った。 

 ３、国庫支出金は、前年度比２億６,１３９万４,０００円減となっている。災害復旧

費負担金１,１８７万円、社会資本整備総合交付金８,６６６万３,０００円などが、主

な内訳となっております。 

 ４、繰入金は、減債基金繰入金１億８,０００万円増、診療所特別会計からの繰入金

５,５０６万８,０００円増が主な内訳となっております。 

 ５、町債は、前年度比２億７,２９３万２,０００円減、教育債８,５２０万円増、民

生債１億６,４５０万円減、消防債２億１,５１０万円減、災害復旧債３億７１０万円減、

総務債２億２,０３６万８,０００円増が主な内訳となっております。 

 （４）歳出の状況ですが、表の中は省略させていただきます。 

 （５）性質別歳入歳出決算状況、①歳入についてでございますが、自主財源の構成比

を見ますと、２１.８％となっております。そして、依存財源が７８.２％でございます。 



 次に、②歳出についてでありますが、義務的経費が構成比で申し上げますと５７.５％、

投資的経費が１５.４％、その他の経費が２７.１％となっております。 

 脚注ですが、１、義務的経費では、人件費が前年度比６,１０８万４,０００円減、公

債費が繰り上げ償還に伴い２億８,０１５万５,０００円増、物件費ほかが６,１３９万

３,０００円増となっております。 

 ２、投資的経費では、災害復旧費が前年度比８億１,２６６万１,０００円減となって

おります。 

 ３、その他の経費では、前年度比で補助費等が２億８,１８８万３,０００円増、積立

金では、財政調整基金が１,５６３万９,０００円増、減債基金が１,３６６万円減、診

療所基金廃止に伴う地域医療推進基金への積み立て５,７０７万６,０００円増、繰出金

では、簡易水道事業と特別会計への繰り出し５,０７９万６,０００円減等が主な内訳と

なっております。 

 （６）財政構造の分析でございますが、経常収支比率、公債費比率、人件費比率とも

に前年度に比べて数値が改善されております。 

 （７）町税の収納状況ですが、表の中は省略させていただきます。 

 １、町税の収納率は、前年度比０.２ポイント上がり９９.２％となっている。個人町

民税納税義務者は、前年度比６６人減少している。 

 ２、固定資産税の収納率は、前年度比３.１ポイント上がって９３.３％となっている

が、前年度における不納欠損処分が大きく影響していると考えられる。 

 ３、軽自動車税の収納率は、前年度比０.２ポイント上がり９９.６％となっている。 

 ４、市町村たばこ税は、前年度比で１８３万９,０００円減となっている。 

 （８）不納欠損状況ですが、これにつきましては表の中を省略させていただきます。 

 ９ページの（９）使用料及び手数料状況ですが、①の使用料ですが、表の中は省略さ

せていただきますが、脚注で、１、使用料総額は、前年度比１,１１３万３,０００円減と

なっている。 

 ２、住宅使用料の未収額は、前年度５４４万７,０００円に対し、本年度５５１万７,

０００円で、７万円増となっております。 

 ３、町営住宅４９５万２,０００円減、借り上げ賃貸住宅５７６万７,０００円減、安

野光雅美術館１５５万６,０００円減が主な内容となっております。 

 ②手数料、表の中は省略させていただきます。 

 次に、（１０）貸付金状況、（１１）一時借入金状況につきましては、表の中を省略

させていただきます。 

 （１２）地方債現在高状況でありますが、２９年度末の現在高が１２５億６,５０６万円

となっておりまして、町民１人当たりの負担額は１６７万円となっております。 

 １１ページにまいります。 



 （１３）債務負担行為状況ですが、これにつきましては表の中は省略させていただき

ます。 

 （１４）基金残高状況ですが、平成２９年度の増減額で申し上げますと、４億１,７

９７万円減額をされております。２９年度末の現在高は、３４億９,７９５万３,０００

円となっております。 

 （１５）滞納額状況ですが、合計で申し上げますと、３,４０５万２,０００円であり

ます。 

 （１６）時間外勤務状況ですが、表の中は省略しますが、下のほうを読ませていただ

きます。 

 ２、時間数は、前年度比１００時間増となっている。時間外勤務手当は、前年度比３

２９万７,０００円減となっている。 

 ３、２００時間以上の員数は、前年度１６人と同数であるが、３０１時間以上の者は

なくなっている。 

 １３ページをごらんください。 

 ３、特別会計決算状況、合計額で申し上げますと、収入済み額は４４億９,７８０万９,

０００円、歳出合計が４３億８,８６７万９,０００円で、差し引き残額が１億９１３万

円となっております。 

 （２）基金残高状況につきましては、表の中を省略させていただきます。 

 （３）滞納額状況でありますが、この中で簡易水道事業の使用料につきまして、これ

は本年３月末をもって特別会計を打ち切り、４月１日から公営企業へ移行したものであ

りまして、公営企業の場合、出納閉鎖期間がありませんので、３月に調定した分が滞納

額に含まれておりますので、こういう数字になっております。 

 （４）奨学基金、①貸付金状況、②貸付金及び返還金状況につきましては、中を省略

させていただきます。 

 審査意見。本年度の決算は、財政運営上重要な指標となる経常収支比率が、主要な経

常一般財源となる町税や普通交付税が年々減少する中にあって、前年度比１.２ポイン

ト下がって８９.５％と改善されている。そのうち、公債費比率は１.１ポイント下がっ

て２３.５％、人件費比率は１.０ポイント下がって２２.２％、物件費比率は０.３ポイ

ント上がって１４.３％となっている。公債費比率は、これまで計画的に実施してきた

繰り上げ償還の効果が大きいと考えられる。 

 今後、町税の増加は見込めず、一方の普通交付税においても、合併後１２年を経過し

て合併算定がえによる効果が小さくなり、さらに減少するものと予想されることから、

経常収支比率の悪化が懸念されるところであり、行財政改革の手綱を緩めることなく、

経常経費の抑制に努められたい。 

 一般会計においては、歳入総額は９１億１,５９５万９,０００円で、対前年度比４億

４,６５９万９,０００円減、歳出総額は８９億１,８２１万４,０００円で、対前年度比



４億８,２７４万８,０００円減、うち翌年度へ繰り越すべき財源１億５８２万円を差し

引くと、実質収支額は９,１９２万５,０００円となっている。 

 歳入では、対前年度比で増加したものは、繰入金２億６,９３４万９,０００円増が主

なものとなっており、減少したものは、地方交付税１億５,２３６万５,０００円減、国

庫支出金２億６,１３９万４,０００円減、町債２億７,２９３万２,０００円減が主なも

ので、町税は１,１０１万円減となっている。 

 一方、歳出で増加したものは、公債費、これは繰り上げ償還を含んでおりますが２億

８,０１４万５,０００円増、補助費等２億８,１８８万３,０００円増、積立金５,８１

１万１,０００円増、貸付金７６０万７,０００円増が主なものとなっている。 

 収納状況は、一般会計における未収合計が３,４０５万２,０００円で、対前年度比２

９４万４,０００円減となっている。減少の主なものは、固定資産税の３１２万６,００

０円減であり、前年度における不納欠損処分による影響もある。保育所徴収金、住宅使

用料等の未収金合計は６３４万６,０００円となっており、対前年度比でわずかながら

増加している。 

 特別会計においては、９会計合わせて歳入総額は４４億９,７８０万９,０００円、歳

出総額は４３億８,８６７万９,０００円となっている。未収合計が３,７４１万３,００

０円で、前年度比１,１０１万４,０００円増となっている。未収の主なものは、国民健

康保険税が１,４５７万８,０００円、簡易水道使用料が１,８６４万１,０００円、下水

道使用料が２０１万８,０００円、介護保険料が１９１万８,０００円の順となっている

が、税、料とも、公平性確保の上から、引き続き滞納整理に努められたい。 

 終わりに、今後、ますます財政運営が厳しくなると予測される中、なお一層、行財政

改革を推し進め、住民福祉の向上に努められたい。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

 それでは、審査意見報告に対する監査委員さんへの質疑に入りたいと思いますが、初

めに、一般会計から質疑を受けたいと思いますが、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、各特別会計につきましては一括して質疑を受けたいと

思いますが、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  よろしゅうございますか。ないようであります。特別会計に

対する質疑を終結します。大変ありがとうございました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２７．議案第１１４号 

○議長（沖田  守君）  続きまして、日程第２７、議案第１１４号平成２９年度津和

野町病院事業会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 



 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第１１４号平成２９年度津和野町病院事業会

計歳入歳出決算の認定について、監査委員さんの意見書を添えまして議会の認定に付

するものでございます。 

 収益的事業では、当年度純利益６８６万９,５９１円に対し、前年度繰越利益剰余金

がありませんでしたので、当年度未処分利益剰余金が６８６万９,５９１円となったも

のでございます。 

 資本的事業でございますが、収入支出差し引き４,００２万６,５９９円の不足額が生

じましたので、過年度分損益勘定留保資金から補填をいたしまして、決算をさせていた

だいたものでございます。 

 なお、詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（下森  定君）  それでは、議案第１１４号平成２９年度津和野町病

院事業会計歳入歳出決算の認定について提案を申し上げます。 

 昨年に引き続きまして、利用代行制を導入し、診療報酬等は全て町の収入となり、医

療法人橘井堂を指定管理者として管理運営を行いました。 

 それでは、病院事業会計決算書をごらんください。 

 発生主義の公営企業である病院事業の決算につきましては、基本的に消費税を除いた

税抜き処理で実施することになっておりますが、１ページから４ページの決算報告書に

つきましては、税込み金額の数値となっております。 

 それでは、１、２ページの上段の収入である病院事業収益決算額は７億４,５６６万２,

１３０円で、うち仮受消費税及び地方消費税は３４１万９,８６８円となります。下の

段の支出であります病院事業費用決算額は７億３,８２３万２,５３９円となります。 

 ページをめくっていただきまして、３ページ、４ページをごらんください。 

 上段の資本的収入の決算額は４,７４６万６,５９８円、下の段の資本的支出の決算額

は８,７４９万３,１９７円となり、うち仮払消費税及び地方消費税は５６万円となりま

す。 

 続きまして、５ページの損益計算書について御説明いたします。 

 損益計算書については、収益的収入支出の３条予算の税抜き収支に対応し、１年間の

経営状況をあらわすものでございます。税抜き数値の金額となっております。 

 金額欄の中ほど、または右側の列をごらんいただきたいと思います。 

 まず、１の医業収益は５億８,７３６万２,７１６円、２の医業費用は７億２,５７８

万１,５３４円、３の医業外収益は１億５,１２２万３,１９６円、４の医業外費用は１,

０６２万５,１０５円となり、経常利益は２１７万９,２７３円の利益となりました。特



別利益の過年度損益修正益、これは平成２８年度２月、３月分の診療報酬であります。

４６９万３１８円となり、当年度純利益は６８６万９,５９１円となります。 

 ６ページ以降の貸借対照表、収益費用明細書等については、決算審査特別委員会にて

御説明をいたします。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより監査委員の審査意見の報告を求めます。水津監査委員。 

○代表監査委員（水津  正君）  ７月３日に町長宛てに提出いたしました津和野町病

院事業会計決算審査意見書について御説明申し上げます。 

 地方公営企業法第３０条第２項の規定により、審査に付された平成２９年度津和野町

病院事業会計決算書並びに関係帳簿、証書類を審査した結果、その意見は次のとおりで

ある。 

 １、審査の概要でございますが、６月２１日にこの庁舎で実施いたしました。審査の

方法は、津和野町病院事業経営を地方公営企業法、その他関係法令の定めるところによ

り、目的を達成するため合理的に行われたかについて、書類の照合と検証を実施した。 

 ２、審査の結果、決算書数値は、正確でかつ合法的であり、関係帳簿、証書類と整合

しており、適正であると認めた。 

 以下、内容について記述するということですが、表の中につきましては、ただいまの

執行部の御説明とほとんど重複いたしますので、省略させていただきます。 

 最後の６ページに入りますが、３の総括意見であります。 

 地域医療を取り巻く環境は厳しい状況下にあるが、医療と介護・福祉の連携をより強

化し、町民が安心して暮らせるよう、引き続き効率的な経営に努められたい。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

 それでは、審査意見報告に対する監査委員さんへの質疑に入りますが、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  よろしゅうございますか。ないようであります。質疑を終結

します。ありがとうございました。 

 ここで、１１時１５分まで休憩とします。 

午前 11時 08分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 11時 15分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き本会議を再開をいたします。 

 監査委員に対する質疑は終了いたしましたが、ここで議案第１０４号平成２９年度津

和野町一般会計歳入歳出決算の認定についてより、議案第１１４号平成２９年度津和野



町病院事業会計歳入歳出決算の認定についてまで、執行部に対して総括的に特に質疑が

あればこれを許します。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますので、執行部に対する質疑を終結します。 

 冒頭、議会運営委員長より報告がありましたように、決算議案につきましては特別委

員会を設置することになっております。 

 お諮りをいたします。決算の認定に関する１１案件につきましては、５人の委員をも

って構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託の上、会期中の審査としたいと

思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。したがって、決算の認定に関する１

１案件につきましては、５人の委員をもって構成する決算審査特別委員会を設置し、

これに付託の上、会期中の審査とすることに決しました。 

 委員の構成であります。各常任委員会より委員の選出をお願いいたします。 

 暫時休憩といたします。 

午前 11時 17分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 11時 19分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩を解き引き続き本会議を再開します。 

 ただいま設置されました決算審査特別委員会の委員の選任については、津和野町議会

委員会条例第７条第４項の規定により、総務経済常任委員会より川田剛君、丁泰仁君、

寺戸昌子君、文教民生常任委員会より三浦英治君、草田吉丸君の以上５名を指名したい

と思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  異議なしと認めます。したがって、ただいま指名しました５

人の方を決算審査特別委員会の委員に選任することに決しました。 

 なお、決算審査特別委員会に地方自治法第９８条第１項の検査の権限を付与したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  異議なしと認めました。したがって、決算審査特別委員会に

地方自治法第９８条第１項の検査の権限を付与することに決しました。 

 先ほどの休憩中に、決算審査特別委員会の正副委員長の選任をいただき、委員長に川

田剛君、副委員長に三浦英治君がそれぞれ選任されましたので報告をいたします。 

 それではここで、選任されました委員長より、自席でもって挨拶をお願いをしたいと

思います。３番、川田剛君。 



○議員（３番 川田  剛君）  このたび、決算審査特別委員会の委員長を務めさせて

いただきます川田剛であります。 

 行財政運営がますます厳しくなっていく中で、平成２９年度の決算審査を通じて、今

後の津和野町の予算執行がさらに適切に、さらに住民福祉の向上につながるような審査

となればと思っておりますので、執行部の皆様におかれましては円滑な審査となるよう、

明朗な御説明をいただきますようお願いをいたします。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２８．報告第７号 

○議長（沖田  守君）  日程第２８、これから報告第７号平成２９年度津和野町財政

健全化判断比率等について、執行部から報告を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、報告第７号平成２９年度津和野町財政健全化判断

比率等についてでございますが、地方公共団体の財政健全化に関する法律に基づきま

して、健全化判断比率等、監査委員さんの意見書をつけて報告するものでございます。 

 内容につきましては、各担当課長から御報告いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、報告第７号を御説明いたします。 

 １枚めくっていただきまして、別紙をごらんください。 

 まず、健全化判断比率報告書でございます。一般会計等を対象としました実質赤字比

率及び公営企業会計を含む全会計を対象としました連結実質赤字比率につきましては、

いずれも黒字決算のため算定をされておりません。 

 続いて、実質公債費比率につきましては、一般会計等が負担する公債費、この中には

公営企業や一部事務組合、債務負担行為に基づく公債費分も含みますけども、この公債

費が標準財政規模に占める割合を３カ年間の平均で示したものであります。自治体の実

質的な借金返済負担の重さをあらわす指標でございます。２９年度は１０.８％となり、

対前年度０.１ポイント減少しております。 

 続いて、将来負担比率につきましては、一般会計等の地方債残高や債務負担行為、公

営企業、一部事務組合などの地方債残高のうち、一般会計等が負担するものから基金な

どの資産額を差し引いた額が、標準財政規模の何倍あるかを示したものです。２９年度

は８３.４％で、前年度より１９.２ポイント減少しております。 

 次に、資金出資比率報告書でございますが、平成２９年度決算におきましては、資金

不足を生じた特別会計等はありませんでしたので算定をしておりません。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  特に質疑があればこれを許しますが、ありませんか。 



〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２９．報告第８号 

○議長（沖田  守君）  日程第２９、報告第８号株式会社津和野開発の経営状況につ

いて、執行部より報告を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、報告第８号でございますが、株式会社津和野開発

の経営状況について御報告するものでございます。 

 内容につきましては、担当課長から御報告いたしますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  それでは、報告第８号株式会社津和野開発

の経営状況について御報告をいたします。 

 決算報告書の３ページ、損益計算書をごらんください。 

 最初に、株式会社津和野開発につきましては、平成２９年６月１日に株式会社石西社

を吸収合併存続会社、株式会社津和野及び株式会社日原リゾート開発を吸収合併消滅会

社として合併をしたものでございます。商号につきましては、株式会社石西社の商号を

株式会社津和野開発に変更したものでございます。 

 本日はこの損益計算書、それから貸借対照表のほかに、それぞれ本部、シルクウェイ

にちはらの決算、それからなごみの里の──これ６月１日に合併をしておりますので─

─平成２９年の６月１日から平成３０年の３月３１日分の１０月分について、なごみの

里とリゾート開発の関係する決算の内容についても、添付資料で御報告をさせていただ

きたいというふうに思っております。 

 ３ページの損益計算書でございます。全体的には、第２３期平成２９年４月１日から

平成３０年３月３１日まで、売上高が３億１,３７７万４,１２３円、販売費及び一般管

理費を除いた営業損失は６,９３１万３,５０３円、経常損失は１,７２４万７,７８０円、

全体的な当期損失は１,７６６万７,５２９円となりました。 

 利益管理表の報告資料でございますが、まずシルクウェイにちはら事業部でございま

す。売上高が１億３,２０１万６,０００円、このうち大仲屋ということで１,９２４万

５,０００円、そのうちの売上高として入っているということでございます。 

 本部シルクウェイにつきましては、当期が平成２９年度２３期分、そのうちの大仲屋

分を別の欄に掲載をさせていただいています。前期というのが平成２８年度分というこ

とで比較をしたものが、その右側の１０４.７％というような形の中で表記をさせてい

ただいております。 

 シルクウェイにちはら事業部については、売上高が１億３,２０１万６,０００円、前

年１億２,６１１万６,０００円に対し５９０万円増、施設利用者の数は２６万６,００



０人、前年２９万４,０００人に対しまして２万８,０００人減となっております。前年

度と比較し、売上高が４.７％増加、利用者数が９.５％減少しました。 

 なごみの里につきましては、売上高が１億７,００６万５,０００円、前年１億６,３

２８万１,０００円に対し、６７８万４,０００円増、施設利用者の数につきましては２

０万２,０００人、前年１９万４,０００人に対し８,０００人増となっております。前

年と比較し、売上高が４.２％増加、利用者数が４.１％増加しました。 

 日原リゾート事業部につきましては、売上高が１,１６９万３,０００円、前年１,２

２４万８,０００円に対し５５万５,０００円減、施設利用者数が２万２,０００人、前

年２万３,０００人に対し１,０００人減となっております。前年と比較し、売上高が４.

５％減少、利用者数が４.３％減少いたしました。 

 この損益計算書の売上値引戻り高でございますが、これにつきましては、大中屋のし

ょうゆ、これをキヌヤのほうにまとめ売りしたということで、端数分として２万２,９

４９円減ということにしております。 

 なお、この中の助成金収入、損益計算書の助成金収入合計の４,８９８万８,９７３円に

つきましては、指定管理料として、シルクウェイにちはら、なごみの里グラウンドゴル

フ場、高津川清流館、枕瀬山キャンプ場、日原リゾート開発分の自然商店、そういった

ところの指定管理料の合計金額が、損益計算書のほうに金額として出されております。 

 雑収入につきましては、この公の施設のところの施設修繕の補助金ということになっ

ております。 

 それから、この損益計算書の雑損失３９万４,１２６円でございますが、これについ

ては、大仲屋のしょうゆ店を承継したときに、大仲屋の中で未収金として上げられてい

た金額ということでございます。 

 基本的に、この利益管理表のほうをごらんいただきますと、そういった売り上げ、あ

るいは利用客数でありながら、本部シルクウェイにつきましては、全体的には１,３３

７万２,０００円の当期純損失ということでございます。基本的には、本部シルクウェ

イ部門が６００万を超える赤字、それから大仲屋部門としても６００万を超える赤字と

いうことになりました。 

 この主な要因でございますが、まずシルクウェイ日原の事業部、大体損失額が６３０

万程度でございますが、本部としての諸費用ということで、税理士の顧問料、会計ソフ

トの利用料、そういった部分の会計を統一するようなための経費、これが１６０万円、

今回かかっております。 

 それから、もう一つ要因が、この合併によってなごみの里の職員の方と、それからシ

ルクウェイ日原の職員の方と給与の格差がございますが、この給与調整ということで、

全人件費の増加分が９０万円ということでございます。 

 それから、施設経年劣化による修繕費の増加、これが電気代等含めまして約３００万

円ということになります。町からも、施設の修繕料については補助金という形でお支払



いをさせていただいておりますが、１００％の補助金ではなく、指定管理者のほうも、

そのかかった費用の幾らかを応分の負担をしていただくことになっております。そうい

った費用を含めて、今回損失額的には６００万を超える赤字になったということであり

ます。 

 それから、大仲屋本店でございますが、これは６００万超える金額が赤字になってお

ります。最初に、この大仲屋のしょうゆを継承したときに、基本的には会社自体がなく

なるということで、相当なまとめ買いというのがありました。そういったところの顧客

が、津和野開発になってからの生産部分のところが売り上げが減少したということで、

これがほぼ３５０万程度あったということであります。 

 それから、ラベルの記載内容変更等によりまして、大体これが１２０万円、それから

事業証券に係る登記関係等の費用ということで９０万円、こういった要因の中で大仲屋

部門については、６００万を超える赤字になったということであります。 

 それから、なごみの里の事業部でございます。これについては４７０万の赤字という

ことでございまして、その主な要因というのは、石油高騰により水道光熱費が前年の差

額といたしまして、３００万を超える差額が出たということでございます。なごみの里

のついては、以前から、この燃料代の高騰で大浴部門が赤字構造になっているというこ

とは、ずっと引き続いた課題ということになっております。別の方法によって、今、チ

ップボイラーというのも稼働させておりますが、なかなかその部分との関連のところが、

赤字のところの水道光熱費の高騰の部分まで、影響ができていないというのが現状だろ

うというふうに考えております。 

 今期２４期につきましては、大仲屋の損益については、新しい商品も開発をさせてい

ただいて、にんにく醤油あるいは小さい容器での販売というようなところで、損益につ

いては改善する見込みということになっております。 

 しかしながら、ペンションのほうも、まだ中に入られる調理人等の方が撤退をした後

決まっておらず、日原リゾートとして今まで管理をしていたペンション北斗星につきま

しては、まだ稼働していない状況にございます。そういったところの状況も、早く新し

い方を見つけて運営に入るというようなところで、課題としてあるところでございます

が、現状的にはそういったところで、金額的に１,０００万を超える大きな赤字を計上

したということでございます。 

 次に、２ページの貸借対照表でございますが、資産の部合計１億８,１７３万９,７７

８円に対して、負債の部合計８,４４４万２,６３３円となっており、資本金８,０００

万円に対して繰越利益剰余金はマイナスの３,２５６万２,２６０円で、純資産の合計は

９,７２９万７,１４５円となっております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  報告ございましたが、質疑があればこれを許しますがありま

せんか。５番、板垣敬司君。 



○議員（５番 板垣 敬司君）  せっかくの機会でございますので、ちょっとお聞かせ

いただきたいと思いますが。 

 損益の中では、売り上げが四つですか、４項目に別れておりますが、これはよくは見

ておりませんが、売り上げの四つの、何といいますか、区分をちょっと教えていただき

たいということと、次のページの４ページの、いわゆるその販売員の給与、それから雑

給、それから事務員の給与、そして最終的に従業員の賞与という形になっておりますが、

それらの方の賞与という部分は、上の販売員の給与とか事務員の給与とか雑給とか  

雑給には賞与は対象にならないのかわかりませんが  その辺もわかればお聞かせい

ただきたいということと、一番下のほうから４番目、業務の委託費というのがあります

が、会社がどこかの誰かに業務を委託しているという、その辺の内容についてお聞かせ

をいただきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  大変申しわけございません。先ほどの販売

員給与、それから雑給、それから事務員給与、従業員賞与ということで、業務委託費

も含めて、ちょっと詳細の資料を持ち合わせておりません。今の売上高の御質問も含

めて、議会内のところで後日回答させていただきたいと思います。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  はい、わかりました。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。いいですか。（発言する者あり） 

 課長、私のほうから一つ質問をしますが、２９年度の決算はこういう状況というのは

今お示しをして、説明もありましたのでわかりましたが、平成３０年度が来年また報告

をいただきますが。 

 話に聞きますと、今、株式会社津和野開発が抱えている、旧石西社が抱えているあの

３階建ての建物の解体費用と、一部土地の売却等のお話も聞いておりますが、ここでの

見通しというのはお聞きになっておるかどうか。ことし、資産処分損が相当出るんでは

ないかというような感じもいたしますが、そこら辺の状況はあわせてちょっと報告をい

ただきたいと思いますが。課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  石西社の倉庫ということで、今、枕瀬のほ

うにある倉庫でございます。これについては売買というようなことで、現在、取り壊

しというようなところで、石西社のほうから報告を受けているということでございま

す。 

 現状、かかる費用と収入というようなところで、今受けているということでございま

すが、大体石西社倉庫の解体費用が１,８９０万円というようなところでございます。

この解体後の土地売買については、先ほど議長さんのほうから御質問ありましたが、帳

簿の簿価等のこの差というところで言いますと、そこまでのところは今、まだ詳細に私

ども聞いておらないところでございますが、大体その土地の売買については、２,００

０万円程度想定しているということでございまして、解体にかかる費用と土地の売買に



係る収入というところについては、とんとんといいますか、イコールというような形の

中での話の状況ということで、承知をしているということであります。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。はい、いいですね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

────────────・────・──────────── 

日程第３０．報告第９号 

○議長（沖田  守君）  続いて、日程第３０、報告第９号株式会社杣の里よこみちの

経営状況について、執行部より報告を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、報告第９号でございますが、株式会社杣の里よこ

みちの経営状況について御報告するものでございます。 

 内容につきましては、担当課長から御報告いたしますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  それでは、報告第９号でございます。株式

会社杣の里よこみちの経営状況について御報告をさせていただきます。 

 決算報告書のほうを１枚めくっていただいて、貸借対照表４ページに損益計算書とい

うことで記載をさせていただいております。 

 損益計算書のほうでございますが、第２８期平成２９年４月１日から平成３０年３月

３１日の決算状況につきましては、売上高が９１６万９,９１６円、前年１,０２４万７,

４３４円に対しまして、１０７万８,０００円減、宿泊・食事等施設利用者数につきま

しては７４６人、前年９５２人に対し２０６人減少となっております。前年と比較いた

しまして、売上高が１０.５％減少、利用者数が２１.６％減少いたしました。 

 販売費及び一般管理費等を除いた営業損失は１１９万８,３２３円となり、前年３９

９万９,８２５円に比べまして７０％マイナス幅が減少し、経常利益は９７万５,５３１

円となり、前年と比較し５７.９％減少しております。当期純利益は６６万７,６１７円、

前年度と比較しまして１１０万９,１９１円の増加となりました。 

 次に、２ページ、貸借対照表でございます。資産の部合計８９８万３,６０２円に対

しまして、負債の部合計１５１万２,０８７円となっております。資本金８６５万円に

対し繰越利益剰余金はマイナスの２９２万５,２４２円で、純資産の部合計は７４１万

７,５１５円となっております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  特に質疑があれば許します。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

────────────・────・──────────── 



日程第３１．報告第１０号 

○議長（沖田  守君）  日程第３１、報告第１０号株式会社フロンティア日原の経営

状況について、執行部より報告を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、報告第１０号でございますが、株式会社フロンテ

ィア日原の経営状況について御報告するものでございます。 

 内容につきましては、担当課長から御報告いたしますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（久保 睦夫君）  それでは、報告第１０号株式会社フロンティア日原の経

営状況につきまして報告をさせていただきます。 

 株式会社フロンティア日原は、第２１期途中にジェイエイ日原山菜加工場との合併を

行ったため、新体制で年間を通じた決算は初めてとなっております。そのため、昨年度

決算額に比べて、人件費や製品販売高等が大きな数字になっております。 

 フロンティア日原の経営の中でも主軸となっております営農事業では、「つや姫」の

作付を昨年と同面積の８.３ヘクタールで行いましたが、今年度はほぼ計画どおりの実

績を得ることができました。 

 それでは、報告書の７ページをごらんください。部門別損益計算書となっております。

ここでは、営農事業、農作業受託事業、育苗事業を加えた事業部の事業総利益は昨年度

額を上回っており、安定した経営ができていると言えます。ただ、加工部につきまして

は、事業損益で７０万９,１１０円の損失を生んでおります。 

 それでは、３ページの損益計算書をごらんください。当期純損失は２３万２,５０３円の

赤字決算となっております。 

 それでは、２ページの貸借対照表をごらんください。資本合計は３,７９２万２,００

０円に対しまして、負債合計１,５０２万７,０００円、資本金１,３５５万円と資本剰

余金９万円、別途積立金６００万円、繰越利益剰余金を合わせた純資産合計は２,２４

９万５,５１１円となっております。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  報告が終わりましたが、質問があれば質疑を受けます。あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

────────────・────・──────────── 

日程第３２．報告第１１号 

○議長（沖田  守君）  日程第３２、報告第１１号平成２９年度教育委員会事業点検

評価報告書について、教育長より報告を求めます。教育長。 

○教育長（世良 清美君）  失礼いたします。 



 それでは、報告第１１号について御説明をさせていただきます。 

 平成２９年度の教育委員会事業点検評価報告書ということで、毎年９月の定例会議会

において報告をさせていただいております。これは、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第２６条の規定に基づきまして、前年度の教育委員会事業の点検評価をまとめ、

議会のほうへ報告をさせていただいておるものであります。ページ数として１２５ペー

ジまでございます。中身の説明については、省略をさせていただきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  特に質問があれば受けたいと思いますが、ありませんか。い

いですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

────────────・────・──────────── 

日程第３３．議員派遣の件 

○議長（沖田  守君）  それでは、日程第３３、議員派遣の件を議題とします。 

 お諮りをいたします。議員派遣の件につきましては、お手元に配付のとおりでありま

す。本日９月１０日、町有施設であります、日原診療所老人保健施設せせらぎを御希望

があって視察をしたいと、こういう申し出がありましたので、この件以下、鹿足郡町村

議会議員研修会、島根県町村議会議員研修会、明治維新１５０周年記念山陰観光シンポ

ジウム等々、議員派遣をすることといたしましたが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。したがって、議員派遣の件は派遣す

ることに決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日は、これで散会といたします。 

午前 11時 51分散会 

────────────────────────────── 
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午前９時 00分開議 

○議長（沖田  守君）  おはようございます。引き続き、お出かけをいただきまして、

ありがとうございます。これから、２日目の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員数は、全員の１２名であります。定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（沖田  守君）  日程第１、会議録署名議員の指名。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、４番、道信俊明君、５番、板

垣敬司君を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．一般質問 

○議長（沖田  守君）  日程第２、一般質問。 

 質問の通告がありますので、順次発言を許します。 

 発言順序１、３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  おはようございます。議席番号３番、川田剛でありま

す。通告に従いまして質問をさせていただきます。 

 医療と介護についてであります。 



 本年３月、第７期の津和野町老人保健福祉計画・介護事業計画が策定されました。今

後、ますます津和野町では人口減少と高齢化が進行し、平成３７年には人口が約５,９

００人に、高齢化率も５２％になるという予測を立てられております。 

 以前、一般質間において、人口が２,０００人台になっても、町としてのサービスは

維持できる旨の答弁をいただきました。しかし、幾ら町が自治体としての機能を維持で

きたとしても、人口減少と高齢化が進行していく中で、医療と介護のサービスが適切に

提供できなければ、住民は安心した生活が送れなくなります。 

 そこで、以下について質間をいたします。 

 まず、一つ目であります。将来、高齢化率５２％を迎えるに当たり、津和野町におけ

る医療機関及び福祉施設、このサービスは十分であるか。今後の見通しをお尋ねいたし

ます。 

 二つ目に、この益田圏域における医療・介護の連携は十分図られているのか、お尋ね

いたします。 

 また、中でも周産期医療の体制は十分であるのか、お尋ねいたします。 

 四つ目に、医師や看護師、介護福祉従事者の確保対策の現状はどのようになっている

のか、お尋ねをいたします。 

 五つ目に、家族介護者に対する支援と計画には明記されておりますが、この家族介護

者に対する支援とは具体的にどのようなものを検討しているのか、お尋ねいたします。 

 六つ目に、医療機関や福祉施設と自宅の中間的な住環境の整備について、所見をお尋

ねいたします。 

 最後に、つわの暮らし推進課の施策や、まちづくり委員会が進めている地域計画の策

定などは、医療・福祉の連携が必要と考えますが、関係各課において連携が図られてい

るのか、お尋ねをいたします。 

 以上、お願いいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  皆様、おはようございます。本日から、一般質問ということ

でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、３番、川田議員の御質問にお答えをさせていただきます。 

 医療と介護についてでございます。 

 まず、一つ目の御質問でありますが、人口が２,０００人台となっても町としてのサ

ービスは維持できるという答弁の趣旨は、こうした人口推計の手法は、計算式として数

十年という長期の計算を行えば、２０歳代、３０歳代の若者の減少傾向があれば、結果

として限りなくゼロに近づいていくものであり、日本中の人口２,０００人台の自治体

がサービスを提供できていないという意味ではございません。人口減少に歯どめをかけ

るということも大事ですが、現時点において、国自体の高齢化が進み、人口が減少して



いる時代であります。その中で、人口に対して最善の適切なサービス提供を実施すると

いう意味であり、現在のサービスを量的に維持し続けることではないと考えております。 

 今後においての津和野町は、少子高齢化多死社会の状況が予測されます。高齢化が進

み、個々の医療・介護必要度は高くなると同時に、人口減少に伴い、医療入院ベッド及

び介護療養ベッドの必要数は年々減少しております。津和野共存病院の３階療養病床は、

平成２１年以降休床状態でありますが、本年１１月に介護老人保健施設に転換すること

になっております。介護老人保健施設せせらぎにつきましても、利用者数は減少してお

ります。 

 特別養護老人ホームについては、原則、要介護３以上の方が入所対象となることから、

入所申込者の多くは要介護３以上の方となっております。町内の２施設の状況について

は、双方とも約９０名の入所待機者がおられますが、その多くは、町内外を問わず複数

の介護施設に同時に入所申し込みをされており、その重複分の申し込み分を考慮すると、

実人数はこの半数以下と見込まれます。人口減少の影響もあり、施設入所待機者も減少

傾向にあります。特別養護老人ホーム１００床を有効に活用し、各介護事業所との連携

を推進することでサービスの充実を図りたいと考えております。いずれにしても、医療・

介護・福祉にかかわる人材を確保することが、今後のサービス提供を左右するものと考

えます。 

 日原診療所においては、平成３１年４月をめどに、現在の介護老人保健施設東棟２階

に移転する予定です。全体としての規模は縮小されますが、施設が集中することで、指

定管理を受けている医療法人橘井堂の医療・介護の提供はより効率的になり、少ない医

療・介護人材を有効に活用できると考えております。 

 さらに、津和野町内開業医を含め、益田圏域における各医療機関との医療連携を推進

し、圏域での急性期・回復期・慢性期・在宅期医療の提供を考えております。 

 二つ目の御質問でありますが、益田保健所管内では、病院長会議で医療分野の機能分

担を推進しております。あわせて、医療及び介護の関係者並びに行政関係者で構成され

ている地域医療構想における益田地域保健医療対策会議での医療・介護連携部会におい

て検討・推進されています。津和野町においても、各介護保険事業者との連絡会議を実

施しております。 

 三つ目の御質問でありますが、平成１９年に津和野共存病院の分娩取り扱い休止、平

成２０年は益田赤十字病院の里帰り分娩休止、平成２３年には月２０件の分娩制限を実

施し、益田圏域の周産期医療は危機的な状況となりました。その後、島根大学医学部の

協力により、平成２６年より里帰り分娩が再開されました。益田赤十字病院においては、

３名の産科医で２４時間体制をとっておりますが、医師の負担ははかり知れないものが

ございます。このことは、益田赤十字病院だけの問題ではなく、益田圏域唯一の周産期

医療提供病院として、各市町を挙げて確保・支援しなければならない課題と捉えており



ます。産科医等確保支援事業、周産期医療維持・継続等支援事業を含め、益田圏域全体

で連携し、対応しなければならないと考えております。 

 四つ目の御質問でありますが、医師確保につきましては、引き続き医療法人橘井堂と

連携をし、島根県へ働きかけ、自治医科大卒業医の派遣、赤ひげバンク、代診制度の活

用、関係する大学への派遣要請や島根大学医学部の地域枠入学者等との意見交換会、地

元出身者などゆかりのある医師や地元出身医師からの情報収集並びに派遣会社等への

依頼など、あらゆる手段を講じて医師確保に努めております。 

 同様に看護師につきましても、奨学金制度、石見高等看護学院の地域枠推薦の活用、

就職ガイダンスや就職ガイド冊子への投稿、専門学校への講師派遣、実習生の受け入れ

など、積極的に行っております。看護師については、過去５年間、奨学金制度を活用し、

資格取得後、法人への就職者が複数名ずつ継続して確保しております。 

 介護福祉従事者の確保対策としては、介護事業者からの要望等も多くあるところであ

り、介護福祉士等、介護施設従事者の確保対策として、今年度から他市町村の例により、

ふるさと島根定住財団が行う「しまねＵターンＩターンフェア」に参加し、町内事業所

の広報を行うことを検討しております。 

 五つ目の御質問でありますが、家族介護者への支援については、家族介護者の会やサ

ロン等を通じての相談対応や精神的な支援がなされていますが、それ以外の支援は行わ

れていないのが現状であります。津和野町生活支援・介護予防体制整備推進協議体にお

いて地域課題を探るために実施したワークショップの結果を見ると、地域によっては、

介護者・家族介護者双方を地域で支え合う互助の考え方ができているところがあります。 

 今後は、地域包括ケアシステム構築を進めていく中で、家族介護者の負担軽減のため

にも、早期に必要な介護サービスにつなげていくよう関係機関との連携を、より密にし

ていきたいと考えております。 

 六つ目の御質問でありますが、今後、高齢・過疎化がさらに進行することが予想され、

住まいの整備が重要な課題となります。移転後の老健東棟の活用については、地域医療

協議会において、医療近接型滞在施設について検討をいただきました。なお、医療近接

型滞在施設とは、医療サービスを受けるために滞在するための施設（介護保険が適用さ

れる場合を除く）であります。 

 結論としては、津和野町の医療・介護情勢と町民のニーズとを兼ね合わせると、医療

近接型滞在施設よりも、みとりを視野に入れた一時滞在の医療近接型の住まいが求めら

れているという御意見でありましたので、今後は老健施設の後利用にこだわらず、多方

面の有識者との協議を重ねる必要があるという考えに至りました。 

 いずれにしても、今後の津和野町には重要な課題であり、早急に整備をしていく必要

があると考えております。 

 七つ目の御質問でありますが、国・県が推進する小さな拠点づくりにつきましては、

公的な仕組みである公助による支えだけではなく、みずからを助ける自助と地域の住民



同士でお互いを助け合う互助による支えが重要となり、自助・互助・公助を担う全ての

住民が具体的に行動していくことが提唱されており、このことは、医療・福祉関連につ

いて国・県が推進する地域包括ケアシステムにつきましても同様のことが提唱されてお

ります。 

 過疎化・少子高齢化が進み、日常生活に必要な機能の維持が困難となる集落がふえる

中、今後は地域の住民が主体となり、高齢者などの日常生活を支える仕組みを構築した

地域づくりが求められてまいります。 

 これらのことを踏まえまして、誰もが住みなれた地域で安心して暮らし続けることが

できるように、地域の住民の助け合いの仕組みづくりや地域の住環境も含めて、医療・

福祉についての課題解決の取り組みが盛り込まれた計画の策定に協力できるよう、関係

機関と連携をしながら進めてまいりたいと考えます。 

 また、医療・福祉・介護従事者の住まいの確保のため、森村地区に整備を進めており

ます地域優良賃貸住宅につきましては、計画段階より医療対策課並びに健康福祉課と連

携をし、必要戸数など調整を行っております。 

○議長（沖田  守君）  ３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  では、再質問をさせていただきますが、まず、この質

問にどういったところからアプローチがあるかといいますと、人口減少と高齢化の部

分であります。我々にとって、この議会におりますと、地域医療ですとかまちづくり

というのは、別々の課ではありますが、住民にとっては切っても切れない、２４時間

の中でかかわってくる生活の部分であります。衣食住の住の部分にかかわってくると

いうことで、各課連携が必要だという思いで、人口減少、高齢化率、そして医療・介

護の重要性について聞きたいと思い、質問に立っております。 

 ２０１７年、この津和野町の人口の増減率、地域のデータが「しまねの郷応援サイト」

というので出ておりまして、各地域ごとに、現状の若年層人口ですとか高齢化率、また

今後の人口減少率などを見て、未来シミュレーションというのも出ておりまして、これ

見てみますと、２０１７年、津和野町においては、一番高齢化率が高い地域というのが

木部、商人で、高齢化率が低いところが青原というふうになっております。津和野、日

原は大体４５％から５０％台、日原が大体４６から４７ぐらいの高齢化率になっており

ます。人口の増減率でいいますと、青原が大体１％から３％ぐらいの増なんですけれど

も、一番低いところが商人あたりでマイナス６％の減少率となっております。 

 では、２０２７年、どのようなシミュレーションになっているかといいますと、一番

人口がふえるだろうと言われているのが、大体２０％から２５％、左鐙であります。減

るであろうと言われているのが、マイナスの５％からマイナスの２０％の減少率の津和

野であります。ちょっと見えづらいと思うんですが、大きくグラフが動いております。

この１０年間で大きく動いておりまして、青原や滝元、枕瀬、左鐙といったところが人

口はふえます。 



 ただ、どこも、やはり高齢化率というのは上がっていくんですが、これはどの自治体、

どの地域を見ても同じような現象が言えると思うんですが、一方で、隣の吉賀町がどの

ようになっているかというのを見てみますと、２０１７年、六日市地域で人口の増減率、

マイナス３％からプラスの４％台、高齢化率は３７％から４１％です。２０２７年にな

りますと、１０年後、六日市では人口の増減率、マイナスの２％からプラスの１０％、

高齢化率は３０％から３７％ということで、高齢化率は上がっていないんですけれども、

人口がふえていると。高齢化率、上がっていないんですね。こういったところから、隣

町とこの津和野町とで、若干ではありますけれども違いが出てきていると。 

 この津和野町において、今４６％から４７％の高齢化率の中で、これから５２％に高

齢化率が進んでいきますよと。そんなに変わらないような気がしますけれども、それで

も、だんだんと人口が減る中で高齢者の方が多くなっていくということは、我々が今か

ら推進していかなければならないのは医療や介護の分野で、なおかつ、それを支える

方々にも支援をしていかないと共倒れになってしまうのではないかというところから、

この質問に立たせていただいております。 

 ですので、ちょっと多岐にわたって再質問させていただきますけれども、まず最初の

答弁にありましたように、人口に対して最善の適切なサービス提供を実施するという御

答弁をいただきました。当然でありますし、そうでなければいけないと思います。待機

者の方が９０名。でも、実数はこの半数以下ということではありますけれども、依然と

して待機者がいる。ただ、今後、特養などの施設をつくっていく必要性があるかと言わ

れると、町の財政を見たときに、それは必要はないのかもしれません。そこまで投資す

る必要はないかもしれませんが、では、それ以外のサービスというのが必要になってく

るのではないか。施設だけがサービスではありませんので、そういったところから質問

させていただきたいんですけれども、まず、医療の部分であります。 

 現在、この津和野町では、在宅医療というのが進められております。津和野町のみな

らず全国的に行われております。確かに、患者さんは、最期は自宅でみとられたいとい

うお気持ちが強いというのもわかりますが、では一方で、その受け入れ側の家族の体制

はどうなのかという部分と、では医療の体制はどうなのか。全てが全て、在宅で見れる

というわけではないと思います。 

 そこで、答弁にありました、この津和野町、益田圏域における各医療機関との連携の

中で、急性期・回復期・慢性期・在宅期医療の提供があるということなんですけれども、

具体的にどういった場合にどういった医療が受けられるのか、御説明をお願いいたしま

す。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（下森  定君）  まず、国が示しております２０２５年問題の地域医

療構想、それに基づきまして、この圏域の中でも検討をしております。 



 ２０１６年の益田圏域での、いわゆる病床許可数は、益田赤十字病院、益田医師会病

院、津和野共存病院、六日市病院で８４７の病床数でありますが、これを２０２５年には

２７.６％の減少、６１３の病床数にしていくという計画であります。そこで各機能分

担の中でやっていくという状況は確認をしております。 

 その中で、いわゆる６１３床になった場合の救急対応ができる総合の診療医を育成、

まずはこれを維持確保していこうと。その中で、ある程度の急性期の部分の対応はして

いこうと。それから、多職種連携による在宅療養の充実、いわゆる退院支援をして、例

えば理学療養士、作業療養士、そして訪問診療といった体制の確立。そして、先ほど議

員言われましたように、そこを受け入れるだけの住まいの確保が必要ではないかという

ことで、現段階では、その体制の構築のために圏域内の中で検討している状況でありま

す。 

○議長（沖田  守君）  ３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  この在宅期医療の部分で、住まいの部分というので、

中間的施設、中間的な住まいというので質問をさせていただいているんですけれども、

その中の答弁で、このたび、医療近接型滞在施設というのが地域医療協議会において

提言があったということでございますが。 

 私も調べてみますと、こういった似たような住居といいますか、医療近接型滞在施設

というのとか、ほかには生活管理指導短期宿泊事業といった──これは、おおむね６５

歳以上のひとり暮らし高齢者世帯、高齢者のみの世帯及びこれに準じる世帯に属する高

齢者等であって、基本的生活習慣が欠如したり社会適応が困難な高齢者が介護保険を利

用せずに利用できるもの、これは吉賀町が実施している支援事業でありますけれども─

─こういった住まい。ほかにもサービスつき高齢者住宅、これも一部介護保険、自己負

担がありながらも利用できるということですが、こういった、津和野町では実施されて

いないような中間的な住居のサービスについて、地域医療協議会では医療近接型の滞在

施設ということでありますけれども、この津和野町において適切な住環境整備はどのよ

うなサービスがよいのかというのは、この地域医療協議会においては話し合われたので

しょうか。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（下森  定君）  地域医療協議会の中では、先ほど言いました医療近

接型の施設ということで、これは介護保険の介護サービスを使いながら在宅で暮らし

ていると。ただし、ショートステイが、介護保険の日数、上限がありますので、それ

以外で、やはり緊急的なときにそういう施設──特別養護老人ホームあるいは老健施

設──の中で介護保険適用をすれば、当然、自己負担は１割ないし２割で済みますけ

ど、そのような状況のときに、やはり緊急的な部分で一時滞在型が必要であるという

ことで、医療近接型施設という部分で、現在、これは病院の近くにおいて、医療従事

者の今あいているところを活用してそういうことをしたらどうかと。これは、県内に



おきましても、川本町の加藤病院がそういう状況でやっておられます。その辺の部分

から、先ほど町長の答弁にもありましたように、みとりも視野に入れたという部分の

住居関係を考えております。 

 それと、先ほど言われましたように介護つきのサービス高齢者住宅といえば、当然こ

れは費用が多くかかります。その中で津和野町として、結局、サ高住が今ない。例えば、

特別養護老人ホームに入居したならば、最期までみとっていただくような形ができると。

老健の場合も、種類によってはそういう形がありますが、津和野町の場合は在宅復帰と

いう老健でありますので、３カ月入所すれば１カ月は退所という状況になっております。 

 その中で、いわゆる年金受給者で、安いような形の中でサービス高齢者住宅的な部分

ができないか。当然そこには、以前は中間的施設ということで、短期入所して、すぐに

在宅では帰れない。そういうときに、そういうサービス高齢者住宅的なものが必要では

ないかということがありまして、要するに介護保険適用ではないんですが、在宅に住む

には住宅改修等が必要となるので、そういう、やはり住宅等が今後は必要ではないかと

いう御意見は地域医療協議会の中でも出ました。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  ３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  やはり、中間的施設の利用は、本当に必要だと思いま

す。このサービス高齢者住宅というのは、基本的には、一般的な住宅の考えでよかっ

たと思うんですけども、敷金など払ってサービスがついて、バリアフリーの状況の中

で介護つきと一般型という形で、一般の方、要介護認定を受けていない方でも、一人

で住むのが不安、都会に行くよりも、家にいるよりも、この住宅があったほうが住み

やすいなというようなひとり暮らし、若者向けがあるならば、これはもう高齢者向け

という、そういった住宅だと思っております。 

 津和野町において、現在、若者向けの住宅も必要とされておりますが、つわの暮らし

推進課長にお尋ねしますけれども、高齢者の方で、やはり介護が必要となって、息子さ

んや娘さんが町外におられて、津和野から退去されている方というのがいらっしゃると

思いますけれども、結構な人数だと思いますが、やはりそれは住環境だと思っているん

ですけど、そのあたりは把握されておられますか。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  私どもが、２年前の総合戦略、人口ビジョ

ンを作成するときに、そういった高齢者の方で転出される割合がどのぐらいになるか

というところについては──今ちょっと詳細の資料を持っていませんが──把握を

して、人口ビジョンの中にも、それについては掲載をさせていただいたということで

ありまして、２０代で、大学生とかで、そのまま転出される、そのケースと、あとは、

傾向として、やはり高齢者の方が多く転出されるというところは、その分析結果で承

知をしていると。橘井堂の院長先生のほうから、そういった状況の中で、その住宅政



策というところを、どうなのかというところでのお問い合わせも、その当時あったと

いうことで、私どもが今進めておりますＰＦＩによる高齢者住宅というのを、実際に

どういったものかというところは、他の自治体の先進事例なんかも参考にしながら、

今、その部分の、どういったものかというようなところについては把握をしていると

いうようなことでございますが、実際、今現在進めているのは、森のほうでＰＦＩに

よる住宅という、それから若者定住ということで、今、畑迫ということで進めており

ますが、なかなかその高齢者住宅のところまで進めていないのが、今、現状でありま

す。 

 今後についても、そういった課題については、医療対策課、健康福祉課等と協議をし

ながら、高齢者が住める住宅、転出を防ぐための津和野、日原の中心部、あるいは病院

に近いところに住宅を建設するというようなプランについては全く検討していないわ

けではなく、２年前ぐらいから、その辺については把握をしているというような状況で

ございます。 

○議長（沖田  守君）  ３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  やはり、要介護の認定があるから、要支援の認定があ

るからということではなく、今は４６から４７％の高齢化率です。ですが、５２％と

いうことは、今、皆さんここにいますけれども、２人に１人が高齢者というのがやっ

てくるわけです。これからの中で、やはり家族の方がいらっしゃればいいですが、家

族の方は都会に出ていて帰ってくる余地もない、ただ、津和野でみとりたいという

方々がたくさんいらっしゃると思います。そういった場合に備えて、町長、このサー

ビスつき高齢者住宅の必要性というのをどのようにお感じになっているかお尋ねし

たいと思います。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  サービスつき高齢者住宅に限らず、お示しをしております医

療近接型の住まい、どういうものが一番ベストなのかということを検討しているとい

うところでありまして、いろんな高齢者の方々を中心に選択肢を提供していくという

ことが大事だろうというふうに思います。 

 最初の議員の御質問の中で、地域ごとの人口の動態と、それから高齢化率の動態を示

されたわけでありますけれども、特に木部地域が、一番、今高齢化率が高いということ

でもあります。そうした中で、そういうところは独居の世帯も非常にふえていっておら

れるというところですから、そうした方々には在宅医療というよりも、やはりそうした

住宅の整備というものを、医療機関に近いところにつくっていくということが、非常に

ニーズに適したものになるんじゃないかというふうにも思っております。 

 一方で、津和野地域の方々も、中心地は高齢化をしてまいります。しかし、そこは、

もともと病院に近いところでもありますので、そうした中でのこの在宅医療を推進をし



ていくというところ。だから、いろんな地域の特性がありますので、その辺は我々も日

ごろから研究もしているところでもあります。 

 そういう中で、その住宅を、どの程度必要なのかというのを、今考えているというこ

とと、あわせて、住まいだけつくれば解決するものではありませんので、いわゆる地域

包括ケアシステムというものを、住民の皆さんを巻き込んだ形で、一緒になってやって

いただく形で、それをどうやって進めていくかということ、それがまた、住みなれた地

域で住んでいただくことへもつながっていくんだろうというふうにも思っております。 

 住宅の御質問でありますので、余り逸脱してはいけないかもしれませんけれども、先

日、益田保健所長さん、町の庁議にお見えになられまして、庁議の場に。現在、地域包

括ケアシステムを説明をいただく中で、これは健康福祉課、医療対策課──町庁でいえ

ば──そこだけが進めてもどうしようもないことで、町の各課が連携をして進んでいか

ないと、この実現は難しいというそういう思いで庁議で、各課長が集まる中での御説明

をいただいたということであります。 

 これは恐らく、私、想像するんですが、島根県が、地域振興部を中心に「小さな拠点

づくり」というのを進めております。その中に、やっぱり県の各部署が連携をしなけれ

ば、この地域の課題、高齢者対策というのは進んでいかないという観点から、先日の保

健所の所長の動きにもなったんだろうというふうにも思っております。 

 同時にもう一つは、今、国会議員さんを中心に、地域を存続させていくための、いわ

ゆる地域維持会社みたいなものを法律でつくれないだろうかという動きが進んでおり

ます。これは、過疎法が３２年に期限を迎えるわけでありますが、その新しい過疎法と

いうものを我々目指しているわけであります。それの延長線上になるか、あるいはそれ

とは別にして、いわゆる離島振興法みたいなのがあります。だから、全国の過疎地域の

中でも、特に過疎が進んでいるところを重点的に維持していく、そういう法律という動

きも出てきているということであります。 

 ですから、そういういろんな動きを見ながら、津和野町において、住まいのことも含

め、今後どういうふうに高齢者対策、地域づくり、維持というものを進めていくかとい

うのを考えていかなければならないというところでもあります。 

 現在、津和野町は、まちづくり委員会というのを６年前からつくってやってまいりま

した。今後、そうした組織を、またさらに進化させていくためには、今までやってきた

ことを土台にしながら、まさに地域で支え合う。そういう中で地域包括ケアを進めてい

ったり、あるいはその中にまた、住まいというものをどう整備をしていくのかというよ

うなことも考えていかなければならないというふうに思っております。 

 吉賀町に比べても、私どもの高齢化率、高くなっておりますので、急いで、焦って頑

張らなきゃならないという気持ちは持っているわけでありますが、しかしながら、現実

として、本町の場合は平成２５年の豪雨災害復旧事業で大きな起債をせざるを得なかっ

たということや、ケーブルテレビでも今回大きな事業費を借金をしてやっているという



状況、それから庁舎も耐震化を図らなければならないということでありまして、財政的

に津和野町の場合は少し、独自に厳しい状況があります。 

 これらの事業を一つ終えた上で、中期財政計画もにらみながら、我々こうした今の、

議員きょう御指摘のようなことというものも捉えながら進めていく必要があるかとい

うふうに思っておりますので、急がなければなりませんけれども、しかしながら、じっ

くり腰を据えて進めていかなければならない問題だというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  ３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  今、町長の答弁にありましたが、先日、まちづくり委

員会のヒアリングというのがありました。やはり、その質問事項というのは、どの計

画でも大体同じだと思います。この地域にどれだけの人口がいて、どれだけの子供た

ちがいて、どれだけの高齢者がいて、買い物支援が幾ら必要で、どういったものに課

題があるのか。これは、もうまちづくり委員会でも、多分ケアマネ会議でも、いろん

なところで聞かれていることだと思います。 

 その中で、やはり必要だと思うのは、我々住んでいる人間は、あそこに独居の方がい

らっしゃるだとか、あそこは夫婦でいらっしゃるというのはわかりますが、要支援を受

けているのか、要介護を受けているのか、認知症があるのか、そのあたりは、そこまで

は把握はし切れていない部分もありますので、そこはやはり、まちづくり委員会の制度

だけではなくて、やはり医療・介護の部分の制度も活用しなければ、幾らまちづくり計

画を策定しても、そこを医療・介護が使えなければ意味がないと思いますので、うまく

リンクしていただけたらと思いますので、そのあたりはお願いしておきたいと思います。 

 いろいろ質問が、まだ続くんですけれども、今のは高齢者の部分なんですが、周産期

医療についてであります。かねてより、この益田圏域での周産期医療というのは大変脆

弱なものであるように思っておりまして、なかなか里帰りもできないという時期もあり

ましたし、現在では里帰り出産ができるということではありますが、それでも、きょう

の答弁いただきますと、まだ３名の産科医の体制ということでありますので、産むとい

う部分について、ものすごく不安を感じるわけであります。なおかつ、２４時間体制で

ありますので、先生方の体調を考えたときに、お一人でも体調を崩されたら２名体制で

ということになれば、じゃあ出産はほっておくのかというわけにもいきませんし、こう

いった状況がどれぐらい続くのかなという不安もあります。 

 現在、この益田圏域における周産期医療の体制というのが、産科医はそのとおりだと

思うんですけれども、私の経験事なんですけれども、麻酔科医の先生は、よそからの派

遣された先生が麻酔科医でいらっしゃったわけなんですが、そういった部分からいいま

すと、まだまだこの益田圏域の医療体制というのは整っていないといいますか、まだま

だ補わなければいけないなと思っております。 

 まず、周産期医療の体制について、医療課長、わかっている範囲でお知らせいただけ

ればと思います。 



○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（下森  定君）  周産期の体制でありますが、常勤の産科医は３名で

あります。医師会病院のほうが、いわゆる健診等でそういう役割を担っているという

ことであります。津和野共存病院においても、隔週ですか、益田医師会病院のほうか

ら健診医療関係を中心に派遣をされております。津和野共存病院においては、一応そ

ういう状況の中で、分娩の時期になると紹介状を書いて、益田赤十字病院等に紹介す

るということであります。やはり、２４時間体制でありますので、現実、益田赤十字

病院が、この圏域唯一の分娩の取り扱い機関であります。 

 町長の答弁にもありましたように、やはり、医師の研究あるいは今後の育成というこ

とで、産科医等の事業あるいは周産期維持継続事業ということを３市町でやっておりま

す。 

 とは申しましても、やはり、医師確保というのが最大の部分でありまして、島根大学

等にも派遣依頼をしておりますけど、なかなか医局のほうも出せないという状況であり

ます。 

 その中で、当然、麻酔科医の部分も非常勤体制でやっております。現在、常勤換算で

しますと３.１７人ぐらいの状況でありまして、この麻酔科医においても非常に厳しい

と。常勤がいないということは、当然、そこの中では費用も発生しているということで、

以前、日赤の病院長からでは、いわゆる普通の常勤医の３倍ぐらいの費用がかさむと。

広島からのフリーランスの先生が来ておりますが、これも全てタクシーという状況であ

りますので、人件費以外にそういう部分も発生しているということであります。 

 益田赤十字病院は、この県西部唯一の母子周産期の医療センターであります。やはり、

今後の定住対策を考えても、ここを維持しなければ、この益田医療は崩壊するというこ

とを常々、日赤等の院長からも言われておりますので、我々とすれば１市２町で最大限

の努力をして、今後、医師確保に努めていきたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  ３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  産科医だけではなく、いろんなところにもその必要性

が出てくると思うんですけれども、広島から来られている部分についても、島根県内

では賄えないという現状で、もう益田の病院が破綻してしまうといいますか、医師が

いなくなって医療が提供できなくなると、もうそれこそ、まさに益田圏域では大変な

ことになってしまいます。 

 現状でも、この津和野町においての、津和野町での医療体制をもとに戻してほしいと

いう声は多々あるわけでありまして、しかし、現状それは難しいという話。プラスして、

じゃあ益田圏域はどうなのかといったときに、益田圏域でも同じような状況が起きてき

ております。現在、津和野町では、津和野町独自の策と、それと益田圏域１市２町で支

援事業ですとか、いろんな確保対策事業など、定住自立圏構想、第２次構想が協定がさ

れておりまして、その中でも医療の分野、医療体制の維持充実、地域医療を守る体制の



確立、医療連携の強化等ありますが、この益田圏域内で医療を守る仕組みの予算という

のは、津和野町以外で、益田圏域全体の中で津和野町はどれぐらいの支援を行っている

のか、数字がわかりますか。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（下森  定君）  ３市町の、いわゆる共同的な事業のことでしょうか。 

○議員（３番 川田  剛君）  はい。 

○医療対策課長（下森  定君）  現在、救急医療、二次救急とか在宅当番医とかとい

うのは、町の予算の中で賄っております。二次医療の部分も、これは広域の中で１市

２町でやっている状況でありまして、しかし、予算は各自治体単独で出しているとい

う状況であります。 

 その財源におきましては、それぞれ財政のほうが、より有利な方法でという部分を充

てておりますが、３市町の部分でやっているのが、ふるさと益田の、いわゆる市町村圏

の部分で、島根大学医学部に対しまして、一応３年計画ではありますが、もうこれ随分

継続をしておりますが、２６０万円の資金を使って、産科医のための育成・研究等とい

うことで、益田市、津和野町、吉賀町で益田広域事務組合を通じてこの事業をやってお

ります。 

○議長（沖田  守君）  ３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  これは、最後の提言になるわけなんですけれども、町

長、このたび、映画「高津川」というのが、この益田圏域において予算化支援されて

おりますけれども、その映画ももちろん重要なんですが、益田圏域のこの事務組合と

いうのは、確かにごみ処理や、それと救急というのが基本的な部分だと思います。以

前は木質バイオマスのことについても提言したことがあると思いますけれども、この

ふるさと基金の財源を使って、医療体制・介護体制の充実、医師の確保ですとか、そ

ういったものも１市２町共同でやっていく必要があるのではないかと思います。 

 現在、津和野町の病院においても、六日市の病院においても、医療資源といいますか

患者さんの数というのはどんどん少なくなってきております。益田市においても、これ

は同様のことが言えると思いますし、なおかつ、医師を広島から呼ばなければいけない

ような状況。これが、ともすれば、ドクターヘリで全て町外、この益田圏域外に行かな

ければならないとなりますと、確かに命は守られるかもしれませんが、それ以前に家族

のほうも崩壊してしまうのではないかと思っております。 

 そういった意味も込めまして、町単独ではなく、この益田圏域の医療を守るという意

味においても、この１市２町での共同事業というのを、定住自立圏のみならず、さまざ

まな形で支援できたらなと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  益田圏域の医療連携というのは、県内自治体、あるいは全国

のそういう圏域に比較しても、非常に人材が、医師も足りない、看護師も足りないと



いう中でありましたから、必要に迫られてきた中で、非常に進んで連携ができている

圏域でもあるというふうにも思います。 

 津和野共存病院におきましても、益田日赤院長先生からは、もう一心同体の病院だか

らということで、現在も多大な応援をいただいているということで、大変感謝をしてい

るところでありますけれども。逆に言うと、それだけ津和野の応援がふえれば、日赤本

体の状況も厳しいものになるということでありますから、まさに我々は、この１市２町

が、本当にこの益田圏域内の医療をどうするかという観点から、いろんな支援策という

のを考えていかなければならないというふうにも思っているところであります。 

 益田日赤さんは日赤さんのほうで、産科医に限らず、先ほど申し上げたように麻酔科

の医師の確保でも相当なお金を要しておられるという実情もあるといったところでも

ありますし、また現在は、連携の一つの象徴として、これまで総合診療医の研修医プロ

グラムを益田圏内でつくっておったわけでありますけども、病院同士の連携で。それも

少し、日赤のほうで対応されていた医師がおられなくなったということで、その研修プ

ログラムも、今はできない状況にもなっているというところでもありますので、そうい

う観点からも、今後、支援をどういう形でやれるのかというのを模索していく必要があ

るというふうにも思っております。 

 ただ、これは益田市さんの考えもあったり、吉賀町さんの考えもあったりということ

で、益田市さんも、日赤だけでなく医師会病院もあったり、複数の医療機関を抱えてお

られますので、なかなかその辺で、この医療にどういう支援をしていくのかというのが、

さまざまな検討課題になっているということもお聞きをしております。そういう面では、

我々も圏域での立場というものをしっかり益田市さんにもお伝えをしながら、行政サイ

ドでの医療連携というものをさらに強化できるように働きかけをしていかなければな

らないだろうというふうにも思います。 

 「高津川」の映画については、あれは広域の、ふるさと市町村圏事務組合の基金を使

うという話ではありませんで、各市町から負担金を出してやろうという話でありますが、

先ほど申し上げた産科医の人材育成のためのお金については、あれは広域事務組合とし

ての事業費の予算で投じているものでもありまして、本来であれば、そういう形で、よ

り一層医療のほうへ重点化していくということが大事であろうかというふうに思われ

ます。 

 ただ、そのときに、今課題になっておりますのが、ふるさと市町村圏事務組合の事業

は、現在は基金の母体を使わずに、あくまでも運用した果実のみを事業費に充てるとい

う、議会との、あるいは圏域市町との一つの考え方が共通認識であるわけでございます

ので、これを今後、より医療対策のほうへ充実していこうということになれば、基金を

どういうふうに、本体そのものを取り扱っていくのかということも大事になってくるか

というふうにも思っております。 



 この点については、また、広域の事務組合議会があるわけでありますから、議会の皆

様方の御理解もいただかなければ進めていけない問題でもあろうかと思います。我々は

我々で、また今後、検討課題としてまいりたいと思いますけれども、また議会におかれ

ましては議会として、今後の基金の運用方法について、また御議論もいただきたいとい

うふうにも願ってもいるというところであります。 

○議長（沖田  守君）  ３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  このたびは医療にちょっと重きを置いた質問ではあり

ますが、最初に申し上げましたとおり、人口減少と高齢化社会を見据えたという部分

においては、医療関係の課とか、つわの暮らし推進課だとか、そういったことではな

く、あくまで地域を取り巻く住環境の問題であるという認識を持っていただいて、今

後のまちづくり施策に反映していただければと思います。 

 以上で、質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  以上で、３番、川田剛君の質問を終わり、ここで１０時５分

まで休憩といたします。 

午前９時 52分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 10時 05分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き、一般質問を続けます。 

 発言順序２、１番、草田吉丸君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  １番、草田吉丸でございます。それでは、通告に従い

まして一般質問をいたします。どうぞよろしくお願いをいたします。 

 今回、私は４点について質問をさせていただきます。 

 まず１点目でございますが、枕瀬山森林公園について質問をいたします。 

 枕瀬山森林公園は昭和５７年、土井敷地区から上った少し高台にある枕瀬山に中央広

場、駐車場、そして管理棟、展望台、キャンプ場などの施設を設置をいたしました。念

願であった町民の憩いの場としてオープンをいたしました。その後、昭和６０年、さら

なる高台に日原天文台、昭和６１年、ペンション北斗星、平成元年、天文展示館ポラン

の広場、平成６年、星と森の科学館及び県営事業によりまして枕瀬山生活環境保全林が

完成をしたところであります。以来、天文台を中心に教育レクリエーションの場として、

また、自然休養の場として多くの人に利用されてまいりました。しかし、近年、少子高

齢化で利用者の減少もあり、施設運営も厳しい状況でもあると思います。 

 一方、平成２８年、津和野町では「美しい森づくり条例」が制定され、森林に対する

新たな取り組みがスタートをしているところであります。これを契機に枕瀬山森林公園

を中心として、森林に対する関心が高まることを期待するものであります。 

 そこで、次のことについて質問をいたします。 



 １点目でありますが、枕瀬山森林公園の今後の整備や利用促進、津和野観光との連携

などの基本的な考えについて。 

 ２点目でありますが、現在の天文台の人員体制と業務内容について。 

 ３点目でありますが、ペンション北斗星の経営体制について。 

 四つ目であります、施設の維持管理の状況、遊歩道あるいは流路工等について伺いま

す。 

 ５点目でありますが、美しい森づくり条例に基づく取り組み実績と今後の計画につい

てお伺いをいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、１番、草田議員の御質問にお答えをさせていただ

きます。枕瀬山森林公園についてでございます。 

 まず一つ目の御質問でありますが、枕瀬山森林公園にある、かつての「２５世紀の森」

は、完成後ほとんど手入れがされず荒廃森林となっていたことから、この一体を東京都

文京区との「友好の森」として手入れし、町民はもとより他地域の住民との交流の場と

して活用できるように、オオモミジなどの在来種を記念植樹いたしました。 

 この森林整備においては、京都大学の竹内典之名誉教授に監修を依頼し、年次計画を

立てて、林業の地域おこし協力隊が継続して森林整備することで森林を再生することを

目指しております。 

 今年度は、８月下旬に国の山村活性化交付金事業を活用して、文京区のボーイスカウ

ト９名と地元小学生７名がキャンプを行い、本町の豊かな自然の中で交流を深めました。

この国の事業は来年度まで継続することから、次年度においても都市部の青少年を招致

して、枕瀬山森林公園が体験教育の場として活用できるかを実証し、その後、津和野観

光との連携も模索したいと考えております。 

 次の御質問でありますが、日原天文台及び関連施設の業務としては、有料施設である

日原天文台と星と森の科学館の運営並びに無料施設である天文資料館の運営が主業務

となっております。 

 人員体制としては、通常２名体制で行っております。具体的には、株式会社津和野開

発に業務委託をしている受付業務に１名と、昨年の１１月末に、それまで約２年間勤め

ていた嘱託職員が退職をしてからは、嘱託職員を募集してもなかなか応募がないため、

昼間の星と森の科学館の解説並びに夜間の日原天文台の望遠鏡操作と星の解説に再任

用の町職員と臨時職員１名が、それぞれ交代で当たっております。 

 次の御質問でありますが、ペンション北斗星の経営体制につきましては、平成２９年

９月にテナント事業者が撤退をしたことから、新たなテナントの募集に当たり、津和野

町等のホームページへ掲載し広く公募しているところでございます。 

 これまでの対応といたしましては、指定管理者である株式会社津和野開発と運営方針

や応募方法等を協議し、テナントの募集を平成２９年１２月から行っております。その



後、４月には入居に関する問い合わせが２件あったことから、現地で施設の説明や両者

から運営方針等の聞き取りを行ったものの、５月に入り、テナントとしての入居を辞退

する旨の連絡があったところでございます。これを受け、これまでに広島市内の路線バ

スの車内広告や求人サイトへの掲載、東京事務所への募集チラシの張り出し、ＵＩター

ンフェアでの説明等による周知と募集を継続してきたところでございます。 

 ペンション北斗星の経営体制につきましては、指定管理者である株式会社津和野開発

のテナントとして入居し、ペンション北斗星を運営する体制が適当と考えているところ

でございます。 

 町といたしましては、枕瀬山にあり、天文台を併設した自然を堪能できる特徴のある

宿泊施設として、ペンション北斗星を広く周知し募集を継続することで、新たなテナン

トの入居に向けて今後も取り組んでまいりたいと考えております。 

 次の御質問でありますが、枕瀬山の施設の維持管理状況につきましては、天文台へ向

かう町道北斗台線２.４キロメートルの除草や落石等の除去作業を７月に、枕瀬山に向

かう林道栃ノ木線０.９キロメートルを９月に、天文台と枕瀬山をつなぐ管理道０.８キ

ロメートルを３月に、道路側溝の障害物除去等とあわせて委託して実施しているところ

でございます。 

 議員御指摘の遊歩道及び流路工の維持管理につきましては、枕瀬山キャンプ場から天

文台までを結ぶ遊歩道は、春から夏にかけて必要に応じて除草を行っているところでご

ざいます。今後の枕瀬山キャンプ場から天文台を結ぶ遊歩道及び流路工等の維持管理に

つきましては、枕瀬山森林公園の活用を踏まえ、必要な対策について関係する機関と連

携をして取り組んでまいりたいと考えております。 

 次に御質問であります、平成２７年９月２５日に開催しました津和野町合併１０周年

記念式典において、さきの豪雨災害の教訓として、町面積の９割を占める森林をもっと

適切に手入れをしていたならば、被害はあれほどまでに拡大しなかったのではないだろ

うかとの思いから、これからのまちづくりの柱として美しい森林づくりを進めることを

発表し、平成２８年、美しい森林づくり条例を制定いただきました。 

 この条例では、さまざまなことを規制するものではなく、かつてのように町民がもっ

と森林との距離を近づけて、関心を持ちながら生活をするとともに、９割を占める森林

を活用して、森林整備による里山保全と産業森林とを結びつけることで、町を代表する

産業へと成長させることなどを理念として掲げております。 

 その後、美しい森林づくり委員会では、平成２９年度からの５カ年計画を立案して取

り組みを進めているところでございます。 

 この事業を進めるに当たっては、国の山村活性化交付金事業を活用しており、１、地

域おこし協力隊や自伐林家の育成のための林業研修の拠点づくり、２、町内の小中学校

との連携を図りながら多様な森林教育のプログラム開発、３、森林を活用した交流イベ

ント企画、４、林業関係の担当者会議や講演会の開催などにより森林整備の必要性を啓



発し、森林との触れ合いに関する基盤づくりを推進するという四つの柱を定めて事業展

開いたしました。 

 また、来年度から始まる森林環境譲与税を有効に活用するための計画づくりも美しい

森林づくり委員会の仕事と位置づけ、先般整備しました航空レーザ計測や森林資源解析

等調査のデータ、赤色立体地図などを使用して森林の所有者境界調査を実施し、作業道

開設や間伐材搬出を継続しながら、多様な機能を有する美しい森林づくりを進めたいと

考えております。 

○議長（沖田  守君）  １番、草田吉丸君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  枕瀬山森林公園について、特に最近の動き等も回答と

していただいたわけでありますが、東京文京区との友好の森の植樹とか、そういった

ことが今行われているわけでございますけども、特にこの枕瀬山森林公園で一番大き

な施設として、やはり日原天文台であろうというふうに私は思っておりますが、この

日原天文台、昭和６０年建設をされておりますけども、当時は口径７５センチの反射

望遠鏡でありますが、これについては、当時でいいますと日本で５番目であると、そ

してアマチュアに公開をされているものでは最も大きい規模であるというふうに言

われておりました。 

 しかし、その後、全国各地におきましては大口径の望遠鏡も今は設置されているとい

うふうに思いますけども、島根県内でいいますと、今、大田市の三瓶自然館これが今６

０センチの反射望遠鏡を設置をされていると聞いております。日原町が７５センチでご

ざいますので、それより大きい望遠鏡を持っているということでございます。 

 また、中国５県でいいますと、岡山県のほうに美星天文台ですか、これが口径１０１

センチ、それから国立天文台の岡山天文物理観測所、これが１８８センチの口径、それ

から鳥取県のほうで、佐治天文台で１０１センチの反射望遠鏡が今あるようでございま

す。 

 そういった状況ではございますけども、この日原天文台は最も、７５センチの大きさ

の一般公開されている天文台とすれば、やはり近県でいえば元祖であろうというふうに

思っております。これだけの大きさの天文台を抱えていることは、今後も十分に私は魅

力のある天文観察、そういったものが引き続いて行えるものであるというふうに思って

いるところであります。 

 そこで、天文台の人員体制についてお聞きをいたしました。現在２名体制で行われて

いるということでございますが、今、再任用の町の職員の方、そして臨時職員の方が１

名という、交代で当たっているという回答でございました。この再任用の職員の方、こ

の方は非常に星に対しては豊富な知識を持っておられる方というふうに思いますが、こ

の天文台が設立当初、何としてもそういった詳しい人を町に呼びたいということで、浜

田市のほうからこの日原に来ていただいて以来、この天文台の専門技術員として今日ま

でやってこられた方であります。そういった方もだんだん年をとられて、もう退職もさ



れたというような状況であります。この天文台の技術を引き継ぐためには、やはりある

程度の人材育成、こういったものが必ず必要であるというふうに思いますが、これらの

人材育成、これについて、まずどのようにお考えかについてお伺いをいたします。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  今、御質問いただきました天文台の人材育成でありますが、

御承知のように、昨年、退職をした嘱託職員も若手で、２年間働いていただいたわけ

ですが、当初は星への興味はありましたけれども、それほどの専門性を有しておりま

せんでした。ただ、２年間の中で、天文に対しての知識をより深められて、退職して

からは、今、京都にあります国立の天文台のほうで、これは正式な職員ではございま

せんが勤めておるように聞いています。当初は、その方がいわゆる後継者として育っ

てくれることを期待したわけでありますけれども、残念ながらそういう形で退職をさ

れたわけであります。 

 その後、同じように嘱託職員として募集をかけておりましたけれども、なかなかそう

いった人材が手を挙げてもらえないという、そのまま現在に至っているわけであります。

人材の育成という形でいきますと、やはりきちんとした身分の職員で継承していかない

となかなか継承は難しいのかなという思いは持っておりますが、全体的な町の運営の中

で、なかなかそれが許せない状況でもございます。そこの辺の兼ね合いの中で、とりあ

えず現状では嘱託職員という形での募集をそのまま継続をしておりますけれども、なか

なか該当に手を挙げていただける方がいないということであります。 

 今、再任用で雇用しております職員につきましても、この春、退職をしての再任用と

いうことで、再任用期間としては最長で３年という形になろうかというふうに思います。

本人も希望としてはそういう思いを持っておられるようでございますので、この期間の

中で、ぜひ後継者が育ってほしいというふうには思っていますが、こればかりはめぐり

会いというところもございまして、誰でも彼でもということにはなりません。専門的な

天文に興味のある方ということが必要になってくるというふうに思いますので、そうい

ったことに興味のある人材にめぐり会うことを願って、募集を続けておるというような

状況でございます。 

○議長（沖田  守君）  １番、草田吉丸君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  やっぱり継続をしていくためには、後に続く人をこう

つくっていかないと継続しないというふうに思います。ぜひ、その辺の努力もお願い

をしたいというふうに思うところでございます。 

 次に、ペンション北斗星についてでございますが、やはり天体観測ということで人を

呼ぶためには、そこに宿泊あるいは食事、喫茶ができる施設があるということは大変重

要なものであるというふうに考えます。今いろいろと募集をされているようでございま

すけども、なかなか決まらないというような回答でありましたけども、特に何人かの方

の問い合わせがあったということでございましたけども、前任者の方も随分、年間で連



続して営業ができるというような状況でもないということもあって、冬場がどうしても

観光客等が少ないわけで、そういったことでは経営的にもなかなか大変な状況でもあっ

たかというふうにも思いますが、いろんな条件があって撤退をされたわけでございます

が。あの施設も、長い間、空き家で置くということは、施設の老朽化にもつながるわけ

でございます。できるだけ早く、ここに新しい人に入ってもらって運営をしていく、そ

ういう方向はぜひ努力をしなければならないというふうに思っておるわけでございま

すが。 

 このペンションをどなたが来て営業してもらえないかということで募集をされてい

るというふうに思いますけども、私は、後ほど美しい森林づくり条例の関係でもちょっ

とお話ししたいというふうに思うんですが、この枕瀬山公園を、町として今後どういう

ふうに活用、あるいは整備をしていくかということ、これをやっぱりきちんと示すとい

うことが必要だというふうに思っております。美しい森林づくり条例を具体的なものを

やっていくということなんですね。とにかくこの枕瀬山森林公園を本当に美しい森にし

ていく、そういったことをやっぱり町として打ち出していく。そして、この枕瀬山公園

には将来に希望が持てるんだというようなところを示していかないと、こういったペン

ションの運営を一般公募しても、なかなか、それじゃやりましょうということにならな

い。やっぱり、ひとつ希望の持てる方針を町として出すことが私は必要ではないかなと、

そういうふうに思うところであります。ぜひとも、この募集について積極的に今後も取

り組んでいただきたい、そういうふうに思いますが。 

 美しい森林づくり条例の関係でございますが、条例ができて、また新たに具体的な計

画もされているようでございますが、この森林づくり条例によって枕瀬山森林公園、こ

れ条例の制定のときに、美しい森林と高津川の融合、モデル林の森林整備ということを

掲げておられます。美しい森林の下に、きれいな高津川が流れるロケーション、津和野

町枕瀬地区にある枕瀬山キャンプ場と日原天文台をつなぐ遊歩道周辺の町有林の森林

整備を行い、モデルとなる森林をつくるということが掲げてありました。このあたりに

ついては、今、具体的にこの条例が具体化して動いているのかどうか、その辺について

お聞きをいたします。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（久保 睦夫君）  先ほど町長の答弁にもありましたように、地域おこし協

力隊の活動の場の一部として、２５世紀の森を徐々に整備をしていくということを毎

年続けておりまして、竹内典之先生のおっしゃる「森の中に入ってほっとできる場所

をとにかくつくんなきゃ、そういう森をつくんなきゃいけないんだ」ということを言

われておりまして、その実践地として、今、そこの森を整備を続けているところであ

ります。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 



○議員（１番 草田 吉丸君）  少しずつ、そういった動きもやられているというふう

に思っておりますが、どうしても、この拠点となるところは、私は枕瀬山森林公園じ

ゃないかなというふうに思うんです。ここをきちんとしたモデル地区をつくることに

よって、この枕瀬公園は、私見とるときに、国道９号線から見ても、天文台が今は見

えますが、非常にいいところでありまして、１８７号線から見ても見えるところ、そ

ういったちょうど９号線と１８７が合流する場所でもあります。そして高津川、そし

て津和野川が合流する、ここは本当にすばらしいところだと思うんですよ。ですから、

私はこの枕瀬山森林公園を、そういった今、少しずつの動きはあるようですが、もう

少し大胆に、あのあたり一帯を、もう全て、この条例に基づいてきれいな森林に整備

していく、そういう大きな構想も必要じゃないかなと思うんです。そういうことをし

て、津和野町の、この森林づくり条例に対する熱意をあらわしながら多くの人に来て

いただく、そういうことにつながるんじゃないかなというふうに考えます。 

 あそこに町有林とかもあります。そして、周りには民間の人の山もあると思いますが、

そういったことも含めて、一つの事業でも取り入れて年間計画を立てながら、きれいな

森をモデルをつくる。そしてそういったことをやることによって、今取り組んでおりま

す地域おこし協力隊の皆さん、林業に対して相当な方が今、来ておられます。林業で、

この町で生きていこう、そういう思いで来ておられるわけですから、そういった人たち

のためにも、こういった事業を取り入れること、これが今、重要じゃないかなと思うん

です。補助事業等も考えれば、相当あるんじゃないかなというふうに思うわけでござい

ますが、そういった大きな構想というのは、今のところ考えておられないのかどうか、

その辺はいかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（久保 睦夫君）  農林課サイドとしましては、今言われたように町有林で

買収した山も相当ございますので、それを徐々に整備していくという計画ではありま

すが、少しでもその整備の率が高くなるように頑張っていこうとは思っております。 

 ただ、枕瀬山森林公園自体の管轄はつわの暮らし推進課になりますので、そちらと協

議しながら、この辺の推進のほうを協議したいと思っております。 

○議長（沖田  守君）  町長、今の質問に対して。はい、町長。 

○町長（下森 博之君）  今、森林公園を管理していただいている団体の方々からも、

トイレがかなり老朽化していたりとか、施設そのものも老朽化をしてきているという

ことで、改修の必要性というのも数年前から言われてきたということでもございます。 

 しかしながら、財政状況もあったりとか、それから今議員が御指摘いただいたように

全体としての森林公園の活用計画、そういうものを定めた中で、そうした施設の改修と

いうものに取りかかっていく必要があろうということで現在に至っているというとこ

ろでもございます。 



 きょう、議員御指摘いただいたことは、まさに私どもも考えていることでもありまし

て、特にこの枕瀬山の今回の友好の森は、津和野町の美しい森林づくりを進めていく上

での、まさに拠点になるところだというふうにも思っておりまして、そこの公園の今回

の植樹は広葉樹を中心にやりましたけれども、先ほど農林課長が答弁いたしましたよう

に、周辺には町有林もあり、また民有林もあるということで、まずはそこを拠点に、よ

り範囲を広げていきながら、私はいわゆる針葉樹においても過ごしやすい、すばらしい

森づくりというものを津和野町から提案ができるような、そういうこともしていきたい

という夢というか思いを持っております。そこに地域おこし協力隊に入ってきてくださ

る方々もおりますので、彼らも研修をしながら育っていっているところでありますから、

簡単に今すぐ、きれいな森づくりが実現をできるということにはなりませんけれども、

そうした彼らとのかかわりの中で人の育成というものも大切にしながら、その拠点の森

林づくりを進めていきたいというところであります。 

 あわせて、森林づくり条例を、より具体的なものにしていくための実行委員会も組織

をしておりますので、そういう場も含めながら、この森林公園の活用も含めて一体とな

った枕瀬山のこの森林公園、それから友好の森、こうしたものの活用というものを計画

を策定して、そしてまた財政状況もございますけれども、確実に進めていけるように努

力をしていきたいと考えておるところであります。 

○議長（沖田  守君）  １番、草田吉丸君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  ぜひ、この枕瀬山森林公園については、私はまだまだ

大変すばらしいものを持っていると思いますし、可能性を秘めた場所であるというふ

うに思っております。特に山、そして下の高津川、日本一の清流高津川があるわけで

ございます。こういったことをしっかり前面に押し出し、また、今回は高津川の映画

作成もできるということで、全国に発信できる大きなチャンスであるというふうに思

っておりますので、どうかこの枕瀬森林公園が本当にモデルの美しい森となるような、

そういった取り組みをさらに進めていただくことをお願いをいたしまして、次の質問

に移らせていただきます。 

 ２点目でありますが、高津川清流館コールセンターについてであります。 

 平成２７年７月に設立し、９月より高津川清流館の一室を借り受けコールセンター業

務を開始をいたしました株式会社Ｎｅｘ─Ｅは、ＩＴ関連の企業誘致として期待されて

いるものであります。 

 町としても、地方創生交付金を活用した企業誘致のためのＩＴ人材スキルアップ事業

等を導入して支援も行っているところであります。設立時点から今日までの取り組み状

況と、３年が経過しました現在の状況について質問をいたします。 

 １点目でありますが、会社立ち上げに際し、町として支援した内容について。 

 ２点目でありますが、地方創生交付金を活用した事業内容と経過について。 



 ３点目でありますが、現在の主な業務、雇用状態、売り上げ等、会社の経営状態につ

いてお伺いをいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、高津川清流館コールセンターについてお答えをさ

せていただきます。 

 会社立ち上げに際しては、誘致企業として事業所の進出に伴う覚書を締結し、現在オ

フィスとして利用いただいている高津川清流館のオフィス向け改修、人材確保支援を行

っております。 

 改修工事では、平成２７年度に総事業費４５４万４,６４０円により、ＯＡフロアの

設置や建具改修、電子錠の設置などを行い、平成２８年度には総事業費１,９２２万４,

０００円により、空調設備の更新、館内照明のＬＥＤ化、電気設備の配線、建具改修を

実施しております。人材確保では、業務の内容をわかりやすく紹介したＶＴＲの作成な

どを実施し、ケーブルテレビなどで放映しております。 

 交付金を活用した事業としては、インターネットに代表される通信を活用したコミュ

ニケーション技術であるＩＣＴを支えるサーバやネットワークなどの、いわゆる基盤技

術に特化しての技術者の育成を目指した人材育成事業を中心に、町内企業のＩＣＴ導入

へ向けた補助や技術活用を啓発する各種セミナーを開催しております。本事業の重点と

している基盤技術者は、昨今話題となっている人口知能や、誰でも自由に使えて再配布

も可能であるデータであるオープンデータといった膨大な量のデータを処理する技術

基盤として定着しており、都市部ではそうした技術者の賃金水準が高まっているところ

でございます。 

 人材育成事業では、昨年度５月２９日から平成３０年３月１５日までの期間で育成へ

向けた各種カリキュラムを実施し、延べ６８名の方に受講をいただいております。受講

者の内訳としては個人の方が２３名、企業等からの参加が４５名となっております。参

加者の年代としては、個人の参加２３名の全てが６０歳以上、企業等からの参加４５名

のうち、２０代が１２名、３０代１２名、４０代１４名、５０代１名、６０代以上６名

となっております。 

 事業所のＩＣＴ導入へ向けた補助については、町内の１０事業者へ対して１,１８３万４,

２８０円の補助を行っており、各事業所において業務の効率化等に効果を発揮している

と伺っております。技術活用へ向けた各種セミナーでは、無人飛行機ドローンや仮想現

実を投影できるゴーグルなどのＩＣＴデバイスの体験会を平成３０年２月２０日に津

和野町民体育館で実施しており、８０名の方に御来場をいただいております。 

 事業の経過としては、今年度で国の地方創生交付金を活用した事業としては最終年度

を迎えております。交付金の活用において、事前に設定した雇用人数と誘致企業件数の

二つの重要業績評価指標は、計画どおり達成しているとは言えない状況です。しかし、

国内のＩＴ企業については技術者の確保に苦慮している状況があり、昨今の地方進出は



技術者確保もその目的の一つとして捉えている企業が多く存在する中、本町の取り組み

に興味を持つ企業も存在をしており、事業を精査しながら継続をしていきたいと考えて

おります。 

 現在の主な業務としては、企業の秘書代行やコンタクトサービス、法人の営業代行な

どを行うとともに、顧客は首都圏を中心に平成３０年度から島根県内の企業を対象とし

た業務を請け負っているとお聞きしております。業種としては、インターネットショッ

ピングサイト受付案内、問い合わせ窓口、警備会社、外資系テレビ局など多岐にわたっ

ております。 

 平成３０年９月１日現在の雇用状況としては、スタッフ総勢１２名のうち、正社員４

名、パート８名となっております。そのうち津和野町内にお住まいの方は、パートタイ

ム勤務の方３名となっております。会社としては、正社員雇用を中心に積極的に採用を

行っていきたいという考えを持っておられるようですが、応募者の希望する勤務条件と

なかなか合致しない状況だと伺っております。 

 直近の会社の経営状況として、売上高４,５２２万４,２９７円、純利益４６８万５,

０４４円の黒字決算となっており、地方進出のメリットを生かし、よりよいサービスを

安価に提供できていることから首都圏を初め徐々に顧客が拡大しており、今後の経営に

も期待をしているところでございます。 

○議長（沖田  守君）  １番、草田吉丸君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  この高瀬川コールセンターでございますけども、当初、

立ち上げに際して、もとのシルク染め織り館、これを改修をして、そこに入られたと

いうことでございます。相当な事業費をかけて改修等もやって、これは津和野町の大

変期待する企業であるというふうに思っておりますが。今、交付金で取り組んでおら

れます人材育成事業、これはいろんなＩＴ技術を習得をすることによって、今ある津

和野町内の企業に就職をするといったところ、そして町内企業の皆さんもいろんな技

術的な向上を目指していくというようなことで、この人材育成事業というのが行われ

ているというふうに思いますが、延べ６８人の方が受講されたということであります

が、当然これ町内の方、全てであろうというふうに思いますが、目的とすれば、この

人材育成事業はそういうことでよろしいんですか。とにかく、いろんな人がそういう

人材育成事業に参加をして技術を高めていく学校のような感じで受けとめていいの

か、それとも町内の、とにかくＩＴ事業に就職をしていただく、あるいは町内の企業

が技術力を高めていく、そういったことを主にやっておられるのか、その辺の目的に

ついてちょっとお聞きをいたします。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  この人材育成につきましては、基本的には

その企業で募集をする、その募集をしても、なかなか現状、人が集まらない状況があ

るということであります。企業が欲している、例えばこのＮｅｘ─Ｅで採用の予定、



現状は、先ほど町長が申し上げましたとおり、スタッフ１２名ということであります

が、この数自体は、まだまだ会社としては採っていきたい、１０名以上、まだ雇用の

ほうはしていきたいというような希望を持っておられます。 

 また、津和野のほうで企業誘致をしていただいた大阪のバルトというソフトウエアの

会社についても、現状的には、まだまだ雇用について確保していきたいという希望を持

っておられます。 

 私どもが、この地方創生の推進交付金を活用して、この事業を取り組んだ一つの理由

というのは、企業誘致をしても、そこで働く人がなかなか確保できないという現状が今

あるということの中で、人材育成も加えた中の企業誘致を行うということで、この事業

を展開しているということであります。 

 町長が申し上げたとおり、この目標達成でいいますと、本来２１名新たに雇用する。

私ども、この事業を通じて、２１名の新しい雇用がＩＴ企業で生まれるということと、

新しい企業が来ていただける、ここが私ども９社ということで現状的には目標を設定を

しておりますが、なかなかその辺のところが未達成ということになっております。 

 議員の御質問でお答えするならば、そういったところの企業が必要としているニーズ、

そういった人材のニーズをきちっと把握をして、そういった方々を育成し、そちらのほ

うで雇用するような流れを今回つくっていきたいという思いで、この事業を展開してい

るということであります。 

○議長（沖田  守君）  １番、草田吉丸君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  目的についてはわかりましたが、先ほど言われたよう

に、今、スタッフの総勢が１２名、正社員が４名、パートが８名ということでありま

す。そして津和野町内に住んでおられる方が、パートタイム勤務で３名ということな

んですね。最初に、このコールセンターを立ち上げる事業計画、これ示してもらった

んですけども、２０１６年、売上高とすれば４,０００万、今ちょうど４,５００万で

すか、こういったところになっているようですけれども、人数的には２０１６年に２

３人ぐらいを雇用するんだというような計画でありました。そして、２０１８年の計

画は売り上げが４億８,０００万、それから７６人の雇用というような、一応こうい

う目標でスタートしておられるわけです。 

 しかし、今のところ、こういった状況であるということでありますけども、この応募

者の希望する勤務条件が、なかなか合致しないということで回答がありましたけども、

これはいろんな賃金のこともありましょうし、勤務体系、いろんなことがあるというふ

うに思いますけども、この辺の主な理由はどのようにお考えであるか。会社でないと難

しいかもしれませんが、わかる範囲で。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  ２年ぐらい前でしたか、津和野高校を卒業

されて入られた方もおられたかと思います。現状、今どうなっているかということを



私ども承知を、雇用の状況については人数はわかりますが、その辺の雇用体系が今ど

うなっているかというところは、ちょっと承知してないところもあります。 

 ただ、その勤務体制でいいますと、幾つかのパートについていえば、自分の労働時間

の裁量によって入れるような時間帯というのを、きちっとＮｅｘ─Ｅさんのほうは設定

をされている。正職員でいうと一日雇用のずっと日々雇用というようなことで、なかな

か人材が不足している中で、今応募は恐らく３０名程度は、このＮｅｘ─Ｅさんはかけ

られていると思います。議員が御指摘になったようなその事業費の伸びというのは、ど

んだけの案件をこのＮｅｘ─Ｅさんがとってくるか、また、その案件に対してどれだけ

の人材が対応できるかというところで、人材がそろわなくては、その案件をとってきて

も対応がし切れないというような、そういう状況に現状的にはあるのではないかという

ふうにも考えております。 

 今、４,５００万の売上高ということで、基本的には今ある１２名のスタッフの中で、

正社員４名、パート８名という、この流れで最大の事業を恐らくこなされているという

ふうにも思っておりますが、案件としてはいろんな案件がどんどん入ってくる中で、こ

の人材育成の確保のところが、なかなか応募のほうがないというような状況があるので

はないかというふうに考えているところであります。理由が何かというようなところに

ついては、なかなかここの辺、ちょっと私どもも聞き取りとか行っているわけではござ

いませんので難しいところもございますが、募集はするんだけど応募がないというよう

な状況が続いているというようなことでございます。 

○議長（沖田  守君）  １番、草田吉丸君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  交付金を活用してこういった人材を育てながら、やっ

とりながら、そういう状況であるということであります。いろんな条件があるという

ふうに思いますけども、やはりこの誘致企業が、本当に津和野町でしっかりした雇用

をつくっていく、そういう場に何としてもなってほしい、そういう期待を込めており

ますので、さらなる努力を、ぜひ、よろしくお願いをしたいと思います。 

 次の質問に移ります。 

 道路、河川の維持管理についてであります。 

 町道については、道路愛護団やシルバー人材センターに委託して草刈りが行われてお

りますが、年数がたつと上段の立木が生い茂り通行の妨げにもなっております。何年か

に一度、立木伐採について整備できないのかどうかお伺いをいたします。 

 河川については、国県管理河川は河川浄化の草刈りや立木伐採、土砂取り除きが実施

されております。町管理河川についても、これらの工事が実施できないのか、その辺に

ついてお伺いをいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、道路、河川の維持管理についてお答えをさせてい

ただきます。 



 町道の維持管理として、道路愛護団に草刈り作業の委託、シルバー人材センターに道

路維持管理業務を委託契約し、維持管理に努めているところでございます。議員御指摘

の道路の上空には、年月が経過するにつれて木が覆い通行の支障となることもあります。

このことについて、関係自治会から支障木の除去の要望が出されており、シルバー人材

センターに委託の維持管理業務の中でできるだけ対応しているところでございます。こ

の件に係る要望もたくさんいただいておりますが、危険性、安全性の確保の観点から優

先順位をつけさせていただき、引き続き対応してまいりたいと考えております。 

 また、県管理河川については、県から河川浄化対策事業として、事業費の２分の１の

委託費をもって、河川内の草刈りや堆積土の除去を行っております。特に堆積土の除去

については地元からも要望をいただいている中で、優先順位づけをさせていただきなが

ら進めております。 

 議員御質問の町管理河川の立木の伐採、土砂の取り除きにつきましては、地元からの

要望もいただいてはおりますが、事業実施となれば町単独費での対応となりますので、

財政状況から現状では厳しいと考えております。 

 しかしながら、河川の氾濫により家屋や公共施設に影響を及ぼすなど、治水上、緊急

的に安全を図らなければならない状況と判断されれば対応していく所存でございます。 

○議長（沖田  守君）  １番、草田吉丸君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  この町道の維持管理と河川の維持管理についてであり

ますけども、町道のほうの維持管理は道路愛護団、あるいはシルバー人材センターで

委託をしてやっておられるわけですが、何年かに一遍、どうしても木が成長してきま

して、随分支障になる部分が出てきております。こういったことも、どうもシルバー

人材センターのほうで優先順位をつけてやっておられるということでありますので、

ぜひその方向でお願いしたいと思いますけども、なかなかシルバー人材センターだけ

で対応できないようなことがあるとすれば、道路愛護団の皆さんにもそういったとこ

ろもお願いするということも可能じゃないかなというふうには思っております。 

 ただ、財源的なものがあるんで、どんどんできるかどうかということはありますけど

も、それと安全管理の面がありますので、高手の作業をそういったところに任せるのは

どうか、そういったこともありますが、できるだけ何年か１回の維持管理、ぜひ、きち

んとやっていただきたいということであります。 

 河川の管理については、県河川については２分の１の補助があって、それを実施、何

カ所かされておりますけども、小さい町河川、これが特に公共施設や家屋にということ

で回答をいただきましたが、今、相当小さい河川でも土砂が堆積して、ちょっと水が出

ると田んぼにわーっと入ります。そういう状況のところが幾らかあるんですけども、こ

れは県河川ではないということで、町がやるしかないというふうに思いますけども、こ

の中で２分の１の補助は町がしなければ、県河川でもしなければいけないわけですから、

町単独費も少しぐらいはつけてでも、そういったところも私はやれるんじゃないかなと



いうふうに思っておりますが、河川のそういった土砂取り除きについて単独費は何とか

つけてもらうことはできないか、その辺についてお伺いをいたします。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（木村 厚雄君）  町管理の河川につきましては、先ほど町長答弁したとお

りではございますが、特に議員御指摘のありました、いわゆる農地のところに影響が

出ているというところもあろうかと思います。家屋とか公共施設に影響することは、

そうないところもあるかとは思いますが、我々としては、やはり住民の財産を守る、

財産は農地も入りますが、特に家屋、それから町道等の公共施設、それをまず第一に、

優先として第一に考えます。農地のことにつきましては、閉塞すれば農地の水が入っ

てきて稲作等に大きく影響するとは思います。そこのあたりは順位づけとすればちょ

っと後になるかもしれませんが、先ほど町長答弁申しましたように、そこのあたりは

事案に応じて考えていきたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  １番、草田吉丸君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  その辺について、どうかよろしくお願いをいたします。 

 次の質問に移ります。 

 斎場の利用料についてでありますが、斎場の利用料について、津和野町に長年住んで

おられた方が、町外の施設に入所後、亡くなられた場合の利用料についての見解をお聞

きをいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、斎場の利用料についてお答えをさせていただきま

す。 

 斎場の利用料は、町内の方が申請をして使用された場合、火葬料は大人１体１万５,

０００円、通夜は１夜１万円、葬儀は１日２万円となっておりますが、町外の方が申請

をして使用する場合は、それぞれ倍の金額になります。 

 議員御質問の町外の施設に入所後、亡くなられた場合、亡くなられた方の住民登録は

ありませんが、町内に住所を有する方からの使用申請書が提出されれば、町内使用料が

適用されます。 

 町内、町外利用の判断は、申請者が町内に住民登録があるかないかで判断をしている

ところでございます。 

 なお、この二、三年は、町外からの申請は年に数件程度となっております。 

○議長（沖田  守君）  １番、草田吉丸君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  これも条例どおりにやっておられるということである

というふうに思いますが、ちょっと私も質問が、もう少し詳しくすればよかったかと

思いますが。町内に住民登録がある方が、亡くなられた方あるいは申請された方が、

どちらかが町内在住であれば、当然町の住民としての利用料というふうに思いますが、

津和野町におって津和野の施設になかなか入れない、そして隣の町、市に入所される、



当然おられます。そういった方は住所を変更して入れるというふうに思いますが、そ

のときに家族の方がどなたかが、ここの津和野町に入っておられれば、町内の方が申

請すれば、それでもう町内利用ができるというふうに思いますが、例えば家族の方は

町外で住所を持っておられて、そして町内に住んでいた高齢者の方が隣の町の施設に

入って亡くなられた、そういう人が申請する場合は、申請者も町外である、それで亡

くなられた方も町外ということになれば、これはもう町外扱いになるのか。一月、隣

の町に住所を移して、そして亡くなられたような場合、そういった場合はどのように

対応されているのか。これは、二、三年は町外からの申請は数件程度ということにな

っておりますが、仮にそういうことがあった場合はどういうふうにされるのか、町外

扱いでいかれるのか。それはちょっと私は、本人にとっては大変だというふうに思う

んですよ。そういうケースは今までなかったのかどうか、何かその辺をお願いします。 

○議長（沖田  守君）  税務住民課長。 

○税務住民課長（山本 慎吾君）  議員御指摘の件でありますが、今現在２７年からは

町外の申請が２７年は１件、２８年は５件、２９年はゼロ件というふうに人数的には

少なくなっております。 

 町外の施設に入所後、亡くなられた場合ということでありますが、住民票を移した場

合は町外ということでありますが、特養のホームによっては、亡くなられても住民登録

がそのまま津和野町に置いてあるケースもあります。ただし、一月で亡くなられたとか

いった場合は、施設というよりか、むしろ入院に近い形ではないかと思いますので、入

院の場合は住民票は移していない可能性も考えられると思います。今の条例上は、町外

は倍というふうになっておりますし、申請者が親族の方が主になると思われますので、

申請者の親族の方が町内におりさえすれば町内料金を適用するという形でおります。一

月で亡くなったケースについては、ケースによって考えねばいけませんが、今の条例上

では町外の扱いというふうに考えております。 

 また、他市町村の条例とかも見ましたが、やはり町外の方については特に規定はござ

いませんが、大体倍料金という形で運用しておりますので、レアなケースの場合には考

えにゃいけん部分はありますが、今は条例どおりで行いたいと思っております。 

○議長（沖田  守君）  １番、草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  一月で亡くなられるというケースもありましょうし、

二、三年、入所されている方が亡くなられる、いろんなケースもあろうと思いますけ

ども。私は、津和野町民で長い間、一生懸命頑張ってこられた方が亡くなられた。た

またま親族も町外であって申請者が町外であるために、町民扱いをされないというよ

うなことが起きる可能性は十分あると思うんですよ。ですから、その辺は、最後に町

民扱いされずに倍の手数料払って葬儀が行われると、これ、もうたまらんですよね。

ですから、できるだけそういった施設に入っている方というのは調べればわかるわけ

なんで、もしそういうことがあれば、そういったところは全て住民登録ということで



はなしに、少し柔軟的な対応を、これはぜひしていただきたい、そういうふうに思い

ます。ケースがたくさんあるかどうかわかりませんけども、その辺についてよろしく

お願いをいたしまして、私の一般質問を終わります。 

○議長（沖田  守君）  回答は要りません。時間が来たか。はい。 

 以上で、１番、草田吉丸君の質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  ここで１１時１０分まで休憩といたします。 

午前 11時 05分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 11時 11分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き、一般質問を続けます。 

 岡田君の番でありますが、先ほどの質問の中で、大変、重要なことでありましたので、

追加で税務住民課長から、草田君に対する質問の回答を申し上げますので。 

 税務住民課長。 

○税務住民課長（山本 慎吾君）  済いません。先ほど回答の中で、特別養護老人ホー

ムによっては、住所移動はしなくてもよろしいということの回答しましたが、特養で

は、住所地特例で住所移動しなくてはいけませんので、介護保険等使っていない民間

施設の場合は住民票を移していないという話でしたので、ちょっと私のほうが取り間

違えて回答しております。 

 それから、草田さんが言われた部分については、今後そういったケースを考えて、内

部の中で検討していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（沖田  守君）  発言順序３、１１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  それでは、１１番、岡田克也でございます。通告に

従いまして質問をさせていただきます。 

 まず、第１点目は参事の配置についてであります。 

 津和野庁舎に参事を置くことは、旧津和野町と旧日原町が合併するときの重要な協定

項目であります。現在、参事が配置されておりませんが、早急に配置すべきではないか

と考えます。ただし、課長が参事となると給与の等級が上がり、給与や賞与、退職金ま

でが増額となり、数百万円の財政支出が生じることが予想されます。規約を改正して、

参事手当を支給すべきと考えます。同時に、津和野庁舎の防火管理者や災害時の責任者、

津和野地区の諸課題に対応する参事の業務等を明確にすべきではないかと考えます。所

見をお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、１１番、岡田議員の御質問にお答えをさせていた

だきます。 



 参事の配置についてでございます。参事職については、平成２９年度より行財政改革

をさらに進める観点から配置せずにおりますが、町民の方々からの復活の要望が多いよ

うであれば、次年度より配置する考えであることをこれまでも説明をしてきたところで

ございます。 

 このたびの御質問を受けて、庁議において、参事の配置について協議を行ったところ

でありますが、庁議メンバーの多くは、厳しい財政状況の中、今後一層の行財政改革を

進めなければならない観点から、配置について否定的な考えが示されております。また、

手当による財政負担の軽減についても、職務職階を原則とする上での整理をする必要性

の意見も出ております。 

 こうした観点から、議員、御指摘のとおり、参事の業務等をより一層明確化するなど

の課題を、現状において認めているところでもあり、来年度からの参事の配置について

は、いましばらく内部での検討を続けてまいりたいと思っております。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  ただいま答弁にありました、行財政改革の一環とし

てということであります。 

 確かに、合併時に実質公債費率が２３.何％という非常に財政状況が悪かった中で、

現在１０.８％、２９年度末まで、これまでの行財政改革というのは非常に評価される

べきものだと思っております。 

 この参事については、ただいま答弁がありましたように、いろいろな課題があるとい

うことでございますので、これは町長の判断だと思いますので、今後検討されるという

ことでございますので、質問についてはこれで終わらせていただきます。 

 ２点目の質問であります。 

 ＳＬやまぐち号の運転再開についてであります。西日本豪雨の災害によりＳＬやまぐ

ち号が運行できなくなって、津和野地区の商店や飲食店などは大きなダメージを受けて

おります。ＳＬやまぐち号は大きな存在だと改めて認識したという声を、多々拝聴いた

しました。再開初日は、豪雨災害の復興を願い「がんばろう西日本」のヘッドマークを

つけて運転する予定とのことでありますが、観光協会並びに商工観光課では、運転再開

の日などにイベントなどを考えているのか、お尋ねをいたします。 

 また、平成３０年７月豪雨観光支援事業費補助金により、島根県も一人一泊最大４,

０００円の補助が行われてまいります。これらのことを最大限に活用して、落ち込んで

きた観光振興について、所見をお尋ねします。 

 なお、先ほどの質問の題でありますが、ＳＬやまぐち号の運転再開と豪雨観光支援事

業についてということであります。よろしくお願いいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、ＳＬやまぐち号の運転再開と豪雨観光支援事業に

ついて、お答えをさせていただきます。 



 ７月の西日本豪雨災害及びＳＬやまぐち号運休に伴う観光に対する影響は、大変深刻

なものがあり、津和野町観光協会窓口への７月来客数は前年比５５.２％、４３０人、

７月３０日時点での８月宿泊予約者数は前年比６８.５％、２,４７３人、町内観光施設

等への７月入り込み客は津和野地区前年比７６.７％、３万６,４９３人、町内全体の前

年比７８.９％、５万４,８２３人という状況でございます。 

 この非常事態に対応すべく、さきの議会全員協議会でも御説明いたしましたとおり、

２６６万６,０００円の補正予算を９月議会に上程させていただいた上で、８月より観

光支援キャンペーンを緊急展開させていただきました。夏休み期間中となるため、小学

生以下の子供宿泊料、町内ミュージアム、観光リフト利用料を無料、さらに、子どもチ

ケット、こだま商品券のプレゼントを実施したところ、酷暑の影響もありましたが、観

光リフトの子供乗車数は、概算で５４６人、昨年のほぼ倍となるなど、日帰り客を中心

に一定の成果は確認をしたところでございます。一方で、観光関連業者からは、緊急対

策としての取り組みにおいてＰＲが十分に浸透せず、宿泊者数の大幅な改善には効果が

出なかった等の評価もお聞きをしております。 

 こうした中で、９月２９日には待望のＳＬやまぐち号運転再開も決定し、本格的な秋

の観光シーズンを控えることから、前述の観光支援キャンペーンを中高年層対象のまち

歩きプランにリニューアル、継続する方向で企画中でございます。ついては島根県も、

今後の展開について具体的な予算措置もいただき、連携協力いただけることとなりまし

た。また、ＳＬやまぐち号関係についても、この中でお出迎えイベントなど実施予定で

ございます。 

 議員、御指摘の、平成３０年７月豪雨観光支援事業費補助金については、２府県以上

２連泊以上の連続した周遊旅行、「１１府県ふっこう周遊割」により、被災圏域の観光

需要促進するための補助金であります。島根県の場合、一人一泊当たり上限４,０００

円の宿泊料が返金されます。そのため、旅行者には、周遊観光の宿泊地として津和野町

を選択していただくこと、旅行者、宿泊事業者等への制度ＰＲ、山口県等各自治体との

連携を早期に対応する必要があります。その上で、前述のキャンペーンと連動強化して

まいる所存でございます。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  ただいま答弁でありました、９月２９日のＳＬやま

ぐち号の運転再開に際し、お出迎えイベントなどの実施ということでありますが、具

体的に計画ができておれば、お聞かせいただきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  現在、町長の答弁もございましたように、県、また

観光協会、関係団体とも、ＳＬ利用促進の対策協議会、これ、山口県関連も入ってお

られます。ＪＲも入っておられますが、そちら、各関係団体と内容を詰めているとこ

ろでして、内容的にはもうしばしお待ちをいただきたいというふうに思っております。 



 なお、県についても、今回の津和野町の落ち込み等、新聞報道等でかなり大きく捉え

ていただいた上で、津和野にピンポイントでの観光振興についての予算化を、ある程度

いただけるということになっております。 

 また、２９日の運転再開前には、関西圏において、全国紙一面を使ったＳＬの運行再

開と、津和野に特化した新聞広告等もお出しをいただけるということになっております

ので、そういう部分も含めて、早急に内容を固めた上でＰＲを図っていきたいというふ

うに考えております。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  それと、平成３０年度７月豪雨観光支援事業費補助

金については、２府県以上２連泊以上ということで、これは山口県に隣接している当

町にとっては非常にハードル的にはクリアしやすい、むしろこういうこともあわせな

がら、山口市や萩市等との連携を深めながら、そういうような連泊ツアーなどを考え

ていくべきではないかと思いますが、お尋ねをいたします。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  議員、御指摘のとおり、確かに山口県と隣接をして

おると、近い。また、萩、山口、山口県内の各自治体とは、さまざまな観光連絡協議

会等も持って、一緒にやってきた経緯がございますので、いろいろ商品などをつくる

上ではやりやすいところにございます。 

 ただ一つ楽観できないのが、これはいたし方ないというか当然のことだとも思います

が、被災地である岡山、広島、さらに愛媛県については、一泊６,０００円の返金がご

ざいます。どうしても、新幹線沿いということや、そういった被災地をおもんばかって

の観光客の皆様の行動も考えれば、６,０００円の地域を中心にということも考えられ

ますので、これを何とか山陰側にも来ていただくことも、復興という点もございますが、

そういうあたりも、こちらとしても、やはりそういった部分でＰＲを強く、連携をして

まいりたいというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  当然、山口県のみならず広島県なども近くでござい

ますので、中国地方の他の県とも連携しながら進めていくべきだと思っております。 

 それと、今回の、ＳＬが災害によって通れなくなったということで、町内の飲食業や

小売業等の店の方々に聞いても、大体、例年の約６割ぐらい、災害時並みだったという

ことであります。 

 何とかこの秋には、津和野のいろんな味覚、そして旅館に泊まっていただいたことに

よって、より経済効果を高めていっていくべきだと思っております。そういう意味では、

秋は、津和野にとっても、つわの栗や里芋、落ち鮎など前面に出しての、特に津和野の

旅館や飲食店というのはおいしいということで、リピーターも大変多いと聞いておりま

す。そのようなことも全面的に、芋煮などと連携しながら進めていって、より多くの人



に今回また泊まっていただいて、津和野のよさを味わっていただければと思っておりま

すが、所見をお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  おっしゃるとおりというふうに考えております。 

 いかんせん今回の夏場につきましては、ＳＬの問題もございますが、全国的な異常気

象、猛暑、酷暑と言われる中でございます。その中ではどうしても、やはりまち歩きを

主体とした観光パターンを、一番うちらとしても強く打ち出していきたい津和野町でご

ざいますので、その部分では、あの暑いさなか、どれだけ歩かれるかという部分では、

非常に、その部分も含めて苦慮したところだというふうに考えております。 

 その一方で、やはり、アクアスあたりは前年比１２０％伸びるとか、映画館の収入も

大変伸びたというようなことを聞きますと、どうしても涼しいとこということがござい

ます。 

 今回も、秋のキャンペーンでは、ミュージアム２館と、あと、また、レンタサイクル

や秋のスイーツといったものを、一つのセットでお送りをしながら、また、こだま商品

券等も活用しながらということで、ある程度のキャッシュバックもあるみたいな形で、

まち歩きを、季節のいい、まち歩きに適したすがすがしい秋に、津和野町内を回遊して

いただくことを念頭に、企画を練っていきたいというふうに思っておりますので、そう

いう部分でも食を絡めて、さらにＰＲを図っていきたいというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  この夏は猛暑というのも非常に私も実感しておりま

すので、何とか秋に多くの方に来ていただくことを願い、また尽力をしていただくこ

とを願っております。 

 続きまして、３点目、豪雨災害時の避難場所及びボランティアについてであります。 

 さきの西日本豪雨災害により、被災地の多くの家屋が浸水被害等を受けました。当町

も、浸水想定区域などは、いざというときの避難場所や２階に逃げるなどの対策を講じ

ておくべきと考えます。避難所によっては低い場所にあり、より浸水しやすい場所に避

難所があるところがありますが、浸水時の想定もすべきと考えます。 

 また、被災地では多くのボランティアの活動で復興が進められております。当町から

被災地へボランティアに行かれる方は、高速料金が無料になったり、ボランティア保険

の加入の必要性など、より多くの方々に被災地の災害復興に携わっていくために、町民

に周知していくべきだと考えますが、所見をお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、豪雨災害時の避難場所及びボランティアについて、

お答えをさせていただきます。 

 本町の指定緊急避難場所等については、夜間や早朝の開設なども想定し、公共施設を

指定しておりますが、原則、大規模な浸水害や洪水が予想される際は、建物の２階以上



で避難者を受け入れるよう対応してまいりたいと考えております。２階以上がない建物

につきましては、大規模な浸水害等が予想される際は、避難場所として開設できない場

合も想定されますので、できる限り早期に避難情報を発令し、適切な避難場所への避難

を促してまいりたいと考えております。また、避難場所に関する情報や屋内の高いとこ

ろへの避難など、住民がとるべき避難行動等に関する情報などについて、出水期前をめ

どに、ＣＡＴＶや広報紙等による情報の周知に努めてまいりたいと考えております。 

 被災地への災害ボランティアにつきましては、被災自治体において、災害ボランティ

ア派遣の受け入れが開始された際は、有料道路の無料措置が講じられる場合があります

ので、ＣＡＴＶや広報紙等による情報の周知にも努めてまいりたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  この夏に、津和野地区の方々から、特に津和野川が

氾濫したときに、どこに逃げればいいのかということで多々お尋ねがありまして、小

川公民館や町民センターなどは、冠水するおそれが多いのではないかという意見もあ

り、また、永明寺などに逃げればいいと思っても土砂災害もあるということで、普段

からどこへ逃げればいいのかということを想定をしておいていただいたほうが、いざ

というときに、やはり避難が迅速にできるのではないかというような御意見もいただ

いております。 

 その地域のみならず、町内全域において、冠水したときにはどこへということを、や

はりある程度、想定しておいて周知しておくべきではないかとも考えますが、所見をお

尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  本町の指定避難所等につきましては、先ほど町長の

答弁の中にもありましたけども、いわゆる夜間や早朝の開設、鍵の管理等の関係もご

ざいまして、公共施設を使用しておるという状況にあります。 

 そういった中で、議員おっしゃいますとおり、浸水時に１階が浸水する、予想される

場所も想定されるわけでありますけども、そういった場合には、できる限り早急に避難

情報を発令するということで、回答させていただいております。 

 そして、そのためには、やはり松江気象台あるいは津和野土木事業所等から、そうい

った今後の豪雨の状況、あるいは今後の河川の水位状況等を適切に把握していく中で、

住民の皆様に、そういった適切な避難場所へ行けるように、促してまいりたいというふ

うに考えております。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  それともう１点、災害ボランティアについてであり

ますが、被災地でも高齢者ばかりの被災集落では、自分で土砂の搬出さえもできずに、

ボランティアの方々に本当にお世話になって復興が進んできたという、そういう本当

ありがたいという意見も多々聞いたことであります。 



 実際に被災地に行ってボランティアに行けば、学ぶことも多く、そして、いつ、お互

いに豪雨災害等に被災することもあるかもしれない。その中で、お互いに支え合い、助

け合っていくということが重要だと思っております。 

 先ほどの町長の答弁の中では、ケーブルテレビや広報紙等による情報の周知というこ

とも出てまいりましたので、特にボランティアに行く際には、ボランティア保険の加入

ということも義務だと思っておりますので、そのことなども一緒に周知していただける

のだと思いますが、お尋ねをいたします。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  被災地への災害ボランティアにつきましては、今、

議員おっしゃいましたように、高速道路等につきましては無料化の制度がございます。

この制度につきましては、御指摘をいただいたとおり、周知が十分至っていなかった

というふうに、今、反省をしているところでございまして、今後につきましては、先

ほども町長のほうで答弁しておりますけども、ケーブルテレビ、広報等の中で、高速

道路の無料化、ボランティアの保険等について、周知に努めてまいりたいというふう

に考えております。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  それでは、続きまして、島根わさびやタラの芽など

の山菜振興策についてであります。 

 島根わさびは、左鐙地区を初めとして、島根県の大きな特産物でありました。タラの

芽なども、収益性が高い作物として、北九州市場などでも高い評価を受けております。

島根わさびは県の補助事業も採択をされました。 

 津和野町における山菜は、収益性の高い、就農のための農作物として重要であると考

えます。津和野町東京事務所の新規就農・定住対策の活動とあわせ、振興策についてお

尋ねをいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、島根わさびやタラの芽等の山菜振興策について、

お答えをさせていただきます。 

 昨年１２月に設立した島根わさびブランド推進協議会では、関係機関と連携して、生

産振興及び販売促進に向けた活動を行っております。今年度は、島根型６次産業推進事

業の採択を受け、ハードではワサビおろし器の導入、ソフトでは東京・大阪で開催され

るフェアに積極的に参加をして、高単価飲食店などへの新たな取引先を開拓しておりま

す。また、県の「がんばる事業」を活用して、今年度、新たに３棟のリースハウスを建

設することにしており、新規就農者がワサビ生産に取り組みやすい環境づくりも行って

おります。 

 タラの芽については、新規就農者が営農体系に組み入れる方が多く、年々植栽面積は

拡大しております。生産組合を中心に、町、県、ＪＡ等の関係機関で振興を図っており



ますが、昨年は販売単価が下がり、生産意欲に影響を及ぼしかねない事態となったこと

から、ＪＡや市場関係者と連携を密にした取り組みを目指すことにしております。 

 津和野町東京事務所では、町内の新規就農者を講師にした就農イベントを開催してお

り、また、新農業人フェアに来場された方との継続した相談対応等、新規就農者として

津和野町への勧誘活動を行っております。文京区で開催されるイベントに参加して、津

和野町の特産品の販売も積極的に行っており、地産都消への販路開発においても必要な

存在となっております。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  何点か再質問したいと思いますが、一つには、ワサ

ビおろし器の導入についてであります。聞くとこによると、かなりの作業スピードが

上がり、作業効率が上がっておるということでありますが、ワサビおろし器の導入に

際し、所見をお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（久保 睦夫君）  ワサビおろし器は、先日、導入したわけですが、作業効

率がよくなりますし、ワサビの辛みが飛ばないような工夫をしながら充填していくと

いうところでは、大変効率がよくなってきたんじゃないかと思っております。ただワ

サビだけをおろすだけでなくて、ほかの食材も活用できるということがわかっており

ますので、クリのペーストづくりにも活用できると聞いておりまして、いろんな産物

に活用していきたいと思っております。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  ２点目は、県の「がんばる事業」を活用して、今年

度新たに３棟のリースハウスを建設するということで、このリースハウスを使ってワ

サビ生産をしたことによって、障がい者の仕事というものもそれに伴ってふえており

ますし、また、新規就農等の方々のワサビづくりにも貢献しておると思っております。 

 一つには、例えば、今から水田ワサビをふやしていくときに、リース式の水田ワサビ

のワサビ田の造成等も可能なのか、そうしますと、自伐林業との兼業なども視野に入っ

てくるのではないかと思っております。自伐林業の中では、やはりワサビの生産などと

の兼業ということも考えておられるような様子もありますので、その点の所見について

お尋ねします。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（久保 睦夫君）  議員おっしゃいますように、本当は「がんばる事業」で

水田ワサビの造成もしたかったんですが、そちらのほうはなかなか厳しいということ

でありまして、その事業に使えませんけども、いろんな事業、組み合わせて、今、造

成を開始する予定になっております。 

 そこに、今、ワサビ農家、その水田ワサビの造成技術を持っておるわけですが、今、

地域おこし協力隊の山の仕事のほうで卒業したメンバーもおりまして、そういった者が



一緒に技術を習うということを決めておりますので、技術継承しながら、山仕事をする

のとワサビ田の造成も同時に行えるような、そういう技術者養成をすることにしており

ます。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  特に自伐林業の方とこのワサビの生産というのは、

いろんな意味でリンクしていきますし、また貴重な現金収入にもなっていきますので、

自伐林業の方々が、今後長く住み続けていかれる上でも、非常にいい施策だと思いま

すので、ぜひ進めていっていただきたいと思います。 

 ３点目であります。 

 今回の、昨年はタラの芽について、販売単価が下がったということでありますが、東

北のほうのタラの芽の価格は下がっていない中で、西いわみのタラの芽の価格が大幅に

下がったという、その原因についてはどのようにお考えか、お尋ねをいたします。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（久保 睦夫君）  ＪＡのほうで、タラの芽を担当する職員の交代があった

ようであります。 

 この市場状況を見ながら、送る数、それから送り場所、変更するとかそういう操作を

しながら、高値での取引ができるようにやっていくわけですが、ちょっとその辺でふな

れだったということも、原因の一つとしてあるようでございます。 

 その辺は、ＪＡのほうにも要望しておりますので、本部長初め皆さんにそういう現状、

知っていただき、ことしからの市場については、より研究して行ってくださいという要

望しておりますので、よくなっていくんじゃないかなと思っております。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  昨年のタラの芽の価格も、２割から、ひどい場合に

は５割ぐらいの減収になっておるということであります。新規就農の方々も、先行投

資をしていく中で、昨年の単価の下がりは、非常に響いておるということを多々お聞

きしておりますので、町のほうとしても、そこら辺はＪＡと連携しながら、やはり販

売価格の維持、そして下落をしない、そういう対策を講じていただきますようにお願

いをいたします。 

 それと、もう１点であります。 

 もう一つの原因としまして、タラの芽などを輸送するときの物流対策についてであり

ます。 

 トマトやメロンなどは送料等も比較的安くつくわけありますが、タラの芽などは軽い

ですけども量はたくさんあり、なかなかこの、それが全て、輸送費も生産者の負担とな

っておって、それが非常に厳しい状況となっておる、負担になっておるということであ

りますが、この点について、物流対策については、何か対策的なこと、補助的なものも

あるかどうか、お尋ねをしたいと思います。 



○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（久保 睦夫君）  今、物流単価につきましては、全体的に高騰しておりま

して、それに対する何かの対策があるかといいますと、今のところございません。 

 いかに流通経費を安くするかというのは、その運送会社自体が持っていくだけで空で

返ってくるんじゃなくて、両方に乗せて動くという体系をつくらない限り、単価が下が

ることは難しいと思っておりまして、その辺は、運送方法につきまして、ＪＡ等が検討

いただけないかなというふうに、こちらとしてはお願いをするだけでございます。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  物流についても、生産者の、それがもろに負担とな

っておるということでありますので、農林課並びに津和野町におかれましても、その

ようなことの何か対策が講じられれば、また考えていただけたらと思います。 

 もう一つの質問でありますが、東京事務所については、今回、空き店舗に、津和野町

に文京区から、かなり評価の高いお菓子の店が進出されるということで、それも一つに

は、津和野のクリとかメロンとかいろんなフルーツ等の食材の豊かさが、文京区の東京

事務所を通じて伝わっておることだと思いますし、また、それを通して新規就農、農業

振興にもつながっていくと思うわけであります。 

 現在、東京事務所で新規就農のための勧誘活動の、行っていますということでありま

すが、具体的にどのような状況なのか、また、東京事務所を通じて今後どのように農業

振興について考えておられるのか、お尋ねをしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（久保 睦夫君）  町長の答弁の中にもございましたように、東京事務所の

中で、こちらで新規就農した方に、講師となっていただいての勉強会的なもの等を開

催したり、それから新農業人フェアについては、事務所の宮内補佐が出向いていただ

いて、その後のいろんな情報提供もしておるという状況もありまして、そういった

方々が次には津和野での農業体験という道筋になっておりまして、今年度も数名の方

が来られることになっております。 

 そういった形での状況は、今後とも効果的に事務所のほうが使われるというふうに思

っております。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  東京事務所も文京区に進出して以来、非常に、着実

に成果も上げ評価も受けておると思います。 

 やはり首都圏における重要な拠点として、農業振興、観光振興、そして津和野高校の

支援等について、ますますの活躍を願っておることであります。 

 それでは、最後の質問であります。津和野高校への県外からの留学と、入学生の下降

対策についてであります。 



 先日、津和野高校創立１１０周年記念式典がとり行われ、生徒会を中心としてすばら

しい記念行事が行われました。その中で、非常にいい意見と、いろいろありました。特

に、近年、県外生徒の入学がふえていることが、生徒会の発表で出てまいりました。今

まで数件だったものが、もう十数件以上にわたって入学生が来ているということ、これ

も、生徒会自身が調べて発表されたことに、非常に感銘を受けたわけでありますけれど

も、来年３月の生徒の予測や益田圏域の少子化を考えたときには、県外生徒の入学や県

外生徒の居住環境の充実、津和野町東京事務所を活用した生徒の確保などをお尋ねをい

たしたいと思います。 

 そして、先ほどの高校の生徒会の発表の中で、非常に、ますますいい学校になるとい

う意見もありましたが、その中で、将来は廃校になっているという、そういう予測もあ

り、悪いほうばかり見るわけではありませんけれども、やはり圏域の少子化ということ

を考えると、今から手をどんどん打っていかなければ難しい状況になっていくと考えて

おります。対策を講じていくべきと考えますが、所見をお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、津和野高校への県外からの留学、入学生の下降対

策について、お答えをさせていただきます。 

 議員、御指摘のとおり、益田圏域の中学校卒業者数は、平成２９年３月が５６８人に

対し、平成３０年３月は４７９人と、前年と比べて１００人近く減少しており、津和野

高校の入学生の確保対策は喫緊の課題であると考えております。そのため、県外生徒募

集活動として、今年度も島根留学やＵ・Ｉターンフェアへ津和野高校ブースを設置し参

加をしておりますが、一定の手応えを感じており、特に関東からの志願者が前年を上回

る見込みとなっております。 

 また、東京事務所を活用した受験説明会を平成２８年度より実施しており、平成２８

年度は計３回、８組の親子の参加があり、平成２９年度は計３回、６組の親子の参加が

ありました。参加者のうち、平成２９年度入試には４人、平成３０年度入試には３人が

受験されたと伺っております。今年度につきましては１１月１８日の１回のみの予定と

なっておりますが、多くの参加者が事務所に集い、一人でも多くの受験者がふえる仕組

みづくりを行っていきたいと考えております。 

 しかしながら、県外生徒増加に伴い、寮への入寮者数も年々増加しております。この

ことにつきましては、下宿や空き家活用等々、あわせて検討していきたいと考えており

ます。 

 生徒アンケートにつきましては、創立１１０周年記念事業で生徒実行委員会が行った

「１０年後の津和野高校はどんな学校になっていると思うか」の問いに対する回答であ

ると思われますが、「もっと楽しく魅力的な学校になっている」等の肯定的な意見が多

かったと伺っております。 



 少子化に対しましては、中長期的に人口減少を抑制するために、少子化の大きな要因

となっている未婚化、晩婚化の進行を抑制し、出生率の上昇を目指していく必要があり

ます。平成２８年１月に策定した津和野町総合戦略では、結婚対策として、若者が集ま

る出会いの場の創出や、結婚に対する意識の向上を図るため、高津川流域市町との連携

を掲げており、平成２８年度からは、吉賀町と津和野町の２町合同で婚活イベントを実

施しているところでございます。本町においては、さらに平成２８年１１月に津和野町

女性会議を設置し、女性の視点で結婚・出産・子育て等の課題について検討していると

ころであり、今後、益田圏域を挙げて、少子化対策に取り組んでまいりたいと考えてい

るところでございます。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  ただいまの回答の中で、下宿や空き家活用等とあわ

せて検討したいということであります。 

 例えば、空き家や元旅館等の建物を活用して、町営の寮というような形にして、それ

を例えば、地域おこし協力隊員の任期満了を迎えた方などが、指定管理というような形

で運営することもできるのではないかと思いますが、所見をお尋ねします。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  議員、御指摘のとおり、私どもとしては、

今、寄宿舎の状況というのが、定員が６８、今、入っている方々が６１名というよう

なことで、だんだん県外生の受け入れというところでいいますと、寄宿舎がそれに対

応しきれなくなってくるというような状況があるということであります。 

 現状、地域おこし協力隊を終了された方が、町内の方々と一緒になってＮＰＯを組織

し、教育型の下宿というのを、ホテルを活用してやっておられるということであります。

なかなかこれも、お子さんが今、五、六名おられると思いますが、運営的には食事を提

供したり、教育という下宿ですので学習も教えているというような中でいうと、なかな

か運営も大変だということをお聞きしているところであります。 

 空き家等については、改築等を行って、町が公の施設として、そういった経費がかか

る部分については県の寄宿舎運営費補助金というのがございまして、それについてはみ

なし寄宿舎というようなところで該当できれば、運営費等、炊事経費、そういった部分

の補助があるということでお聞きをしているところでございます。 

 私どもも、そういった、空き家の活用であるとかこういった県外生をどういうふうに

受け入れるかというところでは、いろんな部分で検討してまいりたいというようなとこ

ろでございます。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  大体の考えはわかりましたのでその形で進めていっ

ていただけたら、特に現在やっておる教育型の下宿というのも、メディアにもテレビ

にも出ておりましたし、非常に注目もされているということで、入っておられる寮生



の話を聞いても非常にいいということを聞いております。そういう意味でも、このよ

うな形でまた進めていただけたらと思います。 

 そして、もう１点でありますが、この婚活イベントでありますが、例えば町単独でと

いうこともあるのでしょうけども、益田圏域の３市町で、益田市、津和野町、そして吉

賀町が合同で婚活イベントをして、特に自分がこの中でこういうところに住みたいとい

うところがあれば、そういうふうな方との出会い、そして定住、そういうことも考えら

れるのではないかと思いますが、そのような広域でのという考え方もあるのか、お尋ね

をしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  総合戦略を策定をする際には、益田市の人

口拡大課、それから吉賀町の企画課、そして津和野町のつわの暮らし推進課というこ

とで、三つの課でこの総合戦略、人口減少対策としてどうするかという部分で共通的

にできることは何だろうというところを、計画段階からずっと考えてきました。 

 一番、やはり最初に考えたのが、議員が今、御指摘になった婚活事業ということであ

ります。津和野町内だけでやる、あるいは益田市内、あるいは吉賀町内だけでやるとい

う取り組みではなくて、ある程度広域的にやれれば、参加のほうも柔軟に入っていただ

けるのではないかというような思いの中で、一昨年から事業を進めているということで

ありまして、今、現状は、津和野町と吉賀町で広域出会い創出事業として、町長、申し

上げましたが、昨年は９月２３日から２４日ということで、男性の方が１１名、女性の

方が１０名、参加されて、行ったということであります。益田市のほうと合同というの

も当初は考えておりましたが、まずは津和野と吉賀町ということで、今、取り組んでい

るところでございまして、将来的には益田市とも一緒になって、こういった部分につい

ては取り組んでまいりたいというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  津和野高校については、生徒さん方からも、県外の

方々が来て本当によかったという声もたくさん聞いております。どうか、住環境もそ

うでありますし、ますます津和野高校が充実することによって、これはイコール津和

野町の経済の活性化にもなりますし、そして町全体のにぎわいにもなってくると思い

ますので、ぜひ、いろいろな形で検討を進めていっていただきたいと思います。 

 以上をもちまして、私の一般質問を終わらせていただきます。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  以上で、１１番、岡田克也君の質問を終わり、ここで、午後

１時まで休憩といたします。 

午前 11時 55分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時 00分再開 



○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き、一般質問を続けます。 

 発言順序４、９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  ９番、寺戸昌子です。通告に従い、３項目質問させて

いただきます。 

 まず、原子力発電所についてです。 

 原子力発電所の使用済み核燃料や高レベル放射性廃棄物などは、中間貯蔵施設や最終

処分場が決まっていません。島根原発も例外ではありません。鹿島に４６０トン、六ヶ

所村に１２０トン保管されています。 

 原発は、放射性廃棄物の有効な処分方法が見つかっていません。たまり続ける廃棄物

の現状からも、トイレのないマンションとまで言われています。 

 昨年７月に、経済産業省が最終処分場の適地を色分けした科学的特性マップを公表し

ました。津和野町は好ましくない特性があると推定される地域となっているので、最終

処分場の候補地にはなりにくいと考えます。しかし、国は科学的特性マップが全ての自

治体にかかわることと考えており、このマップには、科学的特性マップには含まれてい

ない要素も含めて、調査・評価していく必要があると記されています。 

 経済産業大臣からは、全ての自治体の首長宛てに経緯や趣旨の書簡が送付されていま

す。適地とされた自治体は次々と放射性廃棄物の拒否条例を施行しています。 

 そこで質問です。津和野町に科学的特性マップなどの説明会の打診はあったのでしょ

うか。 

 最終処分場を受け入れるべきと考えておられるでしょうか。 

 島根県は建設中の原発３号機の事前審査を了解し、それを受け、中国電力は８月１０

日、島根原発３号機の稼働に向けた適合性審査を原子力規制委員会に申請しました。 

 福島第１原発事故後、建設中の原発の申請は、平成２６年１２月に大間原発が申請を

行いましたが、島根原発３号機の申請はこれに続く２例目であり、全国の注目の的にな

りました。 

 島根原発３号機は本体の建設が大間原発より進み、ほぼ終わっています。震災後に新

規稼働する初の原発となる可能性があります。 

 島根原発は全国で唯一、県庁所在地に立地しています。住民の避難などが必要になる

半径３０キロ圏内に島根、鳥取両県の約４７万人が生活しています。１０キロ圏内には

島根県庁、松江市役所、オフサイトセンター、病院などの都市機能が集中しています。 

 平成２７年８月現在において、島根原発に事故が起きれば、津和野町も松江市乃木に

住む１万６,０００人のうち２,０００人の避難先に指定されています。２,０００人のう

ち、災害時要援護者は９０人と推定されています。島根原発は津和野町民にとっても身

近な問題です。 

 そこで質問です。現在の津和野町の原発事故避難計画の受け入れについてお尋ねしま

す。 



 平成２６年１２月議会において、津和野町の原発事故避難計画の受け入れについては、

「平成２４年１１月に計画が発表されてから２年たって初めて、１１月６日に県、松江

市の原子力対策の方と１時間程度協議をした。具体的な詳細にわたる計画はまだ立って

いない」との回答をいただいています。以降、県や松江市とどのような協議が持たれて

いるのでしょうか。 

 人口７,６００人余りの津和野町に２,０００人の避難者があるとなれば、全町民規模

の手助けが必要になると思われます。津和野町の島根県広域避難計画による避難者の受

け入れ計画はできているのでしょうか。計画の内容はどのようなものなのでしょうか。 

 昨年１１月に島根原発の大規模な防災訓練が行われました。県の原子力安全対策課が

発行した「しまねの原子力」には、津和野町は避難情報伝達訓練の避難経由所、避難所

開設に参加と記されていますが、どのような訓練だったのでしょうか。詳細をお尋ねし

ます。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、９番、寺戸議員の御質問にお答えをさせていただ

きます。 

 原子力発電所についてでございます。 

 科学的特性マップ等の説明会については、平成３０年８月８日、経済産業省資源エネ

ルギー庁から、高レベル放射性廃棄物の最終処分に係るこれまでの取り組みと今後の対

話活動に関する自治体向け事前説明の開催案内がありました。これは８月２７日から９

月７日まで、全国１０カ所で開催されたものですが、本町は出席しておりません。 

 最終処分場の受け入れについては、説明会が始まったばかりで、この件に関する島根

県としての見解が示されておりませんが、本町といたしましては受け入れの考えはあり

ません。 

 原発事故避難の受け入れについては、島根県において、平成３０年３月に原子力災害

時における広域避難に関する避難者受け入れに係るガイドラインが策定されたところ

ですが、このことに関し、平成２９年８月３１日に本町において、島根県および松江市

と事前の意見交換を行っております。 

 本町における避難者受け入れ計画は作成しておりませんが、島根県が示した原子力災

害時における広域避難に関する避難者受け入れに係るガイドラインを踏まえ、今後、検

討してまいりたいと考えております。 

 原子力防災訓練につきましては、平成２９年１１月１７日に広域避難受け入れ可否等

をＦＡＸ及び電話により回答する通信連絡訓練を行い、１１月１９日には避難措置等訓

練を行っております。原子力災害発生に伴う避難時の連絡体制や避難誘導体制等を確認

いたしました。避難措置等訓練においては、松江市及び島根県から派遣された職員と連

携し、経由所としている道の駅シルクウェイにちはらに島根県職員を模擬避難者とした



避難者１０人及び避難車両９台を受け入れ、その後、避難所としている日原体育館に誘

導し、避難者名簿の作成等を行っております。 

○議長（沖田  守君）  ９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  原子力防災訓練に参加されて、ＦＡＸ及び電話により

回答する通信連絡訓練を行われたということですが、そのＦＡＸではどのような内容

をやりとりされるのでしょうか。その辺をもう少し詳しく教えていただけたらと思い

ます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  １１月１７日の通信訓練につきまして、いわゆるそ

の内容がどうのこうのとかじゃなくて、いわゆる受信がちゃんとできているかとか、

そういった部分の確認をしたということでございます。 

○議長（沖田  守君）  ９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  そうすると、そういうＦＡＸのやりとりをもし実際、

災害があった場合にＦＡＸのやりとりがあって、どのくらいの時間で住民の方が避難

して来られるとか、そういう、そこまでの想定はなかったということですか。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  先ほど申しましたけども、１１月１７日におきまし

ては、通信の連絡確認訓練ということでございます。 

○議長（沖田  守君）  ９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  テレビではかなり大々的にその避難訓練をされたとい

うことで、避難訓練に関して本気になっているんじゃないかなという印象を受けてい

たんですが、その避難される先のことまではまだ考えられていないなという印象を、

今回答をいただいて受けます。 

 一時避難所となっているのが日原の体育館とお聞きしたんですが、ことしのような猛

暑のときに日原の体育館に一時的にでも避難されると、日中ものすごい暑さになると思

うんですが、その辺の対策はどのように。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  今の１１月１７日の訓練の前に、８月３１日に島根

県と松江市の担当者に来ていただきまして、今の１１月１９日に訓練を行うことにつ

いて、通信訓練を行うということと、１９日にそういった避難訓練を行うんだという

話し合いをしております。その中で、今議員さんは暑い時期にというお話でありまし

たけれども、三者の中での協議の中で、日原体育館をということで避難場所を確認さ

せていただいたところでありますので、また、その猛暑のときには猛暑のときの対応

については、また別に考えていきたいというふうに思います。 

○議長（沖田  守君）  ９番、寺戸昌子君。 



○議員（９番 寺戸 昌子君）  原発の災害以外でも、日原の体育館を使用する場合が

あると思いますので、エアコンとかの整備をまた検討していただけたらなと思います。

夏、これから涼しい夏が来るとはとても思えないので、その辺の検討をしていただけ

たらと思いますが、その辺はまだ検討はないですか。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  各避難所それぞれ施設がございますけども、施設に

よってはそういった設備が整ったところもございます。 

 今議員が言われますように、各施設に導入、設備できればいいんですけども、かなり

の設備費が必要になってくるのかなというふうに考えておりまして、うちの今の財政状

況を見ながら、そういったものについては検討してまいりたいというふうに思います。 

○議長（沖田  守君）  ９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  なかなかその２,０００人もの方が避難されるのも難

しいと思いますが、町民も避難することがあるので、財政は苦しいとは思いますが、

検討をしていっていただけたらなと思います。 

 原子力災害はとても特殊な災害で、福島では７年たった今でも５万人の方がまだ避難

をされています。せっかく避難された方に大変な思いをさせるわけにはいきません。で

も、今お聞きすると２,０００人の方が避難して来られても、津和野町ではなかなか安

心して避難生活を送っていただけるという状況にはないと思います。これは津和野町じ

ゃなくて、ほかの自治体の方の声も聞くと、ほかの自治体も受け入れるということは確

認はあるけど、そこから先の計画はまだ進んでいないということをよくお聞きします。

要するにこれは災害が起きた際、最後まで責任を持った対応ができない状態に、今、島

根原発はあるんじゃないかなと私は思います。 

 島根原発は災害が起きることなんて、そんなに滅多にないだろうという思いでたくさ

んの方がおられるかもしれませんが、最近、この１週間、２週間を見ましても、断層が

通っていないところ、発見されていないところで地震が起きたり、それから、今まで予

測してきた以上の雨量ががあっと降ったり、いろんなことが、自然災害が頻発していま

す。どの地域でも防災意識を高めて万が一のことに備えていただきたいと思います。 

 福島原発事故の原因もまだ未解決です。あの事故の教訓は安全な原発などあり得ない

ということです。島根原発も避難計画が現実的なものではありません。しかし、津和野

町の受け入れは他の自治体とかけ離れているというわけではなく、他の自治体も苦慮し

ておられると思います。避難計画が現実でない、使用済み核燃料がたまり続けている、

そのような原発は稼働すべきではないと考えます。今回の北海道での地震でも、原発が

とまっていたからよかったということがたくさんあったと思います。 

 再生可能エネルギーに重点を置いて、原発ゼロの島根をつくっていくべきと思います

が、町長、その辺、津和野町の町長として何かお考えがあればお聞かせいただきたいの

ですが。 



○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  原子力発電所そのものにつきましては、国の産業政策ともか

かわることでもございます。そうした中で、自治体の町としてどうスタンスを示して

いくのかということでありますけれども、現行では、やはり私の考えとしてはこの安

心・安全なこの原子力というものについて、最大限の努力をしていただくと、関係機

関にでありますけれども。そのことを大前提にまた原子力を特に島根原発につきまし

てはどうするのかということは、考えていただくということをお願いをしていくとい

うことにもなるんではないだろうかというふうに思っております。 

 現行で、私自身がこの場で原子力発電所に対して反対ということを明示しているとい

うことはございません。ただ、そうした観点からいろんな面で私自身もこれから勉強も

し、また安全対策というものをしっかり働きかけもしていきたいというふうに考えてい

るところでございます。 

○議長（沖田  守君）  ９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  やっぱり安全・安心な原子力と町長が言われました。

本当に安心・安全な原子力があれば、それに頼ることもできるのですが、やっぱりそ

の福島の原発の事故を見た今、安全・安心な原子力発電は存在しないかな、今現在の

科学力では存在できないかと思います。原発ゼロの島根を目指してほしいと私は思い

ます。 

 では、次の質問に移ります。 

 文化交流施設についてです。 

 我が津和野町は、学ぶことを育て薫り高い文化のまちをつくることを町民憲章に定め、

文化を大切にし、育てていく町と認識しています。そこに住む人々が文化を育んでいく

ことが重要と考えます。 

 歴史の中で育まれてきた津和野町の文化を大切にしながら、新しい文化芸術を育み創

造していく文化芸術の拠点施設として、津和野地域には町民センター、日原地域には山

村開発センターがあります。これらは町民の活動発表や交流の場として幅広く利用され

てきました。 

 そこで質問です。町民センターは施設が老朽化し使いづらいというお話をよく聞きま

す。特に大集会室は深刻な状態であり、調理室も非常に使いづらいと聞きます。改修に

ついて現在の課題点と耐震診断を含め、改修計画の進捗状況をお尋ねします。 

 ３月議会において津和野町文化協会から、「日原地域に１日も早く文化的行事、各種

集会ができる集会所の整備を」との要望が出ていました。集会所はいつ整備されるので

しょうか。 

 現在、まだ山村開発センターが使用できない状況は続いています。現在の代替施設と

して日原小学校に隣接する体育館、池河公民館の体育館、枕瀬公民館などが使用されて

いますが、これで十分だとお考えでしょうか。 



○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  それでは、文化交流施設について御回答をさせていただき

たいと思います。 

 まず、最初の御質問でございますが、津和野町コミュニティーセンターにつきまして

は、平成２９年度において耐震診断を実施しております。耐震診断の結果は会議棟と大

集会室をつなぐロビーの部分が耐震性能値でありますＩｓ値が０.２４であり、耐震性

能目標値のＩｓ値０.６７５を下回る結果となりましたので、耐震工事にあわせ改修工

事を行う必要性を認めております。 

 一方で、山村開発センターが使用できなくなり、町民の皆様には大変御迷惑をおかけ

している中で、津和野町民センターまで使用できなくなれば、さらに御迷惑をおかけす

ることになりますので、工事日程等をより慎重に計画する必要があります。 

 議員御指摘の施設が老朽化し使いづらいなどの意見を踏まえ、今年度、施設の整備内

容を検討してまいりますが、御承知のとおり、現在ＣＡＴＶ改修工事や庁舎の耐震化工

事等、大規模な事業を計画しておりますので、より慎重に中期財政計画を考慮しながら

実施計画を立ててまいりたいと考えております。 

 二つ目の御質問でございますが、集会所の整備につきまして、新たな集会所の建設は

現在のところ考えておりませんが、庁舎建設検討委員会の決定どおり、日原診療所に庁

舎を移転した後、現在の第２庁舎を改修し集会所として使用したいと考えております。 

 三つ目の御質問でございますが、山村開発センターが使用できなくなり、町民の皆様

には大変御迷惑をおかけしております。 

 これまで山村開発センターで行われていた催し物や集会については、全て把握してい

るわけではありませんが、滝元枕瀬公民館や池河公民館、日原小学校体育館などで行わ

れております。 

 あいこい交流文化祭は昨年度は中止となり、本年度は日原小学校体育館で規模を縮小

して実施するよう伺っており、同様に日美展なども規模を縮小して開催されていること

を鑑みれば、現在の代替施設で決して十分とは考えておりませんが、物理的に困難な状

況でもあり、御理解をいただければと考えております。 

○議長（沖田  守君）  ９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  町民センターのほうですが、調理室のほうにちょっと

触れていただきたかったんですが、調理室は改修に改修を重ねて何とか使えるように

なっていますが、水道管かガス管かどっちか忘れましたが、天井からまっすぐおりて

いって、調理台の上におりてくるような形なので、調理台と水を使うところがそれで

妨げられてまっすぐ物を持っていくことができないとか、それから床がぬれて滑った

りするということも聞きます。 

 大きな調理室はみんなで集まってするところというのは、町民センターの調理室か山

村開発センターの調理室かということで使ってきましたが、今、山村開発センターは使



えない状態で、大きな催しは多分町民センターに集中するんじゃないかと思います。そ

の中でふぐあいがいろいろある調理室なので、そこもしっかり使われる方の声を聞いて、

改修をしていただけたらなと思いますがいかがでしょう。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  先ほど申し上げましたとおり、今から本格的な耐震の設計

を行ってまいります。それにあわせてできれば悪いところの、使い勝手の悪いのも含

めて改修できるところは改修していきたいなという思いで、担当部署のほうでは考え

ております。当然そういった応急処置的な配管をされているようなものは、やはり直

していかないとやれないと思いますし、床が滑って安全性が保てないような床であれ

ば、やはりこれも改修が必要になってくるかもしれませんが、全体的な予算との兼ね

合いもございますので、全て完全にということもなかなか無理な部分もあろうかと思

います。そこら辺は全体の工事の中でそれぞれ使い勝手を考慮しながら、使用者の立

場に立って設計を積み重ねていきたいというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  ９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  ぜひいろんな声を聞いていただいて、使いやすい調理

室にしていただけたらと思います。 

 では、あいこい交流文化祭のことを取り上げていただいていたので、その辺に関して

ちょっと質問させていただきたいんですが、あいこい交流文化祭は、山村開発センター

が使えるときは全館を使用して、津和野地域の方も来られ、日原地域の方も来られ発表

されたりとか、とてもにぎやかに文化の交流をされていました。 

 ことし何とか開催をという方向に向かわれたということを聞いたんですが、にぎわい

創出のあそこのところを使わせていただこうという話も出たと聞きましたが、そのトイ

レとか水道がまだ使えないということで、せっかくこの間の条例のほうもつくっていた

だいて、町民がそろそろ使えるかなと思っていたらそういうことをお伺いしたので、ト

イレとか水道を使えないとやはりトイレを近くの方に借りるとかいうわけにもなかな

かいかないので、その辺の見通しはいつごろ使えるようになるんでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  御指摘の点でございますが、現在カフェ棟、トイレ

棟の新設工事に入っております。それで、議員御指摘のように、今、母屋──蔵のほ

うは基本的に水回りはございませんので、母屋につながっておりました下水道につい

て、工事の都合上、一時的にとにかく切って工事を行う必要があるということになっ

てまいりました。 

 我々もなかなか事務方的には十分に知識もない部分で、ある程度の期間をすればまた

接続してという思いでおったんですが、なかなか工事の段取り上、年度内いっぱいはな

かなかつなげないという状況になってまいりました。そういったことで、それまでは当

然お貸しをしておりましたし、トイレ等水回りが使えません。そういうことになれば当



然、上水道のほうも簡易水道のほうも流せませんので、そういった事情ですが、お使い

になればお貸しできますということで、インフォメーションはしておるところでござい

ます。ただ、現在あそこはＨＡＮ─ＫＯＨの日原中学校関係の子供さんとつわもの隊、

放課後児童クラブ的な働きになると聞いておりますが、そういったその２つの子供サー

クルについては現在も使っていただいておりまして、皆さんについては隣接のお宅のト

イレをお借りをするということで、一応現状をしのいでおるというとこでございます。 

 もし、あそこをお使いいただくことは全くやぶさかでございませんし、秋祭りの際に

は本陣はあそこに設けるというような話も進んでおります。何かの展示場として使われ

て、おトイレあたりについては小学校の公衆トイレあたりを御利用いただくということ

であれば、十分可能かなというところでございます。 

 敷地内に何とか仮設トイレをという思いもあったのですが、工事関係からですが、現

場事務所も今、場所的に苦慮するというのが、隣接する扇町駐車場と言われる、いわゆ

る歯医者さんや内科医院の駐車場、また料亭の駐車場等になっている部分についても工

事の際に、重機を設置するようなことも出てきますので、そこあたりの車を現在我々が

予定しております駐車場のほうに動かすというようなこともありまして、なかなかちょ

っと十分な場所が確保できないので、現時点ではそういう形でトイレを使わない、御使

用にならずに近隣で何とか御利用いただけるということであれば、使っていただくのは

大変歓迎であるというところでお話をしておるというところでございます。 

○議長（沖田  守君）  ９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  このにぎわい創出の場所が使えるようになれば、少し

は日原地域の集会をする場所がふえるかなと期待していたんですが、なかなかトイレ

がない場所でお年寄りが集まるということは難しいと思うので、とても落胆していま

す。年度内いっぱいということですが、何とか少しでも早く使えるようにしていただ

けたらなと思います。こういう状況でやっぱり、日原地域の方々が集まる場所がなか

なかないという期間が長くなってきています、どんどん。最初１年ぐらいかなと思っ

ていたら、それも超えてこういうとても大変な状況になっています。 

 先ほどのあいこい交流文化祭もせっかく、なかなか場所がないから開けないというこ

とだけど、いろんな場所を考えて開催しようといろいろ苦慮しておられる話を聞きます。

本当だったらその山村開発センターを全館使用して、またことしもやろうということに

なるはずなんですが、それができないということで、津和野の方の舞台発表とかもあっ

たり、その公民館の方が来られて展示をされたりとかいうのもいろいろあって、やっと

文化の旧日原、旧津和野が一つになって文化の交流をやり始めたなというところでこう

いうことになってしまったので、教育委員会のほうでもっとしっかりバックアップをし

ていただいて、無事開催できるようにしていただきたいと思うんですが、その辺のこと

は何かお考えはないでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 



○教育長（世良 清美君）  教育委員会、公民館も含めてですけれども、毎年開催をさ

れるときには全体でバックアップをしながら、それぞれの地域を結びつける働きとい

うことで、舞台でも展示でもできるお手伝いはさせていただいております。 

 去年はああいう形で中止ということになりましたが、ことしは今、津和野地域の文化

協会が昨年ああして設立されまして、そちらとの協議も、いわゆる会長、副会長さん方

に集まっていただいて話を一回持っております。できれば一緒に開催できないかという

ような働きかけもしてみましたけれども、大体津和野地域で計画をある程度練っておる

ということで、それは難しいということでございましたので、それでは日原地域は従来

どおりで、場所は日原小学校の体育館を借りてやろうという方向で今進んでおるという

ふうに伺っております。どうしてもワンフロアープラス２階程度ぐらいしかありません

ので、展示とか催し物、舞台の分は十分できると思いますけれども、展示コーナーとし

て設けるのはやっぱり舞台裏のコーナーとか、２階の部屋ぐらいになろうかというふう

に思いますので、制約が若干あろうかなとは思いますが、開催するということになりま

したら、公民館も含めて積極的に御協力をしていきたいというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  ９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  若干縮小という認識をされているのがちょっとショッ

クだったんですが、お昼御飯を婦人会の方がつくられたりして、それも楽しみに来ら

れたりということだったんですが、今回は調理室がどこもそんな規模の調理室がない

ということで、多分それはなくなるんじゃないかということも聞いています。だんだ

ん高齢化が進みますが、その文化の交流を続けていくことで高齢化に対するファイト、

何とか年をとっても津和野町は頑張るんだという雰囲気をつくれるような文化を創

設するのを手伝っていただけたらと思うんですが、山村開発センターが使えたときの

レベルになるにはなかなか難しいと思いますが、それをバックアップするようなこと

をいろいろしていただいて、盛り上げていただけたらなと思います。よろしくお願い

します。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 病児病後児保育についてです。 

 子供が病気のとき、自宅で保護者が子供のそばにいて保育することが子供にとっては

一番望ましいことだとは思います。しかし、保護者が就労していて、それができない場

合があります。今の社会環境において、必ずしもそれは簡単なことではありません。自

宅での保育が困難な場合、病児病後児保育施設が必要になります。このような施設を開

設することは、病気の児童を一時的に保育するほか、保育中に体調が不良になった子供

たちへの緊急対策も可能になります。安心して子育てができる津和野町の環境を整備す

ることにつながります。 

 島根県においても病児病後児保育施設を全ての市町村で開設できるよう、職員確保や

施設の補助事業を行っています。 



 津和野町で子育て世帯に安心して住み続けてもらうためにも、病児病後児保育施設が

必要と考えます。 

 ことしの３月議会において、病後児保育については「今年度中の開設を目指す」とう

れしい回答をいただいています。その後の進捗状況をお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、病児病後児保育についてお答えをさせていただき

ます。 

 ３月議会での御質問にお答えをしたとおりでありますが、町としましては人口減少対

策としての地方創生を進めていく観点からも、病児病後児保育の必要性については十分

に認識しているところであり、今年度中の開設を目指し検討を重ねているところであり

ます。 

 ３月議会での答弁において、県内の病児病後児保育事業は、ほとんどが保育所等運営

法人等に委託され、保育所内で併設されている場合が多い現状を参考に、町が考えてい

る事業開始の課題として、町直営の施設も含め、施設的にそのスペースが確保できるか、

または確保された場合においても看護師及び保育士の確保ができるか等を検討課題と

してお示しをしたところであります。 

 現在のところ、まずは病後児保育を行うことを想定をしておりますが、その前提にお

いても施設スペースの問題、看護師及び保育士の確保について、関係機関等との協議を

行っているところであり、現段階でいつから、どこでということが確定していない状況

でございます。 

 引き続き、早期の実現に向けてさまざまな課題の解決に検討を行ってまいりますが、

現時点では十分な御回答ができませんことを御理解いただきますようお願いいたしま

す。 

○議長（沖田  守君）  ９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  いろいろと努力をしていただいているようです。 

 初めはとてもそういうことはできないということを言われて、すごく悲しい回答が返

ってきたのが、３月には病後児保育だけでも何とか開設しよう、今年度中に何とかしま

しょうというお答えをいただきました。 

 いつからどこでということはまだ確定していないということをお聞きしたんですが、

どのような検討が今どの段階にあるかというのをせっかくなので、うれしいことなので

お聞かせいただいたらと思います。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  町長の答弁につけ加えまして、今お話ができるとこ

ろといいますと、本年度に入りまして、まず近隣の吉賀町、それから益田市で行って

おる病児病後児保育の施設をちょっと視察させてもらいに行ったり、様子とか、施設

整備の状況であるとか、そういうものを確認をしたりしております。 



 それからまた、あと町内の保育所の園長会議というのが月に１回定例であるんですが、

そういう中で各保育所の園長先生方とも、今後そういうのを設置するに当たってどうい

う形のものがいいかとか、現場の御意見といいますか、そういうものをいろいろ聴取し

ているところであります。 

○議長（沖田  守君）  ９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  町内の園長の方々とその協議をしていただいていると

いうことなんですが、どのような内容が上がっているかというのはお聞きしてもよろ

しいですか。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  具体的には町長の答弁にもありますように、県内で

は約７割から８割方が保育所併設型でありまして、残りの３割ぐらいが病児保育を持

っている診療所とか、大きい病院であるとか、そういうところに併設されておるよう

なものになっています。という中で、うちも病後児保育をまずはとりあえず優先的に

何とかしたいと考えておる中で、公立の保育所につきましてはうちの直営ですから、

直接うちが関与できるところですが、民間の保育園につきましては、その中に例えば

スペースがあるかとか、どういう状況だったら例えば民間の保育所で対応ができるか

とか、そういうこともいろいろ検討しながら、今ここに、今町内に法人さんが３つあ

りますので、民間の法人さんが、そういうところと直接具体的に、どういう状況であ

ればその病後児保育が対応できるかというのも話をさせてもらっているところであ

ります。 

○議長（沖田  守君）  ９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  病後児保育を受け入れるとすると、やはり保育園側も

いろいろ準備があると思います。改修するところも必要ですし、職員の方の配置も考

えなきゃいけない、いろいろ時間がかかると思いますので、今、今年度はもう半分終

わってしまったので、できるだけで早い段階でめどをつけていただいて、今年度中に

開設ということを言っていただいているので、具体的に動いていただいて、お知らせ

をまた後日いただけたらと思います。 

 働きながら子育てができるのが島根県というのをきのうかおととい、ニュースで報道

されていました。島根県で女性が一生のうちにお子さんを何人産むかということで、た

くさん島根県は産むことができて育てることができる県だということを報道しておら

れたので、津和野町でも、一人、二人、三人産むのに病後児保育とか、病児保育があれ

ばより子育てがしやすい町になっていくので、ぜひ今年度中開設を目指して、計画をま

たお知らせしていただけたらなと思います。 

 では、私の質問はこれで終わらせていただきます。 

○議長（沖田  守君）  以上で、９番、寺戸昌子君の質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 



○議長（沖田  守君）  ここで、２時まで休憩といたします。 

午後１時 43分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時 00分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続いて、一般質問を行います。 

 発言順序５、１０番、後山幸次君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  議席番号１０番、後山でございます。４点ほど通告

しておりますので、質問をさせていただきます。 

 まず１番目でありますが、斎場の標識設置についてお尋ねをいたします。 

 人生の終えんを迎える厳粛に尊厳の場所として、平成１１年４月に斎場が建設された

わけでございますが、それから約１９年間が経過しております。そのうちにも、大規模

な増築をされ、葬送の場所として、設備も完備されたわけでありますが、残された問題

は、この場所の表示でありますが、その看板が今までいろいろの問題があって設置でき

なかったわけでありますが、今回、滝元、野広、直地各地区の自治会員の皆様方の深い

御理解と協力によりまして、覚書も新しく交わされたようでありますが、標識の設置が

実現の運びとなったことは、ただ感謝の一言であります。 

 今まで、相当町民もあそこの斎場の標識をという声があったわけでございますが、担

当の税務住民課の職員の努力と地元の皆様方の深い理解のもとに、１９年間の問題が解

決されましたことは、本当大変うれしく思っておるところでございますが、お尋ねした

いのはこの設置場所、どこにどのような規模で、また名称は条例改正によりしらさぎ会

館となるようでありますが、標識の設置、完成をいつごろまでに目標にされておるのか、

それをお伺いしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、１０番、後山議員の御質問にお答えさせていただ

きます。 

 斎場の標識設置についてでございます。 

 斎場案内看板設置について、ことしの１月に野広自治会、３月と６月に直地自治会、

４月と６月に滝元上自治会とそれぞれ協議をさせていただきました。固定式看板を設置

することに関しては、おおむね了解をいただいておりましたが、看板の標記について、

浄苑や斎場の標記はしないでほしいとの御意見がありました。津和野町としては、そう

した御意見を持ち帰り、内部検討を行った結果、斎場の名称をしらさぎ会館とする方針

を決めさせていただいたところでございます。 

 その後、各自治会に津和野町の方針をご説明し、最終的には６月までに各自治会の了

承を得ることができました。その協議結果を踏まえ、このたびの９月議会において、斎

場の名称変更についての条例改正と看板設置のための補正予算を提出させていただい

たところでございます。 



○議長（沖田  守君）  １０番、後山幸次君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  予算も計上してあるんで、本年度中にはこれが完成

するというふうに理解していいかと思います。大変、皆さんが待っておられますので、

一日も早い設置をしたい、このように思っております。 

 それでは、次の質問に入ります。 

 ２番目に、公共下水道についてお尋ねをいたします。 

 平成１７年９月２５日に、旧津和野町と旧日原町が合併いたしました。そして、第１

次津和野町総合振興計画が策定されております。期間が、平成１９年度から平成２８年

度、１０年間として、公共下水道について、アクションプログラムの年次事業計画が出

されております。 

 公共下水道は、旧日原地区では、既に平成１０年度より供用開始をされておりまして、

津和野はおくれておりましたが、旧津和野地区も平成１７年度から一部の地区で供用が

開始されておるわけでありますが、平成２９年に第２次津和野総合振興計画が策定され

ております。これは、平成３８年度までの１０年間の計画でありますが、下水道の普及

率を見ますと、大変低いようでありますが、津和野町もこの総合振興計画の年次計画の

もとに、下水管布設工事は進捗しているようではありますが、まだ残されております高

田、喜時雨地区、そして町内では高岡通りとこれの西側がまだ実施されておりません。

この地区の年次計画はどのようになっておるかお尋ねをいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  公共下水道についてお答えをさせていただきます。 

 下水道事業につきましては、津和野地区では平成１０年度から下水道整備を開始し、

現在も引き続き整備を行っております。平成１７年より一部地区において供用開始して

おり、現在の加入率は５３.８％と低い現状にあります。 

 平成２８年度に喜時雨、高田地区においてアンケート調査を行ったところ、加入希望

率が７０％を下回る結果でありましたが、その後の情勢の変化を踏まえ、再度下水道へ

の加入意向調査を実施し、その結果をもとに今後の下水道事業計画を再検討してまいり

たいと考えております。 

 また、高岡通り周辺の下水道整備につきましては、工事に伴う通行規制の対策あるい

は計画地周辺には軟弱な土層が分布していることが確認されており、下水道管埋設のた

めに掘削を行った場合、周辺家屋の変状等のおそれがあることも想定されます。下水道

整備に向けては、これらさまざまな問題が混在をしていることから、地元及び関係機関

との調整を含め、今後検討してまいりたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  １０番、後山幸次君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  下水道については、大変水の汚染等の問題がありま

すので、早い時期にこの町内下水道の完成をお願いしたいところでありますが、大変、

西側地区、高岡通りのところは、町長申されますとおり本当に軟弱地盤であると思わ



れますが、一つの方法として蕪坂川の護岸工事がずっとされておりますが、この底張

水路の下に、水路の下にでも配管は引かれるというふうな意見もあるんですが、また

おいおいそういったことについても、付近住民との懇談会で検討していただきたい、

このように思っております。 

 それでは、次に入ります。 

 災害支援物資について、お尋ねをいたします。 

 昨今、日本列島が異常な気象状況によりまして、想像もつかないような豪雨災害が発

生しております。我が町も、津和野町も、平成２５年の大災害で、名賀地区、木部、吹

野地区でも被害が受け、多くの方々より温かい支援を受けて復旧した町であります。 

 今回、西日本豪雨災害で、避難者や消防団員に賞味期限の切れた飲料水２６５本が誤

って配布されたことが、新聞等でも報道されました。善意の行為が、備品等のチェック

機能の煩雑さで、大変不愉快な思いをさせたことは事実であります。私たちも、この新

聞記事を見まして、地域提案型助成事業で、各自治会で防災備品として防災リュックセ

ットが配布された自治会もあるわけでございますが、私のところもこの防災リュックが

配布されております。 

 そして、中身の備品、乾パン、パン、缶詰、飲料水等を出して見ますと、もう既に賞

味期限が切れておりました。自分とこでさえこのようなことが気がつかない、このよう

なことであったわけでありますが、町として災害対策の資器材の種類とか調達体制は、

これは別といたしまして、町の防災用の備蓄食品の種類と数量、保管場所、点検体制、

それで賞味期限の切れたような食品料の処置はどのようにされておるのか、これについ

てお伺いをいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、災害支援物資についてお答えさせていただきます。 

 災害時の主な物資の備蓄状況については、平成３０年７月３１日現在、乾燥米飯３,

２４０食、ビスケット１,５９０食、２リットルペットボトル飲料水２,０１０本、毛布

１,１８０枚、寝袋１６０枚、アルミマットや畳マット等のマット類５００枚、非常用

携帯トイレ１万回分などを、役場庁舎や消防分遣所、各公民館など１５カ所に分散して

保管しております。 

 点検体制につきましては、保管施設、管理者等と連携し、出水期前や避難所開設によ

り使用した際に、数量等の確認を行うこととしております。 

 賞味期限切れの食品の処理につきましては、廃棄することになりますが、賞味期限が

切れるまでの間に防災訓練や各種イベント時の防災意識啓発活動などに活用してまい

りたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  １０番、後山幸次君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  私たち、自分のことでさえ、そういった賞味期限の

切れたものに気がつかなかったということもありますんで、町が仮によその災害地へ



そういうふうな物資の救援をされることがありましたら、徹底的な調査をされて出し

ていただきたい、絶対に津和野町の汚名にならないようにひとつよろしく御配慮のほ

どお願いしたいと思っております。 

 それでは、最後になります歴史的風致維持向上計画についてお尋ねをいたします。 

 津和野町歴史的風致維持向上計画策定協議会が平成２５年度に設立されております。

執行部からも、建設課長、農林課長、環境生活課長、商工観光課長、教育長、教育次長

の５名と一般から１０名の委員で計画策定協議会が設立されております。この会は、法

第１１条第１項に基づく法定協議会であります。また、内部委員として、商工観光課、

建設課、農林課、環境生活課、もとの営業課、これと教育委員会より２名ずつの計１２

名による計画策定委員会として内部委員会も設立されておったわけでありますが、この

協議会で策定され、歴史的風致維持向上計画を、町長は国のほうへ申請をされたわけで

ありますが、国土交通省で津和野町がこの認定をされましたんで、町長が国土交通省へ

行かれて、この認定証を受けとられたということが新聞でも報道されまして、大変名誉

なことでありますが、当時の計画策定協議会は、現在も存続されているのか、この国が

この事業を認定された時点でもう終わりにされておるのか、そのところがわかればお聞

かせいただきたいと思いますが。 

 現在、歴史的風致維持向上協議会、これ１２名の委員で設立されておるようでありま

すが、その前に歴史的維持向上計画策定協議会、何とようわからんのですが、二つある

んですよね、協議会と計画策定協議会と二つあるわけでございますが、この協議会の整

合性はどのようになっておるのかお伺いをしたいと思いますが、そのときに我々に配布

された平面図、構造図を私たちはいただいております。 

 しかし、この図面には、寸法が入っておりません。擁壁等の構造図もありませんが、

詳細はどのようになっているのかわかりません。 

 このような図面を、課長さん、いただきましたね。これ、全く寸法が入っとらん。本

当、わかりません。このような物、何ぼいただいても。 

 ただ、私らもここへＧＬだけは書いてあるので、地盤高だけこれ、記入してあります。

それから拾ってみたようなことがあるんですが、この図面も縮小されておりますので、

スケールで図っても全くわかりません。何ぼに縮小されておるんか、この図面がですよ、

５００分の１と書いてありますが、それはこれは５００分の１と書いてあるのはただ寸

法が書いているだけで、この図面そのものは５００分の１じゃないはずです。スケール

で図ってもそれは寸法は出ません。 

 そういった構造図も全くないのでありますが、この協議会ではこの図面はどのように

して検討されたのか、私が本当、不思議でならないわけでありますが、この図面をもっ

て何回ぐらい協議をされておるのか、それを１点目、お伺いをいたします。 

 また、２点目でありますが、デゴイチ機関車の移設場所と屋根について質問をいたし

ます。 



 駅前の展示されております蒸気機関車は、昭和１４年３月１５日、大宮工場で製作さ

れた機関車であります。デゴイチ型１９４号で、この機関車は全国を走っております。

昭和４６年３月２５日より山口線を走ったＳＬであります。そして、昭和４９年１１月

に国鉄より国民宿舎青野山荘に保存、展示をされ、その後、津和野の駅前駐車場へ移設

されました。津和野の観光の一助として、実に７９年間の雄姿であるわけでありますが、

長年風雪にさらされ、腐食が大変進んでおります。 

 今回の計画で、桑原史成美術館前に移設をされるようでございますが、これは移設し

て少しＧＬから下げられるような計画であろうと思いますが、この路面よりどのぐらい

下げられるのか。そして路面より下げるということは排水の問題があると思いますが、

これはどのようにされるのか。そして、この今の機関車、大変腐食してあれでございま

すが、これを本当に移設できるのか、この機関車が。移設可能であるのか。皆さんが見

られて可能であるというんで計画されたんでありましょうが、本当に実現の可能性があ

るのかどうかお伺いをしたいと思います。 

 整備計画で、この場所に移設される最大の理由が何であるのか私にはわかりませんが、

協議会で決められたことであると思いますが、この屋根の設置について、平成２３年に

私が一般質問で、屋根を設置されたらいかがかというような質問をしたときに、町長、

写真撮影等のアングルの選択に制限が起こるため、各方面の意見を伺いたいと、このよ

うな答弁をされておりますが、あれからすでに町長、７年過ぎました。私がこのことを

杞憂することではありませんが、それでも町長のお考えを聞きたいわけであります。 

 移設後、機関車の前側には回廊が設置されます。道路の横のほうは、今度は駅前線に

接近しますので、横から写真を撮るということは大変難しいようになります。 

 もとのＳＬ館があります。道路の向こうから写真を撮るのであれば、撮影できると思

います。また、大きな機関車の頭部分は駅のほうでありますが、石炭を積む後ろ側が観

光協会の入り口のほうへ向いております。これがいかがなもんか、検討委員会でここが

いいというふうに設計されたんでしょうが、機関車のことについて、ちょっと参考まで

に申し上げておきますが、雲南市でも木次町新市に野外展示の蒸気機関車Ｃ５６の解体

費が議会で出されまして、議会では可決されておるようでございますが、雲南市や奥出

雲町の旧国鉄、またＪＲ西日本のＯＢの方が、約２００名が保存の方向で陳情されたよ

うであります。市は、腐食が余りひどいので、危険なので、解体をするというような結

論を出されておるようでございますが、ＯＢ会は動輪など一部の部品を屋内保存の要望

を出されているようでありますが、市のほうも要望を尊重され、保存に対応するという

ふうに聞いておりましたが、Ｃ５６機関車の動輪も、動輪が６個あるわけです。 

 津和野のデゴイチの機関車も、やがてこのような問題が起こると思うわけであります。

津和野はデゴイチじゃけ動輪が８つあるわけです。これをまた屋内に保存するといった

ら大変なことになろうと思いますが、少しでも長く保存できるように、屋根の設置を考



えられないものか、こういった保存方法の検討をしていただきたいが、どのように思っ

ておられるかお伺いをいたします。 

 そして、３番目でありますが、駐車場のトイレの解体であります。そして今の公衆便

所を解体して、そこへ今度は駐車場の入り口が持って行かれるわけです。今、あるとこ

とからずらして、国鉄の宿舎がありましたが、それを解体されております。そのところ

に新しく駐車場の出入り口をつくるというような計画でございます。 

 町田のＪＲの津和野の社宅を解体されまして、それをその後と、公衆便所を今から解

体して、そこに駐車場の出入り口をつくられる計画であります。じゃけ、今の入り口が

ありますが、それがちゅうかいに北側に寄るわけです。公衆便所を解体されてまで、な

ぜあちらにゲートを寄せられるのか、そうしますと、駐車台数も相当減ってくるんじゃ

ないかというふうに思われるんですが、これについてどのようなお考えかお聞かせいた

だきたい。 

 そして４番目に、駅前をイベント会場にされるわけです。駅舎前はイベント会場とし

て計画をされておりますが、ここイベント会場とするということが、全車両進入禁止と

されるわけであります。 

 現在、あそこへ花壇がありますが、あの前に車どめの対策がされるようでありますが、

全ての車両は駐車場に入り、列車の利用客が回廊を通って駅舎に入る、このような計画

にされております。年間数回のイベント開催のために、駅前広場に車の進入を禁止され

てまで、イベント専用の広場の確保が本当に必要なんであろうか、このように私は疑義

を感じております。年間駅利用客の方は、どのような思いをされているか。 

 そして、今度の計画では、今、機関車があります。あれをのけて桑原史成の美術館の

前に持っていかれるんですが、その機関車のところから駅舎の前の路面、あれから今の

公衆便所が建っているところまでずっと斜めに埋める計画をされております。この勾配

も、この図面じゃ本当に見にくいんですが、４段階何か変えて勾配を変えてすりつける

というふうになっておりますが、この駅舎の出入り口、これから公衆便所のけてそこへ

出入り口をつくりますが、ここまでの勾配が４.９５２％、このような表示がこの図面

にされております。 

 ただ、高さがわかりません。図面にないんで。長さも延長がわかりません。これを計

算していきましたときに、多分擁壁の高さが２メートル３０ぐらいではなかろうかとい

うふうに推測しておりますが、そして、この４.９５２％、それを計算していきますと、

大体四十五、六メートルの長さになるんじゃないかというふうに思われますが、実測し

たわけでもないんでわかりませんが、約５０メートルぐらいの距離になろうかというふ

うに思われます。 

 ただわかるのが、４.９５２％という数字だけが、この図面にうたってあります。そ

してこの緩やかなスロープになろうと思います、５％以下のスロープにされるんですか

ら。このスロープの中央付近に駐車場を設けるというふうに、ここにハイヤー、これや



ら普通の一般の自家用車を駐車させるスペースをとられるようであります。そして、バ

ス等は、入り口から入ってずっと駅舎のほうに回って６メートルほどは広くしてありま

す。そこで車をとめて、お客さんをおろして、回廊を通って駅舎に入るというような計

画であります。 

 本当にここへ駐車場の何だかを置くような、どうせ線引きをされるんでしょうが、つ

い一般の方が駅舎の回廊の近くに車を置いた場合に、バスが回転できない、このような

ことが起こってくるんじゃないかというふうに思っておりますが、今度の入り口から駅

舎まで入るには、勾配でずっと上がっていくんですが、これは自由に入られるわけです。

それで、今の公衆便所があるあのもっと北側に、今度は駐車場のゲートができます。じ

ゃけ大分寄りますので、実際には駐車場の車の台数が減ると思いますが、ただ心配され

るのは、この勾配のついているところに駐車場を設けて、当然バス、ハイヤー、一般乗

用車全部これに入ってきますが、そのような計画で本当にいいんだろろうか。駅前の駐

車場を、勾配をつけてまでそういった計画にしないと、この計画が成り立たないのか、

ちょっとわからんわけでございます。 

 そうして、５番目に、駐車場の入り口を北側に寄せますと、今度は現道と駐車場との

段差が６５センチぐらいたしかなるはずです。これはＧＬをしっかり計算してみないと

わかりませんが、そうしますと、今度は段差が大きく、駐車場に入る、現道からです、

入る段差が大きくなるから、恐らく現道舗装をされると思います。そうすると、かさ上

げ舗装を現道でどのぐらいされるのか、何センチ上げられるのか、何十センチと現道の

舗装を上げられるのか、それについてお伺いをいたします。そうした場合、前に商店も

あり民家もあります。そうしたときの影響が出るんではないかというようなことも危惧

されるんですが、そのことはどのように考えておられるか。 

 最後になりますが、駅前、あそこにずっと入り口が寄りますと、鉄砲丁線があります、

県道の。それからが近くなるんですが、そうすると小川のほうから来たときに、右折レ

ーンのゼブラゾーンがとれるのか、鉄砲丁の三叉路のところから、今度は入口までが大

分近くなります。６メートル、７メートルは短くなるわけですが、そういったところで

右折のゼブラゾーンがとれるのかどうか。 

 そして今現在、石見交通のバス停があるわけですが、本線シフト、これが取れるのか

とれないのか、滞留長、テーパー長というのがバス停には要るわけではございますが、

それはどのような計画の中に入っているのかお伺いをいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、津和野駅前周辺整備についてお答えをさせていた

だきます。 

 津和野町歴史的風致維持向上協議会につきましては、平成２６年１２月に第１回を開

催し、現在１０回開催しております。同協議会については、計画の変更に関すること、



歴史的風致の維持向上に資する取り組みに関すること、計画の進捗状況の計画に関する

こと等について、協議及び提言等を行うことを目的としております。 

 よって、各種関係事業につきまして協議を重ねており、さまざまな御意見や評価をい

ただきながら、最終的には同協議会の提言をもって事業を進めているところであり、津

和野駅前周辺整備に関しましても同様でございます。 

 次に、Ｄ５１機関車の移設場所につきましては、桑原史成美術館前の現ＪＲ津和野駅

前広場を計画しております。同場所への移転については、駅前エリアの広さに対してＳ

Ｌが大き過ぎるため圧迫感があるなど慎重論と、やはりＳＬは駅前に配置し、観光地の

シンボルとすべきといった積極論が、同協議会の中でも繰り返し議論されてまいりまし

た。 

 最終的には、コンペティションにより選ばれた基本デザインを尊重し、観光地として

のメリットを優先すべきとの理由により、同位置への移転が決定されたところでござい

ます。 

 なお、圧迫感を緩和するため、ＳＬ設置位置と駅前広場を分断し、現駅前横断歩道に

通じる形で整備予定であった屋根つき回廊については短くすることで、駅前広場との一

体感を生む改善案を検討中です。 

 機関車本体保全等のために屋根を設置すべきか、写真撮影等を考慮し、現在の展示方

法にすべきかについても、同様に議論を重ねたところでございます。 

 現時点では、設置場所や景観的な観点等、総合的に検討した結果、屋根設置をする計

画にはなっておりません。 

 次に、現在の駅前ロータリーは、歩行者用広場、車両進入不可の歩行車用広場とし、

ロータリーについては現在の駅前第一駐車場の一部、駐車場トイレ解体後の跡地、ＪＲ

津和野宿舎跡地に整備予定であります。駅前周辺広場を全体的に検討し、実施設計を行

った結果、現在の駅前第一駐車場の出入り口よりも北側へ、ロータリー及び駅前駐車場

の出入り口を移動する計画になっております。 

 当然、周辺道路の状況等も調査し、設計に反映させております。 

 次に、ロータリー駐車場及び回転場については、基本的にユニバーサルデザイン等を

遵守し、歩道に階段をつけないこと、勾配を５％以下にすること、ロータリーにおいて

駅近接エリアでのバス等の乗降ができるよう配慮し、設計を行いました。 

 その結果、南北方向の勾配については、議員御指摘のとおりの勾配になっております

が、東西方向の勾配は１％程度にしており、車両の駐停車に支障を来すものではないと

考えます。 

 次に、現道のかさ上げ舗装については、排水や周辺民家への影響等を考慮し、かさ上

げを最大で３センチメートル（道路センター部分）としております。現況の段差につい

ては、整備箇所内で地盤高調整を行い、すりつける計画にしております。 



 次に、右折車線形状の決定については、道路構造令に準拠し、設計速度等に基づいて

行います。出入り口をなるべく北側にしたほうが、ロータリーの面積、勾配についても

条件的にはよくなりますが、近接する交差点も考慮する必要があり、検討した上で出入

り口の位置を計画しております。 

 バス停につきましては、ロータリー内で計画しており、町道本線上での停車は想定し

ていないため、バス停本線シフト区間の計画はしておりません。 

 なお、事前に通告をいただいておりました質問に加えて、詳細な御質問もいただいて

いるところでございますが、その詳細なところの回答につきましては、担当課長からさ

せていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  後山議員に御質問いただきました点について、追加

で御回答をさせていただきたいと思います。 

 まず、歴史的風致維持向上推進委員会と協議会の違いでございますが、まず町長より

回答いたしました２６年１２月に第１回を開催し、１０回行ったものにつきましては、

これ歴史的風致維持向上協議会の回数でございます。 

 これに先立ちまして、平成２６年の７月２２日を最初としまして、計４回を開催して

おりますが、歴史的風致維持推進検討委員会というものを行っております。これにつき

ましては、いわゆる役場内部関係各課と県都市計画課等の今計画を認可また協議いただ

いておる部局でございますが、部署でございますが、そちらとの内部協議的なものを主

体とさせていただいて、まずこの歴史的風致維持向上計画が役場関係各課として全体の

調整をして、いかがなもんかということを検討したものでございます。 

 この内容を受けまして、平成２６年の１２月１日になりますが、この歴史的風致維持

向上協議会を開催をして、今度は外部の皆様、有識者、県商工会長さん、また景観審議

会の会長、文化財保護審議会、民族芸能保存協会、登録有形文化財保持者の会、観光協

会、都市計画審議会、公民館長、また県の都市計画課長、文化財課長、また副町長まで

が委員としておりまして、あと津和野町関係者として、先ほどございました関係各課が

参加をいたしまして、会議を行ってきております。そういった形で、この協議会の整理

についてはつけておるというところでございます。 

 次に、何回か御提示をさせていただいております計画平面図でございますが、ちょっ

とこのスケールについては、皆さんにより扱いやすいようなサイズにしようということ

で小さくしておりますので、もとのサイズとの比較ということで５００分の１では当然

ないわけでございますが、ここのあたりはちょっと現状ではわかりかねる部分がござい

ます。今後、議会、事務局等々も協議をしまして、適切な手続のもとに、実際の平面図

等がお渡しできるようであれば、また改めてお渡しをしたいと思います。 

 それと、この当初何度かお渡ししております計画平面図につきましては、時期的なも

のもあって基本計画の部分だろうと思っております。実施計画もできておりますので、



より詳細な図面についてということも可能かというふうに思っておりますので、よろし

くお願いをしたいと思います。 

 次に、デゴイチを新たに桑原史成前のほうに移転をするということで、若干ボリュー

ム、大変スケール感が大きくございますので、あのまま平面に設置しますと、なかなか

ちょっと高さ的に圧迫感もあるということで、少し下げたいという意向がございます。

この下げる部分につきましては、町道沿いに駅前線沿いに通っております側溝の深さ当

たりと調整をしながら、その下げる高さについては検討をしておるというところでござ

います。当然、下げた部分に雨水等たまった部分が排せつできんようでは当然困ります

ので、そのあたりも十分配慮したものにさせていただきたいというふうに思っておりま

す。 

 次に、駅前を封鎖して歩行者専用広場にしてまで、また駐車台数を減してまでロータ

リーを動かす必要があるかという点でございますが、これをまず、計画をつくりました

大前提が、いわゆる駅前の安全対策というものが大きな問題となっております。ＳＬが

到着時等の一番混雑期になりますと、路線バスさらには観光バス、一般車両等が交差点

も隣接をしております駅前広場に、いろいろな車が集中しまして、またその間を歩行者

の方が歩かれるというようなことで、いつ事故が起きてもおかしくないような状況にな

っております。 

 たびたびこのことについても、観光バスやいろんな事業者の皆さんからも、何とか改

善できんかいうようなことで御意見も賜っているところでございまして、まずこれを改

善するということで、人と車を分離したいという部分から、こういった計画となってき

たというところが事実なところでございまして、そういった部分では、今後これを進め

ますと、人と車の動きがある程度整理ができるのではないのかなということでございま

す。駐車場の台数の減少につきましては、この計画を練る段階で、平日また繁忙期、ま

た休日等の駅前第一駐車場に対します駐車台数の調査等も季節ごとにある程度行って

おります。その部分でいきますと、押しなべてハイシーズンになりますと、そこには入

れないというような状況も出てくるわけでございますが、これもう全町内的でございま

して、より中心部に駐車をいただくのも町内を回遊する上では有効かとも思いますが、

全体的に押しなべてみますと、大体３８％程度の利用しか上がってきていないというの

が正直なとこでございまして、そういった部分では、ある程度台数を減少しつつ計画を

することもやぶさかではないのかなという思いでおります。 

 さらには、少し南側に寄りますが、桑原史成写真館の後方になりますが、今、土の面

でございますが、こちらも駅前第２駐車場という位置づけをしております。月決めの駐

車場ではございますが、今後こちらからの進入ということも、駅前に対するＪＲ関係の

車も含めて進入はそちらからということになりますで、そちらあたりも整備をする中で、

月決め以外の部分での駐車スペースというようなものも考えていく必要があるのかな

という思いでもおります。 



 次に、御質問のありましたかさ上げについてでございますが、かさ上げについては、

町長の回答では３センチというふうに申し上げております。一見、駅前を通っていただ

きますと、ＪＲアパートがあったところと比較すると、当然駐車場のほうがかなり高く

見えるんですけれど、これはＪＲアパート自体が駐車場よりもかなり高くなっておりま

して、あの部分を削って駐車場スペースに合わせますと、かなり逆に若干低いかという

話もあるぐらいで、かなり低くなってまいります。その上での３センチのかさ上げとい

うことですりつけをしていけば、何とかなるのかなというところで計画をさせていただ

いております。 

 また、駐車場のそれぞれの一般車両等も今後は要は屋根のついた回廊で、そこにバス

がとまって、乗降客もそこからぬれないで駅舎のほうに行けるということになりますし、

当然バスがとまっていない時間は民間の一般車両もそこにつけてということができま

す。ユニバーサルデザインというものを考慮しまして、階段等は設けずにバリアフリー

で駅まで行けるという形は、この上では整ってくるのかなということでございます。 

 また、現在の駐車場も一回大きくトイレ方面に迂回をして駅に向かうということにな

りますが、これについても直接駅方面に歩いて来れるという形も考えられるのかなとい

うところでございます。 

 最後に、石見交通のバス停でございますが、現在まではＪＲの所有地となっておりま

す駅前ロータリーですので、石見交通さんの場合は、路線が競合する部分については乗

り入れができないという状況になっております。ただ、今後は、町所有のロータリーと

なりますので、石見交通の車においてもロータリー内に入っていただくことができるの

かなという思いでおります。 

 その上で、つわの暮らし推進課のほうでも検討を進めておりますが、町営バスや防長

バス等も含めて、全体のバスについてよりわかりやすい時刻表で一体的に整備をすると

いうことも検討をしておるところでございます。そうして、より利用者の皆さんに御理

解、また利用しやすいバス停というものも実現できるのかなというところでございます

ので、本線においてのバス停については、シフト区間については検討しておらないとい

うところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  １０番、後山幸次君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  いろいろ御答弁ありがとうございましたが、町長の

答弁にはありましたが、そりゃ東西は１％ぐらいの勾配なんですが、南北についちゃ

先ほど言いました相当な勾配がつくわけであります。スキー場をつくったんかという

ような悪口を言われかねないような勾配でありますが、この勾配の中で駐車スペース

を設けるというのはいかがなもんか、ハイヤーから一般送迎の車がこの中にはとめる

わけですから、そうしたときに今、課長言われましたように、石見交通の路線バスが



中に入ってくるということになると、普通の車をとめると、あそこで回ることができ

ないようになろうと思います。 

 今のＳＬが今、あるところのほうの擁壁は、２メートル３０ぐらいから２メートル５

０ぐらいの高さにずっと擁壁がつくわけですから、それも幅員も歩いて狭くなります。

線路のほうも擁壁をつけんと、線路まで埋めるわけにいきませんので、両方擁壁をされ

るわけです。 

 そうすると、そこへ普通の石見交通のあの大きなバスが、本当にここで旋回できるん

かというふうな考えも、私にはあるんです、本当に。そういった駐車場へ、一般の送迎

バスの人がつい車を置いとったら、絶対路線バスは回ることができないと思います。そ

の規制をどうするのか、標識でやるんかどういうふうにされるんか、年中ガードマンを

つけておくわけにもいかんと思いますが、そういったことの配慮も今後されていってい

ただきたい。 

 それから、今の３センチの道路のかさ上げでありますが、３センチぐらいじゃかさ上

げとは言わんとは思うんですが、これは実際、ここのＧＬだけはわかるんです、この図

面で。そうしますと、６５センチぐらいの段差があろうと思います。そうすると、駐車

場に入るの、大分急になろうと思いますが、そのために舗装を現道舗装されるんだろう

というふうに私は理解しとったんですが、どうもそのようなことではないようなふうに

ありますが、何せ、出入り口が急坂になると事故も起こりますんで、ひとつその点も十

分検討していただきたい、このように思っております。 

 そして、ＳＬでございますが、ＳＬをあそこへ持っていかれるということは、今の排

水まで下げるという、側溝があります。あそこまで下げるということは、ほとんど動輪

が見えなくなるぐらいまで下へ下げられるんじゃないかというふうに思うんですが、そ

んとに下げたらＳＬ見に来ても何の意味がないようになるような気がします。少々高く

ても、今の路面の上に置かれるぐらいの配慮がいただきたい。７９年間もこのＳＬが津

和野の観光に役立ってくれたんですから、ひとつ屋根ぐらいは配慮をしていただきたい。

景観が云々じゃないです。これがもしか腐ってあれを解体するようになったら、津和野

の観光の一助にはならなくなるわけです。そういったことも考えて、少々写真撮影がど

うじゃこうじゃない、私はプラスチックの、透明性のある、屋根でもして、一日でも長

い保存を願うもんでありますが、もしか屋根をしてやろうというふうなお考えてあれば、

答弁をいただきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  まず、勾配とロータリーの問題でございますが、こ

れにつきましては、確かに基本的な駐車につきましては、現在の桑原史成の駅前のイ

ンターロックの部分についても、本来は私も聞くところでございますが、駐車場では

なかったというお話もちょっとお聞きをしております。そこへ、なし崩し的に駐車す

るスペースになってしまったという部分も、ちょっとお聞きをしておりますが、あく



までも一時停車と、乗降のための一時停車ということでございますんで、ずっと駐車

するスペースにはならないという部分で、基本的には２０分なりは無料でございます

んで、駅前の駐車場を使っていただきたいというところでございます。 

 ただ、ロータリーで回る部分の中心部に一定の駐停車スペースは確保できるのかなと

いうふうに思っております。 

 それと、ロータリー幅、確かに現状見るとなかなか狭いように感じるんですが、あの

駐車場の奥側に、駅舎側のほうにトイレの合併浄化槽がございます。この合併浄化槽に

ついては、この駅前が整備進む上で、下水道に接続いたしますので、これを除去いたし

ますので、その分、奥側についてもいわゆる幅が広がってくるというところもございま

すんで、そのあたりもひとつ御認識をいただければというふうに思っております。 

 あと、屋根につきましては、これも先ほど申し上げましたように、歴史的風致維持向

上協議会の委員の皆様の御意見等も伺いながら、これまでの１０回の中でかなりの回数、

いろんな話が出ては消え、いろんな形で本当に屋根のことも検討しました。してまいり

ましたし、転車場あたりに持っていけないかというような話もいろいろ含めて検討した

ところでございますが、最終的にはあそこにやはり今の現在の計画する桑原史成前に設

置して、観光のためには当面屋根つきでないということを前提で、皆様から御意見をい

ただいておるという、集約する上ではそういう御意見になっておるというところでござ

います。 

 町としましても、当然貴重な財産でございますんで、現在定期的に塗装をするという

ことを、ＪＲの関連会社にお願いをしておるところでございます。その関連会社に言わ

せますと、大変このような状況で、状態がよく、いわゆる本当に走っているＳＬ並みの

風情で残せるというところはなかなかありませんよというような御意見もいただいて

おります。どうしてもほかで塗ってあるのは、素人の方が塗られると、何かちょっとお

かしな、実際に走っているものとは違ったものになっているというようなこともござい

まして、そういった部分にも配慮いただきながら、専門家の意見を交えてメンテをして

おりますので、今後ともそのメンテは必要なものだとして続けてまいりたいというふう

に思っておりますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  １０番、後山幸次君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  課長さんの答弁に反論するんじゃないですが、私ら

がいただいたこの絵の中にも、ハイヤーを２台、普通乗用車を８台置くというふうな

絵まで描いていただいておるんですから、これが課長言われるように、違うんならこ

ねな絵を描くことはないし、字やなんか入れるべきじゃないと思うんです。もっと、

このまた本設計の図面もあろうと思いますので、またいつかの時点で提示していただ

きたい、このようにお願いをいたしまして、一般質問を終わります。ありがとうござ

いました。 

────────────・────・──────────── 



○議長（沖田  守君）  以上で、１０番、後山幸次君の質問を終わり、本日の日程全

て終了させていただきました。 

 本日はこれで散会といたします。 

午後２時 56分散会 

────────────────────────────── 
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午前９時 00分開議 

○議長（沖田  守君）  おはようございます。昨日に引き続きお出かけをいただきあ

りがとうございます。 

 これから、３日目の会議を始めたいと思います。 



 ただいまの出席議員数は全員の１２名であります。定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（沖田  守君）  日程第１、会議録署名議員の指名。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、６番、丁泰仁君、７番、御手

洗剛君を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．一般質問 

○議長（沖田  守君）  日程第２、一般質問。 

 昨日に引き続いて、順次発言を許します。 

 発言順序６、２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  議席番号２番、米澤宕文でございます。 

 通告に従い、質問をいたします。 

 まず初めに、津和野城山遊歩道整備の進捗状況並びに今後の整備計画を問います。 

 昨年、津和野町森村出身の東京で会社経営者の方が、津和野城山遊歩道一帯の整備に

７億５,０００万円を津和野町に寄附をされました。このことは、旧津和野町、旧日原

町そして合併後の津和野町において、これほど高額な寄附は、私の記憶では前代未聞の

出来事と思っております。また、奇跡に近い出来事と感激しているところでもあります。 

 平成３０年１月２４日の全員協議会で、事業の測量、調査、設計などの委託料、事業

として１番、大手道修復。２番、トイレ、休憩所整備事業。３番、遊歩道整備並びに樹

木等維持管理業務。４として、本丸・出丸ライトアップ事業。５として、町道城山線改

良事業の五つの事業の３２年度末完了の実施期間が示されました。 

 平成３０年２月７日、第１回町議会臨時会議の一般会計補正予算（第８号）の総務費、

総務管理費で、津和野城山整備事業費３,７７１万８,０００円の測量等業務委託料が計

上され、可決されております。 

 補正予算可決後の７カ月を経過しますが、その後の進展を質問いたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、皆さんおはようございます。本日もどうぞよろし

くお願い申し上げます。 

 それでは、２番、米澤議員の御質問にお答えをさせていただきます。 

 津和野城山遊歩道整備の進捗状況についてお答えをさせていただきます。 

 津和野城山中国自然歩道等整備を含む津和野城山整備プロジェクトにつきましては、

議員御指摘のとおり、大手道の修復整備、トイレ、休憩所の整備、中国自然歩道整備、

樹木等の適正な維持管理、本丸・出丸のライトアップ、町道城山線改良の五つの事業に



ついて取り組むこととなっております。平成３０年２月の臨時議会で関連補正予算を可

決いただいた後、自然環境立木調査業務及び中国自然歩道測量業務の発注を行い、繰り

越し事業として現在進行中でございます。 

 自然環境調査については、春季、夏季の現地調査は既に終了しており、秋季の現地調

査後に調査報告書が提出される予定であります。立木調査については、７月に中国自然

歩道の沿線分の現地調査が終了しております。中国自然歩道測量業務については、現在

も測量作業を行っており、残りの作業は縦横断測量のみとなりました。 

 一方４月以降で、文化庁の調査官に来庁いただき、整備基本構想レベルでの現地確認、

さらに島根県自然環境課に対し基本構想を説明の上、これからの手続について協議を行

ったところでございます。 

 今後、この調査、測量をもとに、８月に発注しました基本設計及び技術支援業務によ

り、プロジェクトに関係する各課が協議・申請に必要な資料、基本設計等の調整を行い

ます。その上で、基本設計の途中段階とはなりますが、年内をめどに文化庁、その後、

県自然環境課と事前協議を行う予定でございます。 

○議長（沖田  守君）  ２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  ８月発注の津和野城山整備プロジェクトの基本設計の

完成期日はいつごろの予定でしょうか。 

 もう一つ、本丸・出丸の間に整備のトイレは、特に女性の方に優しく思いやりのある

設備と思います。これまでも困っている方を随分見かけたことがあります。もちろん男

性にも思いやりある設備ですが、設備は構造としてはバイオトイレでしょうか、または

水洗式になる予定でしょうか。この２点、お願いします。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  中国自然歩道の基本設計につきましては、現在進行

中でございますので、町長の答弁にもございましたように縦横断測量のみとなってお

りますので、もうしばしの時間、年度内は大丈夫だとは思っておりますが、それあた

りである程度は出てくるのかなというふうに思っております。 

 トイレはまた、関係課の課長のほうから説明をいただきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  トイレにつきましては、現在まだ場所等を、先日現

地踏査を関係する各課が上がりまして、現地等確認をしたところでございまして、ま

だ具体的にバイオトイレになるか、いわゆる合併浄化槽を設けた上でになるのかとい

うあたりについては、まだまだもう少し検討が必要なのかなというふうに思っており

ます。なかなか御利用になる観光客の皆様の人数あたりを想定すると、バイオトイレ

自身もなかなかちょっと厳しい部分もあるのかなとは思っておりますが、もうしばし

お時間をいただきたいというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  ２番、米澤宕文君。 



○議員（２番 米澤 宕文君）  このトイレが完成しますと、女性登山者が一段とふえ

るものと予測できます。できれば水洗のほうで進めていただくと皆さんが喜ばれると

思います。よろしくお願いします。 

 次に、初代吉見氏の時代の登城道が喜時雨にあり、小学校のとき登った記憶がありま

す。約３０年後ぐらいに再び登ってみようと登城を試みましたが、倒木と道の崩壊で道

らしい道がなく、引き返したことがあります。今のうちなら地元の方は、登城道の道筋

を知っておられると思います。地元もまた私の友達も、小学校のころ登ったという方が

何人もおられます。この津和野城山遊歩道整備、これにあわせて町が復元の整備をされ

てはいかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  吉見氏時代最初の登城、いわゆる正門になる部分は、言わ

れるように喜時雨側でございまして、その後、正面を津和野側のほうへ変えたという

過去の歴史があるようでございます。私も小学校時代ではありますけれども、喜時雨

側まで歩いていって、喜時雨のいわゆる昔の登城道を上がった記憶がございます。今

からもう四十数年前、５０年近く前になろうかと思いますが、そのときももう既に、

倒木等で途中いろいろ障害がたくさんあって、上へ上がるのに往生した記憶がござい

ます。それからもう何十年もたっているわけですので、さらに荒廃をしているだろう

なというのは予測がつくわけでありますが。今、喜時雨側のほうは、まず、国の指定

のほうから見直しをかけてやらないといけないというふうになると思います。で、現

況調査をしっかりした上で、指定をとってでないと町での復元とか、そういう形はな

かなかすぐには難しいだろうなというふうに思っております。仮にできるとしてもか

なり、国の補助金がつくまでということになると、上の石垣工事が一段落をしないと、

多分そこへ手をつけることにはならないのではないかというふうに思われますので、

５年先、１０年先で簡単に補助金をもらってつけるということにはならないのかなと

いうふうに想像するところでございます。 

○議長（沖田  守君）  ２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  この喜時雨側は、後田側と違いまして、高低差も、も

う見た目でそこが城山です。それほど難しい工程ではないと思いますが、ぜひとも復

元を、石垣工事終了後していただくようお願いをいたします。 

 関係法令の文化財保護法、都市公園法、都市計画法、森林法、景観法、県立自然公園

条例などの手続が大変複雑で煩雑で大変とは思いますが、津和野城山遊歩道整備計画の

とおり、２０２０年度末の完成を目指し、各審議会もあると思いますが協議をできるだ

け円滑に運んでいただき、そして前向きに各事業を進められることを期待いたします。

そして、決定しました事業はできるだけ早く着工し、早期の完成を、この津和野城山遊

歩道整備に寄附された方も楽しみにしておられると思いますので、できるだけ早目の完

成をよろしくお願いいたします。 



 それでは、２番目の質問に入ります。 

 ２番目は、国道９号線沿いの津和野町環境整備計画の作成ということで質問をいたし

ます。 

 国道９号線は、城下町津和野を眺める絶好の場所であります。ここを通過する車がぜ

ひ立ち寄りたいと思わせる環境づくりが必要であります。現在、国道９号線を通るとき

見えるのは、廃屋と雑木林や竹林が主であります。津和野城山整備事業が進む中、９号

線からすばらしい山城の津和野城跡が見えることは、観光津和野にとって大きな観光振

興の一つになります。 

 国道９号線沿いの廃屋整備や樹木、竹林伐採などの津和野町環境整備計画──これは

仮称ですが──は立てられておりますか。このことについては過去に同僚議員が質問も

されております。これが１点目です。 

 次に、樹木の伐採について質問をいたします。これは日本３大稲荷、また５大稲荷の

一つ太皷谷稲成神社の大鳥居が中座の国道９号線沿い脇に建っております。私もちょっ

と勉強不足でしたが、太皷谷稲成神社は日本３大稲荷の中にも入ると記述があります。

それは今から説明をさせていただきます。 

 稲荷神社は全国に３万２,０００社あり、日本の神社の中で最大の勢力を持つとされ、

総本社は京都の伏見神社であります。この中で３大稲荷は、京都の伏見稲荷は当然とし

て、これから言います四つの神社の中から二つを選ぶそうです。一つ目は茨城県の笠間

稲荷、二つ目は大阪の瓢箪山稲荷、三つ目が島根県津和野町の太皷谷稲成、四つ目が佐

賀県の祐徳稲荷、この四つの稲荷神社から２社を選ぶ形が多いようであります。したが

って、この２社を選んで日本３大稲荷と言われるようです。もし、この３大稲荷に入ら

なくても５大稲荷の中には入ります。この３万２,０００社の中の例えば５大稲荷、す

ごいものであります。 

 そして、９号線脇の大鳥居の建立者は、北九州市門司区、富山耕一氏の記名がありま

す。これは、明治１００年記念で昭和４３年１１月に建立されたものであります。鳥居

根元の柱周囲は６メートル、直径１.９メートル、高さ１７メートル、横幅２６メート

ルの巨大さであります。 

 しかし、近年、大鳥居周辺の樹木の成長で、城下町や、８月４日開通しました中座バ

イパスそして太皷谷稲成神社の駐車場、そして今後整備されます城山遊歩道からも上部

しか見えなくなっております。緑に鮮やかに映える朱の大鳥居です。観光津和野のシン

ボルの一つと言えます。この周辺の樹木の伐採を所有者の御理解をいただいて伐採し、

津和野らしい景観の維持に努めるべきではないでしょうか。 

 ちょっと写真の紹介をさせていただきます。これが９号線脇の大鳥居です。皆さん見

られたことはもちろんあると思います。そして、これが津和野高校そばの駐車場から撮

った写真です。もうほとんど見えません、上部だけです。この状態でかなりの年数がた

っております。杉は成長が早いので、もうどんどん隠れていくと思います。 



 ということで、景観の維持に努めるべきではないでしょうかということを質問いたし

ます。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、国道９号線沿いの津和野町環境整備計画（仮称）

作成についてお答えをさせていただきます。 

 議員御指摘の国道９号線沿いの廃屋等については、津和野町歴史的風致維持向上計画

において見晴らし広場整備事業として、解体・跡地整備を盛り込んでおります。しかし

ながら、所有する民間事業者との権利の調整や計画策定後に平成２５年災害復旧事業が

発生し、財政状況が厳しく変化したことなどから、実施については中期財政計画を精査

するなどし、慎重に今後判断をしてまいりたいと考えております。 

 次に、樹木、竹林の伐採についてですが、津和野町景観計画の中において、景観計画

区域における行為の制限に関する事項として、「周辺の景観に配慮し、皆伐や大規模な

木竹の伐採は避ける」という記述があります。同様に、景観の形成に関する方針として、

「青野山・城山等の象徴的景観の見通しを保全する」との記述もありますが、町環境整

備計画としては策定されておりません。 

 議員御指摘の国道９号線沿いの大鳥居ですが、町なかから仰ぎ見るその壮観な立ち姿

は、まさに観光地津和野のシンボルの一つでもあります。以前にも大鳥居の下を通る県

道柿木津和野停車場線沿いの竹林について、支障木の伐採として駆逐した経過がありま

す。大鳥居周辺の針葉樹の伐採については、所有者の御同意があれば、１０本当たり３

本の割合で間伐を行うことが可能であり、森林組合の事業協力を前提に比較的少ない予

算で対応ができます。一方で周辺を皆伐することとなれば、景観条例も考慮しつつ、財

源の検討も必要となります。県道の中座バイパスの開通により交通量が少なくなったた

め、伐採作業は比較的容易になることを想像しますが、以前に、竹林の駆逐の際には、

所有権の登記が更新されておらず、断念をした箇所もございます。 

 今後、地権者の調査等、可能性の有無について、商工観光課と農林課の連携により、

具体的に進めてまいりたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  ２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  関係する周囲の山林を町が購入するなどの措置で、視

界の障害を将来的にわたり取り除くことが重要ではないでしょうか。なかなか難しい

かもしれませんが、購入ということは考えられませんでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  今回の場合、景観をある程度確保するということで

あれば、町長の答弁にもございましたように、所有者さんの御同意をいただいた上で

の間伐と、竹林の保全維持管理という部分の間伐をして視界を確保するというやり方

と、あと立木補償という形になるでしょうか、町としてその樹木を買い上げるという



形での対応も可能かと思います。敷地自体を確保するまでの必要性は、そこまでの考

えはなくても大丈夫ではないかなというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  米澤君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  できますれば買い上げて、樹木を今後植えられない方

向でいきますと、この景観維持ができるのではないかと思いますが、御検討をよろし

くお願いします。 

 次に、９号線の廃屋と雑木林や竹林の整備は、津和野町歴史的風致維持向上計画に盛

り込んであるとのことではありますが、津和野城山遊歩道整備の津和野城跡ライトアッ

プ事業が完成しても、国道９号線を通行の車からは廃屋や樹木でほとんど見ることがで

きません。唯一停車して見られるのは、国道９号線と県道柿木津和野停車場線、この交

差点交点にありますレストランの駐車場のみであります。津和野城山遊歩道整備事業が

２０２０年度、つまり平成３２年度完成の機会に合わせ、見晴し広場整備や樹木等伐採

可能な箇所は伐採を進めるべきではないでしょうか。これが見えることによりまして、

やはり津和野におりてみようと、ライトアップ、そのような相乗効果も生まれてくると

思います。伐採可能な箇所は伐採を進めるべきではないでしょうかということで質問い

たします。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  議員の御指摘でございますが、おっしゃるとおり国

道からのある程度眺望が確保できるというのは大変観光にとっても有益なことだと

いうふうに考えます。ただ、繰り返しにはなるかもしれませんが、町長の答弁にもご

ざいましたように、いわゆる所有者さんの御意志として、ある程度間伐に御協力いた

だけるということであれば、それはまた比較的簡単に──簡単と言いますか──ある

程度森林組合等の協力もいただければ進められるということはあるかもしれません。

ただ、皆伐というか、ある程度町として伐採をするということになると、それなりの

財源の確保も必要になってくるのかなというとこだと思います。ただ、これもまず、

検討を具体的に農林課とも協力をしながら進めてみたいというふうに思いますので、

また今後の中で、御報告できることがあれば御報告をさせていただきたいというふう

に思います。（「見晴らし台広場の２年後の完成は」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  見晴らし台広場につきましては、町長答弁ございま

したように、計画策定後の財政状況等が災害復旧、またＦＴＴＨの更新等いろいろ、

ケーブルテレビの更新等いろいろございまして、若干中期財政計画の部分でも、今後

にある程度財政の逼迫する状況を考えますと、今の時点でいついつまでということが

なかなか申し上げにくいとこございます。今、国、県等との協議も必要になってまい

りますが、もうしばし、判断までお時間をいただきたいというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  ２番、米澤宕文君。 



○議員（２番 米澤 宕文君）  これから２年間で、これを仕上げるというのはなかな

か難しいかもしれませんが、やはり見るとこがない、せっかくのライトアップしても。

できるだけ早めの──所有者もありますので難しいかもしれませんが──対応をお

願いしたいと思います。 

 ライトアップにつきまして、最初のとき聞けばよかったんですが、これは年間通して

ライトアップでしょう、もしくは土日、祭日をお考えでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  現時点では、本丸及び出丸について周辺をというこ

とになりますので、喜時雨側からも見えるようにというようなことも意見としては出

ておりますが、具体的にどの位置にライトを置いてというようなことは、まだ正直決

まっていないという状況でございます。自然環境調査等も今行っておるところでござ

いますので、そのあたりの結果を見て、自然環境に影響のない形していかんといかん

と。そうなったときには、ライトの個数あたりもまた決まってきた中で、年間かかる

ランニングコストあたりも出てくるということになるのかなと思います。できるだけ

当然長い期間、ライトアップができるにこしたことはないと思っておりますので、昨

今、ＬＥＤで比較的消費電力も少なく済むということもございますので、そういった

今後の個数あたりも考えつつ、実際にライトを点灯できる期間等についてもコスト計

算しながら、また具体的に決めてまいりたいというふうに思います。 

○議長（沖田  守君）  ２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  先ほどもちょっと言いましたけど、吉見氏時代の表玄

関であります喜時雨側からも、ぜひ見えるような配慮をしていただきたいと思います。 

 次に、３点目に入りますが、なごみの里裏県道斜面に芝桜植栽で一層の観光振興を図

るべきではないでしょうか。 

 平成３０年８月４日、日曜日に、津和野の南の玄関口、県道柿木津和野停車場線の中

座バイパスが開通しました。このことにより、九州・山口からの来町者には大変便利な

バイパスとなります。中座バイパス完成に合わせ、７月になごみの里中座バイパス斜面

の大きな樹木が伐採され、また生い茂った雑草が刈り取られました。この樹木はもうか

なり長い間に、直径が大体２０センチ、３０センチのネムノキが主体でありました。き

れいに片づけております。さらなる観光振興の絶好のチャンス到来と思っております。 

 南の玄関口中座バイパスをおり、右折し、町の観光のメーンの殿町方面に向かうと、

一瞬で広大なお花畑が出現します。現状のままで観光振興を図るより、何かを仕掛ける

べきだと思っております。周南市の鹿野町では、田の斜面を利用して芝桜を植栽し、入

場料をとっておりますが、桜満開の時期には多くの見物客でにぎわっております。広島

県の世羅町でもかなりの広範囲でやっておりますが、ここはいろいろの花がありますが、

ここは露地植えの芝桜で手入れが大変だと思っております。 



 中座バイパスの開通に合わせた県道斜面の草刈りなどの整備に合わせ、さらなる観光

客誘致のため芝桜の植栽を提案いたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、なごみの里裏県道斜面に芝桜植栽で一層の観光振

興を図るべきとの御質問にお答えをさせていただきます。 

 去る８月４日には、島根県当局、国会議員を初め関係者の方々の御臨席を賜り、一般

県道柿木津和野停車場線中座工区の完成を祝し、開通式を挙行させていただいたところ

でございます。同日供用開始となり、町民の念願でありました津和野の南の玄関口が整

備されたこと、関係者として喜んでいるところでございます。この中座工区の完成によ

り、中国縦貫自動車道六日市インターチェンジからのアクセスルートや主要地方道萩津

和野線と接続、主要地方道津和野田万川線との接続など、広域ネットワークの形成がな

され、周辺地域の物流、観光など地域産業の発展に大きく寄与するものとして期待をし

ているところでございます。 

 このような中で、萩津和野線と接続をする道の駅なごみの里付近の県道の広いのり面

について、議員から貴重な御提案をいただきました。こののり面に芝桜の植栽で南の玄

関口を通られる来客者へのお出迎え、お見送りにふさわしく、また人々の心を和ませ楽

しませてくれる憩いの場の創出は、本町の新たな観光スポットとして検討するに値する

ものと思っております。島根県津和野土木事業所に対して、こののり面の管理について

伺ったところ、議員御提案の芝桜などの植栽については申請をしていただければ許可で

きるとの話をいただいておりますが、その管理について地元での対応をお願いしたいと

のことでありました。また、なごみの里裏に見える県道ののり面は、面積にして約１万

７,８００平方メートル、延長は約４８０メートル、のり長は平均で約４０メートル弱

となっております。広大な面積で植栽管理していくこととなれば、相当の費用がかかる

のではないかと思っております。植栽の範囲、維持管理を担う団体はどこにお願いでき

るのか、また、年間維持管理費の捻出など課題は多いと思っております。 

 町としては御提案について、県や関係団体等とのその可能性について検討してまいり

たいと思っております。 

○議長（沖田  守君）  ２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  確かに、周南市の鹿野町などと違いまして、入り口で

見物料を取るというわけいきませんが、そのかわりこれほどの芝桜の植栽ができると

思っております。ここに入れましたハートは、やっぱり津和野は鯉の町ということで、

ちょっとそれを入れてみました。現状のままでは大幅な観光客誘致はなかなか難しい

と思われます。投資なくして繁栄は望めないと思っております。そして観光客や町民

の憩いの場としても活用できます。 

 管理や植栽方法が難しいかもしれませんが、現在の芝桜植栽方法は、鹿野町に行かれ

てもわかりますが、防草シートを張りまして、その間を切れ目入れる、そこに植えるだ



けです。これで意外に簡単で施肥は必要ないと聞いております。またこの斜面に幅員１.

２メートル──これは排水路ですが──コンクリート製の排水路が４本走っておりま

す。ここで、この道を利用して小型の重機が樹木の伐採とかした木々などの搬出をやっ

ておるのを見ております。芝桜の植えつけ時期は、秋の雑草の勢力が衰える９、１０、

１１月がよいとあります。そして、芝桜開花時期は４月、５月、ゴールデンウイークの

時期であり、観光津和野の集客のチャンスであると思っております。各種のイベントで

集客をすることも効果があるとは思いますが、これは１日、２日で終わると思います。

芝桜は１カ月は開花し、集客効果は絶大であります。 

 さらに写真を見ていただいた後に質問しますが、芝桜植樹の計画を立てられてはいか

がでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（木村 厚雄君）  米澤議員さんのほうから、画期的と言いましょうか、貴

重な御提案をいただいたところであります。 

 先ほど、町長の答弁の中にありましたこののり面、１万７,８００平方メートルあり

ます。御紹介のありました山口県の周南市の鹿野、ここは田園のところに芝桜が植栽さ

れておりますが、ここが調べますと約１万平方メートル、しかも田のあぜの部分です。

これはこれで非常に見応えがあるものだというふうに思っております。そことここのな

ごみ温泉の裏、県ののり面ですが、県ののり面ではございますので、のりの勾配が１割

８分というふうに聞いております。中には先ほど議員さんのほうからありました小段も

あります。で、植栽をしていく管理なんですけれども、先ほど防草シート張りの中に植

え込むということで管理しやすいというお話でございましたが、まず、芝桜が１万７,

８００平方メートルの中に全面──米澤議員さんが先ほどお見せいただいたこの範囲

の中に、１平方メートル当たりに大体１０ポット、鹿野の場合ですと１０ポット入れて

いるそうでございます。ここに、なごみの裏にちょっとはめて計算してみますと、１７

万８,０００ポットを入れるということになります。で、芝桜いろいろな種類がありま

すけれども、１ポットが１００円だとしますと１,７８０万という、ちょっとこれ私で

計算したところなんですが、そのくらいかかります。その上、防草シートの値段も入っ

てきますので、植栽に当たってはかなりかかると思っています。加えて今、米澤議員さ

んの資料の写真のところでは、草刈りを県のほうでしておりますが、その後は草が鬱蒼

と生えております。ここ植えるに当たっての手入れもかなりお金かかるんじゃないかと

思っております。まず、植栽までのところで相当お金がかかってくるのと、それからあ

と管理の問題です。１万８,０００平方メートルをどこが管理をしていくかという問題

も出てきます。これは、ただ１団体でどうのこうの管理ができるような次元ではないと

思います。 

 津和野の南玄関口として観光客あるいは町内の方々に目を楽しませてくれるものと

して整備をしていくとなれば、それなりの覚悟を持って臨んでいかなきゃならないと思



います。財政の問題も当然ありますが、管理団体はどこなのかというところまで検討し

ていかなければならないというふうに思っております。 

 県道ののり面でございますので、島根県のほうと、先般、ちょっと状況だけはお聞き

しにまいりましたが、管理についてはどうするのかということはこちらのほうに投げか

けられておりますので、また今後、島根県のほうとも、せっかく御提案いただいており

ますのでそれを踏まえて検討していきたいと思いますし、また管理のことについても内

部でも検討しなきゃいけませんが、関係の団体どこになるのか、そのあたりも検討をし

てまいりたいというふうに思っているところです。 

○議長（沖田  守君）  ２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  新しいことをしようと思えばいろんな問題が出てくる

と思います。しかし、以上提案しました３案件によりまして、津和野町の発展と観光

客の集客に効果があると思います。このことが実現することによって津和野町の観光

業また商工業、そして農林水産業など、ともに相乗効果により津和野町が活性化する

と思います。芝桜植栽につきましては、土木事務所に私も問い合わせましたところ、

樹木、つまり木はだめだけれども草ならええという回答はいただいております。管理、

財源等──管理はちょっとわかりませんが──財源等いい補助金があれば、ぜひそれ

を使用していただき、津和野町の目玉となる長い期間楽しめる、観光客を呼び込める

ような芝桜の植栽をお願いしたいと思っております。 

 以上で、質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  以上で、２番、米澤宕文君の質問を終わり、１０時まで休憩

といたします。 

午前９時 46分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 10時 00分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き、一般質問を続けます。 

 発言順序７、６番、丁泰仁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  ６番、丁泰仁でございます。 

 本日、通告に従いまして３項目の質問を用意しております。よろしくお願いいたしま

す。 

 早速ですが、第１項目から始めたいと思います。 

 ＪＲ津和野駅前及び駅舎改修に関しまして、このたびの西日本豪雨により、ＪＲ西日

本路線内の複数箇所が長期にわたり不通になったことで、当初７月２１日より予定され

ていたＳＬ山口号の運行が９月末まで停止されることが確定しました。例年、当町への

観光客数の多い、広島県での豪雨被害の甚大さに夏休み期間での観光面への影響の大き

さを懸念していましたが、案の定、例年になく８月お盆を中心に、にぎわうはずの夏休



み観光客の来町が寂しいものになり、殿町、本町界隈の観光客のまばらさに将来の観光

産業に一抹の不安を覚えました。宿泊施設も５００名を超えるキャンセルが相次ぎ、８

月中の予約数は昨年に比べ、１,１００名少ない２,４００名であり、今後の成り行きを

注視せざるを得ない状況です。いずれにしましても観光産業は大きなダメージをこうむ

っています。 

 一方、８月４日開通しました中座バイパスの影響は、道の駅「なごみの里」周辺で山

口ナンバーの車を中心に、他府県ナンバーの車でにぎわいを見せていましたが、やはり、

ＳＬファンの少なさで例年のにぎわいはなかったように見受けられます。こういう環境

の中で、今、一日も早い９月２９日以降のＳＬ運行に期待するのみです。こういう環境

の中でも、このような観光状況の中で、平成３２年完成予定のＪＲ津和野駅前開発及び

駅舎改修が実施されようとしています。当町観光面への影響と町民の期待は大きく、ま

た、完成時の内部概要について要望もさまざまあります。これらに関しまして質問をい

たします。 

 １、対面ホームへの高齢者、身体障害者の渡行方法について、現在の昇降階段以外の

良案が話し合われていますか。 

 ２、列車待ち時間に過ごす、高校生向けのコミュニケーションルームなどの空間を駅

舎内に確保できるか。 

 ３、工事完成後、駅前にＳＬが移動設置される予定ですが、子供たちの乗降に危険性

はないか。また、観光客のＳＬ写真撮影に他車両の交通に支障を来さない十分な空間が

確保されているか。 

 以上、３点であります。お答えください。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、６番、丁議員の御質問にお答えをさせていただき

ます。 

 ＪＲ津和野駅前及び駅舎改修に関してでございます。 

 まず、一つ目の御質問でありますが、ＪＲ津和野駅跨線橋に関するバリアフリー化に

ついては、以前に西日本旅客鉄道株式会社、以下ＪＲ西日本とさせていただきます、広

島支社とバリアフリーに関する改善の可能性について話し合った際に、エレベーターの

設置について協議をいたしましたが、ＪＲ西日本の基準では難しいとの回答でありまし

た。 

 その後、ＪＲ西日本山口地域鉄道部と意見交換の際、駅の所在する自治体等地元が全

額負担し、エレベーターを設置した例がある旨、お聞きをいたしました。しかしながら、

その場合、駅ホームの占有可能面積、跨線橋自体の強度等改善も必要なため、工事費は

大規模になることが予想されます。さらに、駅ホームを町が所有し、事業主体となるこ

とは難しいため、財源として有利な起債等はできないと思われ、さまざまな課題が生じ

ております。 



 今後、町の財政状況も勘案しつつとはなりますが、現在進行中の駅舎改修の実施設計

時において、再度ＪＲ西日本関係者とその可能性について現場協議を求めてみたいと思

っております。 

 二つ目の御質問であります駅舎につきましては、観光交流センターとして整備を予定

しており、観光協会の移転を含めて計画をしているところでございます。観光客や高校

生も含めて列車待ち時間を快適に過ごせるような空間の確保につきましても、空調設備

の設置等の計画をしております。具体的には、現在施工中である実施設計業務において

精査を行い、検討してまいります。 

 三つ目の御質問でありますが、子供たちの乗降については、注意書等の注意喚起を行

うなど、現状並みの対応を考えております。当然、運転席以外への乗降は原則禁止とし、

できる限りの安全対策について検討いたします。写真撮影につきましては、駅前広場と

の一体感を持った配置を行うべく、基本デザインの改善を検討しており、駅前広場側か

らの撮影については、十分なスペースの確保は可能でございます。なお、駅舎南側横に

は、多目的トイレ、これ１階部分、それから展望スペース、これは２階部分の施設整備

計画があり、展望スペースからもＤ５１機関車を見たり、撮影も可能となります。町道

駅前線側からの撮影については、道路通行上の妨げとなり危険なため、看板等による注

意喚起を徹底をいたします。 

○議長（沖田  守君）  丁泰仁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  ＪＲ津和野駅前及び駅舎改修に関しまして、昨日、同

僚議員のほうから、概ね詳しく質問がありましたし、また、執行部のほうからいろい

ろ回答があったようですので、私は、本日、この３点は、特に町民の方々からあるい

は高校生、そのほかの方からの要望を受けまして、これをピックアップしました。 

 それで、まず、対面ホームへの高齢者、身体障がい者の渡行方法について、これも同

僚議員が、たしか６月の議会で一般質問されていると思うんです。それで、私が、きょ

う、またこれをしております。なぜかというと、やはりこのたびの駅舎改修に関しまし

て、一番の関心があるのは、今、津和野町民は高齢化しています。それで、私のところ

に来まして、とにかく、今度の駅舎改修は、ほかのことはさておき、この向こうへ渡る

昇降階段を荷物を持って上がるのは、もうとてもじゃ無理じゃと、それから、今からど

んどん高齢化していく、町民が、どうするんかと、ぜひ、このことは考えてほしいとい

うことなんです。だから、何度も同僚議員も質問する、私も質問する、それだけ町民が

関心が深いわけです。いうなれば、駅舎改修で、向こうへ渡る、その昇降階段以外の方

法を、何らかの形で高齢者、身体障がい者の方々に便利になるような、そういう方法を

見つけ出さないと駅舎改修ができあがっても、これは、意味や成果が半減します。だか

ら、ぜひ、このことは、今、随分話し合っているみたいですが、再度、まだ時間があり

ますので、詰めて何らかの方法を、エレベーターがだめなら、下を通る方法もいろいろ

工夫されるんじゃないかなと思いますけど、ぜひ、これはもうちょっと詰めてほしいな



と、そういうふうに思っております。だから、また、来年、３２年までですから、その

都度、この質問はまた出てくるかも思いません。進捗状況はどうなんですかと。しつこ

く尋ねるかもわかりませんが、その都度、ちょっと話し合いを続けてほしいなと、そう

いうふうに思っております。 

 それから、２点目の、列車待ち時間過ごす、高校生向けのコミュニケーションルーム

など、この問題は、たしか、高校生が四、五人、町長に提言を町に対しての何らかの要

望とか、そういう提言をしたことがあります。その中で、私の記憶の中では、五、六名

提言した中で、もう４名か５名ぐらい、ほとんどの高校生が、何がほしいかっちゅうと、

駅に、駅前に喫茶店がほしいと。駅待ちに、駅の中に喫茶店がほしいと。ちゅうのは、

やっぱり、そういう要望もあったし、自分たちだけで話し合えるコミュニケーションル

ームっていうんですか、そういう団らんができる場所をつくってほしいと、そういう要

望があったと思うんです。じゃあ、喫茶店は無理だけど、このごろは自販機でいいコー

ヒーが出るのがありますので、それはそれで置いてあげればいいんじゃないかと、しか

し、今、一般の客とは違って自分たちだけで、彼らたちだけで、団らんできる、そうい

うミーティングルーム、私もふと考えましたら、時間待ちに随分時間が、それで、机と

いすをちゃんと置いてミーティングルームにしてあげれば、中には、本を広げて、勉学

に勤しむ子もでるかもわかりません。辞書を見る子がでるかもわかりません。あるいは、

団らんしてそれぞれの親交を温めるという、そういう集いの場にもなるんじゃないかと

思いますが、ぜひ、今、まだ、今から設計をして、中を割り振りしていくんではないか

と思いますが、観光協会が入ったり、それから観光客のために、団らんの、そういう空

間を設けるとなっておりますが、書いてはありましたけど、ぜひ、高校生のために、少

し６畳から８畳ぐらいあれば、要するに十分なスペースとれるんじゃないかなと思いま

すんで、ぜひ、これも優先順位の中に入れて、高校生がせっかく、彼らの、その若い人

たちが、町長に提言して、何か一つ実行してあげないと、今後、恐らく、提言提言とい

ってやってくださいと言ったって、言ったって何も実行してもらえんのじゃったら、や

ったって、ちょっとこれは、余り面白くないんじゃないかなと、そういうふうに思うん

です。やっぱり、若い者の気持ちは、汲み上げて、少しでも形にしてあげるというのが、

これは町長、行政の役割じゃないかなと、そういうように思う次第です。ぜひ、この空

間は確保してあげてほしいなと、そういうふうに思います。 

 それから、３点目です。これはもう、昨日も同僚議員のほうから、ＳＬの前面にくる

と、そうしますと非常に老朽化している、腐食している。だから屋根の問題も出ました。

私も、これは風雨にさらされて、これは屋根がいるんじゃないかなと、そういう点で、

昨日、同僚議員が非常に屋根のこともおっしゃっていました。それで、屋根の問題もさ

ることながら、私は、懸念するのは、今でさえ、ＳＬ、駐車場の下に位置していますが、

第一駐車場の横ですが、駅をおりましたら、私、ちょっと様子を見よったら、子供たち

がＳＬでおりてきます。そうすると、ぱっと、そのＳＬ目がけて、見まして、もう、飛



んでいくんです。本当、子供たちの、津和野に来て、本当よかったと思うのは、恐らく、

あのＳＬに、現実にＳＬに乗ってきて、それから現実のＳＬを間近で見て、それであそ

こに駆け上がるんです。運転台へ。それは、本当、見とったら、これが本当、子供たち

の、今の楽しみっていうか、何だなと、そういうふうに本当に実感しました。だから、

それが今度、前面にきますと、それは目のあたりに、おりたとたんに、そこにある、飛

んでいきますよ、皆、群がる。それで、恐らく乗降するのに、ちょっと高さがあります。

怪我しないかなと思って、群がる。そういう点から、危険性はないかと。それから、ひ

ょっとしたことで、そこから落ちる。その場合、下がコンクリートだったら、もろにけ

がします。それだから、何らかの、ＳＬの下は、乗降口の下は、そういうことも考えて、

何かクッションちゅうか、そういうふうにコンクリート以外のもので、ちょっと敷いて

あげておいてほしいなと。こういうこともやっぱり、サービスです。それから、やっぱ

り安全を第一に考えて、こういうものを、ＳＬの乗降というものを考えてあげなきゃい

けないと思います。 

 それから、次に、やはり、マニアが恐らく目のあたりに見たら、これは写真撮影が莫

大なもんだと思います。これは、また、子供に劣らず、大人のマニアもそのときは、子

供心理になると思うんです。それは、写真機持って、そのあたりに恐らく群がりますよ。

そういうときに、私は、恐らく、道路を出て、アングルをいろいろなアングルあると思

うんですよね、マニアの。そのときに、看板を置くとか、何かありますけども、そんな

ものは、一種パニック状態になったときに、見向きもしませんよ。そりゃもう、お構い

なしに道路に出たり、そして、この写真撮影に興じると思います。だから、そういう点

で、もう少し、よく、ＳＬ展示それから撮影時にほかの車両に迷惑にならないか、そう

いうことも看板のみならず、よくよく注意をして、このＳＬの、ここの設置を実行して

ほしいなと、そういうふうに思っております。 

 以上、３点ですが、それぞれにつきまして何か御回答いただけますか。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  ＪＲとのバリアフリー化の協議でございますが、そ

ういうことで、具体的な実施設計のときに、技師さんも来られますので、その方と、

こういう形でやるとどの程度かかるかというようなことも、少し具体的に話をしてみ

たいというふうに思っております。なかなかＪＲの基準では厳しいということで、す

ぐには財源的なものの裏づけがないのが正直なところでございます。ただ、昨今の国

の流れの中で、新聞報道によりますと、先日も各空港についてエレベーターを設置す

ることに国が方針を決めたというようなことも出ております。こういった流れは、い

ずれ鉄道系にも伸びてくることも十分考えられる、時代の流れの中で、国の方針あた

りも漸次変わってくるということもあると思いますので、そういうとこも情報をうま

くつかまえながら考えてまいりたいというふうに思っております。 



 ２番目の交流センターの中での、高校生等のスペースの確保でございますが、これに

ついては、当初の計画より、若干、ＪＲの専有面積が、若干というかかなり広がってお

るのが正直なところでございまして、これは運行に必要な面積ということで、やむを得

ないというところだと思います。その部分では、若干こちらも占有できるかなと思って

いたスペースが減ってきているのが正直なところでございます。ただ、町長の答弁にご

ざいましたが、空調等の設備もできます。ある程度、今後は冷暖房というようなことも

検討できるだろうということがありますので、待合室内にある程度、テーブルが設置で

きるかとか、そういうあたりは、今後、具体的な中で考えていきたいと思いますが、何

らか、高校生もある程度、時間を過ごすことができるということは、設計する上での考

え方の中に入れて考えてまいりたいというふうに思います。 

 最後に、注意喚起についてでございますが、なかなか、子供ですので、本当は絵に描

いたようにはいかないところだと思うんですが、確かに、看板等でとにかく道路側のほ

うからは、とにかく子供さんには注意を徹底するということと、下の部分のＳＬ周辺の

施工については、どのような方法があるのかということは、もう少し考えてまいりたい

というふうに思います。それと看板等についても、駅前の町道側のほうにある程度、看

板を設置すると、撮影される方というのは、逆にそういうものがあると邪魔になってそ

ちらから撮らないという方も結構いらっしゃる部分もあって、それがいいのか悪いのか

ありますが、何らかの方法でとにかく徹底をしていこうというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  ６番、丁泰仁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  それじゃあ、よろしくお願いいたします。というとこ

ろで。 

 それでは、２問目の質問にまいります。 

 人手不足と政府雇用対策に関しましてでございます。 

 昨今、当町のみならず、各自治体におきまして、特に、建設・農業・介護・宿泊・造

船などの産業分野で人手不足に深刻な状況が生じ、産業の活性化に停滞を来たしていま

す。このことは、一部自治体のみならず、国全体での問題であり、政府も問題解決に頭

を悩ましていた課題でしたが、ついに６月に骨太の方針「経済財政運営と改革の基本方

針」で、外国人人材の受け入れ、共生のための総合的対応策が策定されることを閣議決

定し、外国人労働者の受け入れに大きくかじを切りました。年内に対策をまとめる方針

で、２０１９年４月の実施を目指すつもりです。少子高齢化、労働力不足の環境の中で、

にわかに移民受け入れ議論が活発化し、賛否両論でこの政策に注目が集まっています。

新たな在留資格創設で、建設・農業・介護・造船・宿泊など、人手不足に悩む５業種を

対象に、５年を上限に単純労働も可能な外国人労働者の在留を認め、２０２５年までに、

５０万人超の外国人受け入れを目指す方針です。既存の技能実習、最長５年おいた外国

人が、この制度を利用すれば最長１０年在留できることが可能です。２５年前、１０万

人の外国人労働者が、２０１７年１０月末、１２８万人に達する勢いです。 



 ここで、この政策の問題点を掲げますと、まず、メリットとして雇い手の企業は労働

力確保と人件費抑制が可能になります。また、長く住み続けば、定住促進施策にかなう

などです。一方、デメリットとしまして、国民全体がデメリットを時間おくれで負担す

るようになります。賃金の大幅低下をもたらします。現在、人手不足で賃金が高騰して

いますが、特に、建設、宅配便、コンビニエンスストア等、安価な労働力が大量流入し

ますと賃金は一気に下落します。１００万人流入すると賃金は２４％下落すると言われ

ています。また、安い労働力は企業の機械化への投資意欲を失わせ、設備投資低迷は景

気循環の停滞を招きます。行政コストの増加も深刻です。低賃金の労働者が増加するこ

とによる公的住宅の用意は、住宅コスト、失業対策コストを跳ね上げさせ、日本語教育

に外国語を話せる教員も必要になります。 

 以上のような諸々のコストが発生し、これらのコスト増で、国、自治体の歳出はふえ

る一方、歳入はふえず、財政赤字が発生することが予測されます。これらのデメリット

に対する問題点について政府は近々、企業、自治体と、公的住宅、日本語教育、医療福

祉などに関しての検討会を設置するようです。なお、最近、７月下旬に行われた全国知

事会は、この政策に対して積極的に歓迎する意向を新聞紙上で表明しました。また、経

済界や自治体から、さらなる雇用分野拡大を求める声が上がり、製造業や水産業、食品

加工業などが加えられる模様です。 

 いずれにしましても、労働力不足を補うには、外国人労働者の受け入れも必要と思わ

れますが、単なる労働力でなく、同じ人間として、いかに共生していくかという視点も

制度に必要と思われます。 

 以上、これらの概要を踏まえながら、時期尚早かもしれませんが、この政策に対して

の当町の将来対応について質問いたします。 

 質問１、仮に来年４月からこの政策が実施された場合、当町はいかなる対応がとれる

か、定住施策、人口減少、人手不足などの観点から、また在町企業から要請があれば、

積極的に対応できるか。 

 ２、上記に掲げた問題点、住宅以下、日本語教育、医療福祉など社会福祉施策などに

当町は対応できる状態にあるか。 

 以上、２点お答えください。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、人手不足と政府雇用対策に関してお答えをさせて

いただきます。 

 まず、一つ目の御質問でありますが、本町においては、特に医療、介護、建設、観光

等の分野での人手不足について、商工会等関係機関との会議でも、たびたび俎上に上が

っているところであり、今後、こうした問題の解決が図れれば、本町経済にとっては明

るい材料であると認識しております。 



 一方で、議員御指摘のように、外国人労働者の雇用に関しては、住宅、日本語教育、

医療、福祉等への総合的な対応が不可欠です。閣議決定の中でも、今後、関係省庁によ

る方針の決定が行われると明記されており、また、政府で行われる自治体との検討会の

結果を踏まえて、一定の方針が示されると思われます。町としては、その方針を待って、

島根県、ハローワーク、商工会等関係機関とも連携し、本格的な対応に努めたい考えで

あります。 

 なお、町内企業から要望等があった場合の対応についてでありますが、既存の津和野

町個別商業包括的支援事業において、中小企業人材育成事業をメニュー化しております。

この制度では、中小企業の従業員の技術向上や人材育成の研修のための経費を助成対象

としており、外国人への日本語教育等については、この制度の中での支援が可能であろ

うと判断しております。 

 二つ目の御質問でありますが、外国人労働者を受け入れる際の、住宅、日本語教育、

医療、福祉等の問題点については、今後、政府で行われる自治体との検討会により、議

論が深まり、方向性も見えてくると予想しております。本町においても、その過程や結

果を踏まえ、関係各課、町内外の関係機関とも連携をし、対応策を構築することとなる

と思われます。 

○議長（沖田  守君）  ６番、丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  私は、この質問を取り上げたのは、二つの観点から取

り上げております。一つは、ここで申し上げましたように、全国的に人手不足で、つ

いに、政府も外国人の方の労働力に頼らざるを得ない、そういう状況に達したという、

人手不足解消の一つの施策だと。もう一つは、やはり、我が国も本格的な国際化がや

ってきたなと。と、申し上げますのは、国際化は、よく言われるいろいろな観点があ

りますが、やっぱり、よく言われるのは、「人、もの、金」が、その域内におきまし

ては、自由に出入りできる、こういうことだったと思います。そのいい例が、既にＥ

Ｕ域内におきまして、「人、もの、金」が、自由に出入りできているわけです。ＥＵ

の領域というのは、言えば、南欧、ギリシャ、スペイン、ポルトガル、イタリア、そ

れから中央、フランス、ドイツを中心としましたあのあたり、それから北欧までＥＵ

加盟国はあるわけです。フィンランド、スウェーデンと。この莫大な、ちょっと頭に

創造されても、すごい領域を人が自由に移動でき、それから、もの、金は、もう既に、

経済的に、自由に移動できていると。今、ＥＵ加盟国は、２８カ国、つまりヨーロッ

パ全土です。すばらしいことをやっているわけです。それで、これが本当の国際化の

見本だと思います。 

 それで、我が国を振り返りますと、我が国は、もの、金は、経済大国、ＧＤＰ、３位

というところでありますので、ＧＤＰに挙げましたら、１位が米国、これは、今、ＧＤ

Ｐ１８兆５,６９１億ドル、２位が中国です。１１兆２,１８２億ドル、３位が我が国で

すけど、４兆９,３８６億ドルです。かつて、２位であって、中国が３位だったとき、



まだまだ差がないと思っていたら、いつの間にやら、２.５倍から３倍に近いような、

中国との差をつけられてきているわけです。それから、４位がドイツ、３兆６,８４８

億ドル、５位が英国、２兆６,２４５億ドル、６位フランス、２兆５,８３５億ドル、こ

の４、５、６位というのは、皆、ＥＵ加盟国です。主要国です。これだけでも、この３

国だけでも、８兆８,９２８億ドルです。日本を抜いています。これＥＵとして、世界

第３位の経済市場なんです。こういう中で、我が国が、話はもとに戻りますが、一つ欠

けていたのは、人の出入りを非常に制限していたということなんです。だから、これは

非常に、入管法とか、さまざまな入管法にもとづく在留資格とか、目的に応じて厳しく、

個々の人の出入りを制限していたということだったんですが、このたび、もういよいよ

耐えられなくなりまして、ここを非常に規制を緩めまして、そして単純労働者でさえ、

今までは、まず、留学生、それから、要するに、それぞれの政府が下す実習制度、そう

いうものを受ける外国人の方々にのみ、入国を許可していたんですけど、それがいよい

よ、単純労働者まで領域が広がってきたと、つまり一種の、これは将来５０万人、今、

１２８万人、それ５０万人、もう２００万人、すごい国際化が本格的に実施されるとい

うこと、つまり移民政策は、今まで移民政策というと、嫌がられる方々もいらっしゃい

ましたが、もう避けて通れない、本当の国際化、これは、つまり人類史上におきまして

は、共生の時代がやってきたと、そういうふうに捉えております。だから、そういう中

で、この問題は、じゃあ、今、当町が来年４月からと申しますが、もうすぐです。それ

で、恐らく、こういう問題点を、じゃあ、当町が対応できるかと、こういう方たちが来

て共生の時代に入りますが、そこで、一つずつ、ちょっと、今の時点で、どうなのかと

いうのをちょっと問うてみたかったわけです。特に住宅、これはどうなのか。それから、

日本語教育、それから医療、福祉の問題ですが、それぞれ一つずつ、今の時点で、こう

いう方たちが入ってきたときに、対応できるかどうか、そういうところをちょっとお聞

かせ願えれば、いろいろ、来年４月からの現実に向けて、参考になるのではないかと思

いますので、どうでしょうか。各課、町長でもよろしいですが、各課長でもよろしい、

どうですか。一つ、住宅から。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  つわ暮のほうでは、定住対策ということで、

空き家バンクという制度を設けております。この空き家バンクという制度は、空き家

になって、その所有者さんが入られる方、利用希望者、この方を見られて、利用して

いただくという、個人間の契約ということになるんですが、この利用希望者について

は、私どもの空き家バンクの制度では、外国人の方を規制しとるわけではありません。

これはどなたでも入れると、ただ、連帯保証人が必要になります。で、家主さんのほ

うで、連帯保証人さん、それから入られる利用希望者見られて、契約するということ

でございますので、そういった条件から言うと、家主さんがオーケーであれば、外国

人の方も入られるということで解釈しております。 



○議長（沖田  守君）  ６番、丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  そうしますと、入るのは雇用主なりが連帯保証人にな

れば、国籍は問わず入ることができると、それで、今現在、たしか相当住宅は余って

いたように思います、空き家が。そういう点では、量は十分に達成できているんでし

ょうか。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（木村 厚雄君）  建設課のほうでは、町営住宅、公営住宅法にもとづくも

のでありまして、丁議員さんがおっしゃいますところで、外国人の方の受け入れがで

きるかどうかというのは、国なりの動向も見てまいらないといけないと思いますが、

そうした中で環境が整った場合、それは受け入れることは可能になると思っておりま

す。ちなみに、現在は、町営住宅で空き家がどれぐらいあるかと言いますと、この９

月１日時点では、５０戸はあいているということになります。公営住宅法の関係あり

ますので、その辺の環境が整えばということになろうかと思っております。 

○議長（沖田  守君）  ６番、丁泰仁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  それでは、次、日本語教育の場合は、私は、ふと思い

ますが、これは国際交流協会なんかが、やはりかんでくる要素があるんではないかと

思いますが、いかがですか、この点。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  町長の答弁でも申し上げたところでございますが、

まだまだ、なかなか国からの情報もはっきり入ってきていなくて、具体的にまだ検討

も正直まだという状況でございます。今後、またそのあたりも入ってくればというこ

とでございますが、この件に関して、現在、国際交流協会の中で、具体的に話したと

いう事実は正直ございません。とにかく、こちらにいらっしゃる方について、現在、

商工観光課にも、国際交流員等も配置をされておりますので、そういった人材も使い

ながら、具体的なものが、だんだん方向性が出てまいりますと、いろいろ受け入れに

ついての話をしてまいりたいというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  ６番、丁泰仁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  それでは、最後に、福祉医療のほうで、何か問題点が、

私どもよくわかりませんが、出てくることはありますか。ちょっと教えてください。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（下森  定君）  まず、現場とすれば、当然、国家試験等に合格をし

た人、介護においてもそういう状況の中で、六日市学園のほうが、いわゆる介護者の、

今、外国人のほうの受け入れをやっているという状況もあります。それと、私たちが、

医師確保、あるいは看護師確保で回っているときに、やはり、広島市内の病院でも、

そういう部分をもう事前にお金を出して、そして、そういう資格を取って雇用をして

いこうという、先ほど、議員さん言われましたように、人手不足という状況の中で、



やはり賃金的にもその部分が収支にも影響出てくるということで、そういう状況も、

先日、ある病院に行ったときに、そういうこともお伺いをしましたので、あくまでも、

町内の部分におきましても、資格等があれば、当然、そこの部分は雇用の状況はでき

ると思っております。 

○議長（沖田  守君）  ６番、丁泰仁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  それなりのケースで対応はできるような気がします。

それから、当町としましても、回答ありましたように積極的に政府の指針にもとづき

まして対応していくという前向きな姿勢であるように思われますので、４月から現実

になった場合は、ぜひ、そういう方向で人手不足解消してほしいなと、そういうふう

に思っております。 

 それでは、この質問はこれで、３番目の質問にまいりたいと思います。 

 教育フォーラムに参加して感じたことをちょっと申し上げたいと思います。 

 ８月２５日、教育フォーラムに参加しまして、数十年ぶりに中高生を交えての若い世

代と意見交換でき、この日を有意義に過ごせ、ありがたく思いました。 

 思い起こせば、子供が小中学生のころ、ＰＴＡ役員としていろいろ活動に参加した時

期がありました。当時の活動で、特に記憶に残ることは、挨拶運動を展開したことです。

挨拶に代表される、いわゆる、しつけと言われる行儀作法は、家庭教育である幼児期、

特に幼稚園から学校教育の小学校低学年までに徹底し、終えるのが理想である、とよく

言われたものであります。生涯、いつの時点でも人間同士のコミュニケーションの始ま

りは、挨拶という道徳から始まります。おはようございますに始まり、１日の仕事終え、

お疲れさまの一言で、人間同士のきずなが深まります。 

 中国の儒学者、孟子の説に、人間性の問題について探求した際、人間と動物の違いを

見出し、人はどうして人となるのかという問題について、人間の道徳的属性を強調しま

した。この点は特に、示唆的な意義を有しています。また、人が人となるのは、腹いっ

ぱいに食べ、暖かい服を着て、安逸に暮らすことだが、教育を行わなければ、禽獣と余

り変わらないという、有名な、人間にとっての教育の必要性を説いた論説があります。 

 教育フォーラムのグループワークで、中高生との触れ合いでうれしかったこととの質

問に、私は挨拶を受けることと答えました。 

 質問します。 

 １、現在、小学校の教科で挨拶、基本的行儀作法などの社会的ルールを話し合い、教

える道徳時間などがありますか。 

 ２、当町の小中学校生をどういう津和野っ子に育てようとしているか。当町独自の教

育イズムがあれば、述べてください。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  それでは、教育フォーラムに参加して、の御質問について

お答えをさせていただきたいと思います。 



 まず、最初の御質問でありますけれども、小学校では、特別の教科道徳については、

本年度より先行実施されております。また、中学校では１年おくれで、本年度、教科書

を選定し、来年度より先行実施になりますが、現状では本年度も副読本による授業を行

っております。 

 ２点目の御質問に対してでございますが、平成２４年３月に策定しました津和野町教

育ビジョンを基本に、さまざまな取り組みを行っているところでございますが、特に保

育所・学校、家庭、地域、行政が一体となって取り組む教育環境の整備について具体的

施策をより充実、促進するための計画として「０歳児からの人づくりプログラム」が概

ね完成し、町内の教職員を対象とした研修会や８月２５日に開催した教育フォーラム等

において、概要を説明してきたところでございます。 

 このプログラムも、教育ビジョンとの整合を図りながら作成しているもので、津和野

町教育ビジョンに示しています基本理念であります「自立心と公共心に富み、自然とふ

るさとを愛し、共に生きる力をもって自らの人生と郷土・国家・世界の未来を切り拓く

「津和野人」の育成」が津和野町の目指す教育イズムとなると考えております。 

 また、０歳児からの人づくりプログラムでは、「０歳からの学び」、「保小中高のた

ての連携」、「保育所や学校と家庭、地域といったよこの連携」といった３つの視点か

ら連携を促進し、目指すべき方向に向けて取り組むこととしております。 

○議長（沖田  守君）  ６番、丁泰仁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  時代は変わりまして、私ども教育を受けたときは、戦

後復興、戦後民主主義教育とよく言われまして、現在の日本国憲法の重要なところの

基本的人権、それから、やっぱり、国民主権、それから戦争放棄と３本柱で、現在、

日本国憲法なっていると思うんですが、そこら辺からよく、道徳の時間というのがあ

りまして、それでいろいろ課題が出されまして、それにつきまして、ディスカッショ

ンをそれぞれ、子供たち同士でしたように記憶をしております。 

 現在、ここに御回答ありました教科道徳というのはどういうもんであるか、ちょっと

知りたいんですが、簡潔に教育長、どんなことを今、道徳の中で教えとるんか、ちょっ

と話しあっているのか、ちょっと述べてください。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  なかなか簡潔にというのが難しいかと思いますが、例えば、

小学校の道徳の教科書でいいますと、いわゆる物語的なものを主体にテーマにして、

児童同士で語りあって、この課題について、このテーマについて、どう思うか、そう

いった形での勉強の仕方が今、主体的になっております。国もアクティブラーニング

といって、いわゆる、単純に一方的な授業の進め方ではなくて、テーマに基づいて、

話し合いによって、自分で物事を解決していく力であるとか、考察をしていく力、そ

ういったものをつけていくという方向に、国全体が動いております。 

○議長（沖田  守君）  ６番、丁泰仁君。 



○議員（６番 丁  泰仁君）  恐らくその中で、ディベート方式で、あることに対し

て、反対、賛成と、そういう討論というのはされるんではないかなと思うんです、こ

れは西洋諸国は非常に得意とするところで、子供時代からこのディベートに非常に力

を入れています。だから、その政治、大きくなりまして大人になっても、この政治家

というものは、アメリカにしましても西洋の諸国にしましても、とにかく、ディベー

トができないと政治家というのは、ちょっとなれない。というように、非常に、スピ

ーチにすぐれています。そういうところで、ちょっと我が国も子供たち、我々もそう

でしたけど、ディベート力が弱いということで、非常にそういう他外国に比べまして、

何か寂しい思いをしとったわけですが、そういう点で闘わしていけば、非常にディベ

ート力もつくんではないかと思います。 

 それで、次に、この津和野教育ビジョンにしましては、基本理念、こういうものが津

和野っ子イムズっていうか、つながるんではないかというんですけど、これ非常にすば

らしいことだと書いていますけど、これは学生たちに、やはり教えるというか、こうい

うものに育てましょうとか、そういうの、これ、学生たちに明示しますか、それどうな

んですか。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  今まで、直接学生、子供たちに対してこれを明示をして、

こういうのが津和野町の基本理念になっているよということを直接やった記憶は私

もございません。ただ、教員の方々には、津和野町に赴任をして来られたときに、教

育ビジョンを、当然、理解をしていただかないといけませんので、それをそれぞれに

お配りをして確認をした中で、教育は進めてほしいということで、いわゆる４月２日

に大概やりますけども、辞令交付を行うときに、そういったことを指示もしながら、

教員を通じて、間接的にこういったものを伝えるという形で進めておるという状況で

ございます。 

○議長（沖田  守君）  ６番、丁泰仁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  また、次に、０歳児からの人づくりプログラムですか、

０歳からの学び、それから保小中高のたての連携、保育所や学校と家庭、地域といっ

たよこの連携といった３つの視点から連携を促進をして、目指すべき方向に向けて取

り組むこととしておりますが、これはやはり、最終的な津和野教育ビジョンに示して

おる基本理念に向かってということですね。 

 それで、特に私は挨拶を、我々の時代、挨拶運動を展開しましたと、私、申し上げま

したが、小学校、中学校でやったんですが、そういうものを教えている、挨拶を、それ

はどの時点ですか、ちょっと、小学校低学年ぐらいで教えているのか、幼花園でもしつ

けてくるのか、それをちょっと。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 



○教育長（世良 清美君）  基本的には小学校上がってから、挨拶を学ぶという以前に、

幼児期から当然、挨拶というのは大事だというのは、基本になろうと思いますので、

言葉を発して、コミュニケーションが人間としてでき始めたころから挨拶は基本にな

ろうというふうに思っています。当然、小学校行ってからも挨拶は必要ですし、中学

校、高校、当然必要になってくると思います。 

 丁議員さんおっしゃるとおりに、挨拶は基本中の基本のコミュニケーションのスター

トだろうというふうな認識を持っておりますので、今後も、学校等の校長先生には、基

本的に挨拶がしっかりできるようにということは、毎年、年度当初に確認をしながら、

進めていっているところでございます。 

○議長（沖田  守君）  ６番、丁泰仁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  いろいろ難しい、教育は難しいと思いますが、とにか

く、小中学校ぐらいまでに、挨拶だけは、もう一度、徹底するように、そして挨拶が、

本当に人の気持ちを和やかにします。 

 それから、今、インバウンドの方々が非常に来られているんで、私もよくすれ違うん

ですが、私は、ぱっと目が合いましたら、一応、ちょっと会釈しまして、それから日本

語でいいから、朝はおはようございますと、向こうわかるんです。だから向こうも、何

か言います。にこっと笑って。だから、やはり挨拶は大切、要するに国境を越えて、や

っぱりそれは、外国の方々も、やはり挨拶を必ずやっている。だから、我々もそれを徹

底しまして、特に観光都市ですので、そういう点は子供のころからつけていってほしい

なと、そういうことをお願いしまして、私の質問を終わりたいと思います。 

 どうも、ありがとうございました。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  以上で、６番、丁泰仁君の質問を終わり、ここで１１時まで

休憩といたします。 

午前 10時 53分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 11時 00分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続いて、一般質問を続けます。 

 発言順序８、５番、板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  それでは、９月定例議会におきまして、２項目につい

て質問をいたします。 

 最初の質問は、地域おこし協力隊及び集落支援員のサポート体制ということで質問を

したいと思います。 

 既に、この地域おこし協力隊員制度、始まって１０年近くたとうかと思います。そし

て、本町においても、たしか、２年おくれ、３年目からこの制度にのっとって、いろい

ろな方をお招きしておるかと思いますが、そこで、このたび、図らずも、地域おこし協



力隊員として大変期待をしていた方が年度途中で退職するというような事案に直接遭

遇いたしました。その方は制度のことや、そして、本町における町の課題ということで、

その課題をしっかり受けとめて、納得して、この制度のもとで津和野に来られた、そし

て本町にとっても、その人材をいかんなく、企画力、そして若さを発揮して、この地域

の課題に果敢に当たっていただけるものと思っておりましたが、この８月末、任期途中

に、図らずも退職ということを突然申し出されました。 

 我々としては、せっかくの地域の活性化のためにもということで、その方の力をおか

りするということで、さらにその方も、地域おこし協力隊という制度では、任期が３年

ということもありますので、３年以降、いわゆる４年目以降について、彼女というか、

その方の将来をしっかり継続してこの地に留まってこれからの事業に参画していただ

くような体制づくりにも、我々、かかわっておったところでございますが、なかなか、

今回の年度途中における退職については、なかなか理解しにくいところがあります。 

 そこで、担当課として役場として、この方の退職に至った要因というようなものをど

のように受けとめておられるか、そのことがまず、お聞きしたいと思っております。 

 それから、今年度に入ってからの、協力隊員、そして集落支援員の採用なり、異動に

ついてあれば、お聞かせをいただきたいと思います。 

 そして最後に、今後、３年の任期を終えられて、その後のことについて、それぞれ任

期を迎えられる方について、何か具体的な相談等を受けておられるかお聞きしたいと思

っております。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、５番、板垣議員の御質問にお答えをさせていただ

きます。 

 地域おこし協力隊及び集落支援員のサポート体制についてでございます。 

 御心配いただいております地域おこし協力隊員は、平成２８年９月に採用し、平成３

０年８月末で退職をしており、雇用期間としては２年間で、雇用可能期間を１年間残し

ての退職となります。退職の原因については、担当部署からは、本人も詳しいことを話

さないので確実なところはわからないが、会話の中での断片的な話から、以下の理由が

考えられるとの報告を受けております。 

 一つ目は、いろいろな思いを描いて地域おこし協力隊に応募したところですが、実際

に活動していて、今、自分が行っている活動が本当に目的の達成に役立っているのかと

いう不安が常につきまとっていたようです。サポートに当たっている町の担当職員も毎

月の定例会議でフォローもし、相談にも応じていましたが、本人の中で、なかなか納得

できる答えが見出せなかったようです。 

 また、もう一つの理由として考えられるのが、活動を続けていく中で、自分の将来へ

の不安があったようです。協力隊員としての活動を自分なりに考え、いろいろと実行し



てきましたが、この活動が今後の自分のキャリアに本当に役に立つのだろうかと考え始

めてから、モチベーションが上がらなくなったようでもございます。 

 どちらの理由も、それだけで仕事をやめるということにはつながらないのかもしれま

せんが、担当課として考えている理由は以上のとおりでございます。 

 退職の話が出る直前には、自身で企画をして好評であった事業の研修に東京へ出張す

るとの申し出もあり、やる気を感じていた矢先に退職の申し出があり、町としても驚い

た次第でございます。 

 なお、この協力隊員は人柄もよく、地域に溶け込んでおり、直接本人とも話をする中

で、津和野町が嫌になってやめたということではないと話しておりましたが、本音のと

ころで、何が原因という明確な話は伺うことができませんでした。 

 平成３０年９月１日時点における設置状況については、地域おこし協力隊員２５名、

集落支援員２８名となっております。 

 地域おこし協力隊員は、今年度当初では、新たな隊員６名を含む２６名体制でスター

トし、５月から１名を任用、６月末で１名、８月末日で２名の任期終了、９月より１名

を任用しております。集落支援員については、今年度当初では、２４名体制でスタート

しましたが、７月、８月でそれぞれ１名を任用、８月末日で１名退職、９月から３名を

新たに任用しております。 

 各隊員及び支援員に対しては、当初予算の編成時期や任期終了が近づいてきたタイミ

ングで役場の各部署において、今後の意志について確認等を行っているところです。一

部の隊員からは具体的な相談を受けている事例もありますが、町からの働きかけによる

相談か、本人からの働きかけによる相談かは、ケースにより異なるのが実情です。 

 任期終了を見据えたサポートとしては、各部署での隊員の将来の事業構想へ向けた相

談も行っているほか、つわの暮らし推進課からは、全国で行われる起業へ向けた研修会

の案内や、町内事務所への就職情報の斡旋、空き家バンク制度の紹介など、仕事と住ま

いの両面での情報提供を行っております。 

○議長（沖田  守君）  ５番、板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  この、今回の質問につきましては、特定の方のことも

考えますと少しどうかなということもありましたので、本町に、今在籍しておられま

す地域おこし協力隊の方で、全ての方というわけにはいきませんが、おおよそ、その

何人かの方との、私なりに接触がありますので、その方、さらに今回の退職に至った

方の仲間というか、そういうつき合いの中から、少し声をかけさせていただいて、皆

様方に彼女というか、その方の気持ちはどう、そして皆様方がどういうふうに現在の

自分のことを思われているかということを、少し時間を頂戴して、ともにミーティン

グする機会がありました。その中で、何人かといいますと、三、四人ですけども、彼

女の、もう特定されたような気になりましたが、その方の気持ちは何となくわかると

いう、そういう方もおられました。一人二人じゃなくて、大方の方が、何となくわか



るというような、そういう発言でした。それはなぜかということも私なりに問うたと

ころでございますが、全ての言葉が適切であるかどうかわかりませんが、その人の気

持ちがわかるという方の言葉をかりるとするならば、大きな期待と不安を胸に、その

協力隊員として本町に来られたわけですけども、その来られたときの思いと、何カ月

かたつ中で、一番は、行政課題を与えていただくことは承知の上ではあるけども、そ

の行政課題に対して、日々取り組まなければならないという焦りと、少し、その取り

巻きの方々の思い、そういったところが、常々、コミュニケーションを重ねておられ

るというような町長のお話でございましたが、その辺については、少し、まだまだ十

分ではなかったのではないかなと、そんなことも聞いておりますし、少し、成果とい

うんでしょうか、結果というようなものも当然求められるわけでございますが、そう

いったこところで、性急な成果、そんなところも求められたことが大きな負担でもあ

ったかなというふうにも受けとめておるところでございます。 

 少し、私も皆さん方の考え方は少し甘いんではないかと、ビジネスとして来られたわ

けですから、しっかり整理しながら、そして報告、連絡、相談、常に密にしながら、そ

れをもって日々の課題に取り組むべきで、そんな甘っちょろいようなことを言うとるよ

うじゃだめじゃないかと、私も少し励ましを込めて話したこともありますが、残念なが

ら何人かの方も言っておられますように、日々の業務の中で、各課の中で、自分の思い

をしっかり受けとめてくれるというような、そういう時間的なものの少ない、結局、孤

独なのかなというようなことを我々はうかがい知るとこでございます。 

 そういう中で、現在、私のかかわっている中でも、過去、地域おこし協力隊の方も協

力いただいておったわけでございますが、それはそれでやはり、一つの法人という中で、

課題を共通の課題で日々の仕事に取り組んでおるわけですから、それなりに負担という

ものが全体で共有されるということでございますが、テーマを一つに絞られて、それを

一人でやられるというような局面に置かれると、その切り口というか、どこからやって

いけばいいかというような部分が少し戸惑いがあるようでございまして、これは結果的

に少しずつ、積もり積もってモチベーションが下がるというか、悩みにつながっていく

と、そんなところではないかなと思って聞いておりました。 

 私も、質問というよりは、ここで提案なんですけども、彼らはいろんなところに、津

和野に来られた後に住まいというものを求められますけども、例えば定住促進住宅、ア

パート、そういうようなところに当面、身を寄せられますけども、結果的に、仕事以外

のアフターファイブの中で、他の仕事以外の人間関係というものが構築する機会が少な

い、恵まれない、そういうところで結果的に、昼も夜も同じ思いの中で時間を過ごすと

いうことで、このストレスがたまっていくのかなということも考えて、これからの地域

おこし協力隊なり、集落支援員の皆さんには、やはり住まいというものは、そういう住

宅、集合住宅というような、定住促進住宅みたいなアパート的なものでなくて、集落に

やっぱり帰属するというようなものを提案したいと思っておりますが、実際、既に集落



に入っておられるところもありますが、その辺について、どうでしょう、アパート、定

住促進住宅、そういうようなところに住まわれておられる方は、できるだけ地域に広げ

ていくような施策として何か考えがありますれば、お聞かせをいただきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  地域のほうでということで、私ども、今、

空き家バンクという制度の中で、地域おこし協力隊員、現状では１２名の方がこの空

き家バンクを利用して地域の中で入って活動していただいております。内訳的には、

商工観光課が１名、農林課が６名、教育委員会が１名、つわの暮らし推進課が４名と

いうような形でございます。つわの暮らし推進課関係でいいますと、地域課題の解決

というような形の中で、ファウンディング・ベースを通じて来られた方が、こういっ

た空き家バンクで集落に入って、その集落と一緒に活動されているということで、こ

れ自体は、基本的にはそういった地域おこし協力隊員の御希望で住宅のところはお世

話させていただくというようなことでございまして、雇用促進住宅というところにも

かなりのつわの暮らし推進課でいうと、地域おこし協力隊員が入居しているというこ

とでございまして、そういったところは地域おこし協力隊員、彼らのお考えの中で、

いろんな希望があれば、それに対応したような斡旋をさせていただいているというの

が現状でございます。 

○議長（沖田  守君）  ５番、板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  このサポート体制については、一つの答えということ

にはならんと思いますが、これからもこの制度をもって津和野町に隊員、さらに集落

支援員としてとどまっていただく、そういう施策を展開するとするならば、やはり、

来られた方が途中でやめられるというようなことがないように、これまでの、今日ま

での、それぞれの任期を終えられた方々の思いなんかも、もう一度、何らかの形でお

聞きしながらこれからの制度を活用すべきだと考えております。というのは、結果的

に、先ほど申し上げました何人の方かと私もお話をした中で、あなた方がいわゆる、

まことにあれですけども、女性の場合の協力隊員であるならば、女性も男性も一緒か

もしれませんが、寿的に結婚することで思いが継続されるのではないだろうかという

ことで、そういうお話も向けたところではございますが、やっぱり、今、やっておら

れる方の御意見では、この町の、何か魅力に欠けるという中で、将来、この地で生活

をしてみたいと、そういうところに行き当たらない、総じて、恋愛感情的なものにも

つながらないと、何か、ここに、津和野町におられる男性に魅力がないのかというよ

うなことも感じられますが、町のやっぱり魅力というものに、いま一つ将来の生活設

計ができないと、そんなことを言っておられまして、なかなか難しい課題だなとは思

いますけども、最後にこの質問に対しては町長として、これから現実的に何件かこう

いう問題があるということを私のほうから申し上げたところでございますが、そんな



ところをどう受けとめられて、こらからの施策、そして彼らに対する対応について、

考えられているかどうか、お聞かせをいただきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  地域おこし協力隊員も非常勤の津和野町職員として勤務をい

ただくわけでありますから、やはり何でも自由にやってもらえるということではない

ということでもありまして、ある程度我々が期待をする、そういうさまざまな仕事に

しっかり就いていただいて、使命を果たしていただくということが、まず大原則にあ

るというように思っております。 

 ただ、そうした中で、これ地域おこし協力隊に限ることではありませんけども、日々

の仕事の業務、あるいはそれを終えてのとりまく生活環境等々で、やはり、どの正職員

であっても、必ずやはり不満やあるいは不安や悩み、そういうものは、必ず発生をする

ものであろうかというふうにも思っているわけであります。そういった中でも地域おこ

し協力隊員というのは、まさに津和野町に縁のない者が、この津和野町に入って、頑張

ろうとしているわけでありますから、そうしたことは、また一人一人、ケースバイケー

スであろうかと思いますけれども、しっかりとしたコミュニケーションというものをと

りながら定着をしてもらえるように、また、できることも考えていかなければならない

と、そのように思っております。 

 ただ、本町の場合は、地域おこし協力隊といっても二つの大きく分類ができると思っ

ております。それは、一つは、ファウンディング・ベースで来てくれている、いわゆる

大学生あるいは大学院生の方々でありまして、私は、彼らは逆に余り定住というものを

最初に言い始めると、逆に津和野に来にくい雰囲気になってしまうということであり、

やはり１年から３年という短い期間であっても、自分のキャリア形成にもつながるし、

その場に行った地域の協力もできるという観点の中で、だからこそ優秀な大学生等が、

今、津和野町には来てくれているんだというふうにも思っております。ただ結果として、

３年等の任期が終えた中で、津和野町に残ってくれるという者がおれば、それはありが

たいとも思っていますし、現実にこれまでのファウンディング・ベースで来てくれた子

たちが私は想像以上に、津和野町に残って現在頑張ってくれているというふうにも感謝

しているというところでもあります。 

 また一方で、自伐型林業等々で、そうした形で地域おこし協力隊として来てくださっ

ている方々、これはやはり津和野町での定住というものを目指して来ていただきたいと

いう思いでもございます。そして自伐型林業等は、やはり林業で生計を立てていくとい

う明確な目的と、そして、そのための具体的なスキルの習得というものが日々の業務で

も発生してくるわけでございます。そしてそこにはやはり、３年後、終えて４年目から

というのは、その地域おこし協力隊制度がない中で、やはり厳しい生活の現実も待って

いるわけでありますから、そういうことも踏まえながら、やはりこの３年間を取り組ん

でいただくということも大事であろうかと思います。そうした中でも、何人かは途中で



帰ってしまう者もおるわけでありますけれども、それをやむを得ないという言い方で片

づけてしまってはいけないと思いますが、やはり厳しさの中にも、しっかりとした前を

向いていけるような、今後もフォローというのは、行政の立場としてやっていかなけれ

ばならないというふうにも思っておることころであります。 

 津和野町は地域おこし協力隊が今二十数名ということで、全国でも、今はどうかわか

りませんが、ベスト５かベスト１０に入るぐらいに、その制度を積極的に活用している

町でありまして、そのことは全国の町村長もよく御存じで、私が全国出かけていろんな

町村長と話をするときに、津和野町はそういう積極的な活用をしておるけれども、定着

はどうなんだっていうことをよく聞かれます。というのも、それぞれ聞かれる町村長っ

ていうのは、なかなか、その定着というのが実際に大きな課題になっているからこそ、

そういうふうに私のほうに尋ねられる機会が多いということでもありまして、そういう

ところと比較したときに、津和野町では、ファウンディング・ベースはおいたとしまし

ても、自伐型林業等々での定着というのは、高いというふうにも思ってもいるところで

もありまして、今後も、そうしたところが一人でも二人でも欠けることがないように、

全てがやはり定着をしてもらえるようにということを目標にしながら、今後もできる限

りのフォローというものに努めていきたいというふうに考えているところでございま

す。 

○議長（沖田  守君）  ５番、板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  何とぞ、よろしくお願いいたします。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 会計年度任用職員制度ということでございます。２０２０年度からこの制度が導入さ

れるということで、新聞紙上なり報道で伺っておりますが、この制度というものがどの

ような特徴があって、本町にとってこの制度が導入された暁には、どのようなことが想

像されるのかということで、前回、６月定例議会の一般質問で同僚議員からの、いわゆ

る津和野高校を中心としたその高校魅力化のために教育現場に携わっておられる方、こ

ういう方が将来にわたって、今の魅力化の事業に携わってもらえるかどうか、その辺の

質問の中で、答弁として、この会計年度任用職員制度が一つの導入の転機となって、そ

の高校魅力化に携わっておられる方の将来がある程度、確保というか体制がとれるんで

はないかという答弁もあったりして、その辺について、今回の質問に加えさせていただ

いたところでございます。よろしくお願いします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、会計年度任用職員制度について、お答えをさせて

いただきます。 

 地方公務員の臨時・非常勤職員は全国での総数が平成２８年４月時点で、約６４万人

に上り、地方行政の重要な担い手となっております。このような中、臨時・非常勤職員



の適正な任用、勤務条件を確保するため、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正し、

２０２０年度から制度の導入が予定されております。 

 改正の内容は、会計年度任用職員の仕組みを創設し、任用、服務規律等の整備を図る

とともに、特別職非常勤職員及び臨時的任用職員の任用要件の厳格化を行い、会計年度

任用職員等への任用の移行を行うものであります。 

 この制度の導入により、任用の根拠が明確化され、勤務条件の確保が図られますが、

制度導入に当たっては、処遇改善に伴う財源の確保が課題であると考えております。ま

た、電算システムの改修等の管理などの事務的な負担が増加することも考えられます。 

 津和野町では、本年７月に津和野町会計年度任用職員制度導入のための、例規整備支

援業務を株式会社ぎょうせい中国支社と委託契約し、業務を行っているところであり、

適用についての検討はこれから行っていくこととしています。 

 今後については、２０２０年の施行に向けて、制度の適切な取り扱いを行うため、内

部検討を十分に行い、また、職員組合とも協議を行いながら事務を進めていきたいと考

えております。 

○議長（沖田  守君）  ５番、板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  まだ制度としてしっかりしたことになっていない、途

中段階ということではございますが、知り得たというか、取り寄せた資料によります

と、今、町長言われましたように、正規職員が、非正規職員に置きかえられて、いわ

ゆる、正規職員は約２６万人減少し、一方では、非正規職員は約２１万人、それと同

等のものがふえているという、その総数が６４万人ということで、お答えがありまし

たが、この仕分けをもってして、我が津和野の町はどうなのかなということで、お伺

いしたいと思いますが、現行の特別職非常勤、そして臨時職任用、一般職非常勤とい

うような形で三つの区分に、先ほどの６４万人が区分されておられるようでございま

すが、その区分の仕方をもって、本町の現在２３４名かなと、私は自分で調べたとこ

ろではそうなっておりますが、特に２３４名のうちの非正規職員、いわゆる嘱託、臨

時、これ９６名おられるんではないかなと思っておりますが、その９６人を３区分し

たときには、現行の三つの区分の中に、どこにあてはまるのであろうかと、その辺を

まず、お聞かせいただきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  現行の職員の任用根拠というところであろうかと思

いますけども、まず、嘱託職員につきましては、地方公務員法第３条第３項第３号及

び津和野町非常勤の職員等の報酬及び費用弁償支給条例と津和野町嘱託員規定によ

りまして、根拠を定めておることころであります。したがいまして、嘱託職員につき

ましては、先ほど、議員さんが言われましたところの３条３項３号に該当するだろう

ということで考えております。 



 それから、地域おこし協力隊、集落支援員さんにつきましても、そういったところで

の配置といいますか、任用をしております。 

 それから、地方公務員法第２２条２項、いわゆる臨時職員というところにつきまして

は、通常で言うとります臨時職員につきまして、その根拠をもちまして任用をしている

ところでございます。 

○議長（沖田  守君）  ５番、板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  少し、課長の説明、ちょっと十分理解ができませんで

したが、現在の４９名の嘱託職員そして非常勤の職員が１６名それから臨時職員が７

名というふうに私は思っておりますが、これらは現在の公務員制度の中では、特別職

の非常勤職員なのか、臨時職任用なのか、一般職非常勤の三つの区分に分けるとする

ならば、その４９人なり、１６人なり、７人はどこに該当するのかということでござ

いますが、もう一回確認のために、というのはなぜかといいますと、今回、２０２０

年から導入されようとしております会計年度任用職員ということになりますと、現在

の３区分が必ずしもそのまま３区分の、導入後は３区分がそのまま横すべりではなく

て、いわゆる、大方の方は、会計年度任用職員ということで、この三つの区分でいえ

ば、ほとんどがそれに該当するようになって、もう二つある特別職の非常勤と臨時的

任用という会計年度任用職員導入後の区分の中では、その数が少なくなってくる、そ

のように私は受けとめているわけですが、まずは、その４９人、１６人、７人が、現

行はどこに該当し、そして将来、年度が導入された後には、どういうふうに区分が移

行されるのか、その辺を、推測もあるかもしれませんが、少しお聞かせいただいて、

数字的なものを明確にしていただきたいなと思っております。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  今、議員がおっしゃいました４９名、１６名、７名

について、どういった方を拾い上げておられるのかというのは、私はわかりませんけ

ども、先ほども答弁をさせていただいておりますけども、嘱託職員につきましては、

地方公務員法第３条第３項第３号に、いわゆる非常勤特別職のところに該当していく

だろうと考えています。 

 それと、地方公務員法第１７条一般職員の非常職員という部分がありますが、本町に

おきましては、これを根拠に任用していることはゼロ人であります。 

 それと、もう一つ、地方公務員法第２２条、いわゆる臨時的任用職員、この部分での

任用をしておるという状況であります。 

 それから、現在のそういった職員の方々が、今後の会計年度任用職員制度が導入され

て、どのようになっていくかというところでございますけども、今、議員おっしゃいま

したとおり、ほとんどの方が、会計年度任用職員のほうに移行されるというふうに考え

ております。その会計年度任用職員の中にも、パートタイム、フルタイムというふうに

分かれておりますので、その、今の任用根拠、勤務条件等、また整理していかなくては



ならないというふうに考えておりますけれども、そういった中で、現状のことを踏まえ

ながら、パート、フルタイム、移行していくような手続をしていく必要が出てくるであ

ろうというふうに考えております。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  ５番、板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  なかなか、その私も勉強不足でございますが、今の嘱

託職員の中に、１群、２群、３群という三つの、また仕分けがありますね。その１群

は社会保険の適用になっている、２群、３群は職員共済加入ということで、ちょっと

区分的に違うような嘱託職員が４９名の中に混在しているようでございますが、その

辺について、その仕分けの中では、少し、微妙な差が出てくるということでございま

すか。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  今、議員おっしゃいましたように、今、嘱託職員の

中にも、１群、２群、３群等の分類がされておるところであります。現状につきまし

ては、先ほども町長の回答の中にもありましたけども、適用につきましては、今後、

検討していくというふうに考えておるところでございますけども、これまでの内部協

議といいますか、中の話の中では、現状の条件等については、できる限り維持し、大

切にしていきたいという考えの中で検討を進めてまいりたいというふうに考えてお

ります。 

○議長（沖田  守君）  ５番、板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  ここで、質問というより勉強してはいけませんけども、

今の嘱託職員については、年金、退職金というものはないんですか。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  嘱託職員につきましては、社会保険等に加入してお

りますので、年金等の支給はあるというふうに考えております。退職手当組合負担金

につきましては、１群、２群によりまして、ちょっと分かれておりまして、２群、３

群の方につきましては、退職手当負担金もあるという状況でございます。 

○議長（沖田  守君）  ５番、板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  地域おこし協力隊員や集落支援員も一般職会計年度職

員に任用できるというふうに資料ではなっておりますが、これも津和野町の現実にお

いて、そのような必要があれば、そういう対応もできると思うんですが、なかなか、

財政的には国はこの制度を導入する視点というのはどうなんでしょうか。財政的に地

方にとっては窮屈に、当然なるんだかなと思いますが、中には期末手当を出すんだと

か、退職金の対象にするんだとかいうような、一方では、そういう職員というか処遇

には改善にされとるようでございますが、財政的にはどのように国は地方に対して考

えておられるのでしょうか。 



○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  先ほどの町長の答弁の中にもありますけども、制度

導入に当たりまして、処遇改善に伴いまして、財源の確保が課題であるというふうに

考えております。現状におきまして、その財源部分につきましては、いろんな会議の

中で質問はさせていただいておりますけども、現状においては、まだ不透明というこ

とで回答をいただいている状況でございます。 

○議長（沖田  守君）  ５番、板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  この制度が導入されるに当たっては、それぞれの町村

の中での十分な理解というか、職員における十分な制度の導入に伴っての理解を深め

なければ、時々、衝突が起こるのではないかなとも思ったりもしますが、当面は現状

の処遇を継続したいということで、例えば、嘱託職員は常に一年一年の更新というこ

とでございますが、やはり専門的な保育士とか、そういう資格を持っておられる方と

か、一般の単純労務と言っちゃ、大変、御無礼でございますが、その辺においての取

り扱いについては、同じ一年一年ではあっても、少し違うのかなと思いますが、何か

心当たりがあれば。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  先ほども答弁させていただいておりますけども、確

かに、今の状況の中でも、いろいろ違いが出てきているというふうに思っております。

今後、会計年度任用職員に移行に当たりましても、そういった現状については、まず

大切に維持していきたいというように考えておるところでございますけども、先ほど、

議員もおっしゃいましたように、財源的なものの確保が非常に不透明な状況でござい

ます。そういった部分を見据えながら、今後の適用については、検討を進めてまいり

たいというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  ５番、板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  現行というか、職員の士気が上がるというか下がるこ

とのないように、ひとつ、今後、制度導入に向けて丁寧な取り扱いをお願いして私の

質問を終わりたいと思います。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  以上で、５番、板垣敬司君の質問を終わって、午後１時まで

休憩といたします。 

午前 11時 42分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時 00分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き、一般質問を続けます。 

 今定例会、９月定例会最後の通告者、発言順序９、４番、道信俊明君。 



○議員（４番 道信 俊明君）  ラストバッターです。前回はトップでしたけども、今

回はラストを務めさせていただきます。 

 まず、皆様に通告としてお知らせしておりますけども、６番と７番目は、削除という

ことでお願いいたします。 

 それでは入ります。私の今回の一般質問は、町民の方がよくわからない世界というこ

とで、実際、私自身も初めて条例とか法律とかを開いてみたというようなことでありま

すので、町民の方が聞かれて勉強になると、あるいは知るということを中心に話を進め

てまいりたいと思います。 

 題目は懲戒処分についてということですが、まず、懲戒処分という難しい言葉ですけ

ども、懲戒処分を行う機関というのはどういう名称かというところから入ってまいりま

す。そうして、２番目は、構成メンバーは誰なのか。次が、各処分、懲戒処分を何の基

準を用いて行われているのか。あるとすればそれは何か。５番目が、国の人事院の基準

をもとにした規定をつくっている自治体があります。客観性を担保するためには必要だ

と思いますが、本町にないのはなぜなのでしょうか。訓告や口頭注意などは法律上規定

されていないので、特に必要なのではないでしょうかということを、まず質問させてい

ただきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、４番、道信議員の御質問にお答えをさせていただ

きます。 

 懲戒処分についてであります。 

 まず、一つ目の御質問でありますが、一般職の職員の懲戒に関する事項を審査するた

め、津和野町職員懲戒審査委員会を設けております。 

 二つ目の構成メンバーにつきましては、津和野町職員懲戒審査委員会の委員長に町長、

委員は、副町長、教育長、参事、総務財政課長でございます。 

 三つ目と四つ目の処分の基準なりにつきましては、人事院が作成をしております懲戒

処分の指針を参考としております。 

 五つ目の御質問でありますが、本町におきましては、人事院作成の懲戒処分の指針を

参考に処分の判断をしておるところであり、今後もその指針を参考にしたいと考えてお

ります。また、訓告や口頭注意の処分につきましては過去の事例を参考に判断しており

ます。 

○議長（沖田  守君）  ４番、道信俊明君。 

○議員（４番 道信 俊明君）  これでわかりましたでいきますと、もう５分で終わっ

てしまいますんで、２番目の質問として、私が素人なりに勉強してみた結果ですけど

も、これは町民の方がそういう文言というのを聞かれるわけですけども、まず私、地

方公務員法というのを見てみました。そうすると、第２９条に懲戒というのがありま

して、そしてそこには、「職員の懲戒の手続及び考課は条例で定めなければならない」



とこのように書いてあります。そこで次に、条例をひもといてみました。津和野町の

条例の中には、「職員の懲戒の手続及び効果に関する規定」というふうになっており

まして、第３条のところの手続というので、「懲戒、減給、停職または免職の処分は

その旨を記載した書面を当該職員に交付して行わなければならない」と書いてありま

す。要するに、ただ口で言うたんじゃなくて、ちゃんと紙に書いたのを渡しなさいと

いうことです。第４条が減給の効果、停職の効果というふうに書いてあります。条例

では、あとちょっとほかのところにもあるんですけども、基本的なところは一応これ

だけ、これが中心になっております。 

 それで、次に、いわゆる人事院と、聞きなれない言葉でありまして、私もそれを見て

みました。人事院の懲戒処分の指針というものがあります。これがその指針というもの

なんですけども、当然皆さん御存じだろうと思うんですけども、懲戒処分の指針という

ことで１、２、３、４、あと、いろんなところが項目がついておって、丸がくるくるつ

いて、こういう場合はこうですよ、ああいう場合はこうですよというように書いてあり

ます。ちょっと読みますと、 

 人事院ではこのたび懲戒処分がより一層厳正に行われるよう任命権者が懲戒処分

に付すべきと判断した事案について、処分量定を決定するに当たっての参考に供する

ことを目的として、別紙のとおり懲戒処分の指針を作成しました。職員の不祥事に対

しては、かねて厳正な対応を求めてきたところですが、各省庁におかれては、本指針

を踏まえて、さらに服務義務違反に対する厳正な対処をお願いします。特に組織的に

行われていると見られる不祥事に対しては、管理監督者の責任を厳正に問う必要があ

ること、また、服務を怠った場合も懲戒処分の対象となることについて留意されるよ

うお願いします。 

これが人事院事務総長発ということに書いてあります。 

 それで、質問に入っていくわけですけど、今、最初の答えの中に、人事院のこの文章

をもとにしてという回答があったわけですけども、それでは本町の職員にこの人事院の

指針を知らしめていますかということが、まず一つ目の質問です。 

 それと、もう一つは、この中に書いてあるのを全部読むわけにいかないんですけども、

二つ目の質問として、職員が管理監督の地位にあるときは、標準例に掲げる処分より重

いものとすることが考えられるという項目があります。今の二つのことに関して、今の

最後のことに二つ目の質問に対しては、町としては御存じですかということで、まずは

この二つの質問にお答えください。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  まず、懲戒処分の指針について全職員に我々のほうから特に

周知をするというような特別な行為というのはとっておりません。ただ、今はホーム

ページ等で見られるような状態になっておりますので、そうした関心のある職員等が

そうしたところで調べることは可能であろうかというふうに思っております。 



 それから、もう一つの管理監督者の責任を厳正に問う必要があるという後段のほうの

御質問でございますけれども、また職務を怠った場合も懲戒処分の対象となることにつ

いてということ等でありますが、こうしたこともこの指針等にも出ておるということで

ありますので、そういうことは当然知り得ることはできるかと思っております。 

○議長（沖田  守君）  ４番、道信俊明君。 

○議員（４番 道信 俊明君）  今回の結論は──先に結論のほう言いますけども──

今言われたように、町の職員が自分たちが仕事をしていて、例えばミスったりした─

─故意であるのはもうもちろんだめなんですけども──過失であったりとか何かし

たときというのはやっぱりありますよね。こういうときに、一体自分がどういう処分

を受けるんかということがわからない状態で仕事をするというのは非常に不安なこ

となんです。これは逆に言えば、処分をするほうも、一体どういう基準で処分したら

いいのかというようなことがわからないで、お互いにどうしよう、どうしようみたい

な形でやるというのが一番怖いんで、今回の最終的な目的というのは、津和野町でも

つくりましょうというのが私の今回の目的ですんで、そこにたどり着くまでにちょっ

といろいろ質問をしていきますから、一般論ですので。 

 次に行きます。町の答弁には、これ読みましたときに、訓告というのかかりましたい

ね。訓告という文言が入っているんですけども、訓告というのは私が調べた感じでは、

条例のどこにも訓告という言葉はないんですけども、これ訓告というのが条例の中にあ

りますか。 

 それともう一つ、訓告という言葉と戒告という言葉の効果の違い、どこが違うんです

かみたいな、私も最初これを見たときにどっちがどっちでどうなんじゃみたいなのがあ

ったんですけども、いわゆる行政処分としては、どういうふうにその効果の違いがある

かっていうことを２番目の質問とします。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  訓告あるいは口頭注意が条例上載っておるかという

ことでありますけども、条例上では特にそういった規定はされておりません。これも

人事委員の懲戒処分の指針とか懲戒処分の種類といったような中で見ておるとこで

ありますけども、その中でいわゆる戒告と訓告がどう違うのかということであります。

戒告につきましては議員も先ほどおっしゃいましたように、懲戒処分の中の一つの種

類になっております。懲戒処分に至らない場合というのも考えられるようなこともあ

りますけども、そういった軽微な処分を課すことがあるという中で、今の訓告あるい

は口頭注意というもので示しているということでございます。 

○議長（沖田  守君）  ４番、道信俊明君。 

○議員（４番 道信 俊明君）  今の戒告と訓告の違いのところの効果、ここがちょっ

と知りたいんですよ。効果ということが知りたいということは、訓告だったらどうい

うふうな効果が出るのか、要するに後々どうなるんかということです。後々どうなる



んかということが訓告と戒告の違いというものを知りたいということを教えてくだ

さい。 

○議長（沖田  守君）  副町長。 

○副町長（島田 賢司君）  戒告の場合は、懲戒処分の一つでありまして、これは人事

記録簿へ必ず残ってまいります。で、訓告、口頭注意は、その場限りなので記録とか

別に残らないという差がありますので、重さをどこで引くかということはありますけ

ど、懲戒処分にならない場合は、訓告あるいは口頭注意で、うちは処分をしていると

いうことでございます。 

○議長（沖田  守君）  ４番、道信俊明君。 

○議員（４番 道信 俊明君）  人事記録に残るということは、例えば、給料に何か何

らかの影響があるとか、退職金に影響があるとか云々というところまで行くのかとい

うことなんですよ。何でかというと、もと役場におられた人に聞いたときに、行政職

員というのは、やっぱりこういう懲罰というものが一番我々にとったら響いてくると。

例えば、私なんか民間人ですから、例えばですよ、何かミスったとします。で、その

次にそれから頑張って営業成績をばあっと上げた、そしたらほぼゼロになるんですよ。

我々民間人はそういう感覚持っていますんで、あんまりこういうところに神経をとが

らせることはないんですが、先ほど言ったように行政職員というのは、役場の職員と

いうのは、これが非常に重たい、後々までみんな響いてくるよということを聞いたと

きに、ほんなら、給料とか退職金とかボーナスとかに、そういうものまでも響くんか

いなということがあるんですけども、そのあたりどうですか。 

○議長（沖田  守君）  副町長。 

○副町長（島田 賢司君）  懲戒処分四つありますけど、この処分にあった場合は、当

然昇給が延びますので給料に影響してくると。で、訓告あるいは口頭注意、これはそ

の場限りの処分なんで、それは給料には影響しないということです。 

○議長（沖田  守君）  ４番、道信俊明君。 

○議員（４番 道信 俊明君）  今のこの人事院の中にも──ちょっとさっき言ったか

どうかちゅうの忘れたんですけども──この中にもいわゆる訓告とか厳重注意とか

こういうものもないわけですよね、法律にもない。ですからなおさらのこと、今のよ

うな訓告とか厳重注意とかということをきちんと規定しておかないと、職員が過失で

あれミスったときに、やっぱり自分はどうなるんだろうかということの指標をきちっ

とつくっておかないといけないというのが、先ほど言いましたが私の基本的なきょう

の提言でもあるんです。で、現実にここにあるのが、雲南市職員の懲戒処分の基準等

に関する規定というのがここにあります。これは平成２２年につくられたもんで、か

なりありますね、きちんと書いてありますね。これは多分人事院のを準用したものあ

るいは適用したものだろうと思うんですけども。それともう一つ、ここにプリントア

ウトしたのが、これ登別市なんですけども、たまたま二つほど上げたんですけども、



このようにして、町村の中ではきちんと自分のところの町の基準をはっきりさせてお

かんといかんということは思うんですよ。そうしないと、それとさっき一番冒頭に質

問したように、聞いたように、職員はホームページで見るでしょうでは、最初に入っ

たときにいろんな条件、労働条件とか何とかちゅうのは出さにゃいかんわけですけ、

そのときに、このことを一緒に渡して──後ろ向きといやあ後ろ向きなんですけども

──渡して、頑張ってちょうだいねということをやっぱりせんといかんのじゃないか

という意味で、これを今回のこの懲戒処分に関しての質問というか提言というかそう

いうものをしているんですけども、いかがでしょう、どうですか。つくっていくよう

な感触というのはいかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  本日のことは、御提言は御提言として、町の今後の人事の管

理もする上で、本町が取り入れてくれるかどうかということは、庁議の場でまた議題

として取り上げながら総意をもってどうするかということは決めさせていただきた

いというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  ４番、道信俊明君。 

○議員（４番 道信 俊明君）  それでは、もう一つ最後にこの分に関して、私気にな

ったのは、合併したわけですよね。合併したということは、旧津和野町、旧日原町と

いうのはもうなくなってしまった。そのなくなってしまったことの過失が、そのまま

新町に受け継がれていくのかというこういう事例というのが、ここに過去の事例をい

ろいろもとにしてとか何とか書いてあるんですけども、こういうことって普通あるん

──私からすりゃあそんなのはもう時効だろうってみたいな感じでしか思っていな

いんですけども、このあたりはどうなんでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  基本的には、やはりあり得ることだというふうに思っており

ます。特に今回は補正予算でも計上させていただいたように、税金のと言いましょう

か、再び執行してその該当者の方に払わなければならないというようなことがあった

ということでもあります。これは、でももうきちっと公表していることでありますか

ら、より具体的にということでお話をさせていただきたいと思っておりますけれども、

そういう事例もあったということであります。で、実は、その処分等も決定していく

上では、過去にも合併前の不祥事といいましょうか、それで合併後に発覚をして処分

をしたと、そういうケースもございましたので、そういうことも参考にしながら、今

回もそういう懲戒処分の中で内容について决定していったというところでもありま

す。ですから、今後もあり得ることだというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  ４番、道信俊明君。 

○議員（４番 道信 俊明君）  わかりました。この件に関してはこれで終わります。 

 次は、津和野高校のことです。 



 実は、私、余り今まで津和野高校のことに関して、議員だったときに担当でもなかっ

たちゅうこともあって、余りよく知らなかったこともあります。それで今回、実は、津

和野高校の校長先生や教頭先生、それからコーディネーター、それから寮の生徒たち、

それから一般町民の方と会合する機会がありましたんで、私が今まで余りちょっと勉強

不足だったということも含めながら、皆さんとお話をしてみました。そこで、私、一番

今回のあれで感じたのは寮の問題なんですけども、１０年前に私はあの寮の中を見まし

たが、そのときにやっぱり一番感じたのが、４人で１部屋ということが、見た瞬間にえ

えみたいなところが実はあったんですよ。そのことの記憶がいまだにあって、いまだに

４人ですかみたいなことで聞きましたら、４人ですということが、私のそこんときの一

番最初のショックというか、この時代に４人の部屋であのままやっているのみたいな、

そんな感じがありまして、それでぜひこれを取り上げていきたいというふうに、で、皆

さんの意見もずうっと聞きながら、これはやっぱり、特に津和野高校がこれからも存続

していかなければ地域のためにもいけないということがありましてこの質問なんで、ち

ょっと読み上げます。 

 津和野高校は存続のために毎年８０名の新入生が必要であります。しかし、少子化の

中で、地元だけで賄うことができません。そこで津和野高校は全国公募を行ってきたわ

けですが、島根県全域はもとより１５の都道府県から約５０名が津和野町で単身勉強に

励んでいます。 

 ところで、以前から津和野高校の寮の増改築が行われてきましたが、県立なので本町

が手を出すことができません。また、町立の寮を建てるには予算や運営上難しいという

こともわかっております。そこで、下宿をもう一度見直そうというのが私の提言です。

高校の寮は１部屋４名ですが、時代にそぐわない。２名にしてそれを補う。４名が２名

になるわけですけ、それだけうわが出てくるわけなんで。 

 津和野町には空き家があり、夫婦だけの家というのもあります。ただ、食事を各宿で

出すのがネックになっています。そこで、食事は専用の場所で行う、さらにこれらをＮ

ＰＯ団体が運営するということを提言なんです。 

 で、寮生は現在、３万５,０００円の寮費を払っていますが、これに対して下宿生は

おおよそ７万円かかります。下宿生に対しての何らかの援助をしていただきたいという

ことを、まず１番目の質問にいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、津和野高校についてお答えをさせていただきます。 

 津和野高校の寮に関しまして、施設の経年劣化や生徒のニーズ等踏まえ、舎室のリフ

ォームや増設等については、学校から県へ要望されており、その都度改修を行い寮生の

快適な生活環境の整備に努めておられるところです。しかし、新しく寮を建てかえるこ

とについては、県の予算上難しいということで回答を受けております。これは津和野高

校だけでなく、他の市町の高校についても同様であるとのことでした。議員の提案にあ



ります下宿についてでございますが、現在、ＮＰＯ法人ブートピアという組織において

町内のビジネスホテルを活用し下宿事業を行っており、県外生を対象に６人の生徒がそ

こで生活をしております。そこでは、ただ下宿をさせるのではなく、教育型下宿として

生徒への学習指導を行いながら、教育と下宿を合わせた事業として展開しております。

しかし、運営上の課題も多く継続することが難しいといった話も伺っております。 

 津和野高校の魅力化が図られ、年々寮生が増加する中で、受け入れのキャパシティー

も限界に達してきており、その対策は喫緊の課題と受けとめていることから、町といた

しましても空き家を活用するなどの施策の確保策と、県の制度を活用した運営補助の可

否等について、さまざまな検討を行っているところでございます。 

○議長（沖田  守君）  ４番、道信俊明君。 

○議員（４番 道信 俊明君）  それでは、この下宿している生徒たちのことは、私の

家の前のところですんでよく知っております。それで、よく頑張っているなっていう

感じを、私毎日見ているわけなんですけども、運営上の課題も多く継続が難しいとい

うことの理由ですが、実はコーディネーターの方からも一応聞きました。聞きました

が、町として感じておられる、運営上継続が難しいという理由がどういうところにあ

るのかということ、ちょっと教えてください。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  ＮＰＯでございますので、町にもそのＮＰ

Ｏの事業報告というのが参っております。そういったところも含めて、総合的に町が

今考えている理由というとこでございますが、ブートピアのほうからの報告でもあり

ますように、地域学習へのサポートあるいは日々の相談と食事の提供、ここの辺のマ

ンパワーの部分、それから教育型の下宿をやるということに対する外部講師招聘、あ

るいはテキストをつくったりする、そういった部分に諸経費が発生しているというこ

とで、このブートピア本体の法人の運営でいいますと、ほとんど利益が出ていない状

況、その中でも外部の財団からの助成や寄附で何とか賄っているというような状況の

中で、なかなか運営が厳しいというようなことで私ども承知をしているところでござ

います。 

○議長（沖田  守君）  ４番、道信俊明君。 

○議員（４番 道信 俊明君）  今の最初の質問の中で、私言った食事のことですよね、

多分、下宿をふやすと食事が一番問題なんですよ。実は私も下宿した経験があるんで、

今の食事というのは、特に高校生にとっての食事というのは非常に難しいといのはよ

くわかっているんですよ。ですから、これは提言になるんですけども、プロに任せる

みたいな、というのは、私、この話し合いに臨むときに事前に下宿をやった経験のあ

るものに相談したんですよ。そうすると、やっぱり食材を、例えばキヌヤで安いとき

にぽっと買うてくるとか、というようないろんな具体的なことを私に進言してくれた

んで、だからそういう人たちの知恵をかりるということが、あるいは力もかりる、で、



彼に、「力になってくれるか、そのときは」と言うたら、「なるよ」みたいなことが

あるんで、だから、事前にそういう人たちの力をもうとにかくかりることを前提にや

るということの中での、先ほどの食事は１カ所でまとめるというふうに聞いたんです

よ。で、１カ所でまとめるといったらここまで来るのにどのぐらいの距離だったら大

丈夫かって言ったら、例えば駅前にあったとしたら、千原から鴎外記念館ぐらいまで

は自転車で５分で来ると。ただし、女の子はちょっと問題が出るから、女の子はでき

るだけ寮に入ってもらって、そうして男の子を下宿に移行ということで、彼らだった

ら５分で自転車でざあっと来るということを、彼は経験上知っていますから、そうい

うような具体的なことを聞いていますんで、そういう意味で私、食事をする場所を１

カ所にして云々ということを提言させてもらっているんで、ぜひそこのあたりはこれ

から参考にしていただきたいと。 

 それから、ＮＰＯの彼らともちょっと話をして、若干大変なところもわかりました。

で、結局、地元民がやっぱりやらないと、ＮＰＯがずっと続くわけじゃないですから。

で、高校生はどんどん３年で卒業するにしても、後から入ってくるわけだから、ずうっ

と続いていくときには、やっぱり地元の人がタッチしていくという仕組みをつくってい

くということが非常に重要じゃないかなというふうに感じました。ですから、ぜひそこ

のあたりを考慮してもらって、今の倍かかりますんで、倍かかるところをやっぱり何と

かして、今の人数を維持していくということをぜひ協力するみたいなことを書いておら

れますから、ぜひお願いしたいというお願いになるんですけども、あとはまた、いろい

ろな機会に話し合っていきたいと思うんですけども。 

 それで、津和野高校のことが、私、何で気になったかということは、実は、これ私の

話になるんですけども、今の会合に出たときに、目からうろこというのはこのことかな

というふうに思ったんです、その会合の中で。じゃあどういうことかということを言い

ますと、実は私らの世代、団塊の世代の高校というのは、高校イコール受験、でいい大

学、もうこの一点が目標だったみたいな、だから我々はもうそんなもんだろうと思って

いたんですよ。そんなもんだろうと思っていて、それであの会議に出たときに、中でい

ろいろ話をされているのを私聞いたときに、津和野高校が、今私の言ったことじゃない

パターンになった、これは校長先生の言葉なんですけど、一山越えたという言葉を使わ

れたんですよ。一山越えたという言葉が結局今の子供たち、高校生が目指すものは、我々

の時代とはもう全然違ったなあという、そういうことが目からうろこということに、私

感じたんですよ。それで、コーディネーターの方ともいろいろ話をしてみて、やっぱり

私が思っていたことはもう古いなみたいな、これはやっぱりコンピューターとそれから

ＡＩというものが大きく寄与していると思うんですけども、あの方たちと話をしてみて、

これはこの人たちと一緒に津和野に来る高校生を大切にしなければいけない、そのため

にはということの中でのこの下宿ということに結びつきますんで、だからぜひ、この下

宿生に対して全力で応援していただきたいというふうに思っております。それは今の空



き家対策にもなるし、何も、そこを対策にしちゃいかんのですけども、こういうことに

なってくるということも踏まえて、この高校の寮のということで、ぜひ頑張っていただ

きたいと思います。 

 それともう一つ質問なんですけども、寮生の生活環境の整備というのこうありますよ

ね、快適な云々と。で、寮生の子たちが何を言ったかというと、先ほど４人では狭いと

いうこと、当然言いました、それは。それと、和式トイレはもう使う者はほとんどおら

んと。で、洋式にしてほしい。これとそれから脱衣所のこととお風呂のことですね。こ

のことを言われたんですけども、もしそのことを御存じでしたらいいんですけども、御

存じなかったら、今の高校生の声というものなんですけども、課長、御存じですかね。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  トイレの洋式化と脱衣所の、（「そうそう、

そうそう」と呼ぶ者あり）私は今、初めてお聞きしたようなことであります。 

 で、町として今、津和野高校の支援のための交付金というのを毎年出しておるんです

が、その中で寮の快適化という後援会のほうで考えられとる快適化というのが何年かず

うっと続いとるわけです。その中で、冷蔵庫を新しくするとか厨房の空調とかガススト

ーブをつけるとか、あとコンセントをふやすとか、そういったことと、今はソフト的な

事業として星を観察しに行くというような、寮生がですね、地域学習みたいなところや

っておられると思うんですが、そういうふうなことは要望に応じてこの中で予算の使い

方も含めて協議をしてやられているということだろうと思います。 

 先ほどのトイレの洋式化を県立高校として行うべきなのか、これ施設の本体のことに

なりますので、脱衣所のいろいろ仕切りをつけるぐらいのことは後援会ということも考

えられますが、その辺については、高校生の要望も踏まえて、私どももどちらなのかと

いうとこありますが、きょうお聞きしたことについては持ち帰って、またさらに検討さ

せていただきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  ４番、道信俊明君。 

○議員（４番 道信 俊明君）  設備のことですから、町としては県に要望することし

かできないというのはよくわかっておりますが、じかに子供たちが私に話してくれた

こともありましたんで、ぜひそのあたりを県のほうにも強調して言っていただきたい、

かなり具体的なことに、彼女たち言っていましたからお願いします。 

 それでは、この件に関して、先ほどからコーディネーターのことが私非常にインパク

トがあったんでなんですけども、彼らをここにとどまってもらうような、何とか頑張っ

てほしいなという感じがあるんですけど、大丈夫ですよね。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  津和野高校のコーディネーターとして、今

３名配置をさせていただいております。お一人の方は地域おこし協力隊の３年を終え

られて集落支援員として今津和野高校のほうに配属、もう一人、現状来年の２月ぐら



いだったですか、要は、地域おこし協力隊員の３年を満了される方が３年間期間満了

ということ。私どもも教育委員会といろいろ協議をしながら、今のコーディネーター

の業務という部分でいうと、３名の方、今やっておられますが、非常に大事な部分を

担っていただいているということで考えております。で、一部の方は集落支援員とし

てなったということ、もう１名の方が、来年早々に任期満了ちゅうことで、この後ど

うするかというところは、当然継続するような形で処遇をどうするかということで、

教育委員会と今協議をしておるところです。町全体の内部の協議は今からということ

になりますが、教育委員会と私どもが話す中では、３名を継続してコーディネートし

ていただくような形をとれないかというところで、今話しているところということで

ございます。 

○議長（沖田  守君）  ４番、道信俊明君。 

○議員（４番 道信 俊明君）  そのあたりはよろしくというしか言いようがないんで

すけども、私ら接触することもこれからありますんで、そのときにはまた、私らから

のいろいろな皆さんにお伝えできることがあればするのと、それからさっき言った、

地元の経験者、さっきの食堂の、ああいう人との接触ちゅうのがあんまりないんです

よ。だから、私らとしたらそういうことを、逆に私らが間に入って彼らと会ってもら

ってということができますんで、ぜひそのあたりも、もし私らにできることがあれば

やりますんで、ぜひ頑張ってやってください。 

 次が、看板の件なんですが、国道９号線の徳佐からトンネルを抜けると津和野町まで

１５キロとあります。前回の一般質問にもこういうようなこと言っておきましたが、す

ぐに津和野方面への看板が出てきます、なごみのほうへおりていくですね。国交省への

交渉を願いたい。「津和野まで１５キロ」の文字を削除をしてほしいということが３番

目の質問です。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、国道９号上の案内看板についてお答えをさせてい

ただきます。 

 議員御指摘の道路標識は、上段に浜田７７キロメートル、中段に益田３６キロメート

ル、下段には津和野１５キロメートルと表示され、津和野町役場本庁舎までの距離が表

示されているものであります。国土交通省浜田河川国道事務所益田維持出張所に問い合

わせをしたところ、標識は国土交通省の道路標識設置基準により設置されているもので

あり、議員御要望の「津和野１５キロメートル」の削除については、削除しなければな

らない理由が見つからなければ削除できないとの回答をいただいております。 

 また、津和野の城下町への誘導案内は、山口市徳佐地内や津和野町地内の県道柿木津

和野停車場線中座工区交差点、大鳥居交差点、青野隧道付近交差点に白地に青抜き表示



された案内標識があり、観光やビジネスで訪れるお客様にも配慮された標識が設置され

ております。 

○議長（沖田  守君）  ４番、道信俊明君。 

○議員（４番 道信 俊明君）  今の答弁を受けて、ちょっと意地の悪い質問をします

が、日原の駅の上のガソリンスタンドがありますよね。あそこにある看板、見られま

したか。これ担当が誰かちゅうのちょっとこれじゃあわからんのですけど、津和野１

１キロと書いてある。さっきこの中で言われた１５キロというのは、あくまでも庁舎

を中心に考えたんだというあれだったんですけども、あそこからここまで１１キロあ

りますか。ごらんになりましたか、担当は誰の課かわからないんですけど。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（木村 厚雄君）  議員さんが言われるのは、枕瀬のスタンドのですね。そ

れは、白地に青抜きで１１キロと。 

 先ほど、町長答弁の中にありました山口市の徳佐地内の願成就温泉、山口方面よりで

すが、そこに白地に青抜きでピクトといいまして、殿町通りの絵が入ったものがありま

す。それに距離表示がしてありまして、それは津和野の城下町の中、殿町を目指したと

ころの距離表示がされています。で、今、枕瀬にある白地に青抜きがしてあるものにつ

きましては、そこから津和野庁舎のとこになりますが、そこまでが１１キロというふう

になります。で、御質問がありました１５キロのことにつきましては、確かにこれは青

地に白抜きで１５キロと表示してあります。その標識が出ている柱の、益田方面に向か

っていくと左側になりますが、白地に青抜きで津和野というふうに距離表示がしてある

のを御存じかと思いますが、これが、山口方面から津和野入ってくるときに木の枝に隠

れてちょっと見えなくなっております。１５キロという表示の左側の隣に標識がつけら

れております。ただ、木の枝等で隠れて見えにくくなっております。本庁舎をにらんだ

距離と津和野町舎をにらんだ距離と、標識がそこには二つ存在するわけですが、両方あ

るということで、今見えにくくなっているところについては、木の枝を切っていただく

ようにお願いはしております。白地に青抜きの標識が見えるようにということでお願い

はしておりますので、ということであります。 

○議長（沖田  守君）  ４番、道信俊明君。 

○議員（４番 道信 俊明君）  私たちがよその町に行って、ナビもありますけども、

やっぱり見ますよ、どこどこまで何キロ、右へ曲がって何キロというのは。だから、

これ私も実は気づかなかった、地元におると気づかないんですよ。だけど、よそへ出

たときはやっぱり頼りにしますよ。で、右か左かというのも頼りにしますんで、今の

ようなことを、間違った人にあれは青抜きでどうだ、あげだこげだちゅうのは役に立

ちませんから。それで何がこれで言いたいかというと、このことというのは結局、一

番最後の私が言いたい落としどころは、津和野の利益のためには、例えば今、そのよ

うないろんな問題があっても、津和野が処理しないとよそは誰も処理してくれません



もんね。私自分でも、元議員さんだった先輩議員にもちょっと相談に行ったら、こう

いうことをやるのが仕事だろみたいな、津和野町にとっての利益は津和野町が守らん

で誰が守るんだって言われて、経験があるんですよ。だから、ぜひそこは強烈に、理

由があるとかないとかじゃなくて、「困っとるんじゃと、わしらは」ということで、

ぜひ押してもらいたいというふうに思っております。それは観光客だけじゃなくて、

仕事に来られて、山口のほうからばあっと来られて──集まりのときに言われたんで

すよ──来られて、時間に間に合わんちゅうて、もう津和野まで１５キロちゅうて１

５キロ走ったらここじゃなかったという、仕事師の方なんですけども、これも津和野

町にとっては不利益なんですよ。だから、津和野町にとって不利益なことに対しては、

やっぱり私らが行くわけにいきませんけ、国交省へ。前に国交省に聞きには行きまし

たよ。だけど、交渉するのは私らじゃないですけ、皆さんですから。だから、皆さん

が今のようなことで、理由はもう何かつけて、要するに我々は困っとるんだというこ

とを理由にして、国交省にぜひ交渉をしてもらいたいというふうに思っとります。こ

れ最終的には、本庁舎という、今言葉使われたんですけど、やっぱりそこに整合性が

ないからこういうことが起こるんだなみたいな気がしているんです。これが落としど

ころちゃあ落としどころなんですけども、これは一つの例として出したんです、例と

してね。ですから、ぜひ津和野町を守る気概を持っていただいて頑張っていただきた

いという思いを込めて、私の一般質問を終わります。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  以上で、４番、道信俊明君の質問を終わります。 

 以上で、今定例会９名の議員の一般質問を終結をいたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  散会宣言をいたします。 

 以上で、本日の日程全て終了させていただきました。 

 本日はこれをもって散会といたします。御苦労でありました。 

午後１時 52分散会 

────────────────────────────── 
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午前９時 00分開議 

○議長（沖田  守君）  おはようございます。引き続きお出かけをいただき、ありが

とうございます。 

 これから９月定例会４日目の会議を始めたいと思います。 

 ただいまの出席議員数は全員の１２名であります。定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 



────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（沖田  守君）  日程第１、会議録署名議員の指名。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、８番、三浦英治君、９番、寺

戸昌子君を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．議案第９１号 

○議長（沖田  守君）  日程第２、議案第９１号津和野町過疎地域自立促進計画（平

成２８年度～平成３２年度）の変更について、これより質疑に入ります。ありません

か。３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  この事業、予算組みについては特段問題はないと思っ

てはいるんですけれども、この積み上げといいますか、予算の組み方についてお尋ね

なんですが、このたび広域議会、広域事務組合のほうにということで、事業主体は広

域事務組合になるわけなんですが、本来この広域事務組合というのは、先般の一般質

問でもお尋ねしましたとおり、救急・消防とそれとごみ処理というところだと思うん

ですが、このたびはトップダウン的にといいますか、また、高津川の映画をというこ

とで手を組んだというような格好だと思うんです。 

 ただ、本来でありましたら、基本的にそういった話がない場合、広域事務組合に上げ

るべき課題というのは、各市町で積み上げられたものが町単独、市単独では難しいとい

うことから、広域事務組合でやったらどうかというような取り決めといいますか、取り

組みがなされてきたと思います。 

 このたびのような、こういった１市２町で連携したほうがいいだろうという課題は、

ほかにも多々あると思います。こういった場合、広域の事務組合においては、一般質問

の機会ですとか、提案する機会というのが設けられておりません。 

 各市町において、こういった共同で取り組むべき課題であるというふうな認識があっ

た場合、どのような積み上げをもって、こういった取り組みがなされていくことができ

るのかについてお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  課長でいいか。担当課長でいい。 

○議員（３番 川田  剛君）  答えられるところで。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  共同で取り組むべき事業ということでござ

いますので、私ども幹事会という、副町長と担当課長、企画担当課長が出席をする会

議があった幹事会というのがございます。それから首長の会議、それから広域議会と

いう、こういう３つの大きな柱があるわけですが、その幹事会の中で、私どもがそう

いった取り上げるべき課題ということで、提案することは可能だというふうに考えて

おります。 



 今回のこの高津川の映画については、先ほど議員が御指摘になられたように、映画の

舞台が高津川流域ということで、流域３市町で構成する広域事務組合が財政支援を行う

ということで、私どもが今予算を提案しています４１４万７,０００円、これについて

は、広域事務組合のほうに１回、その各市町から負担をさせていただいて、広域事務組

合がこの映画を制作する会社のほうに、助成金としてお支払いするというような形にな

っております。 

 したがいまして、こういった私どもが３市町で共同してやる事業については、私のほ

うから提案していくというようなプロセスというのは、組み立てられているというよう

な形でございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第９１号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第９１号津和野町過

疎地域自立促進計画（平成２８年度～平成３２年度）の変更については、原案のとお

り可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．議案第９２号 

○議長（沖田  守君）  日程第３、議案第９２号津和野町空家等対策協議会設置条例

の制定について、これより質疑に入ります。ありませんか。２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  津和野町空家等対策協議会設置条例が制定されること

になりましたが、これから計画を立てられるということで、実施についてはこれから

解体の条件とか、いろんなものが絡んでくると思いますが、この実施についての実施

時期というのは、大体いつごろを見込んでおられますか。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  この空家対策計画というのは、この協議会

で今から審議するということになります。 



 この空家対策の計画については、議案説明のときにも申し上げましたが、今、議員が

御指摘になったような特定空家の認定の部分、ここでこれが、要は除却等の対象になる

かどうかというような判断基準等も、この中で定めていくということになります。 

 この空家対策計画については、今年度３回程度のこの協議会の開催を予定しておりま

すが、この計画自体ができ上がるのは来年３月末までの今年度の中で、この計画をつく

っていきたいということと、先ほど質問にありました実施時期については、これを皆様

に周知をして、こういった考え方で津和野町は空家対策を進めますということで、来年

の４月以降でこの計画に基づく実施を行ってまいりたいというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  その関連で、タイミングといいますか、スケジュール

ですね。３月までに計画ができました。計画ができて、実施するに当たる上で予算組

みですとか、議会の議決が必要になってくるのかどうかという部分と、それと空き家

対策特別措置法の７条の２項第３条に係るようなんですけれども、空き家対策措置法

の第７条の２項の中に、この構成するメンバーの中に市町の議会議員というのが規定

されています。よその町の議会を見てみますと、この条例について、市議会議員、町

議会議員を入れているところ、津和野町のような文章になっているところとあると思

うんですが、津和野町においては、議会からの選出があるのかどうか、もしあった場

合は誰を充てるのか、その場合、議会議決があるとなると議員を入れる必要があるの

か、法律で規定されていますので、そのあたりも審議はされたものなんだろうとは思

うんですけれども、協議会なのか審議会なのかという部分をお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  まず、予算等の議会議決ということでござ

いますが、来年３月の時点で、この計画、そこまでのところである程度骨子的なとこ

ろはわかってくると思います。これに対する特定空家の判定であるとか、そういった

専門家が評価点を打って、点数的にこれは特定空家だというような認め方を他の市町

はしているというような状況から踏まえますと、この協議会以外にそういった専門家

の御意見といいますか、そういった部分をもとにまた審議するというようなプロセス

もあろうかと思います。そういった部分でいいますと、報酬等の予算組みをしてくる

というようなことになろうと思います。 

 この計画自体について私調べてみましたところ、議会の議決を得て、この計画をどう

いいますか、作成するというようなものではないということでございますので、この計

画自体は、基本的にはでき上がった時点で、議会の皆様には全員協議会等でこの内容に

ついてお知らせをさせていただきたいというところで、今考えているところであります。 

 松江市等はもうこれつくっておりますが、私ども松江市のほうでいろいろ御意見を聞

いて、この計画をどういうふうにつくるかという、練ってきたところでございます。 



 それともう一点、議会からの選出というところであります。議員が御指摘になられた

ように、第７条の第２項、ここに規定している部分の中には、議会の議員としての選出

というようなところが書いてあるんですが、私どもがこれを調べたときに、これはでき

る規定ということで、義務規定にはなっていないという判断の中から、協議会について

は、今のところ、議会の議員の皆様から選出していただくというところについては今考

えていないというところでございます。 

○議長（沖田  守君）  ３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  それとページめくって、最後の第７条の守秘義務の部

分なんですけども、これもどこも同じような文章でつくられているんですが、この守

秘義務違反といいますか、この部分をどこまで扱っているのか。個人情報が多々ある

と思います。そういった部分で、法務的な方々というのは、そういった部分は守って

いただける部分だと思うんですけども、守秘義務の部分というのが書いてあるだけに

なってしまうのではないかなというふうに思うんですが、このあたりの守秘義務とい

うのは、書面で誓約書を書くとか、そういった取り組みをする予定があるのかどうか

をお尋ねします。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  当然、この空き家を調べていく上では、相

続人が誰であるかとかというような部分も含めて、全て個人の過去の父・母どういう

方だったとかというところまで皆調べていくような状況になります。それで相続する

ときはたどっていって、この家の責任をどうするかというようなことになろうか思い

ますが、この守秘義務のところは、一般的に地方公務員法も守秘義務というのを規定

をしておりますので、先ほど議員が御指摘になられたように、法務の弁護士の方もこ

れ入れる予定にしておりますが、そういったところで書面によって、この協議会の委

員さんが守秘義務を守るという誓約を書くべきなのかというところについては、御指

摘を受けて、今後ちょっと検討をさせていただきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。１０番、後山幸次君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  同僚議員が言いました第７条の守秘義務であります

が、ここの文言の中に「その職を退いた後も同様とする」というような文言が入って

おるんですが、これ２年で任期になりますけど、その後も聞きますと、その人が一生

涯その退いた後といいますと、継続になるようになるんですが、こういう文言を入れ

られると、その協議会の委員になり手が本当にありますかね。委嘱されるのに大変で

あろうと思うんですが、ここら点はどのようにお考えかお聞かせいただきたい。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  基本的には、これを守っていただくという

ような形になろうかと思います。委員の委嘱の際に、これは地域住民の方からもこの

委員として出ていただいて、いろんなところの議論をしていくということになります。 



 どこまでの協議会で、そういった個人情報というのを開示しながらいけるのかという

ところは、まだちょっと運営上のところで、私どもがそういった部分の細部について、

まだ詰めていないところもございますが、基本的には、この協議会というのはそういう

個人情報等、重たい情報をやっているということでございますので、守秘義務について

は、この第７条、他の市町もこういったことで規定をして、それからこの協議会をつく

るということになっておりますので、同意をなるだけしていただいて委員に入っていた

だくような、そういう進め方を私どもとしてはさせていただきたいというふうに思って

おります。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。何か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第９２号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第９２号津和野町空

家等対策協議会設置条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．議案第９３号 

○議長（沖田  守君）  日程第４、議案第９３号津和野町子育て世代包括支援センタ

ー設置条例の制定について、これより質疑に入ります。ありませんか。３番、川田剛

君。 

○議員（３番 川田  剛君）  この子育て世代包括支援センターの全国の設置状況を

見ていますと、さまざまな取り組みがなされている中で、大体支援プランの作成です

とか、きめ細やかな対応をしていくというようなことが書かれているわけなんですけ

ども、この子育て包括支援センターの設置するメリットといいますか、津和野町にお

いては、基本的には津和野の健康保険課のところで窓口になるのではないかと思うん

ですが、ない場合とあった場合とではどのような違いが生まれてくるのかなと思いま

したんで、そのあたりをお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 



○健康福祉課長（土井 泰一君）  メリットといいますか、これまでとどう変わってく

るかというような点でありますが、これまで通常、妊婦さん、妊娠されますと直前１

４週でしたか、病院のほうで定期健診を受ける補助を町のほうが今、出しています。

生まれてからは、今は「あかちゃん訪問」というのを、大体１カ月から２カ月ぐらい

のうちには保健師が訪問をして、子供の状況を成長状況を確認するというところであ

りまして、それ以外の部分というのがこれまでははっきりとほとんどありませんでし

た。 

 今後は、今回の条例にも書いてありますように、妊娠、出産、育児等、全面的な支援

という形の中で、例えば、出産前の妊娠の状況の中で不安なことであるとか、今後の出

産後の相談であるとか、そういうことを専門的に受けたり、また生まれた後に先ほど言

いましたが、基本的には一度、状況が悪く何かあれば複数回というのがあるんですが、

基本的には一度、あかちゃん訪問というのを行って、そこで健康診断をして、後は保護

者のほうがよっぽど何かあれば相談に来るという形でしたが、今後はこちらのほうから

定期的にそういう産婦さん、それから子供さんの状況、そういうことを確認しに行った

りとか、そういうものを専門的に行えると。あわせまして、妊産婦の時期だけではなく

て就学前、もしくはもっと小学校に入りましても継続的に、今後支援が必要な子につい

ては見ていけるというようなことがメリットといいますか、今後変わっていくような形

になろうかと思います。 

○議長（沖田  守君）  ３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  これまでの子育て世代包括支援センターの設置におい

て、その課題となっている部分というのが、やはり核家族化していたりですとか、片

親だったりとか、そういった部分での支援が必要になってくる場合が多いように思う

んですけども、中でも妊娠期の場合というのが、わかった段階ではまだ仕事をされて

いる場合とか、そういったときへの対応が難しいだとか、それとあと休日、どうして

も役場が休みになりますと対応ができないと。会える日というのは、どうしても土日

に限られている中で、なかなかそういった要支援保護者の方に会うことができないと

いうような課題が出ていたわけなんですが、このセンターを設置するのはいいんです

けれども、その体制といいますか、これまで全国的に設置されてきて、課題がだんだ

んと見えてきている中で、津和野町としての保健師さんの体制ですとか、コーディネ

ーターを置くのかとか、そういった部分の体制というのは大丈夫なんでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  これは今のうちの保健師で、このセンターの職員を

兼務してやるという形ではなくて、専属に今ちょっとまだ確定をしていないんで詳し

いことは申し上げられませんが、益田に在住の助産師さんの資格をお持ちの方を今交

渉しておりまして、多分ほぼ御快諾いただいて、１０月から勤務いただけるかなとい

うところで考えておるところであります。 



○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第９３号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第９３号津和野町子

育て世代包括支援センター設置条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．議案第９４号 

○議長（沖田  守君）  日程第５、議案第９４号津和野町営バス運行に関する条例の

一部改正について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第９４号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第９４号津和野町営

バス運行に関する条例の一部改正については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．議案第９５号 

○議長（沖田  守君）  日程第６、議案第９５号津和野町非常勤の職員等の報酬及び

費用弁償支給条例の一部改正について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第９５号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第９５号津和野町非

常勤の職員等の報酬及び費用弁償支給条例の一部改正については、原案のとおり可決

されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．議案第９６号 

○議長（沖田  守君）  日程第７、議案第９６号津和野町斎場の設置及び管理に関す

る条例の一部改正について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第９６号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第９６号津和野町斎

場の設置及び管理に関する条例の一部改正については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第９７号 

○議長（沖田  守君）  日程第８、議案第９７号町道森村笹山線の路線認定について、

これより質疑に入ります。ありませんか。１番、草田吉丸君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  路線認定ということで森村笹山線です。県道を移譲さ

れるものでありますが、１.５キロですが、この県道を町に移譲を受けるときに現状



でいろいろ舗装とか、傷んでいるとか、そういった状況もいろいろあると思うんです

が、これを受けるときに誰かそういったことを県と協議して、幾らか県のほうで補修

をしてから受け取るとか、そういうことはされているのかどうか、その辺について伺

います。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（木村 厚雄君）  県道を移譲を受けるに当たりまして、津和野土木事業所

と協議をしております。その中で現地も確認を一緒にさせてもらっていますが、悪い

ところ等ありますので、それについては協議の上で今現在、修繕と工事を行っており

ます。１０月末までのところで工事を終える予定になっております。それで、その後、

引き渡しを受けるわけですが、供用開始は１１月１日を現在のところ予定をしており

ます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第９７号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第９７号町道森村笹

山線の路線認定については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第９．議案第９８号 

○議長（沖田  守君）  日程第９、議案第９８号平成３０年度津和野町一般会計補正

予算（第３号）について、これより質疑に入ります。ありませんか。５番、板垣敬司

君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  このたびの平成３０年度津和野町一般会計補正予算（第

３号）の総務費の関係で、財産管理費の委託料ということで、日原診療所改修工事基

本設計業務委託料１,１３４万円、さらに津和野庁舎耐震診断業務委託料４７９万２,

０００円というものが計上されております。これに対して提案理由につきましては、

９月１０日の時点でお聞きしたところでございますが、９月１０日に我々は議員派遣

として、今さらどうかという思いもありながらも、しかし、今だから行かなければと



いうことで、日原診療所並びにせせらぎ西棟・東棟を議員全員で調査をいたしました。

その結果、東棟３階において、これまでの説明の中では適切な跡地活用というか、そ

ういうものがまだ模索中であり、現在のところ白地というような状況の中で、我々は

その場所をつぶさに確認しました。案外この施設は議場としても結構なスペースがあ

り、特に支障はないのではないかというような思いもいたしたところでございます。 

 そういう中で、基本設計業務委託料は既に提案されてからのことでございますので、

もともと基本設計業務委託料の仕様書としては、従来の考え方にのっとって、今の診療

所の１階部分の改修並びに議場の増設というものを踏まえた上での基本設計業務委託

料だと考えておりますが、１０日の我々が視察した中で、３階というものが案外使える

かなという感触を得た中で、基本設計にこの３階の活用を加える、そして現在増設を考

えておられる部分を切り離して、まずは日原診療所の部分だけを改修し、危険な今の現

在の本庁舎である日原の本庁舎をとりあえず日原の診療所の１階部分にもっていくん

だと。そういうことは大変重要であり緊急性があると思うんですが、議場の増設につい

ては、３月の特別委員会においても委員長報告として十分配慮し考慮するというような

一言も載せておりますが、その部分について、基本設計業務委託料について、何らかの

３階部分についても考慮されるものかどうかをまず確認したいと思います。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  今回、補正で御提案させていただいております日原

診療所改修工事の設計業務委託料でございますけども、当初、その内容につきまして

は、先ほど議員が言われましたとおり、日原診療所の改修工事、そして議場の増築と

いうところでの基本設計の内容を考えておったところでございます。 

 しかしながら、先ほど議員もおっしゃいましたように、９月１０日に現地視察を議員

の方々、行っていただいたときに、そのせせらぎ棟の３階を視察したときに議員の皆様

方から、ここがスペース的にも使えるんじゃないかというふうな御意見を多数いただい

たというふうに私は思っております。 

 そういった御意見をいただいたことを踏まえまして、すぐさま庁内部で町長、副町長

とともにそういった状況を協議いたしまして、今回、基本設計業務として提案をさせて

いただいている業務の内容につきましては、まず優先的に議員の皆様方からいただいた

せせらぎ棟の３階について、議場として利用が可能かどうかという調査業務等から

（  ）中に盛り込んでいきたいというふうに、今考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。１０番、後山幸次君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  同僚議員から今あのような説明がありましたが、本

設計で日原の設計が１,１３４万計画してあるわけでございますが、たまたまこの間、

９月１０日に我々は視察に行ったわけでありますが、これは目的があくまでも診療所

の１階、３階の内部を視察するという段階で行ったわけであります。 



 診療所の１階は役場機能としての柱、壁等の障害物の撤去が可能か、また図面をいた

だいて説明もあったわけでありますが、面積的には十分可能と思われますが、課の配置

計画等は専門家の指導や作図で説明でないと利便性はわからないわけであります。２階、

３階の利用についても目的を持っての計画をしないと大変難しいように思っておりま

すが、せせらぎの東棟の３階については、たまたま病院の喜島統括部長がおられました

のでお話をしたときに、たまたまその「３階がありますが見られますか」ということで、

「それではぜひ見せておいてください。たびたび病院の中を視察するわけにいきません

ので」ということで、中を見せていただいたわけでありますが、せせらぎの３階には大

きな柱が２本あります。これを撤去することは構造上、大変無理ではないかというふう

に私は判断をしておったわけでございますが、本格的に議場構想するのであれば、専門

職の方をともに検討するべきであるというふうに思っております。 

 １回目で、ここを今すぐ設計費に計上するとかということは、大変難しいのではない

かというふうに思っております。まだ、このせせらぎの最高責任者であります橘井堂の

医院長先生の意向等も何ら聞いたわけではありません。ただ、喜島統括部長にお願いを

して、ただ見せていただいたというだけのものであります。まず、病院側ともよく協議

をされた上で、そして計画をされるべきであろうと、本予算とは何ら私は関係がないよ

うに思っております。 

 以上であります。何か説明があればいただきたい。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  今、議員のほうから、たまたませせらぎを視察した

というふうなお話でございましたけども、議会の初日の議員さんの現地視察派遣です

か、あの書類の中にも診療所とせせらぎというふうなことも書かれておりましたと思

うんですけども、いずれにしましても、１０日の現場を見たときに、確かに柱の大き

いものが２本ありました。そういった状況も踏まえた中で、議員の皆様方からここが

使えるというふうに御意見をいただいたというふうに思っております。そういった御

意見をいただいた中で、先ほど私が申しましたように、基本設計業務の中でその方向

性についても検討をしていくということを盛り込むということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（下森  定君）  昨年の１２月より、施設の集中と効率化ということ

で、まず日原診療所を今の東棟の２階に設置、そして東棟のほうの２階、３階の老健

のいわゆる入所、短期入所を津和野共存病院の３階のほうに移転をするということで

全員協議会等、皆様には御説明をして御了解を得たと思います。 

 医療法人橘井堂のほうは指定管理を受けております。今の日原診療所のほうは３１年

の４月から東棟の２階のほうに移転をするということでありまして、今の２階、３階の



入所のほうは、１１月に津和野共存病院の３階のほうに移転をすることになっておりま

す。 

 まずは、日原診療所のほうは３１年３月までは現在のとおり１階でやって、東棟の２

階は３１年の４月ということで、法人のほうはその手続を保健所等、動線の関係とか、

そういうことで今現在行っております。東棟の３階のほうは、いわゆる議員さん方から

も一般質問でありましたように、跡地の後をどう利用するかと、有効利用はできないか

ということがありましたので、中間的施設の医療近接型の施設ではどうかということを

検討しました。地域医療協議会の中で、その辺の部分で活用方法ということがあったん

ですが、５月の末に地域医療協議会を開催し、確かにそういう施設は要るであろうと。 

 ただし、専門家の意見を聞いた状況では、３階はあくまでも以前の平成１０年に建て

た建物でありますので、そのときはまだ認知症等の制度も今のように活用されておりま

せんでした。いわゆる痴呆性の部分の施設としての部分でありましたので、そこを住居

で使うと扉は一つしかない、しかし住居とするんであるならば多額な費用がかかり、バ

ス・トイレも必要であるということで、ここにこだわる必要はないということを地域医

療協議会のほうでは判断をしました。 

 その状況を踏まえて、医療法人のほうは、１１月移転をした時点でもう施設としては、

我々としては跡利用を考えていないので、一応、須山理事長からは町のほうに対して、

来月３階の今の利用については町のほうに、一応運営としてはもう指定管理の中に入っ

ていないので戻したいということでありまして、理事長のほうはどうしてそういうこと

を言うかというと、やはり今の山村開発センターのほうが、会議室等がないというのを

お聞きになっております。管理棟のほうは今会議室もあり、施設長室もありということ

で、ここは冷暖房がきいていいんじゃないかということで、より住民のための利用の一

つとして、町のほうが考えてはどうかということを昨日も理事長のほうと協議をしまし

て、そういう形でいきたいと。 

 ただし、届け出のほうは、今３階をそういうことで、どういう活用になるかわかりま

せんけど、しておりませんので、再度、保健所のほうには２階を診療所としての機能を

当然果たさなければいけませんので、その辺を今の橘井堂のほうの設計士さん等に、き

のう再度申し入れて、総務のほうともそういう話をして、一応そういう形の利用した場

合の届け出ということを、現在、内部ではこういう方向で一応許可をいただこうという

状況であります。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  ほかにこれに関しても結構でございますが、ありましたらど

うぞ。２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  ７７ページの一番下ですが、ブロック塀撤去１,０９

０万円、これを新聞等で、ブロック塀が倒れて小学生の女の子が亡くなったことでこ



ういうことになったと思いますが、この後の処理といいますか、植樹するのか、必要

だからあったものであろうと思いますが、この後はいかがなされるつもりですか。 

○議長（沖田  守君）  渡邉次長。 

○教育次長（渡邉 寛夫君）  失礼します。今、議員さんの御質問でございますが、こ

の後というか、ブロック塀危険と思われるところが、津和野小学校、津和野中学校、

日原小学校、青原小学校とありまして、ブロックを壊してガラ処分をした後はフェン

スを建てるというような予定にしております。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。１１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  ７５ページの災害対策費の機械器具費であります。

これ説明によりますと、消防費の備品購入費としてＪ─ＡＬＥＲＴ機器、更新に伴う

防災行政無線自動起動装置購入費の１３４万３,０００円であります。これはＪ─Ａ

ＬＥＲＴ機器更新に伴ってどのような形でこの自動起動装置が行っていくのか、少し

御説明をいただきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  災害対策費の備品購入費でございますけども、１０

日の説明のときにＪ─ＡＬＥＲＴの、ああした北朝鮮のほうでミサイルが頻発に打ち

上げられるというふうなことから、Ｊ─ＡＬＥＲＴそのものの整備をさらによくした

ものに今回更新していくということで、当初予算に計上させていただいたところであ

ります。 

 そのＪ─ＡＬＥＲＴの装置につきましては、そうした更新の予算を計上しておりまし

たけども、それに連動する防災行政無線、この連動の仕方がどういう形で住民の皆様に

そういった情報伝達をしていくのかというのは、ちょっと今まだ確認しておりませんけ

ども、瞬時にそういった戸別受信機等を通して情報が流されるというふうな形になろう

かと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。１番、草田吉丸君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  ５０ページの林業振興費の中で、簡易作業路開設事業

補助金が計上されております。これは作業路の開設延長の単価の改定ということで説

明がありましたが、これの単価の改定になったいきさつといいますか、それとどれぐ

らいの単価改定があったのかお聞きします。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（久保 睦夫君）  説明では単価の改定とあったんですが、これは今作業道

延長が５００メートルで区切っておりまして、最大５０万というそういう制度になっ

ておるんですが、今道延の開設はそれ以上の開設ができると、１年間でということが

ありまして、その１,０００メートル、１００万までのそういう補助事業にしていく

ということで、予算枠を膨らませていただいたというものであります。 



○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  まず、２３ページ、総務費の企画費の委託料、高齢者

等見守り・買い物支援業務委託料についてなんですけれども、先般の一般質問でも申

し上げましたとおり、この買い物支援というのが高齢者というだけで、要支援・要介

護といったところは対応されていないと思うんです。そういったところも含めてやっ

ていただかなければ、これから先これが使える人、必要となる人というのは限られて

くるんではないかと。この調査を行う際にも、地域の方々や自治会の方々にどなたか

使ってもらえないだろうかというようなところから始まって至ったと思うんですが、

実際テレビを使って注文できる方というのがどれぐらいいるのか、それを見守れる方

だとか、独居の方だとか、本当に必要とされている方というのは、もう少し幅が広い

ところでなければいけないんじゃないかと。これだけでも２５０万円の金額をかけら

れます。また、大手企業が参画していただいているということであれば、もう少し幅

を広げていただく医療連携・医療介護連携もしていただきたいという思いでの質問を

させていただきます。 

 それと９５ページなんですが、日原地区体育施設の修繕料で照明機器の修繕というこ

となんですけども、ここずっとバスケットゴールが上がらない状況が続いております。

これも修繕はされないのかどうか、それとネットのほうも大分老朽化しているように思

っているんですが、こういったところの修繕も入ってくるのかどうかもお尋ねいたしま

す。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  買い物と見守りについては、２年間の実証

実験を経て、今回、予定は１０月ということなんですが、実施するということで、こ

の委託料については、津和野開発のほうに委託をしてということで、見守りと買い物

それぞれ含めたものを今回２５８万５,０００円として計上させていただいたという

ことであります。 

 先ほど議員が御指摘になった要支援・要介護というようなところの対象者の部分、今

回はここに至るまでは社協、民生委員さん、それぞれ意見交換をさせていただきました。

この買い物の支援については週１回、津和野地域が１回、日原地域が１回というこの流

れの中で行っていくということで、例えば、認知症の方がじゃあこのシステムを使える

か、ヘルパーの方に注文していただくのかというようなところも含めて、回数的にも足

りないのではないかというような御指摘もいただいております。 

 今回、一応１０月ということでしたが、ちょっと１カ月システムの調整でちょっとお

くれるというようなことにもなりますが、現状は今、津和野の買い物については、商工

会を通じて加入をして協力していただける店舗が１５店舗、それから見守りの世帯が、

申し込みがあったのが３世帯、買い物の支援の申し込みがあったのが１５世帯というよ



うな、数字的にはまだまだそういったところでいうと、これからどんどん上げていかな

くてはならないというような状況にはなっていると思います。 

 この週１回の津和野・日原それぞれ、この商品をお渡しするという部分で、注文する

とき、それからお渡しする時間帯、そういった部分もある程度限られた中で今回このシ

ステムを組んでおります。したがいまして、議員が御指摘になられたような、要介護・

要支援の方に対する支援策としての買い物、見守り支援というところの部分については、

まだまだ不十分なところがあろうかと思います。 

 ただ、私どもとしては、高齢者に限らず、この買い物支援等必要とされている方につ

いては、町内全域にこの制度内容について周知をした上で、今回こういった形で申し込

みがあったということでございまして、これをまだまだ充実させていく、あるいは先ほ

ど議員が御指摘になったようなところも解決していかなければならないというような

ところも考えております。今回は１１月からのスタートということでございますが、こ

れについては、こういった予算の中で、徐々にそういった部分の必要度の高いところは

皆さんと協議をしながら進めてまいりたいというところでございます。 

○議長（沖田  守君）  渡邉教育次長。 

○教育次長（渡邉 寛夫君）  議員からの御質問でありますが、日原地区の体育施設の

修繕料については、今回に上げておりますのは、プールのシャワーバルブ等の交換と、

それから日原体育館の水銀灯が切れておるのをＬＥＤにかえていくという形で、切れ

ているところから随時交換していくという形と、それから非常灯の取りかえという形

で上げさせていただいております。 

 御指摘のありましたバスケットゴールについては、かなりの見積もりを業者から金額

の大きいのをいただいておりまして、ほかに工法はないかということを今課内のほうで

検討をしておるところでございますので、今後また結論が出次第、補正のほうに上げて

いく形になると思います。 

 ネットということについては、担当者からちょっと聞いておりませんので、一回また

確認をして上げていきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  ３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  済みません。９５ページの修繕費の部分についてはよ

ろしくお願いしたいと思います。 

 ２３ページの先ほどの高齢者・見守りなんですが、町長、この予算というのが２５０

万円ついて買い物支援していますが、実際に要支援の方々に行き届いていない、使いづ

らいといった部分があります。買い物を本当に必要とされている方々、一人では買い物

できない方々が、ヘルパーさんや家族の方とでなければ一緒に買い物ができない、ヘル

パーさんもそういった支援サービスがまだ実際ないと思います。そういったところで、

こういった買い物支援・高齢者見守りといった部分は、もう少しきめ細やかなサービス



を行っていくほうが大事なのではないかと、そのほうも重要ではないかと思うんですが、

町長の所見をお伺いいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  我々の将来的な目標は、まさにそういう部分も目指しながら、

これまで準備を進めてきたというところであります。 

 今回、総務省からも地方創生の交付金をいただき、またシャープさんにも、これも総

務省の企業人の応援プログラムというのを補助をいただきながら、実証実験という形で

進めてきたところでもありまして、いろいろな苦労がございました。まずはスタートを

することが大事だということで、今回いよいよ１１月からのスタートということになっ

たわけでありまして、最初から広く対象を広げていくというよりも、まずは高齢者福祉

ということに絞って準備を進めてきたというところであります。 

 今回の予算も同じ税金だと言われればそうでありますが、できるだけ町の一般財源を

使わないようにということで、集落支援員制度を取り入れさせていただいて、そしてそ

こに携わる人件費についてはその制度から、そして、その集落支援員制度がそれぞれ事

業費部分というものを国の補助で持っておりますので、そういうものをこの事業費のほ

うにも組み込ませていただいての二百数十万という上程をさせていただいているとい

うところでもございます。 

 税金ですから決して無駄にならないようにということで、しっかり肝に銘じながら取

り組んでいきたいと思いますし、まずはスタートでありまして、実際にまたやりながら、

今回も実証実験の結果をもとに、見守り対策もその集落支援員に見守りコンシェルジュ

という専門の人をつけて、よりこの見守りを充実させていこうということをスタートと

ともに始めたところでもありまして、こういうことをやりながら、より対象に広げＰＲ

していくことで利用者数もふやしていきたいと。その中に議員御指摘のような、そうし

た要介護・要支援の皆様方、あるいは障がい者の方々、そうした方々のふだんの生活の

利便性を上げていけるようなお手伝いというものにも、この事業をぜひとも活用してい

きたいというのが、私どもの意気込みでもございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。７番、御手洗剛君。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  ４８ページであります。農林水産業費の畜産業費、こ

れに負担金補助及び交付金として、実施主体の石西地域畜産推進協議会に対する畜

産・酪農収益力強化整備等特別交付事業費負担金として計上があります。この内容に

ついてお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（久保 睦夫君）  これは全額補助をいただいていることでありますが、詳

しい内容についてはちょっと今持ち合わせておりませんので、また資料のほう提出さ

せていただこうと思いますが、よろしいでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  御手洗剛君。 



○議員（７番 御手洗 剛君）  資料を持ち合わせていないということでありますので、

どうしようもありませんので、また後でお知らせ願ったらと思います。 

○議長（沖田  守君）  農林課長、提案して、提案の中身がわからないってどないも

ならん。農林課長。 

○農林課長（久保 睦夫君）  これは石西地域畜産推進協議会への補助金でございまし

て、その中身のほうが、少し資料がありませんので、また調べて報告をさせていただ

きます。 

○議長（沖田  守君）  ７番、御手洗議員、そういうことですから、御容赦をいただ

いて、また後ほど詳しい資料を出すということですから。 

 ２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  ２３ページ、先ほどの高齢者等見守り・買い物支援に

関連しての質問ですが、現在、後田のある商店の方が軽自動車で移動販売しておりま

す。すごい人気です。曜日を決めて時間を決めて、１、２カ所、３カ所ですか、ちょ

っと見ましたが６人から８人の人が皆買い物かごを持って出てきます。といいますの

も、木部・畑迫地区の方はＩＴ関係でこういう見守りとか、それもいいかもしれませ

んが、津和野町、町なかに住んどってもキヌヤまで行けない、いろんな人がおられま

す。すごい人気で、これすごいなあと思ったんですが、見られた方もおられると思い

ますが、やはりこういう方式の推奨といいますか、それも考えられたほうがいいんじ

ゃないかと思います。皆さん喜んで出ておられます。 

 以前にも移動販売もありましたが、あれは広域的過ぎてちょっとなかなか利用者も難

しいところもあったんですが、このように時間等決めていろんなことをしておられるそ

うで、補助金とか何とかを別に欲しいんじゃなくて、すごい人気であります。それを考

えていただいたらと思いますが。 

 それから、８７ページ、文化財の修理工事設計業務委託料、これは藩校養老館の御書

物蔵保存修理及び管理棟修理とありますが、これは養老館の裏にある建物のことですか。

そのことちょっとお伺いします。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  移動販売ということで、買い物の支援策と

しましては、町が今進めております商品を御自宅へ運ぶという宅配と同じような形で

のシステムと、それから車で回って、その時間帯をお知らせしておいて買い物に出て

くるという、私どももその移動販売については現場も見ておりますし、３年前ぐらい

にこの調査検討というのも行ってきたということでございます。どの方法にしても、

買い物支援をやるためのこの方法については、民業としてやる場合になかなか、今回

もその移動販売の空白地帯が出てきたのも基本的には黒字にならないという、民業で

ある際の取り組みが黒字にならないと。今回、私どもが宅配をしますが、これについ

ても基本的には、今回、町長が申し上げましたように、集落支援員の特別交付税等も



使いながら、この活動費等でこの必要な経費を充てていくというような形でのものに

なっております。 

 移動販売にしても宅配にしても、それから地域が商店に商品を運んでそこの商店で商

品を売るというような、まちづくり委員会の取り組みなんかもございます。いろんな取

り組みがあるわけですが、そういった中で、経費というところをいろいろ考えて、高齢

者のニーズあるいは買い物が不便者のニーズを捉えながら、その経費のところをどうす

るかというところを、今からも先もちょっと考えていかなくてはならないと、移動販売

は買い物支援の一つのツールだと、手段だというふうに私ども認識しておりますので、

それも含めて、今後についても検討させていただきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  齋藤教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  御質問のありました文化財修理工事設計業務委託料につ

きましては、今お話にありましたように養老館の裏の御書物蔵と、その隣にあります

管理棟でございます。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  ２５ページの生活バス対策費の負担金補助及び交付

金１,１００万円でございます。このたび津和野温泉から野広橋の線のバスの購入の

補助金ということで説明があったわけでありますけども、斎場に行ったり、また津和

野の駅からなごみの温泉、また鷲原八幡宮、そして流鏑の馬場など、非常に今から高

齢者やそして観光客にも重宝していただけると思うわけでありますけれども、このバ

スというのはやはり低床で乗りおりがしやすく高齢者などにも乗りやすいという、そ

ういうバスかとも思いますが、少し御説明をいただけたらと思います。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  このバスについては購入補助ということで、

石見交通のほうで既にどういったバスかというのは決められております。これ日野の

ポンチョというバスになります。乗車定員３３人で、このバス自体は車椅子が乗れる

ような仕様になっておりまして、これ座席数が１８、立って乗るというところが１４

人ということで、乗車定員３３人ということであります。福祉的な部分も含めて石見

交通のほうでも、議員御指摘になったようなバスを購入するということでお聞きをし

ておりますので、そういった車の購入補助に使うということでございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。６番、丁泰仁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  商工費の問題なんですが、例のヒヤマさんへの商業活

性化支援の補助金のことですが４８０万と、それから機械購入に係る島根型６次産業

ステップアップモデル云々の１,０００万計上しております。このヒヤマさんは、出

てこられるのは確実だと思うんですが、これだけ計上しておりますので、大体これ契

約期間、どういう格好でその伝統工芸舎ですかね、あそこを借りるのか、買うのか、

それによって随分違ってくると思うんですが、土地込め建物を購入されましたら随分



定着するんじゃないかと思うんですが、賃貸の場合、借りる場合に恐らく不動産最低

でも５年ぐらいの契約になるんじゃないかなと思います。それかちょっと長期になり

ますと１５年、１０年の単位になると思うんですが、懸念するのは──そりゃ非常に

いいことで継続してもらえばいいんですよ。 

 だけど、本当ちょっと考えると従業員の雇用問題にしても１２人ですかね。非常に一

昨日ですかいね、津和野開発でさえ人員募集を出しておるわけですよ、広告をね。人手

不足で特にそういうサービス業なんて、今もう本当、津和野町内、全国的にも人手不足

──同僚議員から東京から連れてくるのかといったのは本当に的を得ている質問なん

ですよ。現地津和野で１２人というのは本当私も商工やっとってどうされるんかなあと

思うような、ちょっと気もするんが、そら、人の心配ですからいいんですがね。 

 もう一つ懸念するのが、これだけ用意して恐らくこれでは足りないと思うんですよ。

ざっとあそこのあれを店舗にして云々で製造販売、そういう機械にせいと云々言います

とね、これはもう片手５,０００万ぐらいは、私商売やってきて勘で大体かかるんじゃ

ないかなとそりゃ思いますよ。そのうちで１,５００万ぐらいは補助金であるんですが。 

 これ、大体町のほうでは、そこら辺はこんな憶測するのは失礼なことかもわかりませ

んけどね、私はちょっといかんと思いましたら、これだけのものを用意してあげて、数

年してちょっと撤退だということになった場合に、こういうお金は一体どうなるんです

かね。そりゃその場でぱー、ぱーといいますか、そのまま消えるということなんですか

ね。そこら辺何か、何年以上やらないと何か賠償金をもらえるとか何とか、そういうこ

とが契約をするときに、これだけの補助金を出すときに、何かうたっているんですかね。

そこら辺どうなんですか。出しっぱなしで、はい後はもうお任せで、やめたときはもう

そのままもう帰って、これはそのまま水に消えると、そういう格好なんか、ちょっとそ

こら辺詳しくやってみてください、大金が動いていますから。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  議員の御質問でございますが、まずページでいきま

すと５５ページの商工振興費負担金及び交付金、地域商業活性化支援補助金で４８０

万計上させていただいております。なお、この４８０万はですね、ヒヤマさんの分と

もう１件予定がございまして、結局、ヒヤマさん分については、この半額の２４０万

ということになりますので、もう一個、東京事務所のほうで新しまろく事業としまし

て１,０００万を計上しておりますので、合計で１,２４０万を一応予定をしておると

いうところでございます。 

 財源としましては、５５ページ、地域商業のほうにつきましては、２４０万のうちの

半額１２０万は県補助でございます。県補助に同額を町が計上することが補助採択の必

須となっておりますので、そういった形で１２０万を計上させていただいております。 



 また、東京事務所のほうの１,０００万につきましては全額県補助でございます。そ

ういうことで町長からもございましたが、同じ税金ではございますが、町の持ち出しと

しては１２０万ということで御理解をいただけたらというふうに思っております。 

 それから、議員からございました店舗を賃貸でやるのか、購入するのかということに

つきましては、実質は、事業主体はその事業者さんになられますので、余りこちらも差

し出がましいことは申し上げることもできないとも思いますが、現時点で聞いている範

囲では、一括にはならないかもしれませんが、購入する方向で動いておられるというふ

うに理解をしております。 

 また、当然これだけの投資をされますと、この補助だけではできませんので、以下、

借り入れ等につきましては御自身のほうが公認会計士さん、業務を請け負っておられる

会計士さん、東京事務所あたりも県補助の関係でいろいろアドバイスをしながら、今、

申請書の作成をしておりますが、県とも協議をしながら進めておるとこでございます。

これにつきまして、財源等につきましても現在の東京での売り上げ等を考えると、十分

な借り入れは可能であるというふうなことで聞いておりますので、金額的にはちょっと、

余りプライバシーにもかかりますので、それなりの議員も御指摘されたようなほぼほぼ

金額になるんではないかと思いますが、ある程度借り入れを当然考えて、個人の責任と

して借りるよう事業者の責任として借り入れをされる予定になっております。 

 県補助につきましては、全員協議会でも申し上げましたとおりでございまして、とに

かくあちらの民間のスピードでいざかかろうといったときに、それで町の予算的な部分

でおくれるというようことでは申しわけないので、まだ内示前ではございますが、こう

いった形で計上させていただきたいということでお話をしたとおりでございまして、今

後、特に１,０００万のほうにつきましては、県のほうでプレゼンをした上で、その上

で審査員さんの審査がございます。そういうことで満額１,０００万なるかどうかとい

うところはなかなか微妙でございますが、そういった部分については、それに対しての

現時点では町としての補填は行わないという思いでおりますので、それをもって補助の

額が確定されるというふうに御理解をいただけたらというふうに思っております。 

 新しまろく事業については、事業を中断した場合の対応について、今、私もそこまで

はちょっと知識として頭の中に備えていないところでございますが、地域商業活性化に

つきましては、５年間の事業継続がない場合は返還義務があるということがございます

ので、そういった形で県の意向も踏まえつつ対応するという形になると思っております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。５番、板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  今回の土木費の６４、６５ページでは道路維持費とい

うことで、県の治山事業に絡む流路工ということで整備をしていただけるちゅうこと

でありがたいと感謝しとるとこでございますが、これ一般財源でやってますね。僕と

しては災害で、あれだけの災害があって既に５年も経過した中ではありますが、まだ



まだ、治山事業が終わってはおるけども、流路工の整備というのにつきましては五、

六カ所未整備のところがあります。このことについてはやはり財源として国の支援を

いただける方向で災害の過年度公共──何というか──そういう災害復旧費のよう

な形で財源を求めていかなければ、一般財源でこれから四つも五つもその流路工の整

備ということにはなかなか早いことにならんのじゃないかと懸念します。 

 というのは、ことしの７月の６日の雨ですら、あの流路工が現在しっかりした流路工

になっていませんので、町道のほうへあふれています。まだ町道が崩壊するという時点

には至っておりませんが、これから何度かそういう集中豪雨があると、当然町道が崩壊・

決壊いろいろあると思うんですが、その辺に対して鹿足郡の土木協会を通じて、県を通

じて国のほうへ要望等もしておられるかとは思いますが、その辺についてしっかり対応

をして、早期に、まだ未整備の流路工の工事を進めていただきたいと思いますが、要望

に対して県なり国はどのような対応をされるのか、もう見放されておるとも聞いてはお

りますが、しかしそれについては一般財源でこれからやるということでは、なかなか工

事としては進捗が懸念されますが、いかがでございましょうか。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（木村 厚雄君）  御質問の件でございますが、今回補正予算に上げさせて

いただいておりますのは、白井地区の治山事業の流路工に当たるものですが、今、県

のほうでやられております治山の工事についてはおおむね県としての流路工は設置

をしますが、その下流の町道に当たるところから今度県道のほう、萩津和野線のほう

へ向けての水を流す仕組みをつくっておかなければいけないんですけれども、その部

分については、県としてはそこには着手ができないと。そもそも治山はダムサイトと

か、そうしたものをつくるわけですけれども、そのダムをつくって水の流れは下流に

向かって行きますので、そこの流路工というのは治山の事業の採択の中では、流路工

はちょっと今は認められないというのが基本になっています。 

 ただ、議員さんのほうからもありましたように、２５年災害の治山にしても砂防にし

てもそうですが、緊急という冠をつけてやっております。その事業がまだ完結をしてな

いところが名賀地域にあります。この白井地区もそうでありますが、そうした中で町の

単独費を用いてやるというのはいかがなものかというところですが、我々も当初そうい

うように思っておりましたが、県のほうに対しましても、何とか県のほうで対応してい

ただけないかということは、再三お願いをしてまいりました。この白井地区とそれから

木尾谷地区についてもまだ残されておるところもあります。ある程度、流路工を、それ

はやっていただくように前々から働きかけはしておりましたので、かなうところはやっ

ていただきます。 

 ただ、県として先ほど言いましたように採択の基準がありますので、それを破ってま

ではなかなかできないということでございますので、最悪の場合、さらにその県がやっ

ている流路工の流末については、町のほうで対応せざるを得ないということは出てくる



かとは思いますが、大分工事のほうも事業のほうも進捗を見ておりますので、大きなも

のは今後は発生はしないかなというふうに思っているところであります。 

○議長（沖田  守君）  ５番、板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  ちょっともう一回確認ですが、それじゃあ、この工事

請負費の５８０万ですか、これは現場をちょっと想像してみますと、その堰堤の直近

のところは県の事業としてやるが、最終的な終末の流路工の工事については町として

やらざるを得ない、その工事費ということでいいんですね。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（木村 厚雄君）  ５８０万の内訳なんですけれども、５８０万の中の２８

０万円が白井地区に充てられる流路工の整備であります。延長が８０メートルありま

す。８０メートルというのが先ほど申し上げました町道白井上線という町道がありま

して、そこから萩津和野線までの間が８０メートル、そこの間の流路工の整備をする

のが２８０万円でありますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  このたびの予算は津和野の観光に資するものが多々

出ております。その中で、観光リフト運行費の修繕料が上がっております。５７ペー

ジであります。これは今後、城山の整備を行ったときにリフトの活用がよりふえてい

く、その上でも非常に重要だと思っておりますが、現状のものを直すものなのか、ま

たよりよくしていくものなのか、この今回の修繕料の中身についてお尋ねしたいと思

います。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  リフトの修繕費につきましてですが、これにつきま

しては、リフトについては随時年次的計画を立てて、予算的な部分もございますが、

いろいろ修繕をして施設を直していくということが、どうしてもなかなか古い施設に

なっておりますので必要になっています。去年あたりは緊張滑車という、要はワイヤ

ーを引っ張っておる滑車の部分の修繕をしました。ことしは総務課長からの概要の説

明でもございましたが、いわゆる保護設備と歩み板、いわゆるリフトの下に張ってあ

るネットと歩みの板とそれが防風策を兼ねておりますので、そのあたりの修繕という

ことになるというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  ほかに。９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  説明いただいたかもしれないんですけど、ちょっと聞

き逃していたので教えていただきたいんですが、１３ページの歳入のところで、島根

型６次産業ステップアップモデル事業費補助金は７８４万になっているんですが、県

のほうから１,０００万ということなのに何でこう違うのかなというところと、それ

から２５ページの生活バスのところなんですが、委託料が１,０００万ちょっと減額

になっているのをちょっとお聞きしたいのと、それから８９ページ、鴎外旧居の空調



の更新のための修繕ということなんですが、この何年後とかに、またこれから先修繕

が必要なんかなというところを教えていただけたらと思います。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  議員御指摘いただきました収入の７８４万円の取り

扱いでございますが、議員のおっしゃるとおりでございまして、まさにそこでござい

ますが、今回、ヒヤマさん分のいわゆる島根型６次産業ステップアップモデルは１,

０００万ということで補助金で計上しております。 

 その片一方で、委託料の部分で６次産業ステップアップ事業で３２４万減額をしてお

ります。これというのが、本来東京事務所のほうでこの事業、昨年もとっておりました

んですが、６次化、農産品を東京のほうで地産と称するということで、いろんな事業を

進めておりまして、その継続をということで当初予算では３２４万計上しておりました

が、これにつきまして今回の農林課のほうで、地方創生事業で農産品のウェブを立ち上

げるというような形の事業を予定しておったんですが、同様な事業を取り組まれるので、

これは一緒にやったほうがいろいろより効率的で効果も大きいであろうということで、

当初で上げていたものをそちらに組み替えることと一緒にさせていただくことにしま

したので、３２４万減額をしております。 

 なお、これのうち３分の２補助でございますんで、残りが起債等になりますので、１,

０００万から７８４万引きますと２１６万になりますか、２１６万が県の補助分であっ

たということで、それを１,０００万から引いた額で７８４万で計上しておるという、

差し引き計算での出てきた数字ということでございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。失礼。つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  ２５ページのバス運行業務委託料の１,０

２６万３,０００円の減額の内訳でございます。まず、町営バスに関しましては５年

ごとに入札を行います。今回、町営バスの入札を行った結果、まず名賀・野中線、こ

の線が入札減が１９８万４,０００円、それから日原地域、これ全体を運行していた

だいておりますが、これが４６１万９,０００円の入札減、それから木部線でござい

ますが、木部線が４０４万８,０００円の入札減ということで、各路線とも入札した

結果、こうした入札減が出たというところと、今回条例の一部改正を提案させていた

だきましたが、椛井谷のデマンド線、これとあと県道須川谷線がちょっと迂回をして

おります。この迂回にかかる部分と椛井谷のデマンドの追加として３８万７,０００円、

これが増分になりますが、差し引きとして１,０２６万３,０００円減額したものでご

ざいます。 

○議長（沖田  守君）  齋藤教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  御質問の件ですけれども、森鴎外記念館の空調の機器に

つきましては、事務室内にある監視装置になります。この機械は開館時、約２０年前

に設置したものでして、通常空調の機器というのは１０年間は部品の保証がされます



けども、１０年以降は保証がなくなってくるという中で、今２０年近く運用している

状態ですので、今これが壊れますと代替のもう今の現状の機器はございませんので、

新しい機器を入れるのに最悪の場合２カ月ぐらいはかかるので、その間空調がきかな

いという状況が発生するおそれがあるということで、今回更新するものでございます。 

○議長（沖田  守君）  ３番、川田……。 

○議員（３番 川田  剛君）  休憩……。 

○議長（沖田  守君）  休憩、休憩動議が出ましたが。（発言する者あり） 

 では、１０時３５分まで休憩とします。 

午前 10時 24分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 10時 35分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き本会議を再開いたします。 

 質疑はありませんか。１０番、後山幸次君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  ５７ページの伝統文化館費、これ商工費であります

が、毎年ちょっとずつ予算計上してありますが、現在、ここの団体の利用、個人で利

用、どのようにされておるのか。それで修繕料が１００万ばかり近い金かけてありま

すが、どこをどのように修繕をされるのか、便所のほうで今状態はいいのか、そのと

ころをお聞かせいただきたい。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  伝統文化館の修繕費でございますが、９６万２,０

００円計上させていただいております。これにつきましては、議員御指摘ございまし

た伝統文化館のところの公衆トイレが現時点ではまだ使えない状態になっておりま

す。というのが、トイレに行くまでのところで水道の漏水が見つかっております。こ

れ館内を経由して通っております。さらに館内で、ポンプでポンプアップしたものを

またそこに流すというような形になっておりまして、この漏水から直したとしても今

度はそのポンプがかなり古いものでございまして、これがもし使えない状態であると

いうことになると、これを直すことになると、またかなり多額な費用を要するという

ことになりそうであると。 

 それで思いあぐねとるところでございましたんですが、今回たまたまリフトのトイレ

のほうがやはり凍結等で壊れたときに、そちらのほうまでそのポンプについても直接今

回つないでみたんですが、何とか水圧があるということがわかりましたので、今回この

修繕で伝統文化館を通さずに、もうバイパスでリフトに行く本線から１本支線を出して

トイレのほうに直接持っていくと、そこでタンクに貯水をした上でポンプで加圧してト

イレに流すという形にやりかえさせて、要は中を通らない形にさせていただこうかなと

いうふうに考えております。これが環境生活課の専門家あたりとも話した上で、そうい

ったほうがよろしいんじゃないかということで現在考えております。 



 それと使用についてでございますが、現在１階、２階部分については、もう施設の老

朽化に伴いまして使用できないという状況にさせていただいておりまして、３階のステ

ージ部分について、津和野大鼓さんのほうの練習やバンドの練習、また奴道中の道具の

保管とか、そういった形で３階部分を使うのみということになっております。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。７番、御手洗剛君。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  ９８ページでございますが、災害復旧費であります。

町道小倉谷支線等の測量業務委託料なり、工事請負費が計上されております。小倉谷

線ほかという４カ所、これについてどこであるか、またどういった事業をされるのか、

これについてお聞きします。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（木村 厚雄君）  現年公共土木施設災害復旧費の工事請負費でありますが、

議員さんただいまおっしゃいました小倉谷支線がここ３カ所ございます。ほかの部分

でありますが、これが坂の谷線というところ１カ所、計４カ所。これは補助災害の関

係になります。これが２,５００万円を予定をしているところです。 

 あと小災害、それから単独災害、いわゆる補助災害にのらない箇所が４カ所というと

ころであります。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。ありませんか。（発言する者あり）商工

観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  大変申しわけありません。丁議員さんからの御質問

の中で１点だけお答えをしていない点が思い返しましたので、補足で説明をさせてい

ただきます。大変申しわけございません。 

 スタッフについてでございますが、なかなかこちらでの人員確保が難しいんではない

かということでございまして、ほんと御指摘のとおりの状況だというふうに思っており

ます。これにつきましては、ヒヤマさんのほうが、ある程度主要スタッフは東京及びお

知り合いの方である程度確保をされておるというふうにお聞きしておりますので、こち

らではパートやアルバイトの方を中心にというふうに、今の時点ではお話をお伺いをし

ております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。４番、道信俊明君。 

○議員（４番 道信 俊明君）  ３０年一般会計補正予算（第３号）の修正動議を提出

します。 

○議長（沖田  守君）  これより暫時休憩といたします。 

午前 10時 40分休憩 

……………………………………………………………………………… 



午前 10時 42分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

 本案に対しましては、道信俊明君外２名から、お手元に配付のとおり、修正の動議が

提出されました。 

 したがって、これを本案とあわせ議題とし、提出者の説明を求めます。４番、道信俊

明君。 

○議員（４番 道信 俊明君）  総務費の日原診療所改修工事基本計画業務委託料１,

１４０万円を予備費に回すことでございます。 

 その理由。 

 まず、私、道信俊明個人としてというよりもこの３人の考え方ですけども、この予算

は、津和野自治会連合会が出した請願と絡んでくると思っております。そうして、その

請願を軽んじた予算だと思います。請願というものは、憲法１６条で「誠実に処理せよ」

というふうにうたっておりますし、さらに、この内容として、具体的に言いますと、「請

願は、住民の要望に応え、その実現を図ることにある。したがって、少なくとも年２回

程度は、採択した請願の処理状況と結果の報告を求めて検討し、必要な措置を講じて、

最後まで請願者に対して責任を取るべきものである。」というふうに記されております。

たった３カ月で、私が考えるにこの請願を軽んじたようなものが出されてくる。私は、

なし崩し的に持っていかれるんではないかという危惧を持っております。 

 そして、自治会連合会からも申し入れ書として、「日原診療所の基本設計に関する予

算といえども、いずれは本庁舎の移転に関連していくものであり、現時点では時期尚早

ではないかと考えております」という申し入れ書もあります。 

 さらに、先ほど、いみじくも、議場の新設あるいは改装、せせらぎの上がどうかとい

うことが出てまいりました。つまり、十分な検討がまだ必要性があるということを、あ

の議論の中で言われたものだというふうに思っており、この１,１４０万円は、そうい

う改修も含めた中においては、まさに精査すべき問題であり、これをそのまま通すわけ

にはまいりません。 

 したがいまして、私は、これを予備費に回して、せせらぎの議場を改修することも含

めて、もう一度、しっかりと議論すべきだというふうに考えます。少なくとも、年２回

は議論すべきだということ、これが私のこの修正動議を出した理由でございます。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  道信俊明君に申し上げますが、まず修正案の説明をする前に、

せっかく各議員のところに修正案の資料が全部配付しましたので、この修正案の要旨

にのっとって、まずは修正案の提出をすると、そうして中身の説明に入る、これが順

序でありますから、もう既に修正案の説明は終わりましたので、あえて再度、忠告だ

け申し上げますが、そのように今後は取り計らいますようにお願いをしたいと思いま

す。 



 これをもって、修正案の説明を終わります。 

 これより、修正案に対する質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ありませんね。ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案──申し上げますが、執行部提出案、原案は──執行部提出案及び修正案

に反対者の発言を許します。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  原案及び修正案に反対者の反対討論がありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。原案に賛成者の賛成

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、修正案に賛成者の発言を許します。修正案に賛成者の

賛成討論はありますか。２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  修正案に賛成をいたします。 

 津和野地域へ本庁舎移転の請願は、津和野地域の木部、畑迫、津和野、小川、４地区

の自治会連絡協議会会長連名でありまして、重大な案件と認識をしております。 

 請願が６月議会で採択され、わずか３カ月後の９月議会で否決に等しい移譲建設を含

む日原診療所改修工事基本設計業務委託料の補正予算は認めるわけにはいきません。津

和野、日原両地域の住民間の話し合いも持たれておりません。 

 また、議員間では、議場において反対、賛成の討論はありますが、やはり話し合いの

場が持たれていない状況におきましては、余りに性急過ぎると思っております。いまし

ばらくの調整期間、これが必要との思いで、賛成の討論といたします。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  次に、もとに戻ります。 

 原案及び修正案に反対者の反対討論はありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に──原案は執行部提出案でありますが、賛成者

の発言、原案に賛成者の賛成討論ありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、修正案に賛成者の発言を許します。修正案に賛成者の

賛成討論ありますか。１０番、後山幸次君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  修正案に賛成の討論をいたします。私は、本修正案

に対し賛成の立場で討論をしたいと思っております。 



 去る６月議会に、津和野町４地区自治会連合協議会、連合会会長名で請願書が議会に

提出されました。件名は、津和野町役場本庁舎の津和野地区への移転と新築についてで

あります。紹介議員は、津和野地区の５名の議員が連署の上、提出されております。 

 そして、８月３０日に議会全員協議会の庁舎建設委員会の協議内容が報告をされてお

ります。 

 １つ目に、その委員会の協議内容でありますが、津和野庁舎については、土砂災害警

戒区域内にあるが、利便性がよく、基本構想の第１の案で津和野庁舎の耐震改修及び既

存附属棟の整備がよいというふうに確認をされております。 

 ２番目に、本庁舎の旧案の日原診療所の１階を改修と議場の増築でよい旨の確認もさ

れております。しかし、少数意見として、請願が採択されている以上は、本庁舎に関し

ては反対するという、このような少数意見もあったことが報告をされております。庁舎

建設委員会の協議内容も尊重されなくてはなりませんが、最終的には議会の判断で議決

であります。その前にもっと議会で議論をされるべきと申し上げたこともあるわけであ

りますが、これが、実現がしません。私は、庁舎の基本設計業務委託料を議会に提出さ

れる前に、庁舎の位置変更条例案──これは、地方自治法第４条に値しますが、この解

決が先であると提言もしております。 

 まず、土地が確定し、診療所の土地が議会で議決されて、確定後、基本設計を組まれ、

大改修の確認申請をされ、許認可されて改修工事となる、そして完成、これが順序であ

ります。 

 このように、提言をしておりますが、町長は、新聞報道で議論を深め、理解を得られ

た上で提出したい条例改正案は、９月議会には提出しない考えで、基本設計業務委託料

１,１３４万円を出されたわけであります。庁舎建設計画が、手順が違っていると私は

思うのですが、先に大改修を実施されてから位置の変更条例が可能の場合は、建物は利

用できますが、もしか変更条例が否決になった場合には、建物の使用ができないわけで

あります。 

 そして、採択しました外の効力について、外の実現については、法律上は、何ら保障

規定はないわけでありますが、請願を採択した以上、議会はその実現について、最善の

努力をすべきで、政治的・道義的責任を負うことになるわけであります。道義的責任と

は、人が踏むべき道徳上の道しるべであります。道徳的には、人間としての踏み行うべ

き正しい道であります。請願の処理経過と結果の確認とは、議会の責任は、請願を採択

したことによって終わるものではありません。住民の要望に応え、その実現を図る、こ

のことにあるわけであります。少なくとも、２回、３回程度は、採択した請願の処理状

況と結果の報告を求めて検討し、必要な措置を講じて、最後まで請願者に対して責任を

とるものであります。 

 このように、我々は、議員必携に記述されたことを今、申し上げたわけでございます

が、以上を踏まえ、本修正案に対し賛成の立場で討論といたします。 



○議長（沖田  守君）  次に、原案及び修正案に反対者の反対討論がありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案賛成者の発言、賛成者の賛成討論ありますか。６

番、丁泰仁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  私は、この案件、非常に複雑な立場で、今、賛成討論

をさせていただきます。 

 私は、この案件は我々全町民の公有財産管理の観点から述べてみたいと思っておりま

す。 

 まず、当町の公有施設に欠陥があれば、修繕・改修を行うことは、当然の理であると

思っております。また、遊休施設に至っては、効率的に改修し、有益に利用すべきであ

ると考えます。特に、今日の天変地異による災害に対処するためにも、不備な建物は一

日も早く、改修・修繕を行い、安全な建物の中でいろいろな職務を遂行させるべきでは

ないか、そういうふうに思っているわけでございます。 

 また、このたびの改修にかかわる基本設計委託料の予算を認めることが、本庁云々の

問題に直結するかのごとく捉えられている節があるようでありますが、本庁の問題は後

日、条例改正の案件が提出されたときに、慎重に、特に請願可決の重みを加味しながら

討議すべきときだと思っております。 

 結論は、本庁云々の問題と建物改修の問題は切り離して考えることが、全町民のため

にも有益的な結果を引き出すと思います。ゆえに、非常に苦しい立場でありますが、賛

成の討論とさせていただきます。 

○議長（沖田  守君）  次に、修正案に賛成者の賛成討論ありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますので、討論を終結します。（発言する者

あり）ある。失礼。 

 それでは、もう一度、もとに戻ります。 

 原案及び修正案に反対者の反対討論ありますか。１１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  原案……、原案というのは…… 

○議長（沖田  守君）  執行部案。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  済みません。間違えました。 

○議長（沖田  守君）  再度、申し上げますが、執行部提出案を原案、これはありま

せんね。 

 次に、原案に、執行部提出案に賛成者の発言を許します。１番、草田吉丸君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  私は、執行部提案の原案に賛成の立場で討論をいたし

ます。 

 今、日本列島が大変な地震の発生をしております。大規模な震災で言いますと、阪神

淡路大震災、そして東日本の大震災、そして熊本の大震災、そして最近では、北海道の



震災が起こっております。近隣で言いますと、４月に大田、ここでマグニチュード６.

１、こういった震災も発生しております。本当に人ごとではないというふうに感じてお

ります。 

 特に、このたびの北海道の震災を映像を見たときに、私は、あの山肌が崩壊をした映

像を見たときに、驚きというよりか本当に体が震える思いがいたしました。震災に遭わ

れた皆さんの気持ちを思いますと、本当に心が痛む思いがいたします。そういった災害

が、今、私は、津和野町で起こったら、どんなことになるのかという大変な心配をして

おります。 

 今の本庁舎は、地震が起きますと、とてももうもちません。また、土砂流出警戒区域

でもあります。災害対策本部の機能は完全に失われます。いっときも早く、この本庁舎

の安全な位置に移転すること、これが今、最も大事なことだというふうに思います。こ

の本庁舎移転を今、長引かせるということは、許されないのではないかというふうな思

いも持っております。 

 行政の最も大事な使命は、住民の生命と財産を守ることであります。私たち議会人も

全くそのような使命を持っております。先般の議会で、執行部提案をおおむね了解をす

るというまとめを議会としてはいたしました。私は、今回の補正予算を通して、一日も

早く、そういった具体的な、震災に対する改築を具体的に進めていただきたい、そうい

うふうな思いで今回の当局の予算案に賛成をいたします。 

○議長（沖田  守君）  次に、修正案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案及び修正案に反対者の反対討論はありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。１１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  このたびの原案に賛成の立場で申し上げます。 

 振り返ってみれば、昨年１２月議会において同僚議員から助言をいただき、特別委員

会設置の発議を行い、それ以来、何度も公費を使って調査を繰り返し行ってまいりまし

た。現在の議員１２名中、議長を除く１０名で構成し、板垣委員長のもと、次のような

調査意見を報告をしております。 

 １つ、現在の本庁舎と日原第２庁舎を日原診療所１階に移設することにはおおむね異

論はない。ただし、議場の移設及び増築は、行政効率、ランニングコストを最大限に考

慮されたい。 

 ２、現在の本庁舎及び日原第２庁舎は、可能な限り耐震補強をしながら有効活用され

たい。 

 ３、日原診療所の改修については、流域木材の対応を考慮すべきである。 



 ４、津和野庁舎については、耐震補強することによって生じる事務スペースの狭小部

分の増築はやむを得ない。増築場所については、環境生活課等と旧職員寮を解体した跡

地が検討されている。県有地の利用も含め慎重に検討されたい。 

 ５、平成３０年度に住民代表、有識者ら１０名程度で構成される庁舎建設検討委員会

が設置される。議会特別委員会で積み重ねた意見もしんしゃくしながら、さらに検討を

加えていただくことを、住民代表として注視していくものである。 

 との調査意見を答申しました。 

 これは、議員みずからが発議して何度も何度も調査を行い、そして答申をしたもので

あり、非常に重要なものであると考えます。 

 先ほどの同僚議員の言葉にもありますように、現在、先般北海道で震度７という地震

を記録し、多大な被害を受けております。熊本などでも大きな地震が起き、そして、い

つ、いかなるとき当町にもこれほどの地震が襲ってくるかもわかりません。ということ

は、庁舎──災害対策本部となる庁舎の改修は、一刻の時を待つこともできないような

状況であると思います。 

 ということで、今回こうして総務財政課の課長からも議場についての説明もあり、こ

の特別委員会の調査意見に沿うものだと思っております。これは、議員みずからが発議

して、委員全員でつくって答申をしたものであります。これを私は尊重して、一層災害

に対して町民の生命及び財産を守れる体制を一刻も早く構築すべきだと思い、執行部提

出の原案に賛成をいたします。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  次に、修正案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ありませんね。ないようでありますから、討論を終結します

が、よろしゅうございますか。 

 賛成討論あります。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  原案に賛成。 

○議長（沖田  守君）  原案に賛成討論ね。９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  執行部提出の原案に賛成の立場から討論させていただ

きます。ことしに入って、やはり災害が全国で頻発しています。地球温暖化の影響も

あると言われています。この先、その災害がもっとひどくなる可能性も高いという声

も聞いています。 

 今、津和野町の本庁舎に災害対策本部が置かれることになっていますが、万が一、被

災した場合、以前は山村開発センターにそれを代替機能で行うということを聞いていま

したが、今、山村開発センターも使用不可能になっています。もし今、津和野の現状で

万が一の被災があった場合、町民の命を守るために一番に稼働すべき災害対策本部が開

けない状態に今あります。一刻も早く、本庁舎を安全な場所に移すための策をとってい



ただければと前から私は申し上げておりました。ですので、この執行部提案の案に賛成

します。 

○議長（沖田  守君）  ほかに討論がありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますから、討論を終結します。 

 これより、議案第９８号平成３０年度津和野町一般会計補正予算（第３号）の採決を

行います。 

 まず、本案に対する道信俊明君外２名から提出された修正案について採決します。本

修正案に賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立少数でありました。したがって、修正案は否決されまし

た。 

 次に、原案について採決します。原案に賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立多数であります。したがって、議案第９８号平成３０年

度津和野町一般会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１０．議案第９９号 

○議長（沖田  守君）  日程第１０、議案第９９号平成３０年度津和野町国民健康保

険特別会計補正予算（第２号）について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第９９号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第９９号平成３０年

度津和野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決されまし

た。 

────────────・────・──────────── 

日程第１１．議案第１００号 



○議長（沖田  守君）  日程第１１、議案第１００号平成３０年度津和野町介護保険

特別会計補正予算（第２号）について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１００号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の

方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第１００号平成３０

年度津和野町介護保険特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１２．議案第１０１号 

○議長（沖田  守君）  日程第１２、議案第１０１号平成３０年度津和野町下水道事

業特別会計補正予算（第２号）について、これより質疑に入ります。ありませんか。

３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  １１ページの修繕料が挙げられておりました。説明に

もあったと思うのですが、具体的にどういった修繕かお願いします。 

○議長（沖田  守君）  環境生活課長。 

○環境生活課長（益井 仁志君）  この修繕費につきましては、津和野処理区の清水管

理センター、汚泥脱水機の修繕でございます。汚泥脱水機というのは、最後、汚泥を

絞る機械でございますが、それの修繕費でございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 



 これより、議案第１０１号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の

方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第１０１号平成３０

年度津和野町下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決されまし

た。 

────────────・────・──────────── 

日程第１３．議案第１０２号 

○議長（沖田  守君）  日程第１３、議案第１０２号平成３０年度津和野町農業集落

排水事業特別会計補正予算（第２号）について、これより質疑に入ります。ありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１０２号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の

方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第１０２号平成３０

年度津和野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決さ

れました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１４．議案第１０３号 

○議長（沖田  守君）  日程第１４、議案第１０３号平成３０年度津和野町水道事業

会計補正予算（第２号）について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１０３号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の

方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案１０３号平成３０年

度津和野町水道事業会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決されました。 

 本日までに受理した要望書は、既に配付のとおりであります。 

 ここで、つわの暮らし推進課長が発言を求められておりますので、これを許可します。

つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（内藤 雅義君）  済みません。先般９月の１０日に報告第８

号で、株式会社津和野開発の経営状況について報告をさせていただきました。その際

に、板垣議員さんより御質問のあった３項目、まず１番、損益計算書売上高でござい

ますが、それぞれの売り上げの内訳どうかというところで御質問です。商品売り上げ、

食堂売り上げ、利用手数料収入、それから事業雑収入ということでございます。この

事業雑収入につきましては、大仲屋の送料と家賃ということに書いてありますが、送

料につきましては、これ、商品代と送料で請求をさせていただくため、購入者がこの

送料分として負担したもの、それから家賃につきましては、解体を行うことと予定し

ております倉庫の横にある鹿足クリニック、今、橘井堂に置かしているものでござい

ますが、そこの家賃と、それから同敷地内の土地の車の駐車場代、それが入っている

ということでございます。 

 ２番目、販売費及び一般会費の計算内訳ということで、人件費の御質問があったかと

思います。販売員給与については、正社員が１０名、雑給についてはパートは２３名、

事務員については正職員が７名ということで、内訳はそれぞれごらんのとおりでござい

ます。従業員の賞与につきましては、年間１カ月分の支給ということになっております。 

 最後に、業務委託費の内訳でございますが、清掃等業務委託から始まりまして、その

他業務までございます。で、その他業務につきましては、シルクウェイにちはらのほう

で言いますと、大仲屋のホームページの作成委託ということでございます。主に、そう

いうことでございまして、リゾート事業部のほうは、ペンション利用者お一人１,００

０円の管理委託料ということで、今現在、休止をしておりますが、そういった支出内容

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ただいまの課長の報告に対して、特に質疑があればこれを許

しますが、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますから、質疑を終結します。 

────────────・────・──────────── 



○議長（沖田  守君）  以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日は、これで散会といたします。 

午前 11時 19分散会 

────────────────────────────── 
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午前９時 00分開議 

○議長（沖田  守君）  おはようございます。９月定例会、最終日を迎えました。引

き続いてお出かけをいただきまして、ありがとうございます。 

 ただいまより、平成３０年第６回定例会５日目の会議を始めたいと思います。 

 ただいまの出席議員数は全員の１２名であります。定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（沖田  守君）  日程第１、会議録署名議員の指名。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、１０番、後山幸次君、１１番、

岡田克也君を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．議案第１０４号 

日程第３．議案第１０５号 

日程第４．議案第１０６号 

日程第５．議案第１０７号 

日程第６．議案第１０８号 

日程第７．議案第１０９号 

日程第８．議案第１１０号 

日程第９．議案第１１１号 

日程第１０．議案第１１２号 

日程第１１．議案第１１３号 

日程第１２．議案第１１４号 



○議長（沖田  守君）  日程第２、議案第１０４号平成２９年度津和野町一般会計歳

入歳出決算の認定についてより、日程第１２、議案第１１４号平成２９年度津和野町

病院事業会計歳入歳出決算の認定についてまで、以上１１案件につきましては、決算

審査特別委員長の報告を求めます。３番、川田剛君。 

○決算審査特別委員長（川田  剛君）  おはようございます。 

 平成３０年第６回９月定例会において、本委員会に付託された平成２９年度津和野町

一般会計、特別会計及び病院事業会計の歳入歳出決算は、審査の結果、次のとおり決定

しましたので、会議規則第７７条の規定により報告いたします。 

 議案第１０４号平成２９年度津和野町一般会計歳入歳出決算の認定について、審査の

結果、認定。 

 議案第１０５号平成２９年度津和野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、認定。 

 議案第１０６号平成２９年度津和野町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て、認定。 

 議案第１０７号平成２９年度津和野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について、認定。 

 議案第１０８号平成２９年度津和野町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、認定。 

 議案第１０９号平成２９年度津和野町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて、認定。 

 議案第１１０号平成２９年度津和野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認

定について、認定。 

 議案第１１１号平成２９年度津和野町奨学基金特別会計歳入歳出決算の認定につい

て、認定。 

 議案第１１２号平成２９年度津和野町診療所特別会計歳入歳出決算の認定について、

認定。 

 議案第１１３号平成２９年度津和野町介護老人保健施設事業特別会計歳入歳出決算

の認定について、認定。 

 議案第１１４号平成２９年度津和野町病院事業会計歳入歳出決算の認定について、認

定であります。 

 審査の年月日は、平成３０年９月１０日、１４日、１８日、１９日、２１日の５日間

であります。 

 審査の結果及び概要、意見についてであります。 

 議案第１０４号平成２９年度津和野町一般会計歳入歳出決算の認定について。 



 １、平成２９年度の歳入総額は９１億１,５９５万８,６８９円、歳出総額は８９億１,

８２１万３,８４９円で、差し引き収支は１億９,７７４万４,８４０円、うち、繰越明

許費繰越額１億５８２万円で、実質収支額は９,１９２万４,８４０円の黒字決算である。 

 ２、平成２９年度基金残高は、一般会計基金３４億６,５２７万５,０００円、前年比

４億１,７９８万円減である。一方、地方債残高は総額１２５億６,５０６万円、前年比

３億６,９８０万１,０００円の減であり、町民１人当たりの負担額に換算すると１６７

万円である。実質公債比率は１０.８％で、前年度より０.１ポイント改善している。 

 ３、町税については、滞納総額２,７７０万６,０００円、前年比３４５万６,０００

円減で、大幅に減少している。県との併任制度による堅実な徴収努力の結果と考える。

不納欠損総額は１７２万４,０００円、前年比１,２１６万４,０００円の減となってい

る。県下２番目に高い徴収率は評価に値するものであるが、税の公平性の観点から、納

税相談等これまで以上に取り組み、徴収努力されたい。 

 ４、使用料等は、住宅使用料の滞納額５５１万７,０００円、前年比７万円増、負担

金は、保育料等の滞納額６０万１,０００円、前年比３７万７,０００円増である。住宅

使用料については、これまでのように話し合いにより、分割納付を行う連帯保証人に対

しても滞納徴収を行うべきである。保育料等の滞納については、これまでのように話し

合いにより、児童手当からの計画納付を行うべきである。厳しい経済環境の中で納めら

れている方もある。自主財源に乏しい当町にとって、公平性の観点からも滞納徴収に努

め、自主財源の確保に努められたい。 

 ５、平成２９年度のふるさと納税は２,０３７万９,０００円であり、平成２８年度と

比較して１,００１万６,０００円の増である。平成２０年から２９年度までの累計が７,

０７７万７１７円となっている。返礼品やパンフレットを一新し、インターネットから

寄附できる体制の構築が主な増額要因である。自主財源の乏しい当町にとって、ふるさ

と納税収入は貴重な財源となり得るものであるので、今後さらなる税収確保に努められ

たいが、この制度は、過度な返礼品などで、他の自治体との住民税の獲得合戦になるこ

とも懸念されている。個人が自治体を自由意思で応援する制度であることを踏まえて、

寄附者の思いが尊重される運用に努められたい。 

 ６、職員の時間外勤務は１万２,４７０時間で、２８年度より１００時間増加してい

る。時間外勤務手当は、対前年度比３２９万７,０００円、前年比１０％減となってい

る。３０１時間以上の時間外勤務はなくなっている。２００時間以上の者は、昨年度と

同数で１６人となっている。課によっては時間外勤務の改善が見られるものもあるが、

年休取得がゼロの職員や、代休取得が少ない職員も見受けられる。長時間労働は心身に

多大な影響を与えるため、適切な人員配置を図りつつ、組織内の連携や事業の効率化を

強化して労務管理の徹底を図るべきである。 



 ７、不用額について、３月補正予算で減額補正の処理が行われていない予算もあった

が、翌年度繰越のものがおおむねであった。少ない予算で大きな効果が得られるよう、

今後も事業の進捗状況の掌握と管理を徹底されたい。 

 ８、第三セクターである株式会社津和野開発は、昨年、経営統合し、新たな運営を開

始された。第１期（平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日）の財務状況は、純

損失額１,７６６万７,５２９円である。温浴施設部門における光熱費の高騰や、大仲屋

部門における、合併前の買いだめによる在庫過多が主な要因である。施設所有者として、

担当各課は連携して研究と指導を行い、財務改善に努められたい。 

 ９、文化施設について、平成２９年度の今昔館の入館者数は４５８人で、入館料収入

は５万５,８７０円である。寄贈者の御意向も尊重しながら、より有効な活用方法を図

られたい。 

 以上、意見を付し、本決算は賛成多数で認定すべきであると決した。 

 議案第１０５号平成２９年度津和野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて。 

 １、平成２９年度の歳入総額は１３億１,５７１万６,０７２円、歳出総額は１２億６,

５４９万１,８７１円で、差し引き収支は５,０２２万４,２０１円の黒字決算である。 

 ２、国民健康保険税の滞納額は１,４５７万８,０００円で、昨年より２８６万円減で

ある。税の公平性の観点から、引き続き滞納徴収に努めるべきである。 

 以上、意見を付し、本決算は賛成多数で認定すべきであると決した。 

 議案第１０６号平成２９年度津和野町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て。 

 １、平成２９年度の歳入総額は１３億５,９５６万４３０円、歳出総額は１３億２,５

６１万８,１６９円で、差し引き収支は３,３９４万２,２６１円の黒字決算である。 

 ２、介護保険税の滞納額は１９１万８,０００円で、昨年より２万８,０００円増であ

る。不納欠損処理は４５万９,０００円。公平性の観点から、引き続き滞納徴収に努め

るべきである。 

 以上、意見を付し、本決算は賛成多数で認定すべきであると決した。 

 議案第１０７号平成２９年度津和野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について。 

 １、平成２９年度の歳入総額は３億１０４万１５１円、歳出総額は２億９,９５８万１,

０５３円で、差し引き収支は１４５万９,０９８円の黒字決算である。 

 本決算は賛成多数で認定すべきであると決した。 

 議案第１０８号平成２９年度津和野町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて。 



 平成２９年度の歳入総額は５億３,５２６万４,０６０円、歳出総額は５億２,６２８

万４,７０２円で、差し引き収支は８９７万９,３５８円の黒字決算であるが、繰越明許

費繰越額が３３３万２,４１６円で、実質収支額は５６４万６,９４２円となっている。 

 ２、水道料金等の未納額は１,８６３万円で、昨年より１,３３２万７,０００円の増

となっている。これは、公営企業への移行に伴い、当該会計は平成３０年３月３１日で

打ち切り決算となったことによるものである。公営企業移行後も、公平性の観点から、

引き続き水道料金の徴収に努めるべきである。 

 以上、意見を付し、本決算は全員賛成で認定すべきであると決した。 

 議案第１０９号平成２９年度津和野町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて。 

 １、平成２９年度の歳入総額は４億２,３１１万６,３８０円、歳出総額は４億２,０

５２万４,４８６円で、差し引き収支は２５９万１,８９４円の黒字決算であるが、繰越

明許費繰越額が８万円で、実質収支額は２５１万１,８９４円となっている。 

 ２、下水道料金の未納額が２０１万８,０００円で、昨年度より４２万７,０００円の

増となっている。公平性の観点から、引き続き滞納徴収に努めるべきである。 

 ３、平成２９年度末現在の加入率は、津和野処理区５３.８％、２.７ポイント増、日

原処理区８４.９％、マイナス０.３ポイントである。下水道整備は大きな財務負担が生

じるため、今後の整備を推進するためにも加入率を上げる努力が必要である。 

 以上、意見を付し、本決算は全員賛成で認定すべきであると決した。 

 議案第１１０号平成２９年度津和野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認

定について。 

 １、平成２９年度の歳入総額は３５６万５,７８９円、歳出総額は３５２万５,６７３

円で、差し引き収支は４万１１６円の黒字決算である。 

 以上、意見を付し、本決算は全員賛成で認定すべきであると決した。 

 議案第１１１号平成２９年度津和野町奨学基金特別会計歳入歳出決算の認定につい

て。 

 １、平成２９年度の歳入総額は１,４５４万５,４６０円、歳出総額は１,４５４万５,

４６０円の同額である。 

 以上、意見を付し、本決算は全員賛成で認定すべきであると決した。 

 議案第１１２号平成２９年度津和野町診療所特別会計歳入歳出決算の認定について。 

 １、平成２９年度の歳入総額は１億１,１６５万９,３７５円、歳出総額は１億８３８

万７,４３３円で、差し引き収支は３２７万１,９４２円の黒字決算である。 

 ２、外来が１日２９.７人で、診療日数は２４３日である。昨年より１日３.９人の患

者数が減少している。今年度より常勤化体制が再開され、施設の集中と効率化が行われ

る。経営の改善を期待するものである。 

 以上、意見を付し、本決算は全員賛成で認定すべきであると決した。 



 議案第１１３号平成２９年度津和野町介護老人保健施設事業特別会計歳入歳出決算

の認定について。 

 １、平成２９年度の歳入総額は４億３,３３４万２,８５２円、歳出総額４億２,４７

２万８６８円で、差し引き収支は８６２万１,９８４円の黒字決算である。 

 ２、在宅強化型から在宅復帰型に移行した。算定が変更され、その影響により事業収

入が減少している。施設の集中と効率化による経営の改善を期待するものである。 

 以上、意見を付し、本決算は全員賛成で認定すべきであると決した。 

 議案第１１４号平成２９年度津和野町病院事業会計歳入歳出決算の認定について。 

 １、平成２９年度の収益的事業収入総額は７億４,５６６万２,１３０円、収益的事業

支出総額は７億３,８２３万２,５３９円で、当年度純利益は６８６万９,５９１円の黒

字決算である。資本的収入総額は４,７４６万６,５９８円、資本的支出総額は８,７４

９万３,１９７円で、差し引き収支は４,００２万６,５９９円の資金不足が生じたので、

過年度分損益勘定留保資金から補填している。 

 以上、意見を付し、本決算は全員賛成で認定すべきであると決した。 

 以上で、審査報告を終了いたします。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございます。 

 これより、委員長に対する質疑に入ります。質疑は一般会計、特別会計、病院事業会

計に分けて行いたいと思います。 

 最初に、一般会計に対する質疑をお願いします。ありませんか。２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  多分、ちょっと記述間違えとは思うんですが、２ペー

ジの特別会計、一番上が一般会計ですが、これは１００円単位では四捨五入になって

おります。特別会計については、ちょっと切り捨てになっているような気がするんで

すが、これは、昨年のを見ても全部１００円単位は切り上げになっております。した

がって、１６ページの特別会計、下から５行目、ここがちょっと変わってくるんじゃ

ないかと思うんですが。ただ四捨五入のやり方が違っておるんじゃないかなという質

問です。 

○議長（沖田  守君）  委員長。 

○決算審査特別委員長（川田  剛君）  その点の指摘はございませんでしたが、恐ら

く監査の資料のところだと思うんですけれども、監査の資料が間違っていたという指

摘は、委員会の中ではございませんでしたということでよろしいでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。１１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  報告書の中の３ページの（６）番のところの、時間

外が１００時間増加しているということで、３０１時間以上の時間外勤務者はなくな

っている。２００時間以上の者は、昨年度と同様１６人ということであります。 

 昨年度については大寒波もありまして、水道の破裂等があったり、例えば健康福祉課

などは保健師さんの土日の保健指導などもあったり、商工観光課においては、イベント



等があった場合には、なかなか代休取得も難しいというようなこともあるのかとも思い

ますが、表を見ておりますと、課の中でも１人だとか何人だとか、そういうふうに時間

外が多い、そういう職員が担っておるわけでありますが、これはこの該当の職員の業務

量が多いのか、もしくはなかなか業務処理が追いついていかないのか、各自のこの内容

について調査されたのかお尋ねしたいと思います。 

 東京都庁でも、残業ゼロに向けて、今やっておるということで、この報告書にもあり

ますが、「長時間労働は心身に多大な影響を与えるため、適切な人員配置を図りつつ」

というふうに書いてあります。そういう意味でも、長時間労働というのは抑制していか

なければならないと思いますが、その点の調査の内容について御説明いただきたいと思

います。 

○議長（沖田  守君）  委員長。 

○決算審査特別委員長（川田  剛君）  この時間外勤務につきましては、各課それぞ

れ、おおむね聞いてきたところではありますが、課によって業務の内容が異なります。

課によっては、時間外勤務の量が減ってきている、努力をされているところもござい

ました。 

 一方で、事業が多い課によっては、土日祝日も出なければならない、また、代休もま

まならないというような課もございました。 

 また、資格が必要なところというのも、資格を持っている方が少ないということで、

パートの方もなかなか、入っていても、保育園なんかが該当すると思うんですけれども、

保育士のパートが少ないといったところも、民間との金額の差があったりですとか、そ

ういったところで業務量のしわ寄せが出てきているというようなところもございまし

た。 

 結果的に、昨年度と同数の１６人ということなんですけれども、恐らく同じ人がとい

うことではないとは思うんですが、やはり偏った、時間外勤務が多い方、年度末に向け

て業務量がふえている方ということが多くなっておりますので、時間外の削減が必要で

はないかというような審議はあったと記憶しております。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。──ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますから、次に特別会計について一括してお

願いしたいと思います。ありませんか。──ないようであります。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、病院事業会計について、質疑をお願いします。ありま

せんか。──ありませんね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  ないようですので、以上で、決算審査特別委員長に対する質

疑を終結します。御苦労でございました。 

 続きまして、討論、採決に入ります。 

 議案第１０４号平成２９年度津和野町一般会計歳入歳出決算の認定について、これよ

り討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  委員長報告に反対の立場から討論をさせていただきま

す。 

 平成２９年度一般会計決算の認定についてです。 

 景気が徐々に回復に向かっていると言われて久しくなります。しかし、実感のない方

がほとんどで、むしろ生活が厳しくなっていると感じています。国の政治がひどいとき

だけに、住民に一番身近な町政が、町民の暮らしと福祉の防波堤になるべきです。しか

し、国民健康保険税、介護保険料などの負担は重くなるばかりです。町民の苦しみを解

決し、暮らし応援の町予算が待たれています。 

 ふるさと納税寄附事業についてです。 

 この制度がある以上、知恵を絞らざるを得ませんが、平成２９年度は行政の努力によ

り納税額が急激に伸びています。しかし、この納税制度は、他の自治体に入るはずの住

民税を奪うことでしか成り立ちません。自治体としての節度を保ち続けるべきです。 

 まちづくり委員会についてです。 

 まちづくり委員会は６年目を迎えていました。町民のまちづくり意識は高まっている

でしょうか。町民から、まちづくりを直接提案するその方法は画期的でした。しかし、

人材の発掘と育成への支援策の拡充が求められます。まちづくり組織交付金は、基金と

して積み立てることもできます。自治組織の将来を見据えて、地域の活性化につなげら

れているとは思えません。延命的対策ではなく、抜本的な対策を行うべきです。未来づ

くり協働会議をより重視し、町民が自分事として地域課題を解決するよう力を注ぐべき

と考えます。 

 津和野町東京事務所についてです。 

 東京とつながることは大切です。しかし、より力を注ぐのは東京ではなく、地元の津

和野町です。来た人が、もう一度戻ってきたいと、より思う町になることです。また、

東京事務所職員の、労働による健康への影響も気になります。 

 町の将来を担う子供たちの教育費についてです。 

 学校が、必要な備品の購入計画を年度初めに立てられなくなる教育予算の削減は避け

るべきと考えます。また、全国学力テストは点数競争に走っています。子供の本来の学

力状況を調べるものにはなっていません。教育現場を競争に駆り立てる学力テストの中

止を求めます。 

 以上の立場から、平成２９年度津和野町一般会計歳入歳出決算の認定に反対します。 



○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  以上、討論を終結します。 

 これより、議案第１０４号を採決します。この決算に対する委員長の報告は認定であ

ります。本案件は委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立多数であります。したがって、本案件は委員長報告のと

おり認定することに決しました。 

 続いて、議案第１０５号平成２９年度津和野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の

認定について、これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  委員長報告に反対の立場から討論させていただきます。 

 非正規労働者の流入、年金生活者の増加で加入者の貧困化が進んでいることも、高過

ぎる保険料を引き起こしています。低所得者の保険なのに保険料が高いという矛盾を起

こしています。津和野町でも広域化につながる準備が行われ、保険料を低く抑えて努力

してきた津和野町が、他の保険料が高い市町村にそろえる形で保険料を上げることにな

りました。 

 以上をもって、平成２９年度津和野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に反

対します。 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。討論を終結します。 

 これより、議案第１０５号を採決します。この決算に対する委員長の報告は認定であ

ります。本案件は委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立多数であります。したがって、本案件は委員長報告のと

おり認定することに決しました。 



 続いて、議案第１０６号平成２９年度津和野町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定

について、これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  委員長報告に反対の立場から討論させていただきます。 

 軽度の被介護者には徐々に受け入れ体制を進めるとのことですが、受け入れ体制が整

っていません。利用者、施設に不安を与えています。 

 以上の立場から、平成２９年度津和野町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て反対します。 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。討論を終結します。 

 これより、議案第１０６号を採決します。この決算に対する委員長の報告は認定であ

ります。本案件は委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立多数であります。したがって、本案件は委員長報告のと

おり認定することに決しました。 

 続いて、議案第１０７号平成２９年度津和野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

の認定について、これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  保険料軽減特例の見直しにより、平成２９年度から特

例の見直しが始まり、段階的に引き上げられることが決まっています。これは、低所

得者における保険料負担の大幅な増加につながるものです。後期高齢者医療制度は、

国民を年齢で区切り、高齢者を別枠の医療保険に強制的に囲い込んで、負担増と差別

医療を押しつける悪法です。後期高齢者医療制度そのものに反対します。高齢者の命

と健康を守るためにも制度を撤廃し、もとの老人保健制度に戻すことを強く求めます。 

 以上の立場から、平成２９年度津和野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

に反対します。 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 



〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。討論を終結します。 

 これより、議案第１０７号を採決します。この決算に対する委員長の報告は認定であ

ります。本案件は委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立多数であります。したがって、本案件は委員長報告のと

おり認定することに決しました。 

 続いて、議案第１０８号平成２９年度津和野町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について、これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１０８号を採決します。この決算に対する委員長の報告は認定であ

ります。本案件は委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、本案件は委員長報告のと

おり認定することに決しました。 

 続いて、議案第１０９号平成２９年度津和野町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定について、これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１０９号を採決します。この決算に対する委員長の報告は認定であ

ります。本案件は委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、本案件は委員長報告のと

おり認定することに決しました。 

 続いて、議案第１１０号平成２９年度津和野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決

算の認定について、これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 



〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１１０号を採決します。この決算に対する委員長の報告は認定であ

ります。本案件は委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、本案件は委員長報告のと

おり認定することに決しました。 

 続いて、議案第１１１号平成２９年度津和野町奨学基金特別会計歳入歳出決算の認定

について、これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１１１号を採決します。この決算に対する委員長の報告は認定であ

ります。本案件は委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、本案件は委員長報告のと

おり認定することに決しました。 

 続いて、議案第１１２号平成２９年度津和野町診療所特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１１２号を採決します。この決算に対する委員長の報告は認定であ

ります。本案件は委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、本案件は委員長報告のと

おり認定することに決しました。 

 続いて、議案第１１３号平成２９年度津和野町介護老人保健施設事業特別会計歳入歳

出決算の認定について、これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 



〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１１３号を採決します。この決算に対する委員長の報告は認定であ

ります。本案件は委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、本案件は委員長報告のと

おり認定することに決しました。 

 続いて、議案第１１４号平成２９年度津和野町病院事業会計歳入歳出決算の認定につ

いて、これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１１４号を採決します。この決算に対する委員長の報告は認定であ

ります。本案件は委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、本案件は委員長報告のと

おり認定することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１３．議案第１１５号 

○議長（沖田  守君）  日程第１３、議案第１１５号平成３０年度津和野町立日原図

書館建設工事請負変更契約の締結を議題とします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  今定例会に追加で提案をいたします案件は、契約案件１件で

ございます。重要な案件でございますので、慎重審議を賜り可決賜りますようよろし

くお願い申し上げます。 

 議案第１１５号でございますが、平成３０年度津和野町立日原図書館建設工事請負変

更契約の締結について、議会の議決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、教育次長から御説明を申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  渡邉教育次長。 

○教育次長（渡邉 寛夫君）  それでは、議案第１１５号について御説明をいたします。

平成３０年度津和野町立日原図書館建設工事請負変更契約の締結ついてでございま

す。 

 契約の目的は、平成３０年度津和野町立日原図書館建設工事でございます。契約の方

法は随意契約、契約の金額は１億４,９６５万３,４４０円でございます。変更前の金額



が１億４,１４８万円です。変更額としましては８１７万３,４４０円。契約の相手方は、

住所は津和野町枕瀬５７５番地９、堀建設株式会社、代表取締役堀大地でございます。 

 資料といたしましては、裏面に工事請負変更仮契約の写しと、参考資料としまして、

変更内容及び基礎伏図をつけさせていただきました。基礎伏図とは、建設物の基礎の全

体の形状を上から見おろして記載された図面のことでございます。 

 この仮契約は、津和野町議会の議決を得たときに本契約となるというものでございま

す。 

 内容につきましては、９月１３日に全員協議会で御説明を申し上げたところでござい

ますが、基礎工事で地盤改良作業中、大きな転石や地下室等が出たために施工ができな

くなり、土の入れかえ等の工法を変更したい、また、堤防沿いについては、堤防に影響

が出ないように新たな工法を追加したいと。それに伴い、隣接する家屋に影響を与える

可能性がありますので、家屋調査を追加したいということで、それらに伴いまして工事

費の増額を変更していただくものでございます。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これから、質疑に入りたいと思います。ありませんか。１０番、後山幸次君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  この工事のための変更契約をされておりますが、こ

の隣家に影響を与えないような家屋調査をされるわけでございます。１５８万４,０

００円も予算を組んでおられますが、大変心配するのは、津和野のＳＬ館を解体した

ときにも、ああやって機械の振動等で、いろいろ隣家に対して影響が出ておりますの

で、十分気をつけられて、まず着工前に土間の写真、壁の写真等、着工前、撮って、

万全の態勢で工事に当たっていただきたい。それから、家屋を持っておられる人にも

十分の説明をしてから工事に入るように、ひとつ細心の注意を払っていただくように

業者のほうへ指導していただきたい、このようにお願いをしておきます。 

○議長（沖田  守君）  渡邉次長。 

○教育次長（渡邉 寛夫君）  御指導等ありがとうございます。 

 先ほど、議員さんが言われましたが、できるだけ影響がないような工事をしていきた

いとは思っておりますが、しっかり業者のほうに指導してまいりたいと思いますのでよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありませんか。１番、草田吉丸君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  今回の変更についてでありますが、ただいまも質問が

ありましたけども、やはり民家の近くの工事のために、非常に影響が出ることも予想

されるというふうに思います。調査をされておるということではございますけども、

私は、ちょっとこの件については、決算審査のときにもいろいろとちょっと質問をさ

せていただいたわけですが、あそこの日原賑わい創出、そしてこの図書館、一体的な

ゾーンでの、これは事業であろうというふうに思います。 



 そんな中において、どうしても中に民家が１戸残った状態で工事が進められていると

いうことでございますが、私はできれば、これは本人さんの同意が当然必要なことであ

りますけども、移転とかをお願いをしてでも、私はあそこの一帯を、賑わい創出で、人

がたくさん来てもらえるような場所にぜひするべきと思いますけども、そういった移転

交渉等については全く考えられていないのか、まずその辺をお聞きをしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  決算審査のときにも、御質問等でいろんな議員さんからも、

そういう御意見もいただいたところでありまして、そうした経過も踏まえて、我々と

しても決して検討しないというところではございませんで、今後、そうした移転をし

ていただくということが可能なのかどうかということは、引き続いて検討していきた

いというふうには思っているところであります。 

 ただ、移転先ということも考えながら進めていかなければならないという状況でもご

ざいまして、近くには、少し危険家屋になりつつある、そういう家屋もございます。こ

の方とも、いろいろ所有者の方とも、これまでも購入のお話もしてきたところでありま

すけれども、なかなか御理解が得られていないという──購入に当たって、移転は前提

とは別の話といたしまして──。しかしながら、やはりいずれは、ああいう整備をして

いく上では、あそこの周辺に危険家屋として残っていくというのも問題であるというふ

うにも思っておりますので、引き続き交渉をしていきたいというふうにも思っておりま

す。 

 そういう部分が解決できれば、移転先の候補地にもなってくるんだろうとも思ってお

りますし、また、決算審査では少し迷ったんですが、結果として言わなかったというと

ころもあったんですが、例えば、現在、庁舎の移転等で、西中国信金さん等々があちら

に移られるというようなことにもなりますと、その跡地、今のいわゆる支店の跡地等々

がまた駐車場にというような、そういうような考え方も出てくるかとも思っております

し、いろいろな今動きが出てきているところでありますから、そういうことも一緒に判

断をしていかなければならないというふうにも思っております。 

 そして、何をおいても所有者の方のお気持ち、このことも慎重にやはり話をしていか

なければならないというふうにも思っておりますので、もう少々時間が必要だというふ

うに受けとめているところでございます。 

 ただ、今回の工事はもうここまで来ておりますし、結果としてそこの、今の現状の民

家が移転をしたといたしましても、決して、そこが空間になっていびつな形状になると

は思ってもおりませんし、駐車場として、また活用もしっかりできるというふうにも思

っておりますので、現行の施設については予定どおり進めさせていただきたいというと

ころでありまして、繰り返しになりますが、議員の御質問については少し時間がかかる

とは思いますが、しかし、できるだけ早く検討し、結論を出していきたいというふうに

考えているところであります。 



○議長（沖田  守君）  １番、草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  ぜひ、その辺の検討をしていただきたいなというふう

に思います。 

 日原賑わい創出、そしてこの日原図書館、相当な財政を投入してやる事業であります

ので、できたものが、本当に町民の皆さんにとって使い勝手がいい、そういったものに

ぜひしていただきたいと思いますし、今、駐車場の計画は、道路を挟んで反対側であり

ます。反対側の駐車場から子供連れで道路を渡って図書館に行かなければならない、そ

ういうような状況が出てくるわけでありますので、できれば今の図書館側へ駐車場等、

ぜひつくるというような方法を検討していただきたい、そういうことをお願いいたしま

す。 

 よろしくお願いします。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。１１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  今回は、もとの診療所の地下室が出てきたというこ

とで、こういう工事が追加されたわけでありまして、先般も説明がありましたけれど

も、今回もそうでありますし、前回の養老館でも、これが変更契約かと思うほどの大

幅な変更になったり、また、賑わいづくりも、今から活用していこうという、そうい

うときに水道も下水道も使えない、それも執行部側も把握していなかったという状況

があって、もう少しいろんな意味で、やはり事前にいろんな調査をしながら進めてい

くべきではないかと思っております。 

 賑わいにしても、あそこができた時点でさまざまな活用をしていこうという考え方も

ありましたし、また、住民の方々が使っていきたいという意向もたくさんあって、それ

に向けて私も何とかという思いもあったわけでありますが、もう少しやっぱり、そこに

着工していく前にさまざまな形で調査をしていくべきではないかと思いますが、所見を

お尋ねしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  議員御指摘の点でございますが、賑わいの拠点、主

屋と蔵につきまして、確かに下水工事の段階で、一時的な接続時点のみの下水使用が

できない状況になるであろうというような、我々も思いでおったところでございます

が、工法的にやっていく上では、来年３月までの工期期間いっぱい、一番最後での最

終的な接続で使用可能になるということが、技士の部分ではもう少しわかっていたの

かもしれませんが、私自身がそこまでの認識がない中での設管条例を設けた上での使

用開始ということになりました。 

 現時点でも、上下水道が使えないということで御利用は可能であるということで御周

知もさせていただいて、御要望があったときにはそういうお答えをしながら、この月曜

日にも、実際あそこ使われた方もいらっしゃいますから。そういった形での御使用はで

きますので、そのあたりを丁寧に御説明をしつつ、できる限り、──御利用いただく場



合には大歓迎でございますので──そういうところもお話しながら進めてまいりたい。

また、今後、これも工事をどうしても最優先する必要がございますので、今後はそのあ

たりも気をつけて臨んでまいりたいというふうに思っております。 

 よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  今、岡田議員さんのほうから御指摘をいただきましたけれ

ども、養老館の工事につきましては、解体が伴った修復の工事でございますので、ゼ

ロからの積み上げということにはならないということで、現物がある中で解体をして

判明したこと、そういうことがどうしても出てくるということで、いたし方がない部

分もあろうかなというふうに思います。 

 今回の、この変更に伴うものにつきましても地下のことでございまして、工事に入っ

て初めて発見されたようなことということもございます。一応ボーリング調査で３カ所、

穴をあけて地質の調査はしたわけではありますが、たまたまそこのところについては、

それが当たらなかったということで、穴の掘るのを１０カ所も２０カ所もやるといいん

ですけれども、その分、またそこで費用がかかるというところで、申しわけはございま

せんけれども、そういった状況の中でございますので御理解をいただきたいというふう

に思います。 

○議長（沖田  守君）  ５番、板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  今回の変更契約の内容について、先ほど同僚議員から

も質問がありましたが、隣家に影響を与えるかどうか、その可能性が極めて高いため

に家屋調査ということでされるということで、１５８万ですか。私の認識からすれば、

実は災害当時、私の家の前は町道ですけども、通常は通らない１０トン以上のダンプ

が通るということで、事前に家屋の振動等について調査事業が入りました。これはや

っぱり施工業者ではなくて、第三者の客観的な見地からコンサルというような形で調

査に入られて、二、三日、時間をかけて、そこそこの写真やら全てを詳細について調

査されて、その工事後においての変化を見きわめるというような、そういう体制で家

屋調査が進められた経緯があります。 

 これを、今の説明を聞きますと、いわゆる施工業者が、その家屋の影響について調査

をされるということで、契約金額の中に百五十何万が含まれておるということで、これ

は基本的には施工業者ともう一人の対象者がおられるわけですから、その間を取り持つ

極めて公平性のあるものでないと、工事の影響に対するコメント、なかなか難しいんで

はないかなと思って、ちょっと思うところがあるんですけどもその辺については、その

根拠というものはどういう根拠で１５８万４,０００円ということになるのか、ちょっ

とお聞かせいただけますか。 

○議長（沖田  守君）  渡邉次長。 



○教育次長（渡邉 寛夫君）  通常であれば、板垣議員さんの言われるように施工前に

調査等行うというのが普通ではありますが、このたび、先ほどちょっと説明をさせて

いただきましたが、大きな転石等が出てきて、結局、思わぬ機械、ダウンザホールハ

ンマ工という大きな機械を入れて穴をあけなければならなくなったという形で、時間

的にも、この機械を搬入するのにもかなり時間がかかるということ。それから、新た

に家屋調査を入れるということになると、また入札等行って、また時間的ロスが出て

くるという形もありますので、今回については、急遽、請負業者のほうで、この家屋

調査を進めてほしいという形で設計管理者のほうから提言がありましたので、そうい

う形になりました。 

○議長（沖田  守君）  ５番、板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  事業の性格上、わかりました。同僚議員もおっしゃら

れておりましたが、お互いに後々問題がないように、ひとつ、丁寧な対応をお願いし

たいと思います。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますから、質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案件に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、本案件に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第１１５号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第１１５号平成３０

年度津和野立日原図書館建設工事請負変更契約の締結については、原案のとおり可決

されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１４．総務経済常任委員会の所管事務調査報告について 

○議長（沖田  守君）  日程第１４、総務経済常任委員会の所管事務調査報告につい

てを議題とします。 

 総務経済常任委員会委員長の報告を求めます。３番、川田剛君。 

○総務経済委員長（川田  剛君）  所管事務調査報告。 

 平成３０年６月定例会において閉会中の調査の決定をいただきました所管事務調査

について、以下のとおり報告いたします。 



 調査事項。商工業の実態について。 

 調査目的。商工業の実態を調査し、議会活動に資するため。 

 調査日。平成３０年７月９日、月曜日、午前１０時から。 

 調査場所。津和野町民センター研修室。 

 出席者。総務経済常任委員６人、議長、商工観光課長、商工観光課長補佐、津和野町

観光協会会長、津和野町観光協会副会長、津和野町観光協会事務局、津和野町商工会会

長、津和野町商工会事務局、経営指導員、事業承継員であります。 

 調査の方法。机上調査。 

 調査概要。 

 本年８月４日、津和野の南の玄関となる一般県道柿木津和野停車場線中座工区──以

下、中座バイパスと申し上げます──が開通する。 

 また、北側ではＪＲ津和野駅周辺整備を実施しており、全体的には平成３３年に整備

が完了する予定である。 

 津和野町へのアクセスの改善、玄関口の改良は多くの方々に期待をもたらすものでは

あるが、町内の商工業についてはどのようになっているかを把握する必要がある。 

 そこで、津和野町の商工業の実態を調査したものである。 

 調査報告。 

 中座バイパスについて。 

 ８月４日に式典を実施し、石見神楽上演、つわのマルシェの開催、工事完了までのパ

ネル展示を企画している。 

 道の駅なごみの里において、観光案内ブースの設置を計画している。 

 人・車の動態調査は行っていないが、観光戦略会議において、来年の初詣ででシミュ

レーションすることを検討している。 

 なごみの里県道前駐車場について案内看板の設置は考えているが、舗装は考えていな

い。 

 ＪＲ津和野駅前周辺整備について。 

 ＪＲ津和野駅周辺整備は、平成３３年まで駅前第一駐車場から駅舎に向かって整備を

行っていく。 

 全体計画については、津和野町歴史的風致維持向上協議会において協議中である。 

 ＳＬ館跡地については、駐在所も含め駅舎改修後に整備を行う。 

 展示されているＤ５１機関車は、桑原史成写真美術館北側に移動させる。 

 現在のロータリー及び写真美術館北側について、車の進入を禁止し、一般車両やバス

等は北側──現在の第一駐車場であります北側のみ進入可能とし、車歩分離を行う。 

 駅前第一駐車場と駅は、スロープで一体感を出す。 

 駅前第二駐車場について、舗装を検討している。また、一部を観光協会が受託してい

る駅レンタカーサービスのレンタカー車両を常駐するスペースとして検討している。 



 駅前第二駐車場の料金徴収が曖昧になっているため、駅前第一駐車場に設置してある

ような遮断機の設置を検討している。 

 路線バスについて、町営バスと民間のバスに番号を振り、乗客にわかりやすい制度を

検討している。 

 津和野駅周辺の住民に対しては、総会等で説明を行っている。 

 津和野駅周辺整備後の地元住民の利活用についてはまだ協議を行っていないが、地域

の拠点として期待している。 

 駅舎南側の倉庫をオストメイトトイレに改修し、トイレ２階部分を展望できる施設に

できないか協議中である。 

 津和野町観光協会について。 

 ７月１日から山陰ディスティネーションキャンペーンがスタートしたが、豪雨により、

お客様がほとんど来町できない状況である。 

 亀井家入城４００年を記念し実施した４００人で踊る盆踊り大会は、国内外の観光客

に好評であった。観光素材として活用できる確かな手応えを感じているとのことであっ

た。 

 現段階で、９月から１０月までの間、インバウンド客の予約状況は順調である。 

 宿泊施設が２件減ったことは、宿泊室数の大幅な減少につながり、厳しい状況である。 

 従業員の不足や事業承継が観光業全体の課題である。 

 町家ステイについて、平成２８年度は１５８人、平成２９年度は２８４人で、今年度

については、７月時点で昨年度より増加している。 

 観光協会として宿泊、小売、飲食業の国の補助金を申請する準備を整えている。 

 「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」が世界遺産に登録された。乙女峠マリ

ア聖堂における奇跡や隠れキリシタンの歴史等を研究し、官民を挙げて列福列聖運動を

展開していきたい。 

 来年１１月に予定されている将棋棋戦の竜王戦第５戦を藩校養老館で実施してもら

うため、エントリーを申請している。 

 津和野町商工会について。 

 平成２９年３月に事業承継アンケー卜を実施した。事業の後継者について「決まって

いない」と回答したものが７５％あり、その理由として５３.９％が「自分の代で清算・

廃業」と回答している。後継者がいる場合では７７.８％が「親子」と回答している。

事業承継の課題の中で一番大きな課題は「候補の確保」で、「後継者教育」「金融債務」

と続く。 

 事業承継の事業実績として、平成２８年度に第三者承継を募集し、平成２９年度に小

売・飲食業において２件採択を行った。 

 今年度は後継者有無のマップを作成し、実態の把握に努める。 



 空き店舗活用については、問い合わせは多々あるものの、神棚や仏壇がある、下水道

がない、店舗と住居が兼ねているなどの理由からマッチングに至っていない。 

 買い物について、商店の衰退の背景にはロット数等物流の問題があり、物流の問題解

決なしには商店の衰退は防げない。 

 事業所数について、小売業を中心とした町であるので、今後厳しい状況が続く。日原

地域は雇用も売り上げも変動ないが、津和野地域は観光が主産業なので伸びるときは伸

びるが、入り込み観光客数を増加させなければ厳しい状況である。 

 津和野町中小企業・小規模企業振興基本条例が平成２８年１２月に制定されたが、条

例第５条に規定された基本計画が策定されていない。本年策定に着手する予定である。 

 町が行う商業支援については、県下トップクラスの支援実績であり、県下において当

町の事業をモデルに実施を行っている自治体もある。 

 調査意見。 

 中座バイパスについて。 

 南の玄関口となるなごみの里に、神楽上演等で使用できる舞台を設置すべきである。 

 中座バイパスと県道１３号線が接続する３差路に信号機を設置すべきである。 

 開通前、開通後における動態調査を実施し、公表すべきである。 

 なごみの里の利用者が増加することが予想されることから、バス、一般車両の駐車場

を分離する整備を行い、県道前の臨時駐車場を舗装すべきである。 

 中座バイパスの凍結対策に努められたい。 

 ２、ＪＲ津和野駅周辺整備について。 

 Ｄ５１展示機関車の展示位置について、展示の位置や屋根の有無など、保存の観点か

ら重々検討されたい。 

 バスの乗降場所や一般車両の乗降場所について、屋根を設置するべきである。 

 周辺整備に当たり、緑化や公園の整備も検討されたい。 

 地元住民の活動拠点ともなるよう、地元住民とも十分に協議を実施されたい。 

 駅前第二駐車場の料金徴収について、適正に料金徴収に努めることに異論はないが、

徴収機器の設置や徴収員の配置など、徴収方法については財政を鑑み、十分検討された

い。 

 ３、商工業について。 

 津和野町中小企業・小規模企業振興基本条例に基づく基本計画の策定を早急に着手す

べきである。 

 町内業者の清算・廃業は、町経済や町民の生活に大きな影響を及ぼすものである。空

き店舗の活用や事業の承継を促す施策を講じるべきである。 

 人口増加対策、人口流出対策として、雇用の確保は有用である。今後も継続して企業

誘致に努められ、職業選択の増加を図られたい。 



 中座バイパスの開通により、人・車の流れが大きく変わることが予想される。住民も

観光客も利用できるような周遊バスの実施や、レンタサイクル及びサービス制度の整備、

タクシーの利用促進策など、ニーズに応じた交通の整備を図られたい。 

 津和野町商工会、津和野町観光協会等関連団体と連携し、さらなる商工業の発展に努

められたい。 

 以上。 

 平成３０年９月２６日、津和野町議会議長沖田守様、津和野町議会総務経済常任委員

会委員長。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

 これより、委員長報告に対する質疑を受けたいと思います。質疑はありませんか。４

番、道信君。 

○議員（４番 道信 俊明君）  ２点お伺いしますが、１点目は第二駐車場の件なんで

すけども、料金徴収が曖昧なためということを書いておられますけども、どういうと

ころで、その曖昧だということを出されたか。その根拠みたいなもの、何となくなの

か。というのは、私はもう横に住んでいますんで、ずっと見ています、毎日見ていま

す。だから、毎日見ている中で、料金徴収が、何でこれ曖昧だというのを出されたの

かということが、もう一つ。 

 それと、逆に曖昧でなければならないということが、もう一つここにはあるんです。

というのは、ＳＬが入ってきたときに、あそこに車がだあっと入ってきます。車が入っ

てくるということは、あそこにＳＬがとまりますから、間近でＳＬを撮影したいという

人がものすごく多いんです。これを締め出してしまうと、まさに観光が落ち込んでいる

中において、ましてや、あの地域の中で観光客が減っている中で、そういう人たちを締

め出してしまうということは、非常に観光客に対して失礼だというか全体的な方向性で

はないと。観光客をふやしましょうなんていう、ましてやＳＬに対してのお客さんを締

め出すみたいな形。 

 それと、もう一つ懸念されるのは、あそこに遮断機をつくったりしましたら、私の横

の道になるんですけども、必ず周りにだあっと車が駐車します。今でも、周りに対して

駐車をだあっとして交通渋滞が起きたりなんかするんですけども、そこで締め出したり

なんかしたら、必ずあのあたりは、もう大変な交通渋滞を起こすであろうということに

なります。 

 それと、もう一つ懸念されるのは、道幅があそこ、第一駐車場のような、前に空間の

スペースがあるわけじゃないので、中に一旦ぽんと入ってしまったら、前の車が詰まっ

ているかどうかというのは、私の家の陰になって見えない。必ずそこに事故等も発生す

るということが懸念されます。遮断機の種類によるんですけども、出るところと入ると

ころが、あのスペースではつくれません。もう一つは、向こうの観光協会の横のところ

の幅はなおさら狭い。そこで、どういうふうに、あそこを遮断機をつけるんかなという



のがあるのと、それと観光協会がレンタカーを駐車させるという──現実に今置いてい

ますけども──そしたら、そのレンタカーに対しての、今の遮断機の効果というのはど

ういうふうにするのかということが、私はここではしっかり検討されていないのに今の

ようなことを書かれたということは、非常にこれに対しては懸念しております。 

 それと、話は全然変わるんですけども、町家ステイなんですけども、町家ステイは確

かに伸びているんですけども、これ、単純に３６５で割ると１年で１人にもならないと

いう状態なんですけども。これが多いか少ないかというのは別です、あそこは値段がい

いから。前にも１回聞いたことがあるんですけども、じゃらんと、それからるるぶと、

それから楽天、これにはたしか入っていないですよね。Ｙａｈｏｏ！もそうですけども。

なぜなのかなと。一休を中心にされているんですけども、一休はどっちかというと余り

お客さんをとるサイトではないんで、何でじゃらんと、今言った大手のところが入って

いないのかという──たしか入っていないと思います──この理由がちょっと知りた

いと。 

 以上の２点です。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○総務経済委員長（川田  剛君）  まず１点目の質問について、どこが曖昧なのかと

いうのは、今、道信議員が説明していただいたとおりでして、ＳＬのお客さんという

方が、ばあっととまられたときに、どこで料金を払われているのかなという部分が、

その部分であります。片方では、料金、月決めか何か払いながらとめられているのに

もかかわらず、料金を徴収するシステムというのが整っていないというところが懸念

されているという点ではないかと思っております。 

 その遮断機の設置についてという部分では検討している段階でありますので、恐らく、

道信議員がおっしゃられた懸念というのは当然あるために検討ということで、じゃあ職

員を配置したらどうかとなりますと、それはまたそれで人件費がかかってくるという部

分ではないかと思います。 

 ですので、津和野庁舎裏のような体制になるのか、普段はガソリンスタンドに委託し

ながら、祝日や休日は人を配置するとか、いろんなやり方はあると思うんですけれども、

その部分について検討しているということですので、調査意見について、「徴収方法に

ついては財政を鑑み、十分検討されたい」というふうにつけ加えたわけでありますので、

曖昧かどうかという質問に対しましては、今、道信議員が説明されたとおり曖昧になっ

ているというところであります。 

 ２点目の町家ステイについては、るるぶやじゃらんや楽天のほうが人が集まるかどう

かというのは客観的な根拠もございませんし、我々のほうでは調査はしておりません。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。１１番、岡田克也君。 



○議員（１１番 岡田 克也君）  調査意見の中で、中座バイパスについての「中座バ

イパスと県道１３号線が接続する３差路に信号機を設置すべきである」という、そう

いう調査意見でありますが、信号というのは、設置した場合には交通事故が起こりに

くいという利点があり、また、欠点としては、そこで必ず車がとまって待ち時間が生

じていくという、そういうことがありますが、こういう意見が多々出たのでしょうか、

お尋ねしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  はい。 

○総務経済委員長（川田  剛君）  この調査につきまして、一つだけ前提に置きたい

のが開通前ということでありまして──もう我々は、実際、皆さん、使われたと思う

んですが──開通前の段階での調査でして、その際には、やはりあそこは交通量がふ

える、それから萩からの交通量、ちょうど見通しの部分もどうなのかといったところ

でして、大きな道路の重なる部分について、あそこに信号機がないとなると危険では

ないかという御意見がありましたので調査意見に載せております。 

 開通しておりますので、今後、交通量を見ていただきながら、その辺は検討してもら

えるものではないかなと思い、入れております。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 以上で、総務経済常任委員会の所管事務調査報告を終了します。 

────────────・────・──────────── 

日程第１５．文教民生常任委員会の所管事務調査中間報告について 

○議長（沖田  守君）  日程第１５、文教民生常任委員会の所管事務調査中間報告に

ついてを議題とします。 

 文教民生常任委員長から、所管事務調査について中間報告をしたいとの申し出があり

ますので、お諮りをいたします。 

 本件について、申し出のとおり、中間報告を受けることにしたいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。したがって、文教民生常任委員会の

所管事務調査中間報告を受けることに決定いたしました。 

 文教民生常任委員長の発言を許します。８番、三浦英治君。 

○文教民生委員長（三浦 英治君）  所管事務調査中間報告。 

 平成３０年第４回（６月）定例会において許可をいただきました所管事務調査につい

て、会議規則第４７条第２項の規定に基づき報告いたします。 

 １、調査事件。保育事業と障害者事業について。 



 ２、調査目的。現状を把握調査し、議会活動に資するため。 

 ３、調査方法。机上調査及び現地調査。 

 ４、調査の経過。 

 第１回。日時、平成３０年７月５日、木曜、午前９時から。場所、津和野町役場津和

野庁舎第２庁舎委員会室。出席者、文教民生常任委員会６人、土井泰一健康福祉課長。

調査事項、保育事業と障害者事業の進捗状況の机上調査並びに社会福祉法人つわの清流

会との意見交換及びＢ型事業所わさびの里視察。 

 第２回。日時、平成３０年７月３０日、月曜、午前９時から。場所、津和野町役場第

２庁舎委員会室。出席者、文教民生常任委員会６名、土井泰一健康福祉課長。調査事項、

各保育園施設（建物）の状況と保育園統廃合の経過について机上調査及び日原保育園の

現地調査。 

 第３回。日時、平成３０年８月２７日、月曜、午前９時から。場所、津和野町役場第

２庁舎委員会室。出席者、文教民生常任委員会４名、土井泰一健康福祉課長。調査事項、

青原・木部さとやま・畑迫保育園の見学と状況調査。 

 ５、中間報告。今後の公設、公設民営、民営の保育園運営のあり方に関しての調査不

足と、津和野町の障害者福祉施策についての考察不足のため、継続調査といたします。 

 平成３０年９月２６日、津和野町議会議長沖田守様、文教民生常任委員会委員長三浦

英治。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

 これから委員長報告に対する質疑に入りますが、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 以上で、文教民生常任委員会の所管事務調査中間報告を終了します。御苦労でした。 

────────────・────・──────────── 

日程第１６．各委員会からの閉会中の継続調査の申出について 

○議長（沖田  守君）  日程第１６、各委員会からの閉会中の継続調査の申出につい

てを議題とします。 

 各委員会から、会議規則第７５条の規定によって、お手元に配付のとおり閉会中の継

続調査の申し出があります。 

委員会 目 的 事 項 期 限 

総務経済 
議会活動に資するため

の所管事務調査 
農林業について 

１２月定例会

まで 

文教民生 〃 
保育事業と障害者事業

について 

１２月定例会

まで 

議会運営 所掌事務調査 
議会の運営に関する事

項 

１２月定例会

まで 



○議長（沖田  守君）  お諮りをいたします。申し出のとおり、閉会中の継続調査と

することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。したがって、各委員会からの申し出

のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  以上をもちまして、本日の日程全て終了いたしました。 

 会議を閉じたいと思います。 

 平成３０年第６回津和野町議会定例会を閉会します。御苦労でございました。 

午前 10時 23分閉会 

────────────────────────────── 
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